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　プロローグⅠ　人界暦三七二年七月




　　　１




　斧おのを握にぎる。

　振り上げる。

　叩たたき下おろす。

　たったこれだけの動作なのに、少しでも気を抜くと当たりどころが狂くるい、硬かたい樹皮が両腕に容よう赦しやない反動を跳はね返かえしてくる。呼吸、拍ひよう子し、速度、体重移動、それら全てを完かん璧ぺきに制せい御ぎよして初めて、重い斧おのの刃は秘められた威い力りよくを全て樹に伝え、高く澄すんだ音を心地よく響ひびかせる。

　と、頭では理解していても、実じつ践せんとなるとこれがままならない。ユージオが十歳の春にこの仕事を与えられてから早くも二度目の夏が来るが、そんな会心の一振りは十回に一度出せるかどうか、というところだ。斧の使い方を教えてくれた、前任者のガリッタ爺じいさんなどは百発百中で、重い斧をどれだけ振り回そうと疲れた素そ振ぶりさえ見せなかったのに、ユージオはたったの五十回で両手が痺しびれ、肩が痛んで、腕が上がらなくなってしまう。

「四十……三！　四十……四！」

　自分に喝かつを入れるように、せいぜい大声で数をかぞえながら斧を大樹の幹に叩きつけるが、吹き出た汗で眼がぼやけ、掌てのひらは滑すべり、命中率はみるみる低下していく。半なかばやけくそのように、握り締めた木こり斧を体ごと振り回す。

「四十……九！　ご……じゅ……う!!」

　最後の一撃は盛大に手て許もとが狂い、幹に深く刻まれた切り目から遠く離れた樹皮を叩いて、耳みみ障ざわりな金属音を撒まき散ちらした。眼から火花が出るほどの反動に、ユージオはたまらず斧を取り落とし、そのまま数歩後ろによろめくと、深い苔こけの上にどさりと座り込んだ。

　荒あらい呼吸を繰くり返かえしていると、右のほうから、笑いを含んだ声が聞こえた。

「いい音がしたのは、五十回中三回だったな。全部合わせて、えーと、四十一回か。どうやら今日のシラル水すいはそっちのおごりだぜ、ユージオ」

　声の主は、少し離れた場所に寝転がる同い年の少年だ。すぐには答えられず、座ったまま手探りで革の水筒を摑つかみ上あげる。すっかり温ぬるくなった水をがぶがぶ飲み、ようやく人心地ついたユージオは、固く栓せんを閉めてから言った。

「ふん、そっちだってまだ四十三回じゃないか。すぐに追いつくよ。そら、お前の番だぞ……キリト」

「へいへい」

　ユージオの幼おさな馴な染じみにして無二の大親友、去年の春からはこの憂ゆう鬱うつな《天てん職しよく》の相棒でもあるキリトは、汗あせに濡ぬれた黒い前まえ髪がみを搔かき上あげると、両足を真上に伸のばし、えいやっと体を起こした。しかし、すぐには斧おのを拾いに行かず、手を腰に当てて頭上を仰あおぐ。つられて、ユージオも視線を空に向ける。

　七の月もまだ半ばの夏空は呆あきれるほどに青く、その真ん中に張り付いた陽神ソルスは空から溢あふれんばかりの光を放っている。だが、四方八方に伸ばされた大樹の枝々に遮さえぎられ、ユージオたちのいる根元まではほとんど届かない。

　こうしている間にも、大樹は陽神の恵めぐみを無数の葉でむさぼり、また根からは地神テラリアの恩おん寵ちようを絶え間なく吸い上げて、ユージオとキリトが苦労して刻み進めた切り目を着々と回復させている。日中にどれほど頑がん張ばっても、一晩休んで翌朝またここに来ると、樹は前日に刻まれた深さの半分を埋め戻してしまっているのだ。

　ユージオは、軽くため息をつきながら、視線を空から樹へと向けた。

　大樹──村人の間では《巨神の大杉》を意味する《ギガスシダー》という神聖語名で呼ばれているそれは、幹の直径が四メル、天辺の枝まではゆうに七十メルはあろうという化ばけ物ものだ。村で一番高い教会の鐘しよう楼ろうだってその四分の一しかないのだから、今年になってようやく背せ丈たけが一メル半を超こえたユージオやキリトにとっては、まさしく古代の巨神にも等しい相手だ。

　どだい、人間の力でこいつを切り倒そうなんて無理な話なんじゃないのか──と、その幹に刻まれた切り目を見るにつけ、ユージオは思わずにいられない。くさび型の切り込みはやっと深さ一メルに達するかどうかという所で、幹はまだその三倍もの厚みが健在なのだ。

　去年の春、キリトと一いつ緒しよに村長の家へと連れていかれ、《巨樹の刻み手》という役目を与えられた折に、ユージオは気が遠くなるような話を聞かされた。

　ギガスシダーは、二人が暮らす《ルーリッドの村》が拓ひらかれる遥はるか以前からこの地に根を張っており、その最初の入植者の時代から村人は延々と樹に斧を入れ続けているらしい。初代の刻み手から数えて前任のガリッタ爺じいが六代目、ユージオとキリトが七代目であり、ここに至るまですでに三百年以上の時が費やされているのだという。

　────三百年！

　当時十歳の誕生日を迎えたばかりのユージオにはまるで想像もできないほどの時間だった。もちろん、それは十一になった今も変わりはしない。どうにか理解できるのは、ユージオの父親、母親の世代、祖父、祖母の世代、その前、さらにその前の世代から、刻み手たちは無限とも言えるほどの回数斧を振り続け、その結果作ることのできたのが、この一メルにも満たない切り目なのだ、ということだけだ。

　なぜそこまでして大樹を倒さなければならないのか、その理由を村長はしかつめらしい口調で語ったものだ。

　ギガスシダーは、その巨体とありあまる生命力ゆえに、周囲のとてつもなく広い範囲から、陽神と地神の恵みを奪い去ってしまう。大樹の影が届く全ての土地では、種を播まいてもいかなる作物も実らない。

　ルーリッドの村は、《人界》を分割統治する四大帝国の一つ《ノーランガルス北帝国》の、更さらに北部辺境に位置する。つまり、ここが文字通り世界の果てだ。北、東、西の三方を急きゆう峻しゆんな山脈に囲まれていて、畑や放牧地を広げんとするなら南の森を切きり拓ひらくしかない。しかしその森のとば口にギガスシダーが根を張っているために、まずこの厄やつ介かい者ものをなんとかしなければ、これ以上の村の発展は有り得ない。

　とは言うものの、大樹の木質は鉄の硬かたさを誇り、火をかけても煙すら出ず、掘り起こそうにもその根は梢こずえと同じだけの深さにまで及んでいる。ゆえに、我々は村の開祖たちが残してくれた、鉄さえ断てる《竜りゆう骨こつの斧おの》を用いて樹の幹を刻み、その役目をまた次の世代に伝えていかねばならないのだ──。

　使命感のあまりか声を震ふるわせながら村長がその話を終えた時、まずユージオがおそるおそる、それならギガスシダーは放っておいて更に南の森を切り拓いたらどうなのか、と訊たずねた。

　すると村長は、あの樹を倒すのは先祖代々の悲願であり、その天職を二名の刻み手に委ゆだねるのが村のしきたりである、と怖い声で言った。次にキリトが、首を捻ひねりながら、そもそもなんでご先祖様はこんなところに村を拓いたのかと訊ねた。すると村長は一いつ瞬しゆん言葉に詰つまってから烈れつ火かの如ごとく怒り、げんこつでキリトとついでにユージオの頭をぽかりぽかりと叩たたいた。

　以来一年と三ヶ月、二人は交代で竜骨の斧を握り、ギガスシダーに挑いどみつづけている、というわけなのだ。しかし、まだ斧を振る腕が未熟なせいもあるのだろうが、大樹の幹に入った切れ込みは大して深くなっているようには思えない。ここまで刻むのに三百年かかっているのだから、子供二人がたった一年頑がん張ばったくらいではさしたる変化もないのは当然と言えば当然なのかも知れないが、仕事としての達成感がないことおびただしい。

　いや──その気になれば、見た目だけでなく、より明快な形で気の滅め入いる事実を確かめることもできるのだ。

　隣となりに立ち、無言でギガスシダーを睨にらんでいたキリトも同じことを考えたらしく、すたすたと幹に歩み寄ると左手を伸ばした。

「おい、やめとこうよキリト。むやみと大樹の《天てん命めい》を覗のぞくなって村長から言われてるだろ」

　ユージオは慌あわててそう声を掛けたが、キリトはちらりと顔を向けると、いつもの悪戯いたずらそうな笑みを口の端はしに浮かべてうそぶいた。

「前に見たのは二月前だぜ。もうむやみじゃなくて、たまにだよ」

「まったく、しょうがないなあ。……おい、待てよ、僕にも見せろ」

　ユージオはようやく呼吸の落ち着いた体を、キリトと同じように振り上げた足の反動で起こすと、相棒のそばへと駆かけ寄よった。

「いいか、開くぞ」

　キリトは低い声で言うと、前に突き出した左手の人差し指と中指をぴんと伸ばし、残りの指を握った。そのまま空中に、這はいずる蛇へびのような形を描く。創世神に捧ささげる印のもっとも初歩的なものだ。

　印を切った指先で、キリトはすかさずギガスシダーの幹を叩たたいた。本来あるべき乾かわいた打だ撃げき音ではなく、銀器を弾はじいたような澄すんだ音が小さく響ひびく。次いで、幹の内部から浮かび上がるように、小さな四角い光の窓が現われる。

　天地あめつちの間に存在する遍あまねくものには、動く、動かざるに関わらず、生命を司る創世の神ステイシアによって与えられた《天てん命めい》が存在する。虫や草花にはごくわずかの、猫や馬にはそれよりずっと多くの、人には更さらに多くの命が与えられている。そして森の樹々や苔こけむした岩などは、人の何倍もの天命を持っている。それらの命はひとしなみに、生まれ出でてからある時点までは増加し、頂点を迎え、ついで減少していく。やがて命が尽きたとき、獣けものや人は呼吸を止め、草木は枯れ、岩は砕くだける。

　その天命の残量を、神聖文字で記したのが《ステイシアの窓》だ。相応の神聖力を持つ者が、印を切り対象を叩くことによって呼び出せる。石ころや草のようなものの《窓》はたいていの者に引き出せるが、獣になるとやや難しく、人間の《窓》に至っては初歩の神聖術を修めるに足るだけの力がないと引き出すことはできない。──もっとも、自分の窓を見るのは誰だれにとっても少々恐おそろしい行為なのだが。

　一般的に、樹木の窓は人のそれよりは見やすいが、さすがに悪あく魔まの樹とまで言われるギガスシダーは難易度が高く、ユージオとキリトが窓を出せるようになったのはここ半年ほどのことだった。

　聞きかじるところでは、かつて、央都セントリアの《世界中央公こう理り教きよう会かい》に於おいて元老の位を得た神聖術師が、七日七晩に及およぶ儀ぎ式しきのすえに大地──つまり地神テラリアそのものの《窓》を引き出すことに成功したらしい。しかし、大地の天命を一目見た途と端たんに術師は恐きよう慌こうを来たし、正気を失っていずこへか去ってしまったという。

　その話を聞いてからというもの、ユージオは自分のだけでなく、ギガスシダーを含む大きいモノの窓を見るのも少しばかり怖いのだが、キリトは頓とん着ちやくする様子もない。今も、浮かび上がった光る窓にいそいそと顔を近づけている。幼おさな馴な染じみの親友ではあるけど時々ついていけないよと思いながら、それでも好奇心に負けて、ユージオも脇わきから覗のぞき込こんだ。

　薄い紫色に光る四角い窓には、直線と曲線を組み合わせた奇き妙みような数字が並んでいる。古代の神聖文字であるそれを、数字だけならユージオも読むことはできるが、書くことは禁じられている。

「ええと……」

　ユージオは指でひとつひとつ確かめながら、数字を口にした。

「23万……５５４２」

「あー……先々月はいくつだっけ？」

「たしか……23万５５９０くらい」

「…………」

　ユージオの言葉を聞いたキリトは、大げさな動作で両手を差し上げると、がくりと地面に膝ひざを突いた。次いで、わしゃわしゃと黒い髪かみに指を立てる。

「たった50！　二ヶ月こんだけがんばって、23万なんぼのうちたった50！　これじゃ一生かかっても切り倒せねーよ！」

「いや、だからそりゃ無理だって」

　ユージオは、苦笑しながら答えるしかない。

「僕らの前に六代の刻み手が三百年頑がん張ばって、たった四分の一しか行ってないんだからさ……。単純に考えて、ええと、あと十八代、九百年くらいかかる計算だよ」

「おーまーえーは～～～」

　頭を抱かかえてうずくまっていたキリトは、じろりとユージオを見上げると、突とつ然ぜん両脚に組み付いてきた。不意を突かれたユージオはバランスを崩し、苔のベッドに背中からひっくり返ってしまう。

「何でそう優等生なんだ！　もうちょっとこの理り不ふ尽じんな役目をどうにかしようと悩め！」

　口では怒ったようなことを言いながら、キリトは満面のにやにや笑いを浮かべながらユージオに馬乗りになると、髪をぐしゃぐしゃと搔かき混まぜてきた。

「うわっ、何するこいつ！」

　ユージオは両手でキリトの手首を摑つかみ、ぐっと強く引く。キリトがそれに抵てい抗こうしようと体を突っ張る力を利用して、ぐるんと垂直に半回転し、今度は自分が上になる。

「そら、お返しだ！」

　笑い混じりに叫びながら、キリトの髪の毛を汚れた手で引っ張るが、亜あ麻ま色いろの柔やわらかい髪のユージオに対してキリトの黒い髪はつんつん気ままに伸びているので、この攻こう撃げきはさして意味がない。やむなく脇腹のくすぐり攻撃へと切り替える。

「うぎゃっ、お前……それは、ひ、ひきょ……」

　呼吸困難に陥おちいりながら暴れまわるキリトを組くみ伏ふせ、なおもくすぐっていると、不意に背後からキーンと高く響ひびく声が投げかけられた。

「こら──っ！　またさぼってるわね!!」

　途と端たん、ユージオとキリトはぴたりと取っ組み合いを停止する。

「うっ……」

「やべっ……」

　二人して首をすくめてから、おそるおそる振り向く。

　少し離れた岩の上に、両手を腰に当て、ぐいっと胸を反らす人ひと影かげがあった。ユージオは、少々引きつった笑みを浮かべながら声をかけた。

「や……やあアリス、今日はずいぶん早いね」

「ぜんぜん早くないわ、いつもの時間よ」
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　人ひと影かげがつんと顔を反らすと、頭の両側で結わえた長い髪が、わずかな木漏れ日の下でも眩まばゆい金色の光を放った。身軽な動作で岩から飛び降りたのは、鮮やかな青のスカートに白い上掛けを重ねた姿の少女だった。右手には大ぶりの籐とうかごを下げている。

　少女の名前はアリス・ツーベルク。村長の娘で、歳としはユージオ、キリトと同じ十一だ。

　ルーリッドの──いや、北部辺境地域に暮らす子供は全員、十歳の春に《天てん職しよく》を与えられ仕事見習いに就くのがしきたりなのだが、アリスはただ一人の例外としてそのまま教会の学校に通っている。村の子供では一番と目される神聖術の才能を伸ばすため、シスター・アザリヤから個人教授を受けているのだ。

　とは言え、いかに天てん賦ぷの才を持ちまた村長の娘であろうとも、十一になる娘に一日中勉強をさせておけるほどルーリッドは豊かな村ではない。働ける者は皆働き、作物や家か畜ちくの天命を削り取ろうと絶えず襲おそってくる日照りや長雨、害虫──つまり《闇神ベクタの悪戯いたずら》を退け続けなくては、厳しい冬を村人全員が無事に越すことが難しくなる。

　ユージオの家は村の南に広がる開かい墾こん地ちに麦畑を持っているが、先祖代々の農夫である父オリックは、三男のユージオがギガスシダーの刻み手に選ばれたことを口では喜びつつ、内心では残念に思っている節がある。もちろん刻み手としての稼かせぎは村の金庫から家に支払われるが、畑に出るべき働き手がひとり減ったことに変わりはないからだ。

　ならわしとして、各々の家の長男にはたいてい父と同じ天職が与えられ、農家の場合は娘や次男、三男も基本的にそれに準ずる。道具屋の子は道具屋に、衛えい士しの子は衛士に、そして村長は村長の子が継ぐ。そのようにしてルーリッドの村は、拓ひらかれて以来数百年ほとんど変わらない姿を維持してきた。大人たちはそれこそがステイシア神の加護の賜たま物ものであると言うが、ユージオはそこにほんのかすかな、言葉にしがたい違和感のようなものを覚えることがある。

　いったい、大人たちは村を大きくしたいと思っているのか、それとも今の形を何ひとつ変えたくないと思っているのか、それがよく判らないのだ。本当に農地を広げたいのなら、こんな厄やつ介かいな樹など放っておいて、多少遠回りになってもさらに南の森を拓けばいいだけのことだ。しかし、一番の賢けん者じやであるはずの村長でさえも、古いしきたりの数々を見直すなどとは思いもよらないらしい。

　ゆえに、ルーリッドの村はどれだけ時代が移ろおうとも常に貧しく、村長の娘アリスも勉強できるのは午前中だけで、午後は家畜の世話や家の掃そう除じに忙しく立ち働かなくてはならない。その最初の仕事が、ユージオとキリトに昼食を届けること、というわけだ。

　右腕に籐とうかごを引っ掛けたまま、アリスは身軽に大きな岩から飛び降りた。深い青色の瞳ひとみが、取っ組み合いを中断したユージオとキリトをじろりと睨にらむ。小ぶりな唇くちびるから次なる雷かみなりが落ちる寸前に、ユージオは素早く体を起こし、小刻みにかぶりを振った。

「さぼってないさぼってない！　午前中の仕事はもうちゃんと終わったんだよ」

　早口にそう弁解すると、後ろでキリトが「そうそう」と調子のいい相あい槌づちを打つ。

　アリスはもう一度、強い光を放つ瞳で二人をひと撫なですると、呆あきれたようにふっと頰ほおを和なごませた。

「仕事を終えたうえでケンカする元気があるなら、ガリッタさんに言って回数を増やしてもらったほうがいいかしら？」

「や、やめてそれだけは！」

「冗じよう談だんよ。──さ、早くお昼にしましょう。今日は暑いから、悪くなっちゃう前に食べないと」

　アリスは籐かごを地面に下ろすと、中から大きな白布を取り出し、ぱんと音をさせて広げた。平坦な場所を選んで敷しかれた布に、そそくさと靴くつを脱ぎ飛ばしたキリトが飛び乗る。続いてユージオが腰を下ろすと、餓うえた労働者ふたりの前に、次々と料理が並べられた。

　今日の献こん立だては、塩漬け肉と豆の煮に込こみのパイ詰つめ、チーズと燻くん製せい肉にくを挟はさんだ薄切り黒パン、数種類の干し果物、朝絞しぼったミルク、というものだった。ミルクを除けばどれも保存性のいい食べ物だが、降り注ぐ七の月の陽光は、容よう赦しやなく料理から《天てん命めい》を奪い去っているはずだ。

　料理に飛びつきかけたキリトとユージオを、アリスは犬にお預けを食らわせるように制すると、素早く空中に印を切り、素焼きの壺つぼに入ったミルクから始めて全ての料理の《窓》を次々と確かめた。

「うわ、ミルクはあと十分、パイも十五分しか保もたないわ。走って来たのになあ……そんなわけだから、ちょっと急ぎ目で食べてね。でもちゃんと嚙かまないとだめよ」

　天命が尽きた料理はすなわち《傷んだ料理》で、一口でも食べれば、よほど頑強な体を持つ者でないかぎりてきめんに腹痛その他の症しよう状じようを引き起こす。ユージオとキリトは、いただきますを言うのももどかしく、大きく切ったパイにかぶりついた。

　そのまま三人は、しばし無言で口を動かし続けた。ハラペコの少年二人は言わずもがな、アリスも、この細い体のどこに入るのかというほどの健けん啖たんぶりを発はつ揮きして、次々と料理と片付けていく。まず三切れのパイがなくなり、九つの黒パンが一壺ぶんのミルクとともに流し込まれると、三人はようやくほっと一息ついた。

「──お味はどうだったかしら？」

　こちらを横目で見ながら、ぽそりとそう訊きいてくるアリスに向かって、ユージオは出せる限りの真面目な声で答えた。

「うん、今日のパイはおいしかった。だいぶ腕が上がってきたみたいだね、アリスも」

「そ、そうかしら。わたしはもう一味足りないような気がしたけど」

　照てれ隠かくしなのか、そう言ってアリスがそっぽを向いたスキに、ユージオはキリトにちらりと目配せして一いつ瞬しゆんの笑みを交換した。先月から、二人の弁当はアリスが作っている、という触ふれ込こみなのだが、正直なところアリスの母親であるサディナおばさんが手伝っているときとそうでないときの違いは歴然としている。万事につけ、技というものは長年の修練抜きには身につかないものなのだ──が、それを敢あえて口にしないだけの分別をユージオもキリトもようやく身につけた、というわけだ。

「それにしても──」

　と、干し果物の瓶びんから黄色いマリゴの実を摘つまみ上あげながら、キリトが言った。

「せっかくの旨うまい弁当なんだから、もっとゆっくり食べたいよなあ。なんで暑いと弁当がすぐ悪くなっちゃうんだろうなあ……」

「なんでって……」

　今度は苦笑を隠すことなく、ユージオは大げさな身振りで肩をすくめた。

「ヘンなこと言う奴やつだなあ。夏はなんでも天命の減りが早いに決まってるだろ。肉だって、魚だって、野菜も果物も、そのへんに置いとけばすぐ傷んじゃうじゃないか」

「だから、それが何でなんだ、って言ってるのさ。冬なら、生の塩漬け肉を外にほっぽっといても、何日だって持つじゃないか」

「そりゃ……冬は寒いからね」

　ユージオの答えに、キリトは聞き分けのない子供のようにぐいっと唇くちびるを曲げた。北部辺境では珍めずらしい黒い瞳ひとみに、きらきらと挑ちよう戦せん的てきな光が浮かんでいる。

「そうだよ、ユージオの言うとおり、寒いから食べ物が長持ちするんだ。冬だからじゃない。なら……寒くすれば、この時期だって弁当は長い間持つはずだ」

　今度こそユージオは呆あきれ果はて、つま先でキリトの向こう脛ずねを軽く蹴けった。

「簡単に言うなよ。寒くするって、夏は暑いから夏なんだよ。絶対禁きん忌きの天候操作術で雪でも降らせる気か？　次の日には央都の整せい合ごう騎き士しがすっとんできて連れていかれちゃうよ」

「う、うーん……。何かないかなあ……ありそうだけどなあ、もっと簡単な方法が……」

　キリトが顔をしかめ、そう呟つぶやいた時だった。いままで二人の会話を黙って聞いていたアリスが、長いおさげの先に指をからませながら口を挟はさんだ。

「面白いわね」

「な、何を言い出すんだよアリスまで」

「別に、禁術を使おうってんじゃないわよ。村をまるごと寒くしようとか大げさなこと考えなくても、例えばこのお弁当を入れるかごの中だけ寒くなればいいんでしょ？」

　言われてみれば至極当然の言葉を聞き、ユージオは思わずキリトと顔を見合わせ、同時にこっくりと頷うなずいた。アリスは澄すました笑みを浮かべ、続ける。

「夏でも冷たいものなら、いくつかあるわよ。深井戸の水とか、シルベの葉っぱとか。そういうのを一いつ緒しよにかごに入れれば、中が寒くならないかしら？」

「ああ……そうか」

　ユージオは腕を組み、考えた。

　教会前広場の真ん中には、ルーリッドの村が出来たときに掘られたという恐おそろしく深い井戸があり、そこから汲くみ上あげる水は夏でも手が痛くなるほど冷えている。また、北の森にわずかに生えているシルベの樹の葉は、摘つむとツンとくる香かおりを放ちながらひんやりと冷たくなるので、打ち身の治療に重宝されている。確かに、深井戸の水を壺つぼに入れたり、シルベの葉でパイを包んだりすれば、弁当を運ぶ間冷たく保つことは可能なように思われた。

　しかし、同じようにしばらく考えていたキリトは、ゆっくりかぶりを振りながら言った。

「それだけじゃたぶん無理だよ。井戸水は、汲んで一分もすればすぐにぬるくなっちゃうし、シルベの葉っぱはちょっとヒヤっとするくらいだし。とても、アリスの家からギガスシダーまで、かごの中を寒くできるとは思えないな」

「なら、他にどんな方法があるってのよ？」

　せっかくの名案にケチをつけられたアリスが、唇くちびるを尖とがらせながら訊きき返かえした。キリトはしばらく、黒い髪かみをわしわし搔かき混まぜながら黙っていたが、やがてぼそりと口にした。

「氷だ。氷がいっぱいあれば、じゅうぶんに弁当を冷やせる」

「あんたねえ……」

　ほとほと呆れた、というように、アリスが首を振った。

「今は夏なのよ。氷なんか、どこにあるってのよ。央都の大市場にだってありゃしないわ！」

　まるで、聞き分けのない子供を叱しかる母親のような口調で捲まくし立たてる。

　が、ユージオはひしひしと嫌いやな予感を覚えつつ、口をつぐんだままキリトの顔を見ていた。この幼おさな馴な染じみが、こういう光を眼に浮かべ、こういう口調でものを言うときは、大たい抵ていろくでもないことを考えているのだということを長年の経験で知っているからだ。頭の奥おくに、東の山まで皇こう帝てい蜂ばちの蜜を取りに行った時のことや、教会の地下室で百年前に天命が切れたミルクの壺つぼを割ってしまった時のことなどが立て続けに浮かんでは消えた。

「ま、まあ、いいじゃないか、急いで食べれば大だい丈じよう夫ぶなんだからさ。それより、そろそろ午後の仕事にかからないと、また帰りが遅くなっちゃうよ」

　手早く空いた皿を籐かごに戻しながら、ユージオはこの不ふ穏おんな話題を打ち切ろうとした。しかし、キリトの瞳が何らかの思いつきにきらりと輝かがやくのを見て、危き惧ぐが現実になりつつあるのを否応なく悟さとる。

「……なんだよ、今度はいったい何を思いついたんだ」

　諦あきらめ混まじりにそう訊たずねると、キリトはにいっと笑みを浮かべつつ答えた。

「なあ……ずーっと昔、ユージオの爺じいちゃんにしてもらった話、憶おぼえてるか？」

「ん……？」

「どの話……？」

　ユージオのみならず、アリスも小首をかしげる。

　二年前に天命をまっとうしてステイシア神の御み許もとに召めされたユージオの祖父は、色々な昔話を白しろ髭ひげの奥にたっぷり詰め込んでいて、庭の揺ゆり椅い子すをゆっくり揺らしながら、足あし許もとに座る三人の子供にあれやこれや語ってくれたものだ。不思議な話、わくわくする話、怖こわい話などその数はたっぷり数百に及および、ユージオはいったいキリトがどれを指しているのか判らなかった。黒髪の幼馴染は、こほんと咳せき払ばらいしてから指を一本立てて言った。

「夏の氷、と言えばあれしかないだろう。『ベルクーリと北の白い……』」

「おい、やめてくれ、冗じよう談だんだろ！」

　ユージオは最後まで聞かず、両手と首を激しく左右に振りながら遮さえぎった。

　ベルクーリ、というのは、ルーリッドの村を拓ひらいたご先祖様たちの中でも一番の腕前だったという剣の使い手で、初代の衛えい士し長ちようを務めたと言われている。なにぶんもう三百年も昔のことなので、口くち伝づてに幾つかの武ぶ勇ゆう譚たんが残っているだけだが、キリトが口にしかけたのは、その中でも最も奇想天外な話の題名だった。

　ある夏の盛りの日、ベルクーリは村の東を流れるルール川に、大きな透とう明めいの石が浮き沈みしているのに気付く。拾い上げてみるとそれはなんと氷の塊かたまりで、不思議に思ったベルクーリは、ひたすら川沿いを上流へと歩き続ける。やがて彼は、人界の終わりたる《果ての山脈》に辿たどり着つき、尚なおも細い流れを追っていくと、そこには巨大な洞どう窟くつが口を開けていた。

　吹き出してくる、凍こごえるような風に逆らってベルクーリは洞窟に踏み込み、いろいろな危険を乗り越えて一番奥の大広間まで辿り着く。そこで彼が見たのは、人界の東西南北を守護すると伝えられる巨大な白はく竜りゆうだった。大小無数の財宝の上で体を丸めた竜が、どうやら眠っているらしいと気付いたベルクーリは、剛ごう胆たんにも忍び足で近づく。そして宝の中に一本の美しい長剣を発見し、どうしてもそれが欲しくなる。眠り続ける竜を起こさないよう、そうっと剣を手に取り、さて一目散に逃げだそうとしたその途と端たん──というのが大まかな筋だ。題は、『ベルクーリと北の白い竜』。

　いかな悪戯いたずら好きのキリトと言えど、まさか村の掟おきてを破って北の峠とうげを越え、本物の竜を探しに行こうなどと考えているわけではないだろう。半なかば祈いのるような気持ちで、ユージオはおそるおそる訊たずねた。

「つまり、ルール川を見張って、氷が流れてくるのを待とう……っていうこと？」

　だが、キリトはふんっと鼻を鳴らすと、あっさり言い放った。

「そんなの待ってるうちに夏が終わっちゃうぜ。別に、ベルクーリの真ま似ねして白竜を見つけようってわけじゃないよ。あの話だと、洞どう窟くつに入ってすぐのところにでっかいツララが生えてたって言ってたろ？　そいつを二、三本折ってくれば、実験にはじゅうぶん間に合うはずだ」

「だからってお前……」

　ユージオは数秒間絶句してから、傍かたわらを振り返って、代わりにこの無鉄砲小僧を諌いさめてくれないものかとアリスを見た。そして彼女の青い瞳ひとみの奥おくに、きらきらと常ならぬ光が宿っているのに気付き、内心でがくりと肩を落とした。

　甚はなはだ不本意ながら、ユージオとキリトは、村一番の悪わる餓が鬼き二人組みとして老人たちから溜ため息いき苦言叱しつ責せき等々を日常的に頂ちよう戴だいする身である。しかし、二人の数々の悪行の裏に、村一番の優等生アリスのひそかな扇動があることを知る者は少ない。

　そのアリスは、右手の人差し指をふっくらとした唇にあて、さも迷っているふうに数秒間沈黙してから、ぱちりとひとつ瞬まぼたきをして言い放った。

「──悪くない考えね」

「あ、あのねえアリス……」

「確かに、子供だけで北の峠を越えるのは村の掟で禁じられているわ。でも、よく思い出してちょうだい。掟の正確な文章は、【大人の付き添いなく、子供だけで北の峠を越えて遊びに行ってはならない】ってなってるのよ」

「え……そ、そうだっけ？」

　キリトと二人、思わず顔を見合わせる。

　村の掟、正式名《ルーリッド村民規範》の実体は、村長の屋や敷しきに保管されている厚さ二センほどの古めかしい羊皮紙綴つづりだ。子供は皆、教会の学校に通うようになるとまずこれを憶おぼえさせられる。その後も、事あるごとに親や古老たちから「掟では」「掟によれば」と聞かされるため、十一歳になった今ではもうすっかり頭に染みついてしまっている──と思っていたのだが、どうやらアリスは全条文を一字一句まで正確に暗記しているらしい。

　……まさかよもや、村の掟おきての二倍は分厚い帝国基本法も……いや、更さらにその倍はあるあれまでをも完かん璧ぺきに諳そらんじている、なんてことは……。

　そんなことを考えながらユージオがまじまじと視線を注いでいると、アリスはこほんと一つ咳せき払ばらいしてから、いっそう教師めいた口調で続けた。

「いいこと？　遊びに行ってはならない、それが掟の禁ずるところよ。でも、氷を探しに行くのは遊びじゃないわ。お弁当の天命が長持ちするようになれば、私たちだけじゃなく、麦畑や牧場で働いてる人たちみんなが助かるでしょ？　だからこれは、仕事のうちと解釈するべきだわ」

　流れるような弁舌に、ユージオはキリトと再び視線を交換する。相棒の黒い瞳ひとみには、当初わずかな躊躇ためらいがあったような気もしたが、たちまちそれこそ夏の川に浮く氷のように溶とけ去さってしまい──。

「うん、そうだな、まったくその通り」

　腕を組み、真面目ぶった顔で頷うなずく。

「仕事なんだから、峠とうげを越えて《果ての山脈》まで行っても村の掟には違反しない。ほら、バルボッサのおやっさんもよく言ってるじゃないか。命令されたことだけやるのが仕事じゃない、手が空いたら自分でやることを探して働け！　ってさ。怒られたら、あれを引き合いに出してやればいい」

　バルボッサ家は、ルーリッドの村でいちばん広い麦畑を持つ富農だ。現在の家長ナイグル・バルボッサは恰かつ幅ぷくのいい五十がらみの男で、村のほとんどの農家の数倍に上る取れ高にもまるで満足していないらしく、道でユージオと会うたびに「まだあの忌いま々いましい杉すぎは倒せんのか」と嫌いや味みを言う。噂うわさでは、ギガスシダーが切り倒されたあとに開墾されるであろう土地の優先選択権を町長に要求しているらしい。ユージオとしては、その前にあなたの天命が尽きますよ、と内心で呟つぶやかずにいられない。

　もし北の峠を越えて問題になったら、ナイグルのおやじさんの台詞せりふを言い訳に使おうというキリトの考えは実に魅力的だったが、この三人の中での引き留め役をずっと昔から務めているユージオとしては、とりあえず「でも」と発言せざるを得なかった。

「……でもさ、果ての山脈に行くのは、村の掟だけじゃなくて……あれでも禁じられてるだろ？　たとえ峠を越えても、行けるのは山のふもとまでで、洞どう窟くつには入れないよ……」

　それを聞いた途と端たん、アリスとキリトもわずかにせよ神妙な顔を作る。

　ユージオが口にした《あれ》とは、《ルーリッド村民規範》はおろか《ノーランガルス北帝国基本法》すらも遥はるかに超こえる権けん威いで広大な人界の民すべてを支配する絶対の法──その名も《禁きん忌き目もく録ろく》のことだ。

　発布しているのは、央都セントリアに天まで届かんばかりの巨きよ塔とうを構える《公こう理り教きよう会かい》。純白の革で装丁された分厚い本の形で、ユージオたちの暮らす北帝国だけでなく、東や南、西帝国のあらゆる町や村に最低一冊は必ず備えられている。

　禁きん忌き目もく録ろくには、村の掟おきてや帝国法と異なり、その名のとおり《してはいけないこと》ばかりがひたすら列挙されている。《教会への反逆》とか《殺人》、《窃せつ盗とう》といった広こう範はんな禁忌に始まり、年間に獲とれる獣けものや魚の上限数や、家か畜ちくに与えてはいけない餌えさなどの細別された項目まで、その数は軽く一千を超こえる。子供たちが通う学校は、もちろん文字や計算も教えるが、最重要な科目はこの禁忌目録を全て暗記することだ。──と言うより、学校で目録を教えないことがすでに目録で禁じられている。

　かほどに絶大な権けん威いを持つ禁忌目録と公こう理り教きよう会かいだが、それが及およばない土地もあるらしい。世界を囲む《果ての山脈》の向こうに存在するという闇やみの国──神聖語で言うところの《ダークテリトリー》だ。それゆえに、果ての山脈に行くことは、目録でもかなり最初のほうで禁じられている。ユージオが、山のふもとまでは行けても洞どう窟くつには入れない、と言ったのはそういうどうにもならない理由があるからだ。

　いくらアリスでも禁忌目録にまで挑ちよう戦せんしようとは思うまい、なにせそう思うことがすでに重大な禁忌なんだから、と考えながらユージオはもうひとりの幼おさな馴な染じみを見み詰つめた。

　極細の金糸を並べたような長い睫まつ毛げに真昼の木こ漏もれ日びを煌きらめかせながら、アリスはしばらく黙り込んでいたが──やがてさっと顔を上げると、何たることか、瞳ひとみに例の挑戦的な光を浮かべて言った。

「ユージオ。あなた、今度も禁止項目の文言が正確じゃないわよ」

「え……う、うそ」

「噓うそじゃないってば。目録に書いてあるのはこう。第一章三節十一項、『何なん人びとたりとも、人界を囲む果ての山脈を越えてはならない』……山を越えるっていうのは、当然《登って越える》ってことだわ。洞窟に入るのは含まれないわよ。だいたい私たちの目的は山脈の向こうに行くことじゃなくて、氷を手に入れることでしょう。禁忌目録のどこを探しても、『果ての山脈で氷を探してはならない』なんて書いてないわ」

　教会の一番小さな鐘かねのように甘く透とう明めいなアリスの声で滑らかにそうまくし立てられると、ユージオにはもう何も言えない。それどころか、なんだかアリスの言うことが正しいような気もしてくる。

　──でもなあ、今まで行ったことがあるのは北の峠とうげのずっと手前、ルール川沿いにある双ふた子ご池までだし、その先の道がどうなってるか解らないし、今は水辺にイライラ虫が出る季節だし……。

　などと、しぶとく引っ込み思案な考えを巡めぐらせるユージオの背中を、キリトがばちーんと──天命が減らないぎりぎりの強さで──叩たたき、叫んだ。

「ほらユージオ、村で一番勉強してるアリスがそう言うなら間違いないって！　よし決まり、次の休息日は白はく竜りゆう……じゃない、氷の洞窟探しだ！」

「お弁当は保もちのいい材料で作ったほうがいいわね」

　顔を輝かがかせる二人の幼おさな馴な染じみを交互に見やって、ユージオは内心で深い溜ため息いきをつきつつ、「そうだね」と弱々しく相あい槌づちを打った。










　　　２




　七の月三回目の休息日は、どうやらいい天気になりそうだった。

　すでに天職を与えられている十歳以上の子供たちも、この日ばかりは幼い頃に戻り、夕食の時間まで遊びまわることが許されている。ユージオとキリトもいつもは他の男の子らと一いつ緒しよに魚を釣つったり剣術の稽けい古このまねごとなどをして過ごすのだが、今日はまだ朝あさ靄もやも消えないころから家を抜け出し、村はずれの古樹の下でアリスを待っていた。

「……遅い！」

　自分もユージオを数分待たせたことを棚たなに上げ、キリトがぶつぶつと毒づいた。

「まったく女ってのは、約束の時間よりも身支度のほうが優先なんだからなもう。そんであと二年もすれば、お前んとこの姉ちゃんみたく、服が汚れるから森になんか入れないとか言い出すんだ」

「しょうがないよ、女の子なんだからさ」

　苦笑混じりにそう言いつつ、ユージオはふとキリトの言う二年先のことを考えた。

　アリスはまだ、身分的には天職に就かない子供の範はん疇ちゆうなので、周囲も彼女がユージオたちと行動を共にすることを黙もく認にんしている。しかしもともと彼女は村長の娘という、村の女性たちの規範的存在となることが半なかば決定している立場なのだ。そう遠くない未来には、男の子と遊ぶことなど固く禁じられ、神聖術だけでなく立ち居振舞いや作法の指導も受けるようになるに違いない。

　そして……その後はどうなるのだろう。彼女も、ユージオの一番上の姉のスリニャのように、どこかの家に嫁とつぐのだろうか？　いったいそのあたりのことを、この相棒はどう考えているのか……？

「おい、何ぼんやりしてるんだよ。ゆうべちゃんと寝たのか？」

　いきなり怪け訝げんな表情のキリトに顔を覗のぞき込こまれ、ユージオは慌あわててこくこく頷うなずいた。

「う、うん、大だい丈じよう夫ぶ。……あ、来たみたいだよ」

　たったっという軽い足音を耳に捉とらえ、村のほうを指差す。

　濃い朝あさ靄もやをかき分けるように現われたアリスは、キリトの言ったとおり、綺き麗れいに梳すいた金きん髪ぱつをリボンで結わえ、染みひとつない白の上掛けを揺らしていた。ユージオは思わず親友と顔を見合わせて笑みを嚙かみ殺ころし、向き直って同時に叫んだ。

「遅い！」

「あんたたちが早すぎるのよ。まったくいつまでも子供なんだから」

　済まし顔でそう言ってのけ、アリスは右手の籐とうかごをユージオに、左手の水筒をキリトに向かって突き出した。

　二人が反射的に荷物を受け取ると、村境から北に伸びる細道に向き直り、腰をかがめて足元から草くさ穂ほを一本摘つみ取とる。丸く膨ふくらんだその先せん端たんでびしっと彼方かなたにそびえる岩山を指し、アリスは元気よく叫んだ。

「それじゃ……夏の氷を探して、出発！」

　どうしてこういつも、《お姫ひめ様さまと従者二人》みたいになっちゃうんだろうなあ、と思いつつ、ユージオはもう一度キリトと視線を交換し、歩き出したアリスの後を追った。

　村を貫つらぬいて南北に伸びる道は、南側は人や馬車の往来も多くしっかりと踏み固められているが、北へ向かう人間はほとんど居ないため樹の根や石が多く歩きづらい。しかしアリスは道の悪さなど感じさせない軽やかな足取りで、鼻歌をうたいながら二人の前を進んでいく。

　何て言うか、身のこなしが綺麗なんだよな、とユージオは思う。数年前までアリスは村の悪餓が鬼き連中に混じって剣の練習ごっこをすることがたまにあったが、彼女の持つ細枝にユージオもキリトも何度ぴしりとやられたことか。そのくせこちらの棒は、風の精でも相手にしているかのように無様に空を切ってばかりなのだった。もしあのまま修行を続けていたら、アリスはひょっとしたら村で初めての女衛士にすらなれていたかもしれない。

「衛えい士し、か……」

　ユージオはぼそりと口のなかで呟つぶやく。

　巨樹の刻み手という天職を与えられる前まで、もしかしたら、と漠ばく然ぜんと考えていた途と方ほうもない夢。村の男の子なら皆が憧あこがれる《衛えい士し》にもしも抜ばつ擢てきされたなら、生木の皮を剝はいだだけの不ぶ恰かつ好こうな棒ではなく、中古品ではあろうが本物の鋼剣を与えられ、本物の剣術を学ぶことができる。

　それだけではない。北部辺境の村々の衛士は、毎年秋になると南のザッカリアの街で開かれる剣術大会に参加することができる。そこで上位に入賞したりすれば、街の衛兵──名実ともに本物の剣士と認められ、央都の鍛か冶じ工房で鍛きたえられた制式剣が授じゆ与よされる──に取り立てられることもあるという。夢はそこで終わらない。衛兵隊で実力を認められれば、央都セントリアの由ゆい緒しよ正しい《修剣学院》の受験資格を得られる。相当な難関らしいがその試験に合格し、二年制の学院を卒業すれば、ノーランガルス帝国皇こう帝ていの御ご前ぜんで開かれる武術大会に参加できる。昔話のベルクーリは、この大会で見事優勝したと伝えられている。

　そしてその次にして究極が、人界中から真の英えい雄ゆうのみが集うという、公こう理り教きよう会かいそのものが催もよおす《四帝国統一大会》だ。神々すら照覧するというこの戦いを勝ち抜いた者だけが、あらゆる剣士の頂点、世界の秩序を守る神命を帯び、ときにダークテリトリーの悪あつ鬼きとすら戦うという、飛ひ竜りゆうを駆かる《整せい合ごう騎き士し》に任じられる──。

　そこまではさすがに想像力が及およばないが、でも、もしかしたら、とユージオも思っていた頃があった。もしかしたら、アリスは、剣士ではなく神聖術士の見習いとして村を出て、ザッカリアの街の学校へ、あるいは央都の《修術学院》にすら行けるかもしれない。その時アリスの隣となりには、護衛として、緑と薄茶の衛兵隊制服に身を包み、銀色に輝かがやく制式剣を腰に吊つった自分が……。

「まだ終わった夢じゃないぜ」

　突然、横を歩くキリトが小声でそう囁ささやき、ユージオはびっくりして顔を上げた。どうやら、先ほど漏らしたため息たったひとつから思考を全て読まれたらしい。相変わらずの勘かんの鋭するどさに苦笑いしてから、呟つぶやき返かえす。

「いいや、終わったさ」

　そう、もう夢見る時期は終わってしまったのだ。去年の春、衛士見習いの天職を与えられたのは、現衛士長の息子ジンクだった。剣の腕ではユージオとキリト、そしてもちろんアリスにまったく及ばなかったのに。少しの苛いら立だちと、倍量の諦あきらめを込めて吐はき出だす。

「一度決まった天職は、村長にだって変えられないんだ」

「たったひとつの例外を除けば、な」

「例外……？」

「仕事をやり遂とげた場合さ」

　今度はキリトの頑固さに呆あきれてもう一度苦笑する。この相棒は、鉄より硬かたいギガスシダーを自分の代で切り倒すという大それた野望をまだ捨てていないのだ。

「あの樹をぶっ倒せば、俺おれたちの仕事はきれいさっぱり完了だ。そしたら、次の天職は自分で選べる。そうだろ？」

「そりゃそうだけどさ……」

「俺おれは、羊ひつじ飼かいとか麦造りとかの天職でなくて良かったと思ってるぜ。そういう仕事には終わりって無いけど、俺たちのは違う。絶対何か方法があるはずだ、あの樹をあと三……いや二年で切り倒して、そしたら……」

「ザッカリアの剣術大会に出る」

「何だよ、お前もその気なんじゃないかユージオ」

「キリトにだけいい恰かつ好こうはさせられないからね」

　軽口の応おう酬しゆうをしているうちに、何となくそれほど大それた夢ではない気がしてくるのが不思議だった。制式剣を拝受して村に戻り、ジンクたちの目を丸くさせるところを想像してキリトと二人にやにやしながら歩いていると、前を歩いていたアリスがくるっとこちらを振り向いた。

「こら、なに二人で内ない緒しよ話ばなししてるのよ」

「い、いや、何でも。昼飯はまだかなーって、さ。なあ」

「う、うん」

「あっきれた、まだ歩き始めたばかりじゃないの。それより、ほら、川が見えたわよ」

　アリスが草くさ穂ほで指す方を見ると、道の先で水面がきらきらと揺れていた。果ての山脈に源流を持ち、ルーリッド村の東を流れて、ずっと南のザッカリアまで続いているルール川だ。道はそこで二ふた股またに分ぶん岐きし、右の道は北ルーリッド橋を渡って東の森へ、左の道は川の西岸に沿って北へと延びている。三人が向かうのは、もちろん北。

　分岐点まで歩いたユージオは、水辺でひざまずくと、さらさらと鳴る透とう明めいなせせらぎに右手を沈めてみた。さすがに真夏だけあって、春先には凍こおるようだった水はかなり温んでいる。服を脱ぎ捨てて飛び込んだらさぞ気持ちいいだろうが、アリスの前でそんな真似はできない。

「とても氷が流れてくるような水温じゃないよ」

　振り向いてそう言うと、キリトは唇を尖とがらせて反論した。

「だから大元の洞どう窟くつまで行こうってんじゃないか」

「それはまあいいんだけど、夕方の鐘かねまでには村に帰らないといけないからね。ええと……ソルスが空の真ん中まで来たら、その時点で引き返すことにしよう」

「仕方ないわね。そうとなれば、急ぐわよ！」

　柔やわらかい下草をさくさく踏んで歩き出すアリスの後を、二人も早足で追いかける。

　左側から天てん蓋がいのように張り出す樹々の枝が日差しを遮さえぎり、また右の川面かわもから立ち上る涼りよう気きのせいもあって、ソルスが空高く昇ったあとも三人は心地良く歩くことができた。幅一メルほどの岸辺の道は短い夏草に覆おおわれ、足を取られるような石や穴もほとんどない。

　これだけ歩きやすい場所なのに、考えてみると双ふた子ご池いけから先には一度も足を踏み入れたことがないんだな、とユージオは少し不思議に思った。

　村の掟おきてで、子供だけでの通過が禁じられている《北の峠とうげ》はもっとずっと先だ。だから池の向こうまで歩いても大人に怒られたりはしないはずなのだが、掟そのものに対する、そう──言わば畏おそれのようなものが足を峠のずっと手前で停めさせているのかもしれない。

　いつもキリトと二人、大人たちはしきたりばかり気にすると文句を言っているのに、思えば自分たちも掟や禁きん忌きを犯すどころか、そんなことを考えたことすらないのだ。今日のこのささやかな冒ぼう険けんが、かつてもっとも禁に迫る行為なのは間違いない。

　今いま更さらながら少しばかり不安になり、前を歩くキリトとアリスを見るが、二人は吞のん気きに羊ひつじ飼かいの歌など合唱している。まったくあいつらときたら、何かを怖こわがったり心配したりってことがないんだろうか、とため息のひとつもつきたくなる。

「ねえ、ちょっと」

　声をかけると、二人は足を動かしたまま揃そろって顔を振り向かせた。

「なーに、ユージオ？」

　首を傾かしげるアリスに、少し脅おどかしてやろうとわざとらしい声こわ音ねで訊たずねる。

「もうけっこう村から離れたけどさ……この辺って、危ない獣けものとか出たりしないの？」

「えー？　私は聞いたことないけどなあ」

　アリスがちらりと視線を向けると、キリトも軽く肩をすくめた。

「うーん……ドネッティのとこの爺じいさんがでかい長爪熊を見たってのは、あれはどのへんの話だっけ？」

「東の黒リンゴの樹のあたりでしょ。しかも、十年くらい昔の話よ、それ」

「このへんじゃあ、出ても四ツ耳狐くらいだよなあ。まったく、ユージオは怖がりだな」

　揃ってアハハと笑われてしまい、慌あわてて反論する。

「ち、違うよ、別に怖がってるわけじゃなくてさ……。僕たちみんな、双ふた子ご池いけの向こうに行くのは初めてじゃないか。少しは気をつけたほうがいいって言ってるんだよ」

　すると、それを聞いたキリトが黒い瞳ひとみを悪戯いたずらっぽく輝かがやかせた。

「うん、そう言やそうだよな。知ってるか？　この村ができたばっかりの頃は、たまに闇やみの国から悪あつ鬼き……《ゴブリン》だの《オーク》だのが山を越えてきて、羊を盗ぬすんだり子供をさらったりしたんだぞ」

　そしてわざとらしく横を見るので、アリスはふんと鼻を鳴らして答えた。

「何よ、二人して私を怖がらせようとして。知ってるわよ、最後には央都から整せい合ごう騎き士しが来て、ゴブリンの親玉を退治してくれたんでしょ？」

「──『それからというもの、晴れた日には、果ての山脈のずっと上を飛ぶ白銀の竜騎士が見えるようになったのです』」

　キリトは、村の子供なら誰だれでも知っているおとぎ話の最後の一節を口ずさむと、北に向き直って顔を上向けた。ユージオとアリスも、いつの間にか視界のかなりの部分を覆おおうほどに近づいてきた真っ白な岩山の連なりと、その上の青い空を振ふり仰あおぐ。

　一いつ瞬しゆん、雲の間に小さな光が煌きらめいたような気がしたが、瞬まばたきしてから眼を凝こらしてももう何も見つからなかった。三人は顔を見合わせると、照てれ隠かくしに笑った。

「──おとぎ話、よね。洞どう窟くつに住んでる氷の竜りゆうってのも、きっと後から作った話なのよ、ベルクーリが」

「おいおい、村でそんなこと言ったら村長の拳げん骨こつが落ちるよ。剣士ベルクーリはルーリッドの英雄なんだから」

　ユージオの言葉にもう一度澄すました笑みを浮かべると、アリスは歩みを早めた。

「行ってみれば判るわ。ほら、のんびり歩いてると、お昼までに洞窟に着かないわよ！」




　──とは言え、実際には、とても半日歩いたくらいで《果ての山脈》には辿たどり着つけないだろうとユージオは思っていたのだ。

　果ての山脈はその名の通り世界の果て、つまり東西南北の四帝国によって成り立つ人間の国が終わるところであって、いくらルーリッドの村が北部辺境でいちばん北にあると言ったってそう簡単に子供の足で行ける場所ではなかろう、と。

　だから、太陽が中天に達するほんの少し前、かなり幅を狭めていたルール川が、切り立った崖がけの根元にぽっかり口を開けている洞窟にその姿を消しているのを目にして、ユージオは本当に驚いた。

　左右に深く広がる森は突とつ然ぜん切れてなくなり、目の前には灰色の岩がん壁ぺきがごつごつと伸び上がっている。振り仰いでみれば、青空を横切る純白の稜りよう線せんはまだまだ遠く霞かすんでいるが、この岩の斜面が山脈の端はしっこであるのは間違いないようだった。

「もう着いたのか……？　これが、果ての山脈……なのかよ？　少し早すぎないか……？」

　キリトも見ているものが信じられない様子で、ぽかんと開けた口からそんな言葉を漏もらした。同様に、アリスも青い瞳ひとみをいっぱいに見開いたまま囁ささやく。

「じゃあ……《北の峠とうげ》ってどこだったの？　私たち、気付かずに通り過ぎちゃったわけ？」

　言われてみればその通りだ。村の子供──もしかしたら大人にとっても絶対的な境界線であるはずの峠を、そうと知らずに通過してしまうなんてことが有り得るのだろうか。思い返してみれば、双ふた子ご池いけから三十分ほど歩いた所にちょっとした上り下りがあるにはあったが、まさかあれが北の峠だったのか。

　半信半疑で来し方を振り返るユージオの耳に、アリスのいつになく神しん妙みような囁き声が届いた。

「あれが果ての山脈なら……あの向こう側が、闇やみの国ってことなの？　だって……私たち、もう四時間くらいは歩いたけど、でもその程度じゃザッカリアの街にだって着かないわよ。ルーリッドって……本当に、世界の端っこにあったのねえ……」

　つまるところ、長年暮らした村が世界のどこにあるのかすらも僕たちは知らなかったのか、とユージオは呆ぼう然ぜんと立たち尽つくした。いや──もしかしたら、村の大人たちすら、果ての山脈がこんなにも近いということを誰だれひとり知らないのではないだろうか？　三百年の歴史の中で、村の北に広がる森を抜けたのは、ベルクーリの他には僕たちしかいないのでは……？

　なんだか……何かが変だ。ふとユージオはそう感じる。だが、何がおかしいと思うのかはよく解らない。

　毎日毎日、決まった時間に起き、昨日と同じ朝食を食べ、昨日と同じように麦畑や牧草地、鍛か冶じ場ばや糸いと繰くり場ばへ出かけていく大人たち。さっきアリスは、四時間じゃザッカリアの街にだって着かない、と言ったが、もちろんアリスもキリトもユージオも、実際に街に行ったことがあるわけではない。大人が、南の街道を二日かけて歩くとザッカリアの街がある、と言っているのを聞いただけだ。だが、その大人たちにしたって、ザッカリアまで行って帰った者が果たして何人いるのだろうか……？

　ユージオの中でもやもやと渦うず巻まく疑問がまとまった形になる前に、とにかく、というアリスの声がそれを吹き払ってしまった。

「──とにかく、ここまで来たならもう中に入ってみるしかないよね。その前に、お弁当にしましょう」

　そう言うと、ユージオの手から籐とうかごを取り、短い下生えが灰色の砂利に変わるぎりぎりの場所に腰を下ろす。待ってました、もう腹ぺコだよ、というキリトの歓かん声せいに促うながされるように、ユージオも草の上に座り込んだ。香こうばしいパイの匂いが疑心の残のこり滓かすを吹き払うと、思い出したように胃が空腹を訴えはじめる。

　我先にと伸ばしかけたユージオとキリトの手をぺしぺしと叩たたいて撃げき退たいし、アリスは料理の《窓》を次々に引き出した。すべてにまだ余よ裕ゆうがあるのを確かめてから、魚と豆のパイ、林りん檎ごとくるみのパイ、干したすももを配ってくれる。さらに、水みず袋ぶくろに詰つめられたシラル水を木製のカップに注ぎ、これもまた悪くなっていないか確認する。

　ようやくお許しが出た途と端たん、いただきますを言うのももどかしく魚のパイにかぶりついたキリトが、口を動かしながら聞き取りにくい声で言った。

「そこの洞どう窟くつで……氷が沢たく山さん見つかれば、明日の昼飯はこんな慌あわただしく食わなくてもよくなるんだよな」

　口の中身を胃に送ってから、ユージオは首をひねりつつ答えた。

「でもさ、よく考えてみると、うまく氷を手に入れても、その氷自体の天命はどうやって保たせるんだい？　明日の昼までに溶とけてなくなっちゃったら何の意味もないだろ？」

「む……」

　それは考えてなかった、というようにキリトが眉まゆをしかめると、アリスがすまし顔で言った。

「急いで持って帰って、うちの地下室に入れておけば一晩くらいは大だい丈じよう夫ぶでしょう。まったくあんたたちは、それくらい最初に考えておきなさいよ」

　またいつものようにそそっかしさを指摘されてしまい、ユージオとキリトは照てれ隠かくしにがつがつと食事を頰ほお張ばった。それに付き合ったわけでもないだろうが、アリスも普ふ段だんより早いペースでぺろりとパイを平らげ、シラル水を飲み干す。

　空っぽになった籐とうかごに料理を包んでいた白布をきちんと畳たたんで収めると、アリスは立ち上がった。三つのコップを持ってすぐ傍そばのせせらぎまで歩き、川水で手早く洗う。

「うひゃっ」

　妙な声を上げながら作業を終え、戻ってきたアリスは、エプロンで拭ふいた手をユージオに向かって広げた。

「川の水、すっごい冷たいよ！　真冬の井戸水みたい」

　見れば、小さな掌てのひらはすっかり赤くなっている。思わず両手を伸ばし、アリスの手を包んでみると、確かにひんやりと心地よい冷たさが伝わってきた。

「ちょっ……やめてよ」

　少しばかり頰を掌と同じ色にさせながらアリスがすぽんと両手を引き抜いた。それでようやく、ユージオも自分が普段なら決してしないようなことをしてしまったことに気付き、慌あわててかぶりを振る。

「あっ……いや、その……」

「さて、そろそろ出発しようか、お二人さん」

　それで助け舟のつもりなのか、ニヤニヤしながらそんなことを言うキリトの足を軽く蹴けり、ユージオはわざと乱暴な動作で水みず袋ぶくろを拾い上げると肩にかつぎ上げた。そのまま後ろを見ずに、洞どう窟くつの入り口へと歩を進める。

　ここまで三人が追いかけてきた透とう明めいなせせらぎは、これが本当にあのルール川の源流かと思うほどにささやかなものになっていた。差し渡しはもう一メル半ほどしかあるまい。高い崖がけに穿うがたれた洞窟から流れ出る小川の左側には、同じくらいの幅はばで剝むき出だしの岩いわ棚だなが伸びていて、そこを歩いて中に入れそうだ。

　三百年前、衛えい士し長ちようベルクーリもこの岩を踏んだんだろうかと考えながら、ユージオは思い切って洞窟の内部へと足を進めた。いきなり周囲の気温が下がり、半はん袖そでの上衣から伸びる両腕をこする。

　後ろから二人の足音がついてくるのを確認しながら、更さらに十歩ほど進む。

　そこでユージオは重大な失策に気付き、肩を落としながら振り返った。

「しまった……僕、灯りを持ってきてないよ。キリトは？」

　入り口からわずか五メルほどしか進んでいないのに、すでに二人の表情が判別しにくいほどに周囲は暗くなっている。洞窟の中は真っ暗だなどという、あまりに当然のことを忘れていた自分に幻げん滅めつしつつ相棒に望みを託たくすが、返ってきたのは、「お前が気付かないことに俺が気付くわけがない！」という妙な自信に溢あふれた答えだった。

「あ……あのねえ、あんたたち……」

　いったい今日何度目に聞く呆あきれ声ごえだろうと思いつつ、わずかな光にも輝かがやく金きん髪ぱつに眼を向ける。アリスは数回左右に首を振ってから、エプロンのポケットに手を差し込み、何か細長いものを取り出した。冒ぼう険けんに出るときに摘つみ取とった草くさ穂ほだ。

　右手に持った草の先せん端たんに左の掌てのひらを添そえ、アリスは目を閉じた。小さな唇くちびるが動き、ユージオの知らない神聖語による不思議な術式句を空中に奏でる。

　最後に左手が素早く複雑な印を切ると、丸く膨ふくらんだ穂の先にふわりと青白い光が灯った。それはたちまち強さを増し、洞どう窟くつの暗くら闇やみをかなりの距離まで遠ざける。

「うおっ」

「わあ……」

　キリトとユージオは、思わず異口同音に嘆たん声せいを漏もらした。

　アリスが神聖術を学んでいるのは知っていたが、こうしてその実例を眼にする機会はほとんどない。シスター・アザリヤの教えによれば、生命神ステイシアや陽神ソルス、地神テラリアの力を源とする全ての術式は──闇神ベクタの僕しもべたちが使う暗黒術は例外だが──世界の秩序と静せい穏おんを守るためにのみ存在するのであって、日頃みだりに使用してはならない、ということになっているからだ。

　シスターとその生徒アリスが神聖術を使うのは、村に薬草では治せない病人や怪け我が人にんが出た時だけだ。とユージオは理解していたので、草穂に不思議な色の光を灯すアリスに向かって、思わず訊たずねてしまった。

「あ、アリス……こんなことに術を使って、平気なの？　罰ばちが当たったりとか……」

「ふん、この程度で罰が当たるなら、私なんか今ごろ十回くらい雷かみなりに撃うたれてるわよ」

「…………」

　それってどういう、と口にする前に、アリスは右手の光る草をぐいっとユージオに向かって突き出してきた。思わず受け取ってしまってから、ひええ、と思う。

「ぼ、僕が一番前なの!?」

「当たり前じゃない。か弱い女の子に先頭を歩かせる気？　ユージオは私の前、キリトは後ろよ。時間がもったいないわ、とっとと先に進むわよ」

「は、はい」

　勢いに押されるように、ユージオはささやかな松明たいまつを掲かかげ、洞どう窟くつの奥おくへとおそるおそる進み始めた。

　平へい坦たんな岩いわ棚だなは、曲がりくねりつつも一定の広さで続いているようだった。青みがかった灰色の壁は濡ぬれたように光り、時折、灯りの届かない暗がりでかさかさと小さな何かが動き回る気配がする。しかし、周囲にどれほど眼を凝こらしても、氷らしきものは一切見当たらない。天てん井じようからは、つららのように尖とがった灰色の物体が何本も垂れ下がっているが、それがただの岩であることは一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。

　更さらに数分進んでから、ユージオは背後のキリトに向かってぼそっと声を掛けた。

「ねえ……確か、洞どう窟くつに入ったすぐのところに氷のツララがあるって言ってたよね？」

「言ったっけ、そんなこと」

「言った！」

　とぼけるように眼を逸そらす相棒に詰つめ寄よろうとするが、アリスが右手でユージオを止め、早口で囁ささやいた。

「ねえ、ちょっと、灯りを近づけて」

「……？」

　言われるままに、右手の草くさ穂ほをアリスの顔に寄せる。アリスは唇くちびるを丸い形にすると、光に向かってほうっと息を吐はき出だした。

「あっ……」

「ね、見えたでしょ？　冬みたいに、息が白くなってる」

「うえ、ほんとかよ。どおりでさっきから寒いと思ってたんだよ……」

　勝手な文句を言うキリトを無視して、ユージオとアリスはこくりと頷うなずきあった。

「外は夏だけど、この洞窟の中は冬なんだわ。きっと氷だってあるはずよ」

「うん。もう少し、進んでみよう」

　体の向きを変え、少しずつ広がっているような気がする洞窟の奥おくに草穂の灯りをかざして、慎しん重ちように前進を再開する。

　聞こえるものと言えば、三人の革かわ靴ぐつが岩を擦こするかすかな音の他は、とうとうと流れる地下水のせせらぎだけだった。これほど源流に近づいてもその勢いは弱まらない。

「……もし舟があったら、帰りは楽だよなぁ！」

　最後尾でのんきなことを言うキリトを、ユージオは「大声を出すなよ」とたしなめた。すでに、予定を遥はるかに越える深さにまで入り込んでしまっている。まさかとは思うが──

「──ねえ、ほんとに白竜に出くわしたら、どうするの？」

　ユージオの思考を読んだように、アリスが囁いた。

「そりゃ……逃げるしか……」

　同じくひそひそ声で答えるが、それに被かぶさるようにまたキリトの脳天気な言葉が反はん響きようする。

「だいじょーぶだって。ベルクーリが白竜に追っかけられたのは、宝ほう剣けんを盗ぬすもうとしたからだろ？　いくらなんでもツララを取るくらい許してくれるさ。──うーん、でもなあ、できれば剝はげたウロコの一枚くらいほしいよなあ……」

「おい、何考えてるんだよキリト」

「だってさぁ、本物の竜りゆうを見た証しよう拠こを持って帰ったら、ジンクたちが死ぬほど羨うらやましがるぜ」

「冗じよう談だんじゃないよ！　言っとくけど、もしお前が竜に追っかけられたら、僕たちは見捨てて逃げるからな」

「おい、声が大きいぞユージオ」

「キリトがおかしなことばっかり言うから……」

　不意に足元で妙な音がして、ユージオは口をつぐんだ。ぱりん、という、何かを踏み割ったような響ひびき。慌あわてて右手の光を近づけ、右足の下を確かめてから、思わず声を漏もらす。

「あっ、これ見てよ」

　腰をかがめるアリスとキリトの視線の先で、つま先を動かす。灰色の滑なめらかな岩いわ肌はだに溜たまった水が、表面に薄い氷を張らせていた。指を伸ばし、透とう明めいな薄はく膜まくの一片を摘つまみ上あげる。

　掌てのひらに載のせたそれは、数秒のうちに溶とけて小さな水すい滴てきに変わってしまったが、三人は顔を見合わせて思わず笑みを漏らした。

「間違いない、氷だよ。この先にもっとあるはずだ」

　ユージオがそう言いながら周囲を照らすと、同じように氷結した水たまりがいくつも青い光を跳はね返かえした。それに、真っ暗な闇やみに沈む洞どう窟くつの、ずっと奥おくのほうに……。

「あ……なんか、いっぱい光ってる」

　アリスの言葉どおり、ユージオが右手を動かすと、それにつれて無数の小さな光点が、ちかちかと青白く瞬またたくのが見えた。もう白はく竜りゆうのことなどすっかり忘れ、半なかば小走りににその方向を目指す。

　さらに百メルほども進んだか、と思えた時だった。突とつ然ぜん、左右の岩がん壁ぺきが消えた。

　同時に、息を吞のむほどに幻げん想そう的てきな光景が、三人の前に出現した。

　広い。とても地下の洞窟とは思えない、途と方ほうもなく巨大な空間だ。村の教会前広場の、軽く倍はあるに違いない。

　ほぼ円形に湾わん曲きよくする周囲の壁は、さっきまでのような濡ぬれた灰色ではなく、薄青い透明な膜まくに分厚く覆おおわれているようだった。そして床面は、なるほどこれがルール川の源だったのかと納得させられる、巨大な池──いや湖になっていた。ただし、水面はぴくりとも揺れていない。岸辺から中央までが、固く凝ぎよう結けつしているのだ。

　白いもやのたなびく湖のそこかしこからは、ユージオたちの背せ丈たけなどゆうに上回る高さで、不思議な形の柱が突き出している。先せん端たんの尖とがった、角張った六角柱だ。まるで、昔ガリッタ爺じいさんに見せてもらった水すい晶しようの原石のようだとユージオは思った。ただし、こちらのほうがずっと大きく、美しい。無数の、深い透明な青色の柱たちが、ユージオの握にぎる草くさ穂ほが放つ神聖術の光を吸収して、六方向に放射し、それをまた反射させることで、広大なドーム全体をぼうっと照らし出している。柱は湖の中心に近づくほど数を増し、真ん中まではまったく見通せない。

　氷だった。周囲の壁も、足もとの湖も、不思議な六角柱も、何もかもが氷でできている。青い壁は垂直に伸び上がり、遥はるか高みで礼拝堂の天てん蓋がいのように丸く閉じている。

　三人は肌はだを刺す寒さも忘れ、白い息を吐はき出だしながら、たっぷり数分間も立たち尽つくしていた。やがてアリスが、かすかに震ふるえる声で言った。

「……これだけ氷があったら、村中の食べ物を冷やせるわね」

「それどころか、しばらく村を真冬にだってできるぜ。──なあ、奥おくのほうに行ってみよう」

　キリトはそう言うや否や、数歩進んで氷の湖に足を乗せた。徐じよ々じよに体重を掛け、やがて両足で踏むが、かなりの厚さで凍こおり付ついているのか軋きしむ音ひとつ聞こえない。

　いつもだったら、ここで相棒の無む鉄てつ砲ぽうを諌いさめるのがユージオの役回りなのだが、今回ばかりは好奇心が優った。もしかして、本当にあの奥に白はく竜りゆうがいるのかと思うと、どうしても覗のぞいてみたくなる。

　神聖術の灯りを高く掲かかげ、ユージオはアリスと一いつ緒しよにキリトの後を追った。足音を立てないよう慎しん重ちように、巨大な氷柱つららの影かげから影へと伝うように湖の中心を目指す。

　──すごいぞ、もし本物の竜りゆうを見られたら。そうしたら、今度は僕たちの話が、何百年も続く物語になるんだろうか？　もし、もしもだけど、ベルクーリにできなかったこと……白竜の宝を何かひとかけらでも持って帰れたら、村長も僕たちの天職を考え直してくれるんじゃないだろうか……？

「むぐっ」

　歩きながらいつのまにか夢想を膨ふくらませていたユージオは、突とつ然ぜん立ち止まったキリトの後頭部に鼻をぶつけてしまい、顔をしかめた。

「おい、急に止まるなよキリト」

　だが、相棒は返事をしなかった。代わりに、低い呻うめき声のようなものが漏もれる。

「……なんだよこれ……」

「え……？」

「なんなんだよ、これ！」

　隣となりのアリスと同時に首を傾かしげ、ユージオはキリトの横から前方を覗き込んだ。

「いったい、どうしたって言うのよ……」

　ユージオと同じものを見たアリスが、言葉の尻尾しつぽを吞のみ込んだ。

　骨の山がそこにあった。

　全て青い氷でできた骨だ。硬こう質しつな輝かがやきは、まるで水すい晶しようの彫ちよう刻こくのようでもある。ひとつひとつがあまりに大きな、様々な形の骨が無数に積み重なって、三人の背せ丈たけより高い山を作っている。その天てつ辺ぺんに、それが何の骨なのかを厳げん然ぜんと語る、ひとつの巨大な塊かたまりがあった。

　頭骨だ、とひと目でユージオも理解した。虚うつろな眼がん窩かと、細長い鼻び孔こう。後ろ側には角のような突起が長く伸び、迫せり出だした顎がく骨こつには剣のような牙きばが無数に並んでいる。

「白竜の……骨？」

　アリスが低く囁ささやいた。

「死んじゃったの……？」

「ああ……。でも、ただ死んだんじゃない」

　答えたキリトの声はすでに落ち着きを取り戻していたが、相棒が日頃あまり見せることのない、ある種の感情に彩いろどられているようにユージオには感じられた。

　キリトは数歩進み出ると、足許から、竜の前足のものと思われる巨大な鉤かぎ爪づめを拾い上げた。重そうに両手で支え、二人に示す。

「ほら……いっぱい傷がついてるし、先っぽも綺き麗れいに欠け落ちてる」

「何かと戦ったの……？　でも、竜を殺せる生き物なんて……」

　ユージオの心中にも、アリスと同じ疑問が浮かぶ。《北の白はく竜りゆう》と言えば、世界を囲む果ての山脈の各地に棲すみ、闇やみの勢力から人界を守る、世界最強の善なる守護者の一匹であるはずだ。いったいどんな生き物が、それを殺し得るというのか……？

「これは、獣けものや他の竜と戦ってできた傷じゃない」

　キリトが、親指の腹で青い鉤爪をなぞりながらぽつりと言った。

「え……？　じゃあ、何が……」

「これは、剣の傷だ。この竜を殺したのは──人間だ」

「で、でも……だって、央都の御前大会で優勝した英雄ベルクーリでさえ、逃げることしかできなかったのよ。そこらの剣士じゃ、そんな大それたこと……」

　そこまで口走ったアリスが、不意に何かを思いついたように黙だまり込んだ。しばしの静せい寂じやくが、今は巨大な墓所となった氷の湖に落ちる。

　数秒後、小さな唇くちびるから、畏おそれに満ちた囁ささやき声ごえが流れた。

「……整せい合ごう騎き士し……？　公こう理り教きよう会かいの整合騎士が、白竜を殺したの……？」










　　　３




　法と秩序の究極的体現者たる整せい合ごう騎き士しが、同じく善性の象しよう徴ちようであり、人界の守護者でもある白はく竜りゆうを殺す。それは、これまでの十一年の人生において一度として世界の仕組みを疑ったことのないユージオにとって、容易に受け入れることのできない考えだった。吞のみ込こむことも、嚙かみ砕くだくこともできない疑問にしばらく苦しんでから、答えを要求するように傍かたわらの相棒に視線を送る。

「……解らない」

　しかし、キリトの呟つぶやきもまた、大いなる混乱に彩いろどられていた。

「もしかしたら……闇やみの国にもすごい強い騎士がいて、そいつが白竜を殺したのかもしれないし……。でも、そんなことがあったなら、今までに一度くらい闇の軍勢が果ての山脈を越えて来たりしててもおかしくないはずだ。──少なくとも、宝を狙ねらってのことじゃないみたいだけど……」

　言葉を切ると、キリトは竜の遺い骸がいに歩み寄り、鉤かき爪づめをそっと骨の山に戻した。代わりに、山の底のほうから何か長い物を引っ張り出す。

「うお……めちゃくちゃ重いな……」

　ふらふらよろけながら一メルほど引きずり、ユージオとアリスに示す。

　それは、白革の鞘さやと、白銀の柄つかを持つ一振りの長剣だった。柄の各所には精せい緻ちな青い薔ば薇らの象ぞう嵌がんが施ほどこされ、ひと目で村にあるどの剣よりも価値の高いものだということが判る。

「あっ……これ、もしかして……」

　アリスが両眼を瞠みはりながら囁ささやくと、キリトはこくりと頷うなずいた。

「ああ。ベルクーリが、寝てる白竜の懐ふところから盗み出そうとしたっていう《青あお薔ば薇らの剣》だろうな。竜を殺した奴やつは、どうして持っていかなかったのかな……」

　言いながら腰を屈かかめ、柄を両手で握にぎって床から持ち上げようとしたが、全力を振ふり絞しぼっても氷からほんの十セン引き離すのが精一杯のようだった。

「……だめだ！」

　叫んだキリトが両手を離すと、長剣はずしんと重い音を立てて再び氷の床に落ちた。分厚い氷に小さくひび割れが入ったところを見ると、華きや奢しやな見た目からは想像もつかないくらいの重量があるらしい。

「……どうするの、これ？」

　ユージオが訊たずねると、立ち上がった相棒は小刻みにかぶりを振った。

「無理無理、俺おれたち二人がかりでも、とても持って帰れないよ。あんな木こり斧おのですら、毎日ひいこら言ってるんだから。……他にも、骨の下にいろいろお宝があるみたいだけど……」

「……うん、なんだか、持っていく気にはならないわね……」
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　神しん妙みようなアリスの声に、二人は同時に頷く。

　寝ている白はく竜りゆうを起こさないように何か小さな戦利品を手に入れる、なら他の子供たちに大いに自じ慢まんできる冒険話だが、この場所から宝物を持っていけばそれは単なる墓はか荒あらしだ。禁きん忌き目もく録ろくに規定されている《盗み》は人間相手の行為なのでこの場合には適用されないが、禁忌でなければ何でもやっていいという訳ではない。

　ユージオは改めてキリトとアリスを見ると、こくりと頷きかけた。

「予定どおり、氷だけ貰もらっていくことにしよう。それなら、もし白竜が生きてたとしても許してくれたよ、きっと」

　言って、すぐそばの氷柱つららに歩み寄ると、その根元から新芽のように無数に伸びる小さな氷の結けつ晶しようを靴くつで蹴け飛とばす。ぽきんと心地いい音とともに砕くだけた塊かたまりを拾い上げ、差し出すと、アリスは空になった籐とうかごの蓋ふたを開け、それを中に収めた。

　三人はしばらく無言で、氷の欠片かけらを作っては籐かごに詰め込む作業に没ぼつ頭とうした。氷柱の根元がきれいになると、次の柱へ移り、また同じことを繰り返す。ほんの数分で、大きな籐かごは青く透すき通とおる宝石にも似た結晶でいっぱいになった。

「よい……しょ、っと」

　掛け声とともに籐かごを持ち上げたアリスは、しばし腕のなかの光の群に見入った。

「……きれい。なんだか、持って帰って溶とかしちゃうのが勿もつ体たい無ないね」

「それで、俺おれたちの弁当が長持ちするならいいじゃないか」

　即物的なキリトの台詞せりふにしかめ面を作り、アリスはかごをぐいっと黒髪の少年に差し出す。

「え、帰りも俺が持つの？」

「当たり前じゃない。これ結構重いんだから」

　例によって軽口の応おう酬しゆうを始めそうになる二人を慌あわてて押しとどめ、ユージオは言った。

「交替で僕も持つよ。──それより、そろそろ戻らないと、夕方までに村に帰れなくなりそうだ。もうこの洞どう窟くつに入ってから一時間近く経つんじゃない？」

「ああ……ソルスが見えないと、時間がよく判らないな。神聖術でなんかないの？　今が何時だか教えてくれるようなの」

「ありませんよーだ！」

　アリスはついっと顔をそむけると、広い氷の湖の一方に見える小さな出口を眺ながめた。

　次に、振り返ると、正反対の方向にある、もうひとつの出口を見た。

　そして、眉まゆをひそめながら言った。

「──ねえ、私たち、どっちから入ってきたんだっけ？」

　ユージオとキリトはすかさず、もと来た方向を自信たっぷりに指差した。それぞれ、別の出口を。




　三人の足あし跡あとがついているはずだ、という意見（滑なめらかな氷床にはくぼみひとつなかった）、湖から水が流れ出しているほうが出口だ、という意見（両方ともに流れ出していた）、竜りゆうの頭骨が見ているほうが出口だ、という意見（どっちも見ていなかった）などなどが空しく消えていったあと、ついにアリスが見込みのありそうな指針を述べた。

「ほら、ユージオが、氷の張った水たまりを踏み割ったじゃない。出口からちょっと進んでみて、それがあったら当たりよ」

　なるほど言われてみればそのとおりである。自分で思いつけなかった恥ずかしさを咳せき払ばらいでごまかし、ユージオは頷うなずいた。

「よし、そうと決まれば、近いほうから行ってみよう」

「俺はあっちだと思うけどなあ……」

　まだ未練がましくぶつぶつ言っているキリトの背中を左手で押し、右手の草くさ穂ほを高くかざして、目の前の水路へと足を踏み込む。

　灯りを乱反射する氷の柱が周囲から消えると、あれほど頼もしかった神聖術の光も、はなはだ心許なく感じられた。三人の歩調も、ついつい早くなる。

「……まったく、帰り道が判らなくなるなんて、まるで昔話のべリン兄弟だな。俺たちも、道に木の実を撒まいておけばよかったな。洞窟には食べる鳥もいないし」

　どこか空元気を感じさせるキリトの軽口に、この吞のん気きな相棒でも不安になったりすることがあるのか、とユージオは逆に少し気が楽になった。

「何言ってんだ、木の実なんて持ってなかったくせに。今からでも教訓を活かしたいなら、分かれ道ごとにお前の服を置いていこうか？」

「やめてくれ、風か邪ぜひいちゃうよ」

　わざとらしくくしゃみの真ま似ねをしてみせるキリトの背中を、アリスがどんと叩たたく。

「ちょっと、バカなこと言ってないで、ちゃんと地面を見ててよ。もし見落としたら大変なんだから……って、言うよりも……」

　そこで言葉を切り、弓形の眉まゆをひそめてから続ける。

「ねえ、もうずいぶん歩いたけど、まだ割れた氷なんてないわよ……。やっぱり、反対側の道だったのかしら？」

「いやあ、もうちょっと先だろ……あ、ちょっと、静かに」

　不意にキリトが唇くちびるに指をあてたので、ユージオとアリスは口をつぐんだ。言われるままに、耳をそばだたせる。

　とうとうと流れる地下水のせせらぎに混じって、確かに、何か別の音が聞こえた。高くなったり低くなったりする、物悲しい笛のような響ひびき。

「あっ……風の音？」

　アリスがぽつりと呟つぶやいた。確かにこの音は、樹の梢こずえが奏でる風鳴りに似ている、とユージオも思った。

「外が近いんだ！　こっちで良かったんだよ、急ごう！」

　安あん堵どとともにそう叫び、半なかば走り出すように前進を再開する。

「ちょっと、こんなとこで走ると転ぶわよ」

　そう言いながらも、アリスの足取りも軽やかだ。その後ろから、うろんな表情のキリトがついてくる。

「でも……夏の風があんな音出すかなあ？　なんか……冬の木枯らしみたいな……」

「谷風ならあれくらい強く吹くよ。とにかく、とっととこんな所出ようよ」

　右手の灯りを激しく揺らしながら、ユージオは小走りで洞どう窟くつを進んだ。早く村に、自分の家に戻りたいという気持ちが胸に込み上げてくる。アリスから氷をひとかけら貰もらって家族に見せたら、さぞかし驚くことだろう。

　でも、氷はすぐに溶とけちゃうからな。やっぱり、古い銀貨のひとつくらいなら持ってきてもよかったかな……と考えたそのとき、前方の暗くら闇やみに、ぽつんと小さな光が見えた。

「出口だ！」

　笑顔で叫び、次いで顔をしかめる。光が、ほのかに赤みがかっているからだ。洞窟に入ったのがちょうどお昼頃、中で過ごしたのはせいぜい一時間と少しだと思っていたが、思いのほか長く地下世界に潜もぐりすぎていたようだった。もうソルスが西に傾かたむきはじめているのだとしたら、かなり急いで帰らないと夕食までに村に着けないかもしれない。

　ユージオはいっそう足を早めた。甲かん高だかい風鳴りは、いまや川音を圧する大きさで洞どう窟くつ内に反はん響きようしている。

「ねえ、ユージオ、ちょっと待って！　なんだか変だわ、まだせいぜい二時くらいのはずなのに……」

　すぐ後ろを走るアリスが不安そうな声を上げた。しかし、ユージオは足を止めなかった。冒ぼう険けんはもう充分だ。今は、一刻も早く家に帰りたい──。

　右に曲がり、左に曲がり、もういちど右に曲がったところで、ついに赤い光が視界いっぱいに広がった。ほんの十数メル先に出口があった。暗がりに慣らされた眼を細めながら徐じよ々じよに走る速度を緩ゆるめ、立ち止まる。

　洞窟はそこで終わっていた。

　しかし、眼前に存在するのは、ユージオの知っている世界ではなかった。

　空は一面真っ赤だ。だが、夕陽の色ではない。そもそも、どこを探してもソルスの姿がない。熟しすぎたの山ぶどうの汁を垂らしたような──あるいは羊の血をぶちまけたような、鈍にぶく沈んだ赤色だけが無限に広がっている。

　対して、地上は黒い。彼方かなたに連なる異様に切り立った山脈、手前に点在する奇き妙みような形の岩山、ところどころに見える水面までが、消し炭を思わせる黒に染まっている。曲がりくねった枯かれ木の肌はだのみが、磨みがかれた骨のように白い。

　全てを切きり裂さくように吹きすさぶ風が、枯れ木の梢こずえを震ふるわせて、物悲しい叫び声を長く響ひびかせた。それは、洞窟の奥おくで聞いた風鳴りに間違いなかった。

　こんな場所が、あらゆる神に見放されたような世界が、ユージオたちの暮らす人界であるはずがない。ならば──三人がいま見ている、この光景は──。

「ダーク……テリトリー……」

　掠かすれきったキリトの声を、たちまち木こ枯がらしがさらっていった。

　公こう理り教きよう会かいの威い光こうが及ばない場所、闇神ベクタを奉ほうずる魔ま族ぞくの国、村の古老たちの昔話の中にしか存在しないと思っていた世界が、ほんの数歩先にある。そう思った途と端たん、ユージオの頭の芯しんは冷たく凍こおり付つき、ただ立たち尽つくす以外の何もできなくなってしまった。あたかも、生まれて初めて触れる情報が、いままで使われることのなかった心の区画に大量に流れ込むことで、自身の思考すらも処理できなくなった──とでも言うかのように。

　真っ白に染まった頭の中で、禁きん忌き目もく録ろくの最初のほうに書いてある一文だけが、ぎらぎらと鋭するどく輝かがやく。昨日アリスと話した時には忘れていたはずの、第一章三節十一項。『何なん人びとたりとも、人界を囲む果ての山脈を越えてはならない』。

「だめだ……これ以上、進んじゃ……」

　ユージオは、強こわ張ばった口を懸けん命めいに動かし、言葉を絞しぼり出だした。両手を広げて、背後のキリトとアリスを下がらせようとする。

　その時だった。何か、硬かたく鋭するどい音が上のほうから響ひびいてきて、ユージオはびくりと体を震ふるわせた。反射的に、赤い空を振ふり仰あおぐ。

　血の色を背景に、何か白いものと黒いものが絡からみ合あっているのが見えた。

　豆まめ粒つぶのように小さいが、それは恐ろしく高いところを飛んでいるせいだ。実際の大きさは、人間を遥はるかに超えるだろうと思われた。二つの飛行体は、激しく位置を入れ替えながら離れ、また近づき、交錯した瞬しゆん間かんに断続的な金属音を響かせる。

「竜りゆう騎き士しだ……」

　隣となりで同じように空を見上げるキリトが、掠かすれ声ごえで囁ささやいた。

　相棒の言うとおり、相争う二者は、長い首と尾、三角形の両りよう翼よくを持った巨大な飛ひ竜りゆうのようだった。そしてその背中には、剣と盾たてを携たずさえた騎手の姿が確かに見てとれる。白い竜に乗るのは白銀の鎧よろい、黒い竜には漆しつ黒こくの鎧の騎士。握にぎる剣すら、白の騎士のものはまばゆい光こう芒ぼうを、黒の騎士のものはよどんだ瘴しよう気きを放っている。

　二人の竜騎士が剣を撃うち合あわせるたびに、雷のような衝しよう撃げき音おんが鳴り響き、大量の火の粉が宙を舞まった。

「白いほうが……教会の整せい合ごう騎き士し、なのかしら……」

　アリスの呟つぶやきに、キリトがかすかに頷うなずいた。

「だろう……な。黒いのは、闇の軍勢の竜騎士、かな……。整合騎士と、互ご角かくの強さだな……」

「そんな……」

　ユージオは、我知らず、小さくかぶりを振っていた。

「整合騎士は、世界最強なんだ。闇の騎士なんかに、負けるはずないよ」

「どうかな。見たとこ、剣技にはあんまり差がないぞ。どっちも相手の守りを崩くずせてない」

　キリトが言った、その直後だった。まるでその声が聞こえでもしたかのように、白い騎士は竜の手た綱づなを引いて大きく距離を取った。黒い竜が、間合いを詰めようと激しく羽ばたく。

　だが、両者の距離が縮まる前に、鋭く回頭した白い竜が首をぐっとたわめ、力を溜ためるような動作をした。直後、首を鋭く前に振りながら、あぎとをいっぱいに開く。牙きばの奥おくから青白い炎が一直線に迸ほとばしり、黒い竜騎士の全身を包んだ。

　風鳴りを圧する轟ごう音おんがユージオの耳を打った。黒い竜は苦しそうに身をよじり、空中でぐらりと傾かたむく。その隙すきを逃のがさず、整合騎士はいつの間にか剣から持ち替えていた巨大な赤しやく銅どう色いろの弓を引き絞り、これも長大な矢を放った。

　空中にうっすらと炎の跡あとを引きながら飛んだ矢は、狙ねらい違たがわず、黒騎士の胸の真ん中を射い貫ぬいた。

「あっ……」

　アリスが悲鳴にも似た小さな声を上げた。

　両りよう翼よくの皮ひ膜まくをほとんど焼かれた黒い飛ひ竜りゆうは、飛ひ翔しよう力りよくを失って空中で激しくのたうつ。黒騎士が竜の背中から振り飛ばされ、血ち飛沫しぶきの尾を引きながら、まっすぐにユージオたちが立たち尽つくす洞どう窟くつのほうへと落下してくる。

　まず、黒い剣が乾いた音を立てて砂利混じりの地面に突き立った。次いで、三人からほんの十メルほど離れた場所に、騎士が墜落した。最後に、かなり遠い岩山に黒竜が激げき突とつし、長く尾を引く断だん末まつ魔まの声とともに動かなくなった。

　子供三人が声もなく見詰める先で、黒騎士は苦しそうにもがき、上体を起こそうとした。鈍く輝かがやく金属の胸当てに、深々と穴が穿うがたれているのが見えた。騎士の、分厚い面めん頰ぽおに覆おおわれてまったく肌はだの見えない顔が、まっすぐユージオたちに向けられた。

　小刻みに震ふるえる右手が、まるで助けを求めようとするかのように伸ばされる。しかし直後、鎧よろいの喉のど元もとから大量の鮮せん血けつが迸ほとばしり、騎士はがしゃんと音を立てて地面に沈み込んだ。動かなくなった体の下に赤い液体がとめどなく広がり、黒い砂利の隙すき間まに染み込んでいく。

「あ……あ……」

　ユージオの右側で、アリスが細い声を漏もらした。吸い込まれるような足取りで、よろめきながら前に──洞窟の外に向かおうとする。

　ユージオは何の反応もできなかった。だが、左側でキリトが「だめだっ!!」と低く、鋭するどく叫んだ。その声を聞いたアリスは、びくんと体を震ふるわせ、立ち止まろうとした。しかし足がもつれ、体が前に傾かたむいた。今度はユージオも、そしてキリトも反射的に手を伸ばし、アリスの服を摑つかもうとした。

　だが、伸ばされた二つの指先は、ぎりぎりのところで共に空を切った。

　アリスは、長い金きん髪ぱつをたなびかせながら洞窟の地面に倒れ込み、小さく声を漏らした。

　ただ転んだだけのことだ。《窓》を確かめても天命は一か二しか減っているまい。しかし、問題はそこではなかった。倒れたはずみでまっすぐ前方に伸ばされたアリスの右手は、洞窟の青みがかった灰色の床と、その先の消し炭色の地面の、異様にくっきりとした境界を二十センほど越えて外に出ていたのだ。真っ白い掌てのひらが、真っ黒い砂利に触ふれている。闇やみの国、ダークテリトリーの大地に。

「アリスっ……！」

　キリトとユージオは異口同音に叫び、体ごと両手を伸ばすと、アリスの体をしっかりと摑んだ。日頃こんなことをすれば怒ど鳴なられるでは済まないだろうが、今はただ無我夢中で足を踏ん張り、アリスを洞窟の中に引き戻す。

　二人の手で体を起こされたアリスは、見開いた両眼をなおも倒れる黒騎士に向けていたが、やがて視線を落とし、自分の右手を見た。ふっくらとした掌には、砂や小さな石が幾いくつか残っている。それらは全て、何らかの刻印ででもあるかのように黒い。

「…………わ……私……」

　声ならぬ声でそう呟つぶやくアリスの右手に、ユージオは無我夢中で両手を伸ばした。掌てのひらを擦こすり、砂粒を全て払い落としながら、懸けん命めいに言いい募つのる。

「だ、大だい丈じよう夫ぶだよアリス。洞どう窟くつから出たわけじゃない。ただ、ちょっと手で触さわっただけだよ。そんなの、禁きん忌きでも何でもない、そうだろ。そうだよな、キリト！」

　顔を上げ、縋すがるように相棒を見た。キリトは、しかしユージオもアリスも見ていなかった。片かた膝ひざ立だちになり、周囲に鋭するどい視線を走らせている。

「ど、どうしたんだよキリト」

「…………感じないか、ユージオ。なんか……誰だれかが……何かが……」

　その言葉に眉まゆを寄せ、改めて辺りを見回したが、洞窟内には人はおろか虫一匹見当たらない。視界に入るのは、十メル離れた場所ですでに絶命しているであろう黒騎士だけだ。戦いに勝った整せい合ごう騎き士しの姿は、いつのまにか空から消えている。

「気のせいだ、それより……」

　早くアリスを連れて、洞窟の反対側に戻ろう。

　そう言おうとしたユージオの肩を、キリトが思い切り摑つかんだ。顔をしかめながら相棒の視線を追った途と端たん、ユージオの体もまた激しく強こわ張ばる。

　洞窟の天てん井じよう近くに、奇き妙みようなものが存在した。

　水面のようにゆらゆら揺れる、紫むらさき色いろの円。直径五十センほどのその向こうに、おぼろに見えるのは──人の顔だ。男とも女とも、若いとも年寄りともつかぬのっぺりとした顔立ち。皮ひ膚ふは生白く、頭には一本の毛も生えていない。まん丸に開かれた両眼にも、いかなる感情も読み取れない。だが、ユージオは直感的に察した。あの眼が見ているのは、自分でもキリトでもなく、放心したように座り込むアリスであることを。

　何者かの口が動き、紫の膜まくを通して奇妙な言葉が聞こえた。

「シンギュラー・ユニット・ディテクティド。アイディー・トレーシング……」

　硝子ガラス玉だまを思わせる両眼が小刻みに瞬しばたたかれ、再び、謎なぞの声。

「コーディネート・フィクスト。リポート・コンプリート」

　そして、紫色の窓はいきなり消しよう滅めつした。何者かの言葉が、どこか神聖術の式句に似ていたことに遅まきながら気付いたユージオは慌あわててアリスとキリト、最後に自分の体を見るが、特に何の変化も感じられない。

　だからと言って、無視するには余りに奇き怪かいな出来事だった。ユージオは相棒と視線を見交わすと、二人でアリスを助け起こし、小刻みに震え続ける幼おさな馴な染じみを抱だきかかえるようにして洞窟の奥おくへ──もと来た方向へと小走りに進み始めた。







　どのようにしてルーリッドの村まで帰り着いたのか、ユージオはよく憶おぼえていない。

　白はく竜りゆうの骨が眠る湖まで戻るとそのまま突っ切り、反対側の出口に飛び込んで止まらずに走り続けた。濡ぬれた岩に足を取られ、何度も滑すべりながらも、来た時の数分の一の時間で長い洞どう窟くつを抜け、ようやく見えた白い光の中に飛び出すと、そこはまだ午後の陽光がさんさんと降り注ぐ森のとばぐちだった。

　しかし、ユージオを捉える不安は容易に消えなかった。今にも、すぐ後ろにあの紫むらさきの窓が開き、奇き怪かいな白い顔が現れるのではないかと思うと、とても休きゆう憩けいする気にはなれない。

　小鳥たちが平和にさえずる木々の下、小魚の群が行き来する透とう明めいな小川のほとりを、三人は言葉もなく懸けん命めいに歩いた。北の峠とうげと思おぼしき丘おかを越え、双ふた子ご池いけを通り過ぎて、ようやく北ルーリッド橋のたもとまで辿たどり着つく。

　更さらにしばらく歩き、朝方に待ち合わせた古樹の根元まで戻った時の安あん堵どは、とても言葉にできなかった。三人は顔を見合わせると、ようやく小さな笑みを交わした。相当に強こわ張ばったものであったことも確かではあるが。

「ほら、アリス、これ」

　そう言ってキリトが差し出したのは、ずっしりと重そうな籐とうかごだった。あの中には、今日いちにちの冒ぼう険けんの成果である《夏の氷》が詰つまっているのだが、ユージオは今のいままでかごの存在すら忘れていたことに気付いた。気恥ずかしさを誤ご魔ま化かすように、平静を装って言う。

「帰ったらすぐ、地下室に入れておいたほうがいいね。そうすれば、明日までは持つんじゃないかな」

「…………うん、解った」

　いつになく素直に頷うなずいたアリスは、かごを受け取ると男二人の顔を順に見て、ようやく普ふ段だんの澄すました笑顔を浮かべた。

「明日のお弁当、楽しみにしててね。頑がん張ばったご褒ほう美びに、腕を揮ふるっちゃうから」

　揮うのはサディナおばさんだろ、とはもちろんユージオもキリトも言わない。一いつ瞬しゆん視線を交わしてから、二人同時に大きく頷く。

「……ちょっと、何よ、今の間は」

　訝いぶかしげな顔になるアリスの肩を両側からぽんと叩たたき、声を揃そろえて──

「何でもないって！　さ、村に帰ろうぜ！」

　本物の夕焼け空の下を歩いて村の広場まで戻り、教会で暮らすキリト、村長の屋や敷しきに戻るアリスとはそこで別れた。村の西側にある自宅に着いたのは、六時の鐘かねが鳴る数秒前だった。

　ぎりぎり間に合った夕食の席で、ユージオはずっと無言だった。兄や姉の誰だれも、それどころか父や祖父だって今日のような冒険をしてはいないだろうという確信があったが、なぜか自じ慢まんする気にはならなかった。

　自分の眼で闇やみの国を見たこと──整せい合ごう騎き士しと黒騎士のすさまじい戦い、そして最後に現れた奇き妙みような顔のことをとても言葉にはできないと思えたし、またそれを話したとき、家族がどのような反応を見せるのか知るのが怖こわかったのだ。

　その夜、早々にベッドに入ったユージオは、冒ぼう険けんの最後に見たもののことは全て忘れようと思った。そうでもしなければ、これまで公こう理り教きよう会かいと整せい合ごう騎き士しに抱いだいてきた畏い敬けいと憧あこがれが、違うものにすりかわってしまいそうだった。
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　ソルスが沈み、昇のぼり──そしてまた、何も変わることのない日常へ。

　いつもなら休息日の翌朝に仕事場へ向かう時は少しばかり憂ゆう鬱うつになるのだが、今日だけは、ユージオはなぜかほっとする心境だった。冒険はもう当分いいや、しばらくは真面目に木こりに励はげもう、と思いながら村の南門を出て、麦畑と森の境でキリトと合流する。

　長年付き合った相棒の顔にも、ほんのわずかな安あん堵ど感かんが滲にじんでいるのにユージオは気づいた。そして向こうもユージオの顔に同じものを見たらしい。二人でしばし、照れ隠しのにやにや笑いを交換する。

　森の細道に少し入ったところにある小屋から竜りゆう骨こつの斧おのを取り出し、更さらに数分歩いて、ギガスシダーの根元に達した。巨大な幹に刻まれた切り目は、これからも変わらずに続いていくであろう日々を思わせたが、今はそれも有り難かった。

「よし。今日も、いい当たりの少なかったほうがシラル水をおごるんだからな」

「最近はずっとそっちが払ってるんじゃないか、キリト？」

　もう半なかば儀ぎ式しきとなっている軽口を叩たたき合あい、ユージオは斧を構える。最初の一発が、コーンと最高の音を響ひびかせたので、今日はきっといい調子だ、と思う。

　午前中、二人は常にない高確率で、巨きよ樹じゆの幹に会心の一いち撃げきを打ち込み続けた。その理由が、もし斧おの打うち中に集中力を失うと、脳裏に昨日見たあの光景が甦よみがえってしまいそうだから──というものであったことは否定できないが。

　連続五十発の斧打ちをそれぞれ九回ずつこなしたところで、ユージオのお腹がぐう、と鳴った。

　汗を拭ぬぐいながら頭上を振ふり仰あおぐと、ソルスはすでに中天近くにまで登っていた。いつもなら、あと一回ずつ斧を握にぎったところで、アリスが昼食を持ってきてくれる時刻となる。しかも今日は、ゆっくり食べられるパイに、きんきんに冷えたミルクつきだ。想像するだけで、空っぽの胃がきりきりと痛くなる。

「おっと……」

　あまり昼ご飯のことばかり考えていると手元が狂う。ユージオは汗に濡ぬれた両りよう掌てのひらを手て拭ぬぐいでごしごし擦こすり、慎しん重ちように斧を握にぎり直なおした。

　突とつ然ぜん、日差しがサッと翳かげった。

　通り雨かな、面めん倒どうだなあ、と思いながらユージオは顔を上げた。

　四方八方に広がるギガスシダーの枝を透すかして見える青い空、そのかなり低いところを、高速で横切る黒い影かげが見えた。心臓が、ぎゅうっと縮み上がる。

「飛ひ竜りゆう……!?」

　ユージオは思わず叫んでいた。

「おい……キリト、今のは!!」

「ああ、昨日の整せい合ごう騎き士しだ!!」

　相棒の声も、深い恐きよう怖ふに凍こおり付ついている。

　立たち尽つくす二人の視線の先で、白銀の騎士を背に乗せた飛竜は樹々の梢こずえを掠かすめて飛び、まっすぐルーリッドの村の方向へと消えていった。

　いったいなぜ、こんなところに。

　鳥や虫たちまでもが恐れをなしたかのような完全なる静せい寂じやくのなか、ユージオは呆ぼう然ぜんと考えた。

　整合騎士は、公こう理り教きよう会かいに仇あだなす者を成敗する秩序の守護者である。四帝国によって分割統治される人界にはもはや組織だった反乱集団など存在しない現在、整合騎士の敵は闇やみの軍勢以外にはいない。ゆえに、騎士たちは常に果ての山脈の外を戦場にしていると聞いていたし、実際にユージオは昨日その光景を自分の眼で見た。

　そう、本物の整合騎士を見たのはあれが初めてだったのだ。生まれてこのかた、村に騎士がやってきたことなど一度もない。なのに、なぜ今──。

「まさか……。まさか、アリスを……」

　隣となりでキリトが呟つぶやいた。

　それを聞いた途と端たん、ユージオの耳の奥おくに、あの時聞いた奇き怪かいな声が鮮せん明めいに甦った。紫むらさき色いろの窓の向こうで、異様な風ふう貌ぼうの人間が口走った、謎なぞの術式。冷たい水でも垂らされたかのように、背筋がぞくりと寒くなる。

「噓うそだろ……まさか、あんな……あれだけのことで……」

　同意を求めるべく、そう言い返しながらキリトの顔を見たが、相棒は常になく厳しい表情でじっと騎き士しの飛び去った方向を睨にらんでいた。数すう瞬しゆんののち、キリトはまっすぐにユージオの眼を見ると、短く叫んだ。

「行こう！」

　何のつもりかユージオの手から竜りゆう骨こつの斧おのをもぎ取り、北に向かって一直線に走り出す。

「お……おい！」

　何か、大変なことが起きる。そんな予兆をひしひしと感じながら、ユージオも地面を蹴り、懸けん命めいにキリトの後を追った。

　勝手知ったる森の小道を、木の根や岩を避けながら全力で駆かけ抜ぬけ、麦畑を貫つらぬく街道へ合流する。村の上空を振ふり仰あおぐが、すでに飛ひ竜りゆうの影かげは見えない。キリトはわずかに足を緩め、青く色づく麦むぎ穂ほの間でぽかんと空を見上げている農夫に大声で訊たずねた。

「リダックのおじさん！　竜騎士はどっちへ行った!?」

　農夫は、夢から醒さめたかのような顔でユージオたちを見ると、何度か瞬まぼたきをしてからようやく答えた。

「あ……ああ……どうも、村の広場へ降りたようじゃが……」

「あんがと!!」

　礼を言うのももどかしく、二人は再び全速力で走り出す。

　街道や畑のあちこちで、村人たちが数人集まって立たち尽つくしていた。恐おそらく、古老たちの中にさえ、実際に整せい合ごう騎き士しを見たことがある者はいないのだろう。みんな、どうしていいのか解らないという表情でただ村のほうを見やっている。彼らの間を、ユージオとキリトはただ必死に走る。

　村の南門をくぐり、短い買い物通りを駆け抜け、小さな石橋を越えたところで、二人はついにそれを見た。息を吞のみ、どちらからともなく足を止める。

　教会前の広場の北半分を、飛竜の長い首と尾おが弧こを描いて占領していた。

　大きな翼つばさは体の両側に畳たたまれ、教会の建物をほとんど隠かくしてしまっている。灰色の鱗うろこと各部に装着された鋼の鎧よろいがソルスの光を跳ね返し、まるで氷の彫ちよう像ぞうのようだ。そこだけが血のように赤い両眼が、無感情に広場を見下ろしている。

　そして、竜の前に、いっそう眩まばゆく輝かがやく白銀の騎士の姿があった。

　村の誰だれよりも巨きよ軀くだ。鏡のように磨みがかれた重鎧を一部の隙すきもなく全身に着込み、関節部分すら細かく編んだ銀ぎん鎖さで覆おおっている。竜の頭部を模した兜かぶとは、額の部分から前に一本、両りよう脇わきから後ろへ二本の長い飾かざり角が伸び、がっちりと下ろされた巨大な面めん頰ぽうが騎士の顔を隠す。

　左腰には、これも銀色の柄つかを持つ長剣。そして背中には、差し渡し一メル半もありそうな、赤しやく銅どう色いろの弓があった。間違いなく、昨日ユージオたちが洞どう窟くつから見上げた先で、黒い竜騎士を射殺したあの整せい合ごう騎き士しだ。

　十字に穴が切られた面めん頰ぽうから、騎士が無言で睥へい睨げいする広場の南側では、数十人の村人が寄り集まって一様に頭を垂れていた。その最後列に、籐とうかごを下げ持つ少女の姿を見つけ、ユージオはわずかに肩の力を抜いた。いつもの青いドレスに白いエプロン姿のアリスは、大人たちの隙すき間まから、じっと整合騎士の姿に見入っている。

　ユージオはキリトの脇わき腹ばらを肘ひじでつついて合図すると、二人で体を屈かかめて移動し、どうにかアリスの後ろまで辿たどり着ついて小声で名前を呼んだ。

「アリス……」

　幼おさな馴な染じみは金髪を揺らして振り向くと、驚き顔で何かを言いかけた。寸前でキリトが自分の口に指をあてて黙らせ、ひそっと囁ささやく。

「アリス、静かに。今のうちに、ここから離れたほうがいい」

「え……なんで？」

　同じくひそひそ声で答えるアリスは、自分の身に脅きよう威いが迫せまっているとはまるで考えていないようだった。ユージオとて、キリトが言わなければその可能性に気づけなかっただろう。

「いや……もしかしたら、あの整合騎士は……」

　そこからどう説明したものか、ユージオが一いつ瞬しゆん迷った、その時だった。

　村人たちの間に小さな声が幾いくつか流れた。視線を上げると、村役場の方向から広場に歩みを進めてくる、長身の男の姿が目に入った。

「あ……お父様」

　アリスが呟つぶやく。男は彼女の父親にしてルーリッドの現村長、ガスフト・ツーベルクだ。引ひき締しまった体を簡素な革かわの胴どう衣いに包み、黒々とした髪と口くち髭ひげは綺き麗れいに切きり揃そろえられている。炯けい々けいとした眼光は、前村長から天職を引き継いでまだ四年なのに、すでに全村民の尊敬を集める名士に相応ふさわしいものだ。

　ガスフトは単身、臆おくする様子もなく整合騎士の前まで進み出ると、公こう理り教きよう会かいの作法に従って体の前で両手を組み、一礼した。顔を上げ、びんと張りのある声で名乗る。

「ルーリッドの村長を務める、ツーベルクと申します」

　ガスフトよりも拳こぶし二つぶんほども上背のある整合騎士は、かすかに鎧よろいを鳴らしながら頷うなずくと、そこで初めて声を放った。

「ノーランガルス北域を統とう括かつする公理教会整合騎士、デュソルバート・シンセシス・セブンである」

　生身の人間の喉のどから出たものとはにわかに信じられない、異質な響ひびきを持つ声だった。鋼の質感を伴ともなった余よ韻いんが広場の隅々にまで広がり、その場の村人全員を沈ちん黙もくさせる。二十メル以上離れた所にいるユージオも、騎士の声が耳ではなく額を直接突つき抜ぬけてきたかのような感覚にとらわれ、顔をしかめた。村長ガスフトさえ、気圧されたかのように半歩足を引いている。

　しかし流石さすがの胆たん力りよくを見せ、ガスフトは姿勢を正すと、再び堂々たる口上を発した。

「人界を遍あまねく律する整せい合ごう騎き士し閣下がこのような辺境の小村に足をお運び下さるとは、光栄の至りにございます。ささやかながら、歓迎の宴をご用意差し上げたいと存じますが」

「公務の遂すい行こう中ゆえ、それには及ばぬ」

　騎士は殷いん々いんと響ひびく声でそう告げると、面めん頰ぽうの下から氷のような眼まな差ざしを発しつつ──続けて、その文言を口にした。

「ガスフト・ツーベルクの子、アリス・ツーベルクを、禁きん忌き条項抵てい触しよくの咎とがにより捕ほ縛ばく、連行し、審しん問もんののち処刑する」

　すぐ近くに立つアリスの背中が小さく震ふるえた。しかしユージオは、そしてキリトも、声を出すことはおろか身動きひとつできなかった。頭の中で、騎士の言葉が何度も繰り返し鳴り響く。

　村長もまた、逞たくましい体を一度ぐらりと揺らした。わずかに見える横顔が短く、しかしはっきりと歪んだ。

　長く続いた沈ちん黙もくのあと、ガスフトの、艶つやを失った声が流れた。

「……騎士閣下、我が娘が、いったいどのような罪を犯したというのでしょう」

「禁きん忌き目もく録ろく第一章三節十一項、ダークテリトリーへの侵しん入にゆうである」

　その瞬しゆん間かん、今まで固かた唾ずを吞のんで二者のやりとりに聞き入っていた村人たちが大きくどよめいた。子供は両眼をぽかんと見開き、大人は口々に教会の聖句を呟つぶやきながらまじない避よけの印を切る。

　そこでようやくユージオとキリトは、半ば本能的に動いた。アリスの前に体を割り込ませ、ぴったりと互いの肩をくっつけて、背後の少女を村人の目から隠かくす。しかしそれ以上動くことはできなかった。ここで急に動けば、すぐ先にいる大人たちの注意を引いてしまう。

　ユージオは頭の中で、どうしよう、どうしよう、というそのひと言だけを繰り返した。今すぐなんとかしなくてはという恐きよう慌こうが胸に込み上げてくるものの、しかし何をしていいのか解らない。

　ただ棒立ちになって見守る先で、村長ガスフトは深く頭を垂れたまま、しばらく動こうとしなかった。

　大だい丈じよう夫ぶ、あの人なら何とかしてくれる、とユージオは思った。ガスフト村長と話したことはそれほど多くないが、村の大人たちの中では、ガリッタ老人に次いで尊敬すべき人物だと信じていたのだ。

　しかし──。

「……それでは、いま娘を呼びにやりますので、本人の口から事情を聞きたいと思います」

　顔を上げた村長が発したのは、そんな言葉だった。

　だめだ、アリスを騎士の前に出したらいけない。ユージオがそう思ったのも束の間、整せい合ごう騎き士しはがしゃりと鎧よろいを鳴らしながら右手を持ち上げた。その指先が、まっすぐにこちらに向いているのを見て、ユージオの心臓は縮み上がった。

「その必要はない。アリス・ツーベルクはそこにいる。汝なんじと、汝に命ずる……」

　騎士は腕を動かし、人ひと垣がきの中程にいる男たちを順に指差す。

「娘をここへ連れてくるのだ」

　ユージオの目の前で、さっと村人の列が割れた。整合騎士とアリスの間に存在するのは、もう自分とキリトの二人だけだ。

　空いた道を、顔見知りの村人ふたりがゆっくりと歩み寄ってきた。その肌はだは血の気を失い、また両眼は奇妙にうつろな光を浮かべている。

　男たちは、アリスの前に立たち塞ふさがるキリトとユージオを力任せに引ひき剝はがし、左右に押しやると、両側からアリスの腕を摑つかんだ。

「あっ……」

　アリスは小さく声を上げたが、気き丈じようにも強く唇くちびるを嚙かみ締しめた。いつものばら色が薄れた頰ほおにかすかな笑みを浮かべ、大だい丈じよう夫ぶ、というようにユージオたちに頷うなずきかける。

「アリス……」

　キリトが小さく声を上げたその瞬しゆん間かん、乱暴に両腕を引かれたアリスの右手から籐とうかごが落ちた。蓋ふたが開き、中身が石いし畳だたみに転げ出た。

　それを拾う間もなくアリスは村人ふたりに引っ張り上げられ、整合騎士のもとへと運ばれていく。

　ユージオは、横倒しになった籐かごをじっと見み詰つめた。

　パイや固焼きパンは全て白布に包まれ、その隙すき間まをぎっしりと細かい氷が埋めている。氷の一部は外に零こぼれて、陽光を反射してきらきらと光る。息を詰めて凝ぎよう視しするあいだにも、夏の日差しに灼やけた石の上で氷はたちまちのうちに溶け、ちっぽけな黒い染みへと変わっていく。

　隣となりで、キリトが鋭するどく息を吸い込んだ。

　きっと顔を上げ、引きずられていくアリスの後を追いかける。ユージオも歯を食くい縛しばり、動こうとしない足に鞭むち打うって相棒に続いた。

　男二人は、村長の隣でアリスの腕を放すと、数歩下がり、ひざまずいた。両手を握にぎり合あわせながら深く頭を垂れ、騎士に恭きよう順じゆんの意を示す。

　解放されたアリスは、青ざめた顔を父親に向けた。ガスフトはほんのいっとき、愛まな娘むすめに沈ちん痛つうな面おも差ざしを向けたが、すぐに視線を外して俯うつむく。

　整合騎士は軽く頷くと、鎧の後ろ側から奇妙な道具を取り出した。太い鉄てつ鎖さに革帯が三本平行に取り付けられ、鎖くさりの上端は大きな輪になっている。

　騎士はじゃらりと音を立てながらその道具をガスフトに手渡した。

「村の長おさに命ずる。咎とが人にんを縛いましめよ」

「…………」

[image: ]

　村長が、手にした拘こう束そく具ぐに呆ぼう然ぜんと視線を落としたその時、ようやくキリトとユージオは騎士の前に到達した。騎士の兜かぶとがゆっくりと動き、正面から二人を捉とらえた。

　輝かがやく面めん頰ぽうに切られた十字の窓の奥おくは深い闇やみに包まれていて何も見えなかったが、ユージオはそこから放射される視線の圧力を痛いほど感じた。反射的に顔を伏ふせ、すぐ前に立つアリスに何か声をかけようとしたが、喉のどが焼き付いたかのように何の言葉も出てこない。

　キリトも同じように俯うつむき、浅い呼吸を繰り返していたが、いきなり弾はじかれたように顔を上げると、震ふるえながらもはっきりとした声で叫んだ。

「騎士様!!」

　もう一度大きく息を吸い、続ける。

「ア……アリスは、ダークテリトリーになんか入っていません！　片手を、ほんの少し地面に触ふれさせただけなんだ！　それだけなんです！」

　しかし、騎士の答えは簡潔だった。

「それ以上どのような行為が必要であろうか」

　連れて行け、というように、ひざまずいていた男二人に向かって片手を振る。立ち上がった村人らは、キリトとユージオの襟えり首くびを摑つかむと有無を言わさず引ひき摺ずり始めた。それに抗あらがいながら、キリトが尚なおも叫ぶ。

「じゃ……じゃあ、俺おれたちも同罪だ!!　俺たちも同じ場所にいた！　連れていくなら俺たちも連れていけ!!」

　だが、もう整せい合ごう騎き士しは二人には見向きもしない。

　そうだ……アリスが禁きん忌きを犯したというなら、僕だって同じ罰ばつを受けるべきた。ユージオもそう思った。心の底からそう思った。

　しかしなぜか声が出ない。キリトと同じように叫ぼうとするのに、口の動かし方を忘れてしまったかのように、ただ掠かすれた息を吐き出すことしかできない。

　アリスはちらりとこちらを振り返ると、大だい丈じよう夫ぶだよ、というふうに小さく微笑ほほえみ、頷うなずいた。

　その細い体に、表情を失った父親が、後ろから禍まが々まがしい拘こう束そく具ぐを回した。三本の革帯を、肩、腹、腰にそれぞれ固く締め付ける。アリスの顔がほんの少し歪ゆがむ。最後の金具をしっかりと留とめると、ガスフトはよろめきながら数歩下がり、俯うつむいた。代わりに騎士がアリスに歩み寄り、背中から垂れる鎖くさりの先せん端たんを握にぎった。

　ユージオとキリトは広場の中央まで引き戻され、そこで無理やりひざまずかされた。

　キリトはよろけた振りをしてユージオの耳に口を寄せ、素早く囁ささやいた。

「ユージオ……いいか、俺がこの斧おので整合騎士に打ちかかる。数秒間は持ちこたえてみせるから、その隙すきにアリスを連れて逃げるんだ。南の麦畑に飛び込んで、畝うねの間から森に入ればそう簡単には見つからない」

　ユージオは、まだキリトが握ったままだった竜りゆう骨こつの斧おのをちらりと見てから、どうにか声を絞しぼり出だした。

「……キ……キリト……でも」

　昨日、お前だってあの整合騎士の凄すさまじい剣と弓の技を見たじゃないか。そんなことをすれば、たちまちのうちに殺される……あの黒騎士のように。

　声にならないユージオの思考を読み取ったかの如ごとく、キリトは続けて言った。

「大丈夫だ、あの騎士はアリスをこの場で処しよ刑けいしなかった。多分、審しん問もんとかをやらないと殺したりできないんだ。俺はどこかで隙すきを見て逃げ出す。それに……」

　キリトの燃えるような視線の先では、整合騎士が拘束具の締まり具合を確認していた。革帯を強く引かれるたびに、アリスの顔が苦痛に歪む。

「……それに、失敗してもそれはそれでいい。アリスと一いつ緒しよに俺たちも連行されれば、どこかで逃げ出す機会がきっとくる。でもここで、アリス一人が飛ひ竜りゆうで連れていかれたらもう望みはない」

「それ……は……」

　確かに、そうかもしれない。

　しかし──その作戦とも言えないような無む謀ぼうな思いつきは、つまるところ《教会への反逆》ではないのだろうか？　禁きん忌き目もく録ろく第一条一節一項に規定された、最大の罪──。

「ユージオ……何を迷うことがあるんだ！　禁忌がなんだ!?　それはアリスの命より大切なことなのか!?」

　キリトの、抑おさえられてはいるが切せつ迫ぱくした声が、びしりと耳じ朶だを打つ。

　そうだ。そのとおりだ。

　ユージオは心のなかで、自分に向かって叫ぶ。

　──僕たち三人は、生まれた年も一緒、そして死ぬ年も一緒と決めていたはずだ。常に助け合い、一人がほかの二人のために生きようと、そう誓い合ったはずだ。

　ならば、迷うことなんかない。公こう理り教きよう会かいと、アリスと、どちらが大事か、だって？　答えは決まっている。決まっているはずだ。それは──それは──。

「ユージオ……どうしたんだ、ユージオ!!」

　キリトが悲鳴にも似た声を漏もらす。

　アリスがじっとこちらを見ている。気遣わしそうな顔で、そっと首を横に振る。

「それは……それ……は……」

　自分のものではないような、しわがれた声が喉のどから漏れる。

　だが、その先を言葉にすることができない。頭の中ですら、続くべき言葉を形にできない。ずきん、と右眼の奥おくに鋭するどい痛みが走る。繰り返し訪れる奇き妙みような疼うずきが思考を妨さまたげる。ずきん、ずきん。血のような赤色が視界に広がり、全てを覆おおい尽つくしていく。手足の感覚すら遠ざかる。

　その時、ユージオたちの異変に気づいた村長が、のろのろと腕を動かし、二人の背後に立つ村人に向かって言った。

「その子供らを、広場の外に連れていけ」

　途と端たん、再び襟えり首くびを摑つかまれ、引きずり起こされる。

「クソッ……放せ！　──村長！　ガスフトおじさん！　いいのか!?　アリスを連れていかせていいのか!?」

　キリトは狂ったようにもがき、男の手を振り払うと、斧おのを構えて突とつ進しんしようとした。

　だが、質素な革かわ靴ぐつに包まれた足は、ただの一歩すら前に進むことはできなかった。走り出す寸前に、驚くべきことが起きたのだ。

　ずっと離れた場所でアリスの革帯を確かめ終えた整せい合ごう騎き士しが、ちらりとキリトを一いち瞥べつしたその刹せつ那な、両手に固く握にぎり締しめられた竜りゆう骨こつの斧が、鋭するどい金属音とともに高々と弾き飛ばされた。騎士は腰の剣も、背中の弓にも触れていない。それどころか指一本動かしていない。なのに、まるで意思それ自体が本物の刃と化したかの如くキリトの斧を打ち、広場の端はしにまで跳はね飛とばした。

　不思議な衝しよう撃げきの余波を受けてか、キリト自身も仰あお向むけに倒れた。すかさず数人の男がのし掛かり、動きを完全に封じた。

　右みぎ頰ほおを石いし畳だたみに押し付けられ、表情を歪ゆがめながらも、キリトが必死の形ぎよう相そうで叫んだ。

「ユージオ！　頼む、行ってくれ!!」

「あ……う、あ……」

　ユージオの全身ががたがたと震ふるえる。

　行け。行くんだ。騎き士しの手からアリスを奪うばい返かえして、南の森に逃げるんだ。

　心の片かた隅すみから、かすかな声がそう叫ぶ。だが直後、右眼を突き刺すような激痛が襲おそい、あらゆる意思を吹き飛ばす。脈打つ赤い光に併あわせて、もう一つの声が割われ鐘がねのようにがんがんと鳴なり響ひびく。

　公こう理り教きよう会かいは絶対である。禁きん忌き目もく録ろくは絶対である。逆らうことは許されない。何人にも許されることではない。

「ユージオ、せめてこいつらをどかしてくれ!!　そしたら俺おれが……!!」

　整せい合ごう騎き士しは、もう広場の騒ぎには目もくれずに、握にぎった鎖くさりの先せん端たんを、飛ひ竜りゆうの背中の鞍くらから伸びた鎖にがちりと留めた。竜が首を低く下げ、騎士は軽々と鞍にまたがる。銀の鎧よろいがひときわ眩まぶししく光る。

「ユージオ────!!」

　血を吐はくようなキリトの絶叫。

　白い飛竜が体を起こし、畳たたんでいた翼つばさをいっぱいに開く。二度、三度、大きく打ち鳴らす。

　竜の鞍に縛しばり付つけられたアリスが、まっすぐにユージオを見た。微笑ほほえんでいた。その青い瞳ひとみが、さようなら、と言っていた。翼の巻き起こした風が長い金きん髪ぱつを揺らし、騎士の鎧にも負けないほどにきらきらと輝かがやかせた。

　しかしユージオは動けない。声も出せない。

　両の脚から地面に深く根が張ってしまったかのように、わずかにも動くことができない。
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　ほんの少しミルクを入れた水出しのアイスコーヒーを一口含み、芳ほう醇じゆんな香かおりを楽しみながらゆっくり喉のどの奥おくに送ると、朝あさ田だ詩し乃のはほうっと長い息を漏もらした。

　古めかしいガラス窓の向こうに、左右に行き交う色とりどりの傘かさがぼんやりと透すけて見える。雨は嫌きらいだが、この路地裏の隠かくれ家がのような喫きつ茶さ店てんのテーブル席に腰を下ろし、灰色に濡ぬれた街並みを眺ながめるのは決して悪い気分ではない。テクノロジーの気配を一切排した店内の調度や、カウンター奥のキッチンから漂ただよってくるどこか懐なつかしい匂においの効果で、まるでリアルワールドとバーチャルワールドの境界に落ち込んでしまったかの如ごとき錯さつ覚かくをおぼえる。つい一時間前まで学校で授業を受けていたことが、なんだか異世界の出来事のようだ。

「よく降るな」

　カウンター越しにぽつりと投げ掛けられたバリトンが、自分に向けられたものだと気付くのに少し時間がかかった。他に客はいないのだから、もちろんそうに決まっている。顔を動かし、丁てい寧ねいにグラスを磨みがいているカフェオレ色の肌はだのマスターに視線を送りつつ、詩乃は答えた。

「梅つ雨ゆですからね。明日まで降りっぱなしみたいですよ」

「オレはてっきり、水妖精族ウンディーネのメイジの仕業かと思ったよ」

　強面こわもての巨漢が真顔で発した台詞せりふに、思わず苦笑する。

「……冗じよう談だんを言うときはもっとそれらしい顔しないとウケませんよ、エギルさん」

「む……」

　喫茶店兼バー《ダイシー・カフェ》の店主エギルは、それらしい顔を模も索さくしているつもりなのか眉み間けんや口くち許もとをあれこれ動かしたが、どれも子供なら即座に大泣きするような凶きよう相そうばかりで詩乃は軽く噴き出しかけた。慌あわててグラスに口をつけ、笑いをコーヒーと一いつ緒しよに飲み下す。

　詩乃の反応をどう解釈したのか、エギルが満足そうにひときわ強きよう烈れつな御面相を作ったその直後、ドアベルがかららんと鳴った。店内に一歩足を踏み入れた新たな客は、マスターの顔を見た途と端たん動きを止め、次いで左右に首を振りながら言った。

「あのなエギル、もし毎回その顔で客を出迎えてるなら、近いうちに潰つぶれるぞこの店」

「ち、ちがう。今のはジョーク用のとっておきだ」

「……いや、それも間違ってる」

　つれなく駄だ目め出だしをしてから、水すい滴てきを切った傘をドア近くのウイスキー樽だるに突っ込み、詩乃を見て軽く右手を挙げる。

「っす」

「遅い」

　軽く睨にらみながらそう応じると、待ち人──桐きりヶが谷や和かず人とは首を縮めて言い訳をした。

「わり、電車使うの久しぶりでさ……」

　詩し乃のの向かいに腰を下ろし、開かい襟きんシャツのボタンをひとつ外す。

「今日はバイクじゃないの？」

「雨ん中乗る元気がなかった……エギル、俺おれ、カフェ・シェケラート」

　耳慣れない飲み物をオーダーする和人の、くつろげた襟えり元もとから覗のぞく首は仮想世界のアバター並みに細く、顔色もあまりいいとは言えない。

「……あんたまた瘦やせた？　食べなよもっと」

　顔をしかめながら詩乃が言うと、和人はいやいやと手を振った。

「ここしばらくはもう標準体重に戻ってたんだよ。でも、この金土日で一気に落ちた……」

「お山で修行でもしてたの」

「いいや、ひたすら寝てた」

「それでなんで瘦せんのよ」

「飲まず喰くわずだったから」

「……はぁ？　悟さとりでも開くつもり？」

　わけが解らず首を傾かしげたその時、カウンターからかしゃかしゃと軽やかな音が聞こえてきた。見れば、マスターがその巨きよ軀くに似合わぬ──と言っては失礼かもしれないが──見事な手さばきで銀色のシェイカーを振っている。そういえばこのお店は夜にはバーになるんだった、と思いながら詩乃が見とれる先で、エギルはシェイカーの中身を幅はば広ひろのクープグラスにそっと注ぎ、トレイに乗せて運んできた。

　和人の前に置かれたグラスには、きめ細かく泡あわ立だった薄茶色の液体が満たされている。

「これがさっきの、カフェシェ……なんとか？」

　訊たずねると、和人が指先でグラスを詩乃に向けて滑すべらせた。一口頂きます、と呟つぶやいてグラスを持ち上げ、唇をつける。とろりとクリーミーな泡の舌した触ざわり、爽そう快かいな冷たさとコーヒーの芳ほう香こうが順に訪れ、飲み下すと華はなやかに甘い後味がふわりと立つ。学校の自販機で買うアイス・カフェオレとはまったくの別物だ。

「…………美お味いしい」

　呟くと、エギルが満足そうに自分の太い二の腕を叩たたいた。

「バーテンの腕が悪いと、こうは泡立たないんだぜ」

「現実こっちでまでスキル熟練度の自じ慢まんすんなって。それよりエギル、この匂い何だ？」

　しっかりと突っ込みを入れた和人が鼻をぴくつかせつつ訊くと、店主はうほんと咳せき払ばらいしてから答えた。

「ボストン風ベイクド・ビーンズ。コックの腕が悪いと……」

「へー、奥おくさんの故郷の味か。んじゃそれも一つ」

　台詞せりふを中断されたエギルが唇くちびるをへの字にしながら去っていくと、和かず人とは詩し乃のの前からグラスを回収し、がぶりと一口飲んだ。息を吐はいてから、椅い子すの上で姿勢を正し、まっすぐ視線を注いでくる。

「…………彼は、どんな様子なんだ？」

　やや唐とう突とつに投げかけられた問いの意味するところはすぐに解った。しかし詩乃は即答せず、和人の手のグラスをもう一度奪だつ取しゆすると、今度は大きく飲み下した。滑なめらかな泡あわが喉のどを滑すべり落おち、濃のう厚こうな香かおりが鼻に抜ける。その刺激が、頭に浮かぶ断片的な思考を繫つなぎ直なおし、短い言葉へと変える。

「うん……。だいぶ、落ち着いてきたみたい」

　半年前、二〇二五年の末に発生した《死銃》事件。

　三人の実行犯のひとりであり、当時の詩乃にとっては唯ゆい一いつの友人でもあった新しん川かわ恭きよう二じは、少年事件としては異例の長さの審しん判ぱんを経て、先月医い療りよう少年院に収しゆう監かんされた。

　審判中は頑かたくなに沈ちん黙もくを貫つらぬき、精神鑑かん定ていを行った専門家相手にもほとんど口を開こうとしなかったそうだが、事件から約六ヶ月が経過したある日から、ぽつりぽつりとカウンセラーの問いかけに応じるようになってきたとのことだった。詩乃にはその理由がおぼろげに察せられた。六ヶ月──百八十日というのは、ＶＲＭＭＯゲーム《ガンゲイル・オンライン》の料金未払いアカウントデータ保持期限である。それだけの時間が過ぎ去り、新川恭二の分身、ある意味では本体とも言えたキャラクター《シュピーゲル》がＧＧＯサーバーから消しよう滅めつしたことによって、ようやく恭二は現実と向き合う準備を始めるに至ったのだ。

「もう少ししたら、また面会に行ってみるつもり。今度は、会ってくれそうな気がするんだ」

「そっか」

　詩乃の言葉に短い応答を返すと、和人は視線を降りしきる雨に向けた。数秒の沈黙を、詩乃は意図的な不満顔で破った。

「──ねえ、普ふ通つうはそこで、私は大丈夫なのか訊きくもんなんじゃないの？」

「え、あ、そ、そうか。──えーと、シノンは、どう？」

　珍しく和人を慌あわてさせることに成功し、密かな満足感を抱いだきつつニヤリと笑ってみせる。

「あんたが貸してくれた昔のアクション映画コレクション、全部観たよ。いちばん気に入ったのは、ハンドガンの弾たまをぎゅんぎゅん曲げて遮しや蔽へい物ぶつ越しに当てまくるやつかな。ＧＧＯで再現できそうな気もするから、今度練習台になってね」

「そ……そう。そりゃよかった……お手て柔やわらかに……」

　少々引きつり気味な笑顔を浮かべる和人に、詩乃は噴き出しそうになるのを堪こらえた。

　五年以上にもわたって詩乃を苦しめ続けた銃じゆうへの恐きよう怖ふは、いまだ完全に消えたとは言えない。ガンアクションものの映画は楽しめるようになっても、街角のポスターや玩具店のショーウインドウに思いがけず銃じゆうを見ると、心臓がドキンと跳はねる。しかし、それはある意味では正常な反応であり警戒心なのだとこの頃では思うようにしている。いつか現実世界で、本物の拳けん銃じゆうを持った犯罪者にもう一度出くわすことが絶対にないとは言えないのだから。

　それに、銃の写真や映像を見ただけで倒れたり嘔おう吐としたりという激げき烈れつな拒否反応が消えてくれただけでも、自分は充分以上に救われたと詩し乃のは思う。いまではもう学校でも疎そ外がいされていると感じることはない。一いつ緒しよにお昼を食べる友達すら数人できた。もっとも、彼女たちと話すようになったきっかけが、目の前の少年がバイクで校門前に乗り付けて詩乃を待ったあの一件だというのがやや複雑なところではあるが。

　詩乃のそんな思考には気付かぬ様子で、和かず人とは表情を穏おだやかなものに変え、頷うなずいた。

「じゃあ、死銃事件は、これで何もかも終わった……ってことかな」

「うん……そう、だね」

　詩乃もゆっくり頷いてから、ふと口をつぐんだ。何か、記き憶おくの片かた隅すみに引っかかるものがあるような気がしたが、それを形にする前に、キッチンから現われた店主が湯気の立つ皿をふたつテーブルに置いた。

　艶つややかな飴あめ色いろに煮込まれたいんげん豆と、その中央にごろりと転がる角切りベーコンという光景は、昼食をとっくに消化してしまった胃に暴力的なまでの空腹感を発生させ、詩乃は吸い寄せられるようにスプーンを握った。そこでようやく我に返り、慌あわてて手を戻しつつ言う。

「あ、わ、私頼んでませんから」

　すると巨きよ漢かんマスターは、いかつい顔にうっすらと悪戯いたずらっぽい表情を浮かべた。

「いいや、奢おごりだよ。キリトの」

　それを聞いた和人があんぐり口を開けている間に、悠ゆう然ぜんとカウンターの向こうへ戻っていく。詩乃は喉のどの奥おくでくくっと笑ってから、再度スプーンを手に取り、和人に向かって軽く振った。

「どーも、ごちそーさま」

「……まあ、いいけどさ。バイト代入って、今ちょっとフトコロあったかいから」

「へー、バイトなんかしてたの？　どんな？」

「ほら、さっきの三日間飲まず喰くわずって奴やつさ。まあ、その話は本題を片付けてからにしようぜ。とりあえず熱いうちに食べよう」

　和人は卓上の小こ瓶びんからマスタードをたっぷり皿の縁に落とし、詩乃に回した。同じようにしてから、スプーン山盛りに豆をすくい、口に運ぶ。

　芯しんまでふっくらと煮えた豆は、柔やわらかな甘味をたっぷり吸い込んでいて、洋風ながら素そ朴ぼくな懐なつかしさを感じさせる味だった。分厚いベーコンも余計な脂あぶらが抜けて、舌の上でほろほろと崩れていく。

「これも……凄すごく、美お味いしい」

　呟つぶやいてから、向かいでがつがつ食べている和人に訊たずねる。

「ボストン風、って言った？　味付けは何なのかしら」

「んーと……名前忘れたけど、粗そ製せいの糖とう蜜みつを使うんだったかな。何だっけ、エギル？」

　グラス磨みがきに戻った店主は、ちらりと顔を上げて答えた。

「モラセス」

「だ、そうだ」

「へええ……。アメリカの料理なんて、ハンバーガーとフライドチキンだけかと思ってたわ」

　後半部分をひそひそ声にしてそう言うと、和かず人とは小さく苦笑した。

「そりゃ偏へん見けんだ。あっちのＶＲＭＭＯプレイヤーも、話してみりゃいい奴やつばっかじゃん」

「うん、それは確かに。こないだ、ＧＧＯの国際サーバーでシアトルの女の子とスナイピングについて三時間も話し込んじゃった。あー、でも……アイツとだけは解り合えそうにないな……」

「アイツ？」

　すでに皿を半分以上空にした和人が、もぐもぐ口を動かしながら繰り返す。

「それが今日の本題なんだけどね。先週、第四回バレット・オブ・バレッツの個人戦決勝があったのは知ってるでしょ」

《ＢｏＢ》と略される、ガンゲイル・オンラインの最強者決定バトルロイヤル大会の名前を出すと、和人はすぐに頷うなずいた。

「うん、みんなと一いつ緒しよに中継を観たよ。そういや、まだお祝いを言ってなかったな……まあ、シノンにとっては悔くやしい結果だろうけど。ともかく、準優勝おめでとう」

「あ……ありがと」

　真顔で祝福され、つい言葉をつかえさせてしまった照てれ隠かくしに、やや早口になりながら続ける。

「中継を観てたんなら話が早いわ。一位だった《サトライザー》って名前のプレイヤーだけど……アイツ、これで二度目なのよ、優勝するの」

　それを聞いた和人は何度か瞬まばたきしてから、記き憶おくを辿たどろうとするかのように視線を上向けた。

「そう言えば……俺おれも参加した第三回ＢｏＢのフィールドでシノンに聞いたよな、その話。アメリカＵＳのプレイヤーで、武装がナイフとハンドガンだけだったのに第一回大会を圧勝したとか……。──あれ、でも確か、第二回からはサーバーがＵＳと日Ｊ本Ｐに分かれたから、アメリカからは接続できなくなったんじゃなかったっけ？」

「そのはずなんだけど……。実際、第二回と第三回にはエントリーしてなかったし。でも今回はどうにかしてブロックを回かい避ひしたのか、それとも運営体にコネでもあるのか……ま、どっちにせよ私としては歓かん迎げいだったけどね。伝説の《サトライザー》と一度戦ってみたいと思ってたから」

「うん。中継映像でも、シノンが燃えてるのは解った」

　和かず人とがにやりと笑いながらそう言うので、詩し乃のは唇くちびるを尖とがらせた。

「わ、私だけじゃないわよ。本大会に出た三十人全員……じゃない、アイツ以外の二十九人はみんな燃えてたわ。そのうち何人かは、第一回大会で直接戦って負けてるわけだし。ＦＰＳの本場はアメリカかもしれないけど、ＧＧＯが使ってる《ザ・シード》エンジンは日本発なんだぞって意気込みでバトルロイヤルのステージに突とつ入にゆうして……でも、蓋ふたを開けてみれば……」

「第一回大会の再現……になっちゃったわけか」

　突き出していた唇をへの字に曲げ、こくりと頷うなずく。右手のスプーンで最後の厚切りベーコンを口に運び、素そ朴ぼくながら豊ほう穣じような料理をじっくり味わうことで頭を一度リセットしてから、一週間前の記憶を客観的に呼び覚ます。

「……結果としてはその通りだけど、内容的には輪を掛けた圧勝だったわ。なにせ今回はアイツ、開始時に何の武器も持ってなかったんだから」

「えっ……まったくの素す手でか？」

「そう。まあ、武器の代わりに《軍隊格闘術アーミー・コンバティブ》スキルは持ってたけどね。最初のターゲットを不意打ちからの格闘だけで倒すと、そいつの武器を奪うばって次の獲え物ものを襲おそい……の繰り返しよ。他のプレイヤーが落とした銃は弾リのロ補ー充ドができないから、素手だけで倒したシーンも二度や三度じゃなかったわね。もう……戦闘の次元が違う、としか言いようがないわ……」

　詩乃がため息混じりにそう呟つぶやくと、和人は腕組みをしてうーんと首を捻ひねった。

「でもなあ……。つまり、サトライザーは近接戦闘特化ビルドだったわけだろ？　なら、中距離戦や遠距離戦には対応できなかったんじゃないか？　ていうか、ＧＧＯのプレイヤーは半分以上がそっちのビルドだよな……？」

「あんた、私がアイツに負けたシーン観てたんでしょ？」

「うん、ＡＬＯの中でね。画面の中で、シノンが、ほんの三分くらい前にサトライザーが隠れた場所に一直線に近づいてくもんだから、みんなと一いつ緒しよに『そこだめぇーっ！』とか『シノン後ろーっ！』とか、そりゃもう叫んだもんだよ」

「それよ、それ」

　蘇よみがえりかけたあの瞬しゆん間かんの驚きよう愕がくと屈くつ辱じよくをフンという鼻息で吹き飛ばし、詩乃は最大限冷静な口調で言った。

「アイツに直接倒された十一人に大会後に話聞いたら、ほとんど全員同じような負け方してるのよ。こっちのデータなんかほとんどないはずなのに、行動を完かん璧ぺきに先読みされて、不意打ちスニークアタックからの超近接戦に持ち込まれて銃を構える暇ひまもなく死亡。向こうアメリカは知らないけど、ＪＰサーバーじゃ格闘戦どころか、ナイフで戦う場面も無いに等しいからね……」

「……えーと、半年前の第三回大会以降、光剣を使うプレイヤーがそこそこ増えたって聞いたけど……」

　和人が微び妙みような表情でそんなことを言うので、詩乃は思わず苦笑してしまった。

「そりゃ、あんたがあれだけ派手な真ま似ねやらかしたからね。確かに年が明けてからしばらくは、光剣で銃じゆう弾だん斬きる練習してるプレイヤーがけっこういたけど、モノにできた人はいなかったみたいよ」

　──と他ひ人と事ごとのように言ってみたが、詩し乃の自身も小型の光剣を買い込み、兵士Ｍｏｂ相手に同様の訓練をしてみたことは内ない緒しよだ。一ヶ月に及およぶ苦闘の結果、連射されるアサルトライフルの初弾、次弾まではなんとか防げなくもないレベルに到達したが、せめて三点バーストを全弾防御できねば実戦で使い物にはならない。和かず人とのように十連射以上を叩たたき落おとすなど夢のまた夢とすっぱり諦あきらめ、現在では光剣はストレージ内のお守りになってしまっている。

　しかしせめてあの時、ストレージから出して腰に装備しておけば、サトライザー相手に一いつ矢しならぬ一いち刃じん報いることができたのか……と考えてから、すぐに詩乃は小さくかぶりを振った。とてもそんな余よ裕ゆうはなかっただろう。思考を切り替え、話題を巻き戻す。

「……ともかく、ＪＰプレイヤーは誰だれひとり、アイツに銃弾を命中させるどころかライフルで狙ねらうことすらできなかったってわけ。サトライザーの本当の凄すごさは、近接戦の技術じゃなくて、戦況の予測能力かもね」

「うーん……なるほどなぁ……。でも、そんなことできるもんなのかなあ……初心者ならともかく、ＢｏＢ本戦に出るくらいのベテランプレイヤーの行動を百パーセントの確率で見切るなんてさ……」

　尚なおも半信半疑の表情で和人が発した台詞せりふに、軽く肩をすくめて答える。

「十人以上も同じ負け方しちゃ、まぐれ当たりとは言えないわね。まあ……ベテランだからこそ、行動にはパターンが現れるってこともあるし。この地形ならここに陣じん取どるとか、こういうルートで移動するとかっていうセオリーが染みついちゃってるからね」

　そう口にしてから、今いま更さらのようにとある事実に思い至り、詩乃は小さく息を吸い込んだ。

　あの時……第四回ＢｏＢ本大会の終了間際。

　詩乃が、最後に残った敵手サトライザーを愛銃ヘカートⅡで狙そ撃げきすべく選んだポイントは、半なかば崩くずれかけたビルディングの最上階だった。詩乃の予測では、サトライザーはそのフロアの窓から視認できる道路を横切るはずだったのだ。

　だが敵は詩乃がそう予測すると予測し、同じビルに先んじて乗り込み、狙撃ポイントの近くに潜せん伏ぷくしていた。詩乃がライフルの二脚を立て、伏ふく射しや姿勢を取るまでじっくりと待ち……背後から、猫科の肉食獣のように襲おそいかかってきた。

　しかし、詩乃は本当は最上階ではなく、一つ下の階から狙撃しようとしたのだ。その高さからでも射角は充分に取れた。そうしなかったのは、下の階が書庫になっていたからだ。中学校時代に唯ゆう一いつの安息の場だった図書室を思い起こさせるその空間では集中が乱れるかもと考え、詩乃は時間を数秒ロスすることを承知で階段をもう一フロアぶん駆かけ上あがった。そしてその階の物もの陰かげに、撃つべき敵はすでに潜伏スニークしていた……というわけだ。

　つまりサトライザーは、詩し乃のが一階下の書庫ではなく、最上階から狙そ撃げきすることまでも予測したということになる。だが狙撃ポイントを変えた理由は、スナイパーとしての合理的判断ではなく、まったくもって個人的なものだ。狙撃手シノンの行動は読めても、現実世界の朝あさ田だ詩乃が本好きであることまで見破れるはずがない。ならば、潜せん伏ぷく場所にビル最上階を選んだサトライザーの判断は単なる当てずっぽうだったのか？　それともアイツは、書庫を見て、詩乃がそこを選ばないことを何らかの理由で確信したのか……？

　後者だとすれば、それはもうデータや経験に基づいた予測などではない。ＶＲＭＭＯゲームに於おけるプレイヤースキルの範はん疇ちゆうを超えた……他人の心そのものを読み取る力…………

「……ノン。おい、シノンってば」

　空中に固定したままだった右手を指先でそっと押され、詩乃はぴくっと顔を上げた。気き遣づかわしそうな顔の和かず人とと眼が合い、慌あわてて口を開く。

「あ……ご、ごめん。何の話だっけ」

「ベテランプレイヤーのパターンとか、セオリーとか」

「そ、そっか。ええと……うん、だから……そのパターンに当てはまらない、セオリーにない行動をするプレイヤーなら、サトライザーの裏を取れるんじゃないかって思って……」

　半ば自動的にそこまで言ってから、ようやくそれが今日和人を呼び出した理由の核心であることに思い至る。氷がほぼ溶とけきったお冷やのグラスからごくごくと飲み、気持ちを切り替えようとするが、背中に貼り付く悪寒はなかなか去らない。

　そう……背後から滑らかな動作で詩乃を捉とらえ、格闘術スキルによってわずか数秒で制圧したサトライザーは、呼吸を停止させられた詩乃のＨＰゲージが消滅する寸前、低い声で囁ささやいたのだ。ほとんど無音で、しかも英語だったためにその時は意味を理解できなかったが、いま耳の奥に甦る声はこう言っているように思える。

『Ｙｏｕｒ　ｓｏｕｌ　ｗｉｌｌ　ｂｅ　ｓｏ　ｓｗｅｅｔ』……君の魂たましいはきっと甘いだろう、と。

　さしたる意味はあるまい。ネットゲームの対人戦では、勝負がつく瞬しゆん間かんに決きめ台詞ぜりふ、あるいは捨て台詞を口にするプレイヤーは少なくない。ただのロールプレイ、それだけのことだ。

　自分にそう言い聞かせ、詩乃はわざと明るい口調で会話を再開した。

「……で、セオリー無視の《無理・無茶・無む謀ぼう》なヤツって言ったらもう一人しか思い浮かばないじゃない？　ちょっと気が早いけど、年末の第五回ＢｏＢに向けて、ソイツを予約しとこうと思って──」

　拳けん銃じゆうの形を作った右手で、正面に座る和人をポイントし。

「こうしてお呼び立てしたってワケ」

「え……ええっ、俺おれ？」

　仰のけ反ぞる相手にニッコリと微笑ほほえみかけながら、かねて用意の台詞を口にする。

「そりゃ、キャラをＡＬＯからＧＧＯにもう一度コンバートして貰もらわなきゃならないから無理にとは言わないけど、確か私、あなたにちょこっと貸しがあったような気がするのよね。どう、その後、伝説武器レジエンダリイ・ウエポンの使い心地は？」

「ウッ」

　和かず人と──キリトが《アルヴヘイム・オンライン》内で所持している黄金の長剣《エクスキャリバー》は、底無し穴にロストしかけた所を詩し乃のが回収したものだ。サーバーに一つしか存在しない超のつくレアアイテムを気前よく進しん呈ていしたのだから、これくらいのわがままを言う権利はあろう。それに和人とて、強者との戦いに興味を惹ひかれないはずはない。

　そんな詩乃の予想を裏切ることなく、和人はひとつ咳せき払ばらいすると言った。

「そりゃまあ、俺おれもそのサトライザーと戦ってみたい気持ちはあるけど……でも、前の大会で銃は素人しろうとの俺がそこそこ頑がん張ばれたのは、他の出場者がみんな剣使いに不慣れだったからって理由が大きいと思うんだよな。でも、話を聞く限りサトライザーは近接戦のエキスパートな上に銃も使いこなすんだろ？　勝ち目あるかな……」

「何よ、あんたにしちゃずいぶん弱気なコメントね。確かにアイツは強いけど、つまるところは同じＶＲＭＭＯプレイヤーなんだから、そんなプロ対アマみたいな言い方しなくても……」

「そこなんだよなぁ」

　和人は古めかしい木製の椅い子すに背中を預け、両手を頭の後ろで組んだ。

「サトライザーは、ほんとにアマチュア……ただのＶＲＭＭＯプレイヤーなのかな」

「……どういう意味？　プレイヤーでなきゃ何だって言うの？」

「本職さ。遊びじゃなく仕事として、銃で戦う訓練をしてるような人間。兵士とか……警察の特殊部隊員とか」

「えー!?　そんな、幾いくらなんでも」

　てっきり冗じよう談だんだと思い、詩乃は苦笑しかけたが、和人は思いのほか真しん剣けんな顔で言葉を続けた。

「俺もネットのニュースサイトで読んだ程度のことしか知らないんだけどさ……一部の国の軍隊や警察、民間の警備会社とかじゃ、もう訓練にフルダイブ技術を取り入れてるらしいんだ。そういうとこで技術を磨みがいた、言わばプロフェッショナルが、腕試しにＢｏＢに参加した……ってことも有り得るんじゃないかって思ってさ」

「…………それは、さすがに……」

　考えすぎなんじゃないの、と言おうとして詩乃は口をつぐんだ。サトライザーの驚きよう異い的てきな読みの鋭するどさ、動きの滑なめらかさを思い出したからだ。戦闘機械とでも形容したくなるあの戦いぶりは、確かにアマチュアゲーマーの域を超えているような気もする。

　しかし、仮にあの男が本職の兵士なり警官なのだとしたら、標的を仕留める間ま際ぎわにあんな台詞せりふを吐はくだろうか？　魂たましいが甘い、などと……あれではむしろ、同じ《本職》だとしても、兵士ではなく殺…………

　そこで詩乃は無理やりに思考を堰せき止とめた。ＧＧＯを含む全ての仮想世界は、楽しむためにのみ存在しているのだ。サトライザーが現実世界でどんな人間だろうと関係ない。次に戦場で見まみえた時は、今度こそ必殺の五十口径弾で吹っ飛ばしてやるまでだ。そんな決意を胸に満たし、きっぱりと叫ぶ。

「相手がナニモノだろうと、ＧＧＯの中じゃ条件はイーブン！　同じ相手に連敗するのだけは御ご免めんよ、次は絶対に勝つわ、どんな手を使ってもね！」

「……その《手》が俺おれってわけですか」

「正確には、手段の一つね」

　はて？　という顔を作る和かず人とに、にこやかに微笑ほほえみかけながら詩し乃のは説明を付け足した。

「接近戦のエキスパートがあんただけじゃちょっと不安だから、実はもう一人声をかけてるのよね。主に、あんたの暴走を止めるブレーキというか、制せい御ぎよ装置的な意味で」

「せ、制御装置？」

　繰り返した和人は、その単語だけで何かを察したらしく、ガタンと椅い子すを慣らして姿勢を正した。ポケットから薄型の携帯端末を取り出し、画面に指を走らせる。すぐに顔を上げると、詩乃に向かって苦笑混じりに言った。

「なるほどね」

「……何がなるほどなの？」

　今度は詩乃が首を傾かしげる。すると和人は端末をテーブルに置き、詩乃に向かって少し滑すべらせた。高精細な４インチモニタを覗のぞき込こむと、この喫茶店を中心とした御お徒かち町まち界かい隈わいの地図が表示されている。駅から店に至るルート上に、点てん滅めつする青い光があった。

「この光点ブリツプは？」

「シノンの待ち人来たる、さ。あと百メートル」

　和人の言葉どおり、光点はこの店を目指して移動しているようだ。交差点を渡り、路地に入り、地図の中心に到達した、その瞬しゆん間かん。

　かららん、とドアベルが鳴り、詩乃は顔を上げた。傘かさを畳たたみながら入ってきた人物は、栗色の長い髪かみを一振りするとまっすぐ詩乃を見て、まるでそこだけ一足先に梅つ雨ゆが明けたかのような笑顔を浮かべた。

「やっほー、シノのん！」










　　　２




　五年以上ぶりに頂ちよう戴だいしたあだ名で呼ばれ、詩し乃のも思わず口くち許もとを綻ほころばせながら立ち上がった。

「アスナ、こんにちは」

　天然木の床板を軽快に鳴らして歩み寄ってきた結ゆう城き明あ日す奈なと、互いの指先を絡からめて再会を喜び合う。そのまま横並びで椅い子すに腰を下ろすと、少々呆あつ気けにとられた表情で和かず人とが言った。

「君ら……いつのまにそんな仲良しになったの？」

「あら、私、先月アスナの家にお泊りもしたのよ」

「な、なんだって。俺おれだってアスナんちには行ったことがないというのに」

「なによ、心の準備が、とか言って逃げてるのはキリト君じゃないの」

　明日奈に軽く睨にらまれ、和人はばつが悪そうにカフェ・シェケラートを啜すする。その様子に、しょうがないなあというふうに微笑ほほえんだ明日奈は、お冷やとおしぼりを持ってきたエギルに気付くと、椅子から腰を浮かせて会え釈しやくした。

「ご無沙汰してます、エギルさん」

「いらっしゃい。──そうしてると、なんだか思い出すね。ふたりがうちの二階に下宿してた頃を」

「そんなこと言うと、いまのイグシティのお店にも居い候そうろうしちゃいますよ。……ええと、今日は……何にしよっかな……」

　容よう貌ぼう魁かい偉いな店主とは旧知の仲であるらしい明日奈が、コルク装のメニューを眺ながめている間に、詩乃はテーブルに置きっぱなしになっていた和人の携帯端末をもう一度覗のぞいてみた。青いブリップは、喫きつ茶さ店てんの位置にぴたりと重なったまま静止している。

「……それじゃ、ジンジャーエールお願いします。辛から口くちのほうで」

　明日奈が注文を済ませ、エギルがカウンターに戻るのを待って、詩乃はにんまり笑いながら口を開いた。

「ねえ、あなたたち、お互いのＧＰＳ座標をモニタリングしてるの？　仲が良くてよろしゅうございますねえ」

　すると和人は真顔で「イヤイヤイヤ」と右手を振り動かす。

「そこに表示されてるのは、正確にはアスナの端末が存在する座標で、それもアスナの操作で不可視にできるけど、俺のほうはそんな生易しいもんじゃないぜ。アスナ、見せてやれよ」

「うん」

　笑顔で頷うなずいた明日奈は、椅子の背に引っかけたバッグから携帯端末を出し、待ち受け画面のまま詩乃に差し出した。受け取り、覗き込んだモニタには、可愛かわいらしいアニメーション壁紙が設定されている。

　画面中央では、赤いリボンがかかったピンク色のハートマークが、およそ一秒ごとに規則正しく脈動している。ハートの下側には数字が二つ並んでいるが、何を意味するものなのかすぐには解らない。左側に大きめなフォントで表示される数字は【63】、右に少し小さく【36・２】。詩し乃のが首を傾かしげながら眺ながめていると、左の数字が64に上昇した。

「いったい……」

　なんなのこれ、と訊きこうとしたところで、和かず人とがどこか気恥ずかしそうに「あんまりじっと見るなよ」と言った。それでようやく、詩乃はこの待ち受け画面に示されている情報の何たるかを悟さとった。

「ええっ……これ、もしかして、キリトの脈みやく拍はくと体温？」

「あったりー。さすがシノのん、勘かんがいいね」

　明あ日す奈ながぱちぱちと手を叩たたく。詩乃は、携帯端末と和人の顔に何度か視線を往復させてから、真っ先に浮かんできた疑問を口にした。

「で、でも……どんな仕組みで」

「俺おれのここんとこの皮下に……」

　和人は右手の親指で、自分の胸のほぼ中央をつついた。次いでその手を詩乃に向けて伸ばし、二本の指でほんの五ミリ程度の隙すき間まを作る。

「これくらいの超小型センサーがインプラントされてるのさ。そいつがハートレートと体温をモニタして、無線で俺の携帯端末にデータを送る。そこからネットを介かいしてアスナの端末に、ほぼリアルタイムで情報を渡してるってワケ」

「えええ？　生体センサー？」

　今度こそ詩乃は大いに驚き、二秒ほど絶句してから言った。

「な、なんでそんな……。あっ、まさか浮気防止システムなのかー？」

「ち、ちがうちがう！」

「ちがうよー！」

　和人と明日奈が、完かん璧ぺきに同期した動きでぶんぶんかぶりを振る。

「いやあ、俺が今のバイト始めるときに、先方からインプラントを勧すすめられてさあ。毎回胸に電極をべたべた貼はるのは大変だろうから、って。で、その話をアスナにしたら、バイタルデータの提供を強く要よう請せいされてさ。やむなく自分でアプリ組んで、アスナの端末にもインストールしたってわけ」

「だってさー。キリト君の体のデータをどっかの会社に独どく占せんされるなんてヤじゃない。わたしはそもそも、妙みような物を体に埋め込むなんて反対だったのよ」

「あれ、こないだ嬉うれしそうに、ヒマがあるとついモニター眺めちゃうのよね、なんて言ってたのはどなたでしたっけ」

　和人の言葉に、明日奈はかすかに頰ほおを赤らめた。

「やー、なんか……和なごむのよねえそれ見てると。キリト君の心臓が動いてるって思うと、こう……ちょこっとトリップしちゃうって言うか……」

「うわあ、なんかソレ危ないよ、アスナ」

　詩し乃のは笑いながら、もう一度掌しよう中ちゆうの端末に視線を落とした。いつの間にか脈は67まで加速し、体温も少しばかり上昇している。ちらりと見ると和かず人とはポーカーフェイスで氷をがりがり嚙かんでいるが、データは彼が内心やや照れていることを如によ実じつに示している。

「ははあ、なるほどねえ……。そっか……なんか……いいなぁ……」

　思わずぽろりとそう呟いてしまい、詩乃は慌あわてて顔を上げると、目をぱちくりさせている和人と明あ日す奈なに向かってぶんぶん首を振った。

「あ、いや、そんな、大した意味じゃないよ、ぜんぜん。その……じ、ＧＧＯにも心音ハートビートセンサーはあるけど、あれは悪視界戦闘の補助用だから、こんな乙女チックな意味合い皆無だしなーって、そう思っただけ」

　端末を素早く明日奈の手に戻し、なおもまくし立て続ける。

「そ、そうだ、今日の本題のことすっかり忘れてた。えーと、アスナには第五回ＢｏＢのこともうメールでお願いしてるけど、出場できそう？　キャラのコンバートまでは、無理にはお願いしないつもりだけど」

「あ、それは大だい丈じよう夫ぶだよ。わたしＡＬＯにサブアカウント持ってるから、家とかアイテムとかは全部そっちで保持できるし」

　にっこり微笑ほほえみながら、いつもの柔やわらかい口調でそう言う明日奈の顔を見ているうちに落ち着きが戻り、詩乃は一度深呼吸してから言葉を返した。

「ありがとう、アスナが手伝ってくれるなら鬼おにに金棒、トーチカに重機関銃だわ。何日かフォトンソードの練習するだけで、すぐ勘かんが摑つかめると思う」

「うん、大会の一ヶ月前にはコンバートするから、街とか案内してね」

「もちろん。ＧＧＯの食べ物も案外捨てたもんじゃないよ。じゃあ……ちょっと気が早いけど、よろしく」

　差し出した右手を、明日奈はしなやかな五指で包み込んだ。互いの手をきゅっと握にぎりあってから、戻した手でテーブルの表面を一度コンと叩たたく。

「じゃ、本題はこれで終了ね。さて、と……」

　テーブルの向こうで残った氷をガリガリ嚙かんでいる和人に顔を向け、

「じっくり聞かせてもらいましょうか。あんたの怪あやしいバイト、いったいなんなの？　と言ってもどうせキリトのことだから、新しいＶＲＭＭＯゲームのアルファテストとかそのたぐいでしょうけど」

　じーっと視線を向けながら、三十分以上も胸に抱かかえていた疑問を質ただす。

「まあ、当たらずとも遠からずかな」

　苦笑いしながら和かず人とは頷うなずくと、マイクロセンサーが埋うめ込こまれているという心臓の真上部分を指先でなぞった。

「テストプレイヤーをやってるのは間違いないよ。ただ、テストしてるのはゲームアプリじゃなくて、新型フルダイブ・システムのＢブレイン・Ｍマシン・Ｉインタフエースそのものだけどね」

「へえ！」

　詩し乃のは驚き、軽く眼を見張った。

「てことは、いよいよアミュスフィアの次世代機が出るの？　もしかして、アスナのお父さんの会社でテスターしてるとか？」

「いいや、レクトとは無関係のとこだよ。というか……なんか、いまいち全容がよく解らない会社なんだよな……。名前も聞いたことないベンチャーのわりに、開発費がやたら潤じゆん沢たくでさ。バックにでかいファンドかなんかがいるのかなあ……」

　曖あい昧まいな表情の和人につられて、詩乃も首を右側に傾けつつ訊ねる。

「へえ……。何て名前の会社？」

「ＲＡＴＨ、と書いて《ラース》」

「当たり前だけど、私も聞いたことないなあ。んー、そんな英単語あったっけ……？」

「俺おれもそう思ったら、アスナが知ってた」

　詩乃の隣となりでジンジャーエールに口をつけていた明あ日す奈なは、ひとつ頷いて答えた。

「『鏡の国のアリス』の中に『ジャバウォックの詩』っていう一節があって、そこに出てくる空想上の生き物の名前だよ。豚ぶたっていう説と、亀かめっていう説があるみたい」

「へええ……」

　大昔に読んだはずの本だが、そんな単語はまったく憶おぼえていない。脳裏に、丸い甲こう羅らから豚の頭を突き出した珍ちく妙みような生物を思い描きながら更さらに訊たずねる。

「ラース、ね……。じゃあ、そこが単独で次世代型のフルダイブ機を発売するの？　アミュスフィアみたいに、いろんな会社の共同開発とかじゃなくて？」

「いや、どうかな……」

　和人は、相変わらず煮にえ切きらない口調で呟つぶやいた。

「マシンの本体が、やたらとでかいんだよ。コンソールとか冷却装置まで併あわせると、この店がいっぱいになるくらいあるんじゃないかな……。初代のフルダイブ実験機もそれくらいあったらしいけど、そこからナーヴギアのサイズになるまで五年くらいかかってるんだぜ。レクト主導で開発してるアミュスフィア２（仮）カッコカリは来年には発売になろうってのに……って、こりゃヒミツなんだっけ」

　和人が首をすくめると、明日奈は小さく笑って言った。

「大だい丈じよう夫ぶよ、もう来月の東京ゲームショウで発表されるらしいから」

「あ、レクトからも出るんだ。……あんま、高くないといいな……」

　詩し乃のが上うわ目め遣づかいに明あ日す奈なを見ると、社長令れい嬢じようは同じく深刻そうな顔で深々と頷うなずいた。

「ほんとだよねー。さすがに値段までは教えてくれなくって……まあ、わたしはＡＬＯで満足してるからすぐに新機種買うつもりはないけど、描画速度とか桁けた違ちがいって言われるとぐらっとくるよね。ソフトは後方互ご換かんもするらしいし」

「う、そうなんだ。くうー、私も何かバイトしよっかな……」

　脳内に展開しかけた家か計けい簿ぼデータを脇に押しやり、詩乃は改めて和かず人とに訊たずねた。

「……じゃあ、そのラースって会社のでっかいフルダイブマシンは家庭用じゃないってこと？　業務用とか？」

「いやあ、まだそれ以前の段階なんじゃないかな。そもそも、厳密に言うと、現行のフルダイブ技術とはかなり別物なんだよな」

「別……？　ポリゴンのＶＲワールドを生成して、そこにユーザーがダイブすることに違いはないんでしょ？　中の世界はどんな感じなの？」

「知らないんだ、俺おれ」

　和人はひょいっと肩をすくめ、何気ない口調でとんでもないことを言った。

「機密保持のためなんだろうけど、そのマシンが作るＶＲワールド内部の記き憶おくは、現実世界には持ち出せないんだ。俺がテスト中にどんな物を見て何をしてたのか、今の俺は一切合切忘れてる」

「は……はあ!?」

　思わず叫んでしまってから、詩乃は声を低めて問い質した。

「記憶を……持ち出せない？　そんなこと、どうすれば可能なの？　もしかして、バイトの最後に催さい眠みん術じゆつでもかけられるの？」

「いやいや、純粋に電気的な仕組みさ。いや……量子的、と言うべきかな……」

　そこで言葉を切った和人は、テーブルに置きっぱなしの携帯端末を一いち瞥べつした。

「四時半か。シノンとアスナは、時間まだ大だい丈じよう夫ぶ？」

「うん」

「わたしも平気だよ」

　二人が同時に頷くと、和人はアンティークな木製椅い子すの背に上体を預け──

「じゃあ、大本のところから解説しようか。問題の……《ソウル・トランスレーション》テクノロジーについて」

　と、再び耳慣れない単語をゆっくりと口にした。

　なんだか、ゲームの呪じゆ文もんみたいな名前だな、と詩乃は感じた。最新のテクノロジーに関連する言葉にしては響ひびきに違和感がある。隣となりで明日奈も軽く首を傾かしげ、呟つぶやく。

「ソウル……魂たましい……？」

「俺も初めて聞いたときは、なんつう大おお袈げ裟さなネーミングだって思ったけどな」

　和かず人とは軽く肩をすくめると、やや唐とう突とつな問いを投げかけてきた。

「二人とも、人間の心ってどこにあると思う？」

「ココロ？」

　反射的に胸の中央に触れてしまいそうになってから、詩し乃のは軽く咳せき払ばらいして答える。

「頭……脳でしょ」

「じゃあ、脳ミソを拡大して見たとして、そのどこに心はあるんだろう」

「どこ、って……」

「脳、ってのはつまり脳細胞のカタマリだよな。こう……」

　和人は詩乃に向かって、ぴんと指を伸ばした左手を差し出した。掌てのひらの中央を右手の人差し指でつつき、次に掌全体をぐるりとなぞる。

「まんなかに細胞核があって、それを包む細胞体があって……」

　五本の指を順番に叩たたいて、最後に手首から肘ひじまで線を引く。

「樹状突とつ起きがあり、軸じく索さくがあって、次の細胞に繫つながっている。こういう構造の脳細胞のどこに、心は存在するんだろう？　核？　ミトコンドリア？」

「えっと……」

　口くち籠ごもる詩乃に代わって、明あ日す奈なが答えた。

「キリト君、いま《次の細胞に繫がってる》って言ったけど、そうやって脳細胞がいっぱい繫がったネットワークそのものが心なんじゃないの？　ほら……《インターネットって何》っていう質問に、個々のコンピュータにだけ注目しても答えにならないみたいに」

「うん」

　意を得たり、というように和人は大きく頷うなずいた。

「脳細胞ネットワークこそが心、現状ではそれが正しい答えだと俺おれも思う。でも……例えば、今の《インターネットとは何か》っていう質問も、突つき詰つめていけば解答はいろいろ出てくるよな。世界中のコンピュータが共通プロトコルのもとに繫がった構造自体がインターネットだし──」

　テーブルの上に並ぶ和人と明日奈の携帯端末を順番に指差す。

「こういう、一台一台のコンピュータだって構成要素としてのインターネットだ。更さらに言えば、コンピュータの前のユーザーだってネットの一部ってことになるかもしれない。これらをひっくるめてインターネットと呼んでるわけだ」

　和人はそこで一息つくと、ちょっと頂ちよう戴だい、と言って明日奈のジンジャーエールを一口含んだ。飲み下し、眼をつぶる。

「おお……相変わらずここの辛から口くちはカライなあ」

「コンビニで売ってるのとは全然違うよね。カクテルベース用に置いてあるらしいんだけど、しっかり生姜しようがの風味がしてわたしは好き」

　詩し乃のにとってもダイシー・カフェの辛から口くちジンジャーエールは、半年前に初めて和かず人とに連れてこられた時にオーダーした思い出の味だ。ＧＧＯで彼に出会わなければ、この一見無愛想な店に足を踏み入れることなど一生なかっただろうから、物事の成り行きというのは不思議なものだ……。内心そんな感かん慨がいを抱いだきつつ、詩乃は話の続きを促うながした。

「それで……人間の心とインターネットが、どう関係するの？」

　グラスを明あ日す奈なに返した和人は、一つ頷くと両手で何かを包むような形を作った。

「うん。──で、その、サーバやルータ、パソコンやモバイルが網あみ目めみたいに繫つながった構造は、インターネットの《形》なわけだ」

「かたち……」

「なら、《本質》は何なんだろう？」

　詩乃は少し考え、口を開いた。

「つまりその形……ネットワーク構造の中を流れるもの……？　電気信号……？」

「そうだけど、電気や光の信号は、あくまで媒体メディアだよな。ネットの本質とは、その媒体によって伝えられる、言語化された情報のことだ……と、仮にここで定義しよう」

　ゼスチャーを続けていた両手を止め、卓たく上じようで少し骨張った指を組み合わせる。

「さて、さっき話した、脳細胞が百何十億個繫がったネットワーク……これを心の形と見た時、心の本質はいったい何に求めるべきだろう？」

「媒体……つまり、脳細胞を流れる電気パルスによって伝えられる……情報？」

「いや、電気パルスというのは、こう……」

　和人は右手を拳こぶしに握にぎり、広げた左の掌てのひらに近づけた。

「ニューロンとニューロンの隙すき間ま、つまりシナプスに、伝達物質を放出させるトリガーにすぎない。あるルートに沿って脳細胞が連続発火するという、その現象だけをもって心の本質であるとは言えないんじゃないかな」

「ええー……っと……」

　詩乃が眉まゆをしかめるのと同時に、明日奈が困ったように笑いながら言った。

「これ以上は無理だよキリト君〜。だいたい、心とは何か、なんて今の科学でも答えは出てないんでしょ？」

「まあ、な」

　和人はにやっと笑いながらうなずいた。

「は、はあ!?　ちょっと、ここまで考えさせといてそれはないでしょ！」

　詩乃が猛もう然ぜんと抗こう議ぎしかけたその時、和人はふっと視線を濡ぬれそぼる街並みに向け、真しん剣けんみを増した声音で続けた。

「でも、ある理論を用いてその答えに迫せまった人間がいる」

「ある……理論？」

「《量りよう子し脳のう力りき学がく》。元々は、前世紀の末頃にイギリスの学者が提唱したものらしいんだけどな。長い間キワモノ扱あついされたその理論を下した敷じきに、ついにあんな化ばけ物ものみたいなマシンを作ったのが《ラース》だ……。──ここからは俺おれもほとんど理解しちゃいないんだけどな。さっき、脳細胞の構造の話をしたろ」

　詩し乃のと明あ日す奈なは同時に頷うなずく。

「細胞にも、その構造を支える骨格がある。《マイクロチューブル》って言うらしいんだけどね。しかしどうやらその骨は、ただの支えじゃなくて、頭ず蓋がい骨こつでもあるみたいなんだ。脳細胞の中の脳だな」

「は、はあ……？」

「チューブ、つまり中空の管なんだ、その骨は。もちろん超微細な……直径何ナノメートルっていうようなレベルの話だけど、でも空っぽじゃない。管の中に、封ふうじ込こめられているものがある」

　詩乃は思わず明日奈と顔を見合わせ、同時に和かず人とを見てから、小声で訊たずねた。

「何が、入ってるの……？」

「光」

　和人の答えは短かった。

「光子……《エバネッセント・フォトン》って言うらしい。光子ってことはつまり量子だ。その存在は非決定論的であり、常に確率論的な揺らぎとしてそこにある。揺らぎ……それこそが人間の心なんだそうだ、問題の理論によれば」

　その言葉を聞いた途と端たん、詩乃の背筋から二の腕までを、理由の判らない戦せん慄りつがぞくぞくと駆かけ巡めぐった。心とは、揺らぐ光。そのイメージは神秘的な美しさに満ちていると同時に、まさしくそこはもはや神の領域なのではないのだろうか、との思いを起こさせるものがあった。

　同じような感かん慨がいを明日奈も抱いだいたのだろう、茶色がかった瞳ひとみにどこか不安そうな光を滲にじませ、少し掠かすれた声で呟いた。

「キリトくん、さっき新しいフルダイブマシンの名前を……《ソウル・トランスレーター》って言ったよね。ソウル、魂たましい……つまり、その光の集合体は、人間の魂だってこと？」

「ラースの技術者は《量子場》って言い方してたけどね。でも、マシンにそんな名前つけるくらいなんだから、彼らも思ってるんだろうな……その量子場こそ、人の魂なんだって」

「でも、なら、こういうこと？　ソウル・トランスレーターは、人間の脳じゃなくて、魂そのものにアクセスできる機械……なの？」

「そう言っちゃうと、もう機械じゃなくてゲームのマジック・アイテムか何かみたいだよな」

　場の空気を和やわらげようとするかのようにニヤッと笑ってから、和人は言葉を続けた。

「でも、別に魔ま法ほうや神の奇き跡せきで動いてるわけじゃない。仕組みをもうちょっと突っ込んで説明すると……脳細胞の微小管構造マイクロチューブル中の光子は、そのスピンとベクトルによって《キュービット》っていう単位のデータを記録してるんだ。つまり、脳細胞ってのは単に電子信号を通すゲートスイッチじゃなくて、それ自体が一つの量子コンピュータだとも言える……と、このへんでもう俺おれの理解は限界にきてるんだけど……」

「大だい丈じよう夫ぶ、私とっくに限界だから」

「わたしも……」

　詩乃と明日奈がそろってギブアップ宣言をすると、和かず人とはほっとしたように息を吐はいた。

「その、計算機でありメモリでもある光子の集合体、もしかしたら人間の魂たましいかもしれないものに……ラースでは独自の名前をつけたんだ。揺れ動く光、英語で《Ｆｌｕｃｔｕａｔｉｎｇ　Ｌｉｇｈｔ》、それを略して──」

　ほんの少し間を置き、




「《フラクトライト》」




「…………フラクト、ライト」
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　不思議な響ひびきを持つ造語を、詩乃はそっと繰り返した。これまで語られた話が全て真実なら、自分の頭の中にもそのフラクトライトなるものが存在することになる。いや、と言うよりも、こう考えている《自分》そのものが……。

　先ほどの戦せん慄りつが甦よみがえりかけ、詩乃は夏服の袖そでから伸びる腕をそっと擦さすった。隣となりの明日奈も自分の体を抱くような仕草を見せながら、いっそう小さくなった声で言った。

「──フラクトライトを読み取る……いえ、《翻ほん訳やくする》機械が、ソウル・トランスレーターってことなのね。だとすれば……その翻訳は、一方向じゃないんでしょ？」

　すぐには意味が解らず、詩乃が首を傾かしげると、明日奈はちらりと視線を向けてきた。瞳には、はっきりとした不安の色がある。

「シノのん、考えてみて……わたしたちが使ってるアミュスフィアは、脳が体に出す運動命令を読み取るだけじゃないよね。視覚や聴ちよう覚かく……五感の信号を脳に送り込んで、仮想世界を体感させてる。むしろ、そっちの機能のほうがフルダイブ技術の核かく心しんでしょう？　なら、ソウル・トランスレーターも同じことができなきゃ、次世代機にはなり得ないはずだわ」

「……つまり……接続者の魂に、情報を書き込むってこと……？」

　そこで、二人は揃そろって和人に眼を向けた。

　黒髪の少年は、ほんの少し迷ったようだったが、やがてこくりと首しゆ肯こうした。

「ああ……ソウル・トランスレーター、長いからラースでは《ＳＴＬ》って略してるけど、その翻訳機能は双そう方ほう向こうだ。人間のフラクトライトが保持してる数百億キュービットのデータを、俺たち自身が理解できる言葉に翻訳して読み取ると同時に、俺たちの言葉で書かれた情報を再翻訳して書き込む。そうでないと、アスナが言ったとおり仮想世界にダイブできないからな。具体的には、フラクトライトの五感情報を保存・処理する部分にアクセスして、見せたい物や聞かせたい音の情報を与えるんだ」

　すると明あ日す奈なは、これが本題だというように上体を乗り出し、訊たずねた。

「もしかして……それは、魂の中の記憶に対しても可能なの？　キリト君、さっき言ったよね、ダイブ中の記憶が無いって。それってつまり、ソウル・トランスレーター……ＳＴＬは、記き憶おくの消去や上書きもできるってことなの？」

「いや……」

　和かず人とは、安心させるように明日奈の左手に短く触ふれ、かぶりを振った。

「長期的な記憶データを保持している部分は、あまりにも広大かつアーカイブ方法が複雑で、現状では手が出せないと言われた。俺おれにダイブ中の記憶がないのは、単にその部分への経路を遮しや断だんしているから、らしい。つまり、完全に記憶を消去されてしまったわけじゃなくて、ただ思い出せないだけ……なんだろうな」

「でも、わたし……怖こわいよ、キリト君。記憶を操作されるなんて……」

　伏ふせられた明日奈の顔には、不安そうな表情が残る。

「それに、そのアルバイトの話を持ってきたのは、クリスハイト……じゃない、総務省の菊きく岡おかさんなんでしょ？　悪い人じゃないとは思うけど、少しだけ心の底が見えない感じがするのよ。どこか、団長と似てる。なんだか……また、良くないことが起こりそうで……」

「……確かに、あの男には気の許せないところがある。本当の身分とか職務とか、いまいち判らないしな。でもな……」

　少し言葉を切り、和かず人とは瞳ひとみの焦しよう点てんをどこかここではない場所に移しながら言った。

「俺おれは、業務用フルダイブマシンの初代機が新宿のアミューズメントパークでお披ひ露ろ目めされたその初日に、始発で行って並んだんだ。まだ小学生だったけど……これだ、と思ったよ。俺をずっと呼んでいた世界はここなんだ、って。一生懸命貯めた小遣いで、ナーヴギアも発売日に買って……いろんなＶＲゲームに何時間も潜もぐり続つづけたな。ほんと、あの頃の俺は、現実世界なんかどうだっていいと思ってたよ。そのうちＳＡＯのベータテストに当選して、あの事件が起きて……。凄すごく沢たく山さんの人が死んだ。二年もかかって戻ってきてからも、須す郷ごうの事件や死銃事件が立て続けに起きた。俺は……知りたいんだ。フルダイブ技術は、いったいどこに向かっているのか……あれらの事件に、いったいどんな意味があったのか……。ソウル・トランスレーターは、その機能こそまったく新しいものだけど、アーキテクチャ自体は医い療りよう用機のメディキュボイドを原型にしてるんだ」

　俯うつむきながら和人の言葉を聞いていた明あ日す奈なの両肩が、ぴくりと震ふるえた。低く、しっかりした声は、静かな店内に流れ続ける。

「予感がするんだよ。ソウル・トランスレーターの中には何かある。単なるアミューズメントマシンじゃ終わらない何かが……。確かに、危険な面もあるかもしれない。でもな……」

　少しおどけるように、和人は剣を握にぎり、振り下ろす真ま似ねをした。

「俺は、今までどんな世界からもちゃんと帰ってきた。今度だって、ちゃんと戻ってくるよ。まあ……現実世界じゃ、無力で虚きよ弱じやくなゲーマーだけどさ」

「……わたしのバックアップなしじゃ、背中が隙すきだらけのくせに」

　明日奈は少し笑うと、短く息をつき、隣となりに座る詩し乃のの顔を見た。

「まったく、なんでこう自信家なんだろうね、このヒト」

「うーん、まあ、何と言っても伝説の勇者様だからねー」

　明日奈と和人の会話には、すぐに解る部分もあれば初めて聞く単語もあったが、詩乃は深く立ち入ろうとせず、代わりに少しおどけた口調で言った。

「先月出た『ＳＡＯ事件全記録』、私も読んだけどさー、あの本に出てくる《黒の剣士》がこいつだなんて、ちょっと信じられないよね」

「お、おい、やめてくれぇ……」

　両手を振りながら上体を仰け反らせる和人の仕草に、明日奈はくすくす笑うと「ほんとだよね」と頷うなずいた。

「あの本書いたの、攻こう略りやく組ぐみギルドの中でも大きかったとこのリーダーだから、けっこう記録自体は正確なんだけど、人物描写にすごいバイアス掛かってるのよね。キリト君がオレンジプレイヤーと戦ったとことかさ……」

「『俺おれが二本目の剣を抜けば、立っていられる奴やつは──いない』」

　きゃははは、と二人が盛大に笑うと、和かず人とは虚うつろな眼をしてずるずると椅い子すに沈み込んだ。ようやく明あ日す奈なに笑顔が戻ったことにほっとしながら、詩し乃のは追い討ちをかけるべく続けた。

「あの本、翻ほん訳やくされてアメリカでも出版されるらしいよ。そしたらもう、勇者サマの世界ランカーだよね」

「……せっかく忘れてたのに……。印税を俺にも寄よ越こせっつう話だよ、まったく」

　ぶつぶつ言う和人にまたひとしきり笑ってから、詩乃は先刻から少々疑問に思っていたことを訊たずねようと、話を戻した。

「でもさ、キリト。そのＳＴＬって、結局できることはアミュスフィアと一いつ緒しよなの？　ＶＲワールドをポリゴンで生成して、その映像や音を接続者の脳に送り込むだけなら、そんな大掛かりな仕組みにすることにどんな意味があるの？」

「お、いい質問」

　和人は椅子の上で体を起こすと、ひとつ頷うなずいた。

「いまシノンは『ＶＲワールドをポリゴンで生成して』って言ったよな。ポリゴンてのはつまり、座標と面の集合体……デジタル・データなわけだ。今はモデリングがむちゃくちゃ高精細になって、樹とか家具とかも本物となかなか見分けつかないけど、でも本質的にはコレと同じものだ」

　テーブルに置きっぱなしだった携帯端末を素早く操作し、プリインストールされたミニゲームを起動する。デモ画面でゆっくり回転する未来っぽいデザインのレースカーは、車内の作り込みは甘いしボディの曲面もイマイチぎこちない、いかにもポリゴンモデルといった姿だ。

　詩乃は顔を上げると、小さく首を傾かしげた。

「そりゃまあ……ＡＬＯやＧＧＯでも、あんまり大勢のプレイヤーが一箇所に集まると、たまーにオブジェクトの描画が追いつかなかったりするけどさ。でも、その根本的なところはアミュスフィアもＳＴＬも一緒じゃないの？　両方とも現実には存在しない物をユーザーに見たり触れたりさせるんだから、ゼロから３Ｄモデルを作るしかないじゃない」

「そこ、そこなんだよな。ええと……どう説明すればいいのか……」

　和人は一いつ瞬しゆん黙ってから、空になったカフェ・シェケラートのグラスを持ち上げ、詩乃に示した。

「シノン、このグラスは、現実に存在してるよな」

「…………してるわね」

　つい胡う散さん臭くさそうな顔になりつつも、一応頷く。すると和人はグラスを更さらに詩乃の顔に近づけ、すぐには理解しづらいことを言った。

「いいかい、このグラスは今、俺おれの手の中にあると同時にシノンの意識……ラース風に言うと《フラクトライト》の中にも存在している。正確には、グラスに当たって反射した光をシノンの両眼が捉とらえ、網もう膜まくで電子信号に変へん換かんして、意識の中でグラスとしてオブジェクト化しているんだ。さて、じゃあ、こうすると……」

　いきなり左手を伸ばし、詩し乃のの両眼を完全に塞ふさぐ。反射的に瞼まぶたを閉じると、視界は薄く赤みを帯びたダークグレー一色に塗ぬりつぶされる。

「どうだ、シノンの中のグラスは一いつ瞬しゆんで完全に消しよう滅めつしたか？」

　和かず人とが何が言いたいのかさっぱり解らないが、とりあえず正直に答える。

「……さすがに、そこまで忘れっぽくはないわよ。これだけ見せられれば、グラスの色とか形とか憶おぼえるでしょ、普ふ通つう。あ……でも、だんだん曖あい昧まいになってきちゃった……」

「そこだ」

　ようやく手が引っ込められたので、詩乃は瞼を持ち上げ、グラスの向こうにある和人の顔を軽く睨にらんだ。

「何がそこなの」

「いいかい……俺おれたちは、このグラスやテーブルやお互いの顔を見る時、記録・再生が可能な方法でそのデータをフラクトライト中の視覚処理領域に保持するんだ。眼を閉じたら瞬時に消えてしまうような、単なる写し絵じゃない。と、いうことはだ。こうやってグラスを見えなくして、シノンの記き憶おくが薄れたところで……」

　和人は右手に握にぎったままだったグラスをテーブルの下に隠かくした。

「シノンのフラクトライト視覚野に、さっきグラスを見ていた時と同じデータを、完全な形で入力してやったら。シノンは、現実にはテーブル上に存在しないグラスを見るはずだ。ポリゴンなんか遥はるかに超こえる精度の……というか、本物と何も変わらないグラスをね」

「…………そりゃまあ、理屈ではそうなのかもしれないけど……でも、人の意識が保持するデータって、それはつまり《記憶》ってことでしょ？　記憶を外からの操作で再生させるなんて、催さい眠みん術じゆつじゃあるまいし、どうやって……」

　そこまで言いかけたところで、詩乃はぴたりと口をつぐんだ。

　ほんの十数分前──和人は、まさしくそれが可能な機械について話していたではないか。いままでじっと黙って聞いていた明日奈が、詩乃の代わりにごく小さな声で囁ささやいた。

「アミュスフィアが、ユーザーの脳にポリゴンデータを見せるように……ＳＴＬは、人の意識に、短期的な記憶を書き込む……。つまり……作り物じゃないのね。ＳＴＬが作る仮想世界で見るもの、訊きいて、触ふれるものは……わたしたちの意識のレベルに於おいては本物、そういうことなのね……？」

　和人はこくりと頷うなずき、グラスをテーブル上に戻してから口を開いた。

「記憶的視覚情報……《ニーモニック・ビジュアル・データ》形式ってラースでは言ってた。俺も、ごく初期のテストダイブ中の記憶ならあるんだけど……違ったよ。ぜんぜん違った、アミュスフィアが作るＶＲワールドとは。ただの狭い部屋ひとつだけの空間だったんだけど、俺は……」

　一いつ瞬しゆん言葉を切り、無理して作ったように思える笑顔を片かた頰ほおに浮かべて、和かず人とはその続きを口にした。

「……最初、そこが仮想世界だと解らなかったんだ」










　　　３




　現実と、見分けのつかない仮想世界。

　前世紀から、沢たく山さんのフィクションで扱あつかわれてきたテーマだ。詩し乃のも、その手の小説や映画のタイトルを五つくらいはすぐに思い出せる。

　フルダイブ技術が実用化され、民生用のナーヴギアやアミュスフィアが市し販はんされる時代が訪れて、いよいよ我々は《現実が確かに現実なのか》を実際に疑わねばならなくなった──というような記事やブログをあちこちで読んだし、詩乃も初めてフルダイブする前には少しだけ不安になりもした。

　しかし、蓋ふたを開けてみれば、ほっとするべきか残念がるべきか、そんな心配は不要だった。アミュスフィアの作り出すＶＲワールドは、最さい先せん端たんのテクノロジーが生んだ奇き跡せきであることは疑いようもない。五感で受容する仮想世界は美しく、鮮やかだったが──しかしだからこそ、現実世界との違いもまた際きわ立だった。見る光景、聞く音、触さわる物、それら全てが余りにも純じゆん粋すい、言い換えれば単純すぎるのだ。空気に埃ほこりはなく、服に毛羽立ちはなく、テーブルにささくれはない。デジタルコードによって生成される３Ｄオブジェクトたちは、それをデザインする企業のマンパワーと、描写する機械のＣＰＵパワーによる絶対的な制限を受ける。もちろん将来はどうなるか解らないが、少なくとも二〇二六年現在のテクノロジーでは、現実と見分けられない仮想世界は作れない──……

　と、詩し乃のは思っていたのだ。今日、桐きりヶが谷や和かず人との話を聞くまでは。




「……てことは、キリト。あんた、もしかしたら今もまだ……ＳＴＬだっけ、その機械の中にいるのかもよ？　そんで、私と明あ日す奈なの《記き憶おく》を注入されてるの」

　和人の言葉に一いつ瞬しゆんぞっとしてしまったのをごまかすべく、詩乃はにんまりと笑いながら言った。当然「そんなばかな」と笑い飛ばすものと思ったが、相手は眉まゆを寄せてじいっと視線を注いでくるではないか。

「ちょ……や、やめてよね。本物だってば」

　慌あわてて手を振ると、和人は尚なおも疑わしげな顔をしながら言った。

「もし君が本物のシノンなら……きのう俺おれとした約束を憶おぼえてるはずだ」

「や、約束？」

「今日呼び出すお礼に、ここのデザートで一番高い《ダ運イまシかーせ・チーズケーキ》を何個でも食べていいって」

「え……ええ!?　してないでしょそんな約束！　あっ、で、でもだからって偽にせ物ものじゃないわよ、私は本物だってば、ねえアスナ」

　隣となりを見ると、何たることか明日奈まで両手を握にぎり締しめて囁ささやく。

「シノのん……忘れちゃったの？　わたしには《ベリー＆チェリー・タルト》食べ放題だって約束したのに……」

「えええっ!?」

　実は自分こそ仮想世界の中にいて、記憶を操作されているのか……と思いそうになった時、和人と明日奈が揃そろって両りよう頰ほおを震ふるわせ、次いで小さく噴ふき出だした。そこでようやく、からかうつもりが逆にからかわれたのだと悟さとる。

「や……やってくれたわね、アスナまで！　今度ＡＬＯで、ホーミングアロー百本ずつけしかけるからね！」

「あはは、ごめんごめん、許してシノのん！」

　明日奈が笑いながらぎゅっと抱だきついてくる。その、何気なくも親しみ溢あふれる仕草に胸の奥おくがほっこりするのを感じながらも、詩乃は一度ぷいと顔を背けた。しかしすぐに口を綻ほころばせ、二人と一いつ緒しよにしばし笑い声を上げる。

　和らいだ空気に沿うように、和人がスローな口調で言った。

「フラクトライトとか、ニーモニック・ビジュアルとか、用語だけを聞くといかにも怪あやしげなテクノロジーって感じだけど……でも、ＳＴＬが作る仮想世界は、実はアミュスフィアが作るソレよりも俺たちに馴な染じみ深いかもしれない。突つき詰つめればあれは、《リアルな夢》みたいなものらしいからな……」

「ゆ、夢……？」

　思いがけない言葉に詩し乃のが瞬まばたきすると、ＡＬＯ内では周囲を眠ねむ気けに巻き込むことで定評あるスプリガンの剣士は真顔で頷うなずく。

「ああ。記き憶おくとして保存されているオブジェクト群を呼び出し、組み合わせて世界を作って、そこで活動する……それって、夢の仕組みとほとんど同じだろ？　実際、ＳＴＬでダイブ中の人間の脳波は、睡眠中のパターンにかなり近いんだってさ」

「じゃあ、つまりアンタは、夢の中でバイトしてたの？　三日間ずっと寝てるだけで、時給をがっつり稼いだってわけ？」

「だ、だから最初にそう言ったじゃないか。飲まず食わずでひたすら寝てた、って。もちろん、栄養と水分は点てん滴てきされてたけど」

　言われてみれば、店に現れた直後に和かず人とはそんなことを言っていたような気もする。しかしまさか、現実世界でジェルベッドに横たわっているだけでなく、本当に長い夢を見る仕事だとは思わなかったのだ。詩乃は視線を上向けながら、吐と息いき混じりに呟つぶやいた。

「三日連続の夢かあ……。それだけあったら、色んなことができそうだね。ケーキ食べる直前で目が醒さめずに済むし」

「残念ながら、中で何を食べてたのかは憶おぼえてないけどな。まあ、毎日ケーキ食べ放題だったということにして……」

　冗じよう談だんめかしてそこまで言ったところで、和人は言葉を中ちゆう途と半はん端ぱに途と切ぎれさせた。詩乃が眼を向けると、少し長めの前髪の下で、小さく眉まゆを寄せている。

「……どうしたの、キリトくん？」

　明あ日す奈なの問いにもすぐには答えず、何かを手で摑つかんで口に持っていくような仕草。

「…………ケーキ……じゃ、なかった……。もっと固くて……しょっぱくて……でも、旨かった。あれは……」

「お、憶えてるの？　仮想世界で、何を食べたか？」

「…………だめだ、思い出せない。現実こっちじゃ食べたことない味……だった、気がするけど…………」

　和人は尚も数秒間もどかしそうに顔をしかめていたが、やがて諦あきらめたのか、ふうっと息を吐はいた。今まで黙っていた詩乃は、胸中に浮かんできた疑問を我が慢まんしきれず口にした。

「ねえキリト、そんなことが有り得るの？　現実で食べたことがないものを、ＳＴＬの中で食べるなんてことが。だって、ＳＴＬが作る仮想世界は、ダイブ者の記憶からパーツを呼び出すんでしょ？　なら、原理的に、その人が見たことのない物は見せられないし、食べたことがない物も食べさせられないってことにならない？」

「あっ……そうか、そうだよね。シノのんの言うとおりだわ……だとしたら、ＳＴＬの仮想世界は、究極的にリアルでも自由度がもの凄すごく低いんじゃないの？　アインクラッドやアルヴヘイムみたいな、現実世界とはかけ離れた異世界は作れないわよね」

　明あ日す奈なの指摘に、和かず人とはゆっくり頷うなずいてから、直前のもどかしさを振り払うようににやっと笑った。

「二人とも鋭するどいな、いい指し摘てきだ。俺おれは最初にニーモニック・ビジュアルの話を聞いた時には、その制限に気づけなかった。今回の長時間ダイブ実験の前にやっと思いついて、ラースのスタッフに質問してみたんだけど、そのへんはもうＳＴＬ技術の核かく心しんも核心らしくて詳くわしくは教えてくれなかったんだよな……。ただ、一つ言えるのは……スタッフ氏は、仮想世界を記き憶おくから構成すると説明したけど、その記憶が俺、つまりダイブ者のものだとは言わなかった」

「えっ……それってどういう……」

　詩し乃のは咄とつ嗟さに意味を摑つかめなかったが、隣となりで明日奈が小さく息を吸い込んだ。

「まさか……他人の記憶？　いえ……もしかしたら、誰だれの物でもない記憶をゼロから作れるの……？」

　半なかば囁ささやくようなその声を聞き、詩乃もようやく悟さとる。

　もし、記憶的視覚情報……ニーモニック・ビジュアルとやらが、自分以外の人間とも共通するフォーマットを持っているとしたら？　そしてその構造も、すでに解かい析せき済みなのだとしたら……？　原理的には有り得ることになる。自分が見たことのない品物、口にしたことがない食べ物、想像もしたことのない光景に満ちたリアルな《夢》を生成することが。

　その思考を裏付ける台詞せりふが、ぽろりと和人の口から零れた。

「……俺、ラースでのバイト始めて二ヶ月ちょいになるんだけどさ……。最初の頃のテストダイブはまだ記き憶おく制限されてなくて、憶えてるＶＲワールドも幾いくつかあるんだよな。そのうちの一つが、だだっ広い部屋の中に猫がうじゃうじゃ、何百匹もいるって奴やつだったんだけど」

「……うじゃうじゃ……」

　詩乃は一いつ瞬しゆんその猫天国を想像して口くち許もとを緩ゆるめかけてから、慌あわてて妄もう想そうを払い落とした。視線で先を促うながすと、和人は記憶を探るような表情で言った。

「……今思い出してみると、あの部屋、俺の知らない品種の猫もいっぱいいたんだ。それだけじゃない……羽根が生えて空飛んでるやつとか、まん丸くてぽよんぽよん弾はずんでるやつとかもいた。そんなの、俺の記憶では有り得ないよな」

「……そして同時に、他の誰かの記憶でもない、よね。だって、羽根つきの猫なんて、現実世界で誰も見たことないはずだもの」

　明日奈が言い、だとしたら、と続ける。

「その空飛び猫はスタッフが作ってキリトくんに見せたか……それとも、ＳＴＬのシステムが自分でゼロから生成したか、よね」

「後のほうだとしたら凄いな。それが可能なら、個々のオブジェクトだけじゃなく、最終的には世界丸ごとシステムに作らせることもできるかもしれないわけだ」

　和かず人との言葉に、三人はしばし沈ちん黙もくした。

　人間の手によらずに生み出された仮想世界──。

　その概がい念ねんには、詩し乃のの胸を高鳴らせるものがあった。なぜなら、このごろ詩乃は、ＧＧＯやＡＬＯといったＶＲＭＭＯ世界の《恣し意い的てきデザイン》にそこはかとない違和感を覚えてしまうのだ。

　既存のＶＲゲームワールドは、当然ながら端はしから端まで、開発会社のデザイナーが組み上げた世界である。建物や森、川がどんなに何気なく存在するように見えても、実際には誰だれかが自分の好むとおりに配置したオブジェクトであり地形なのだ。

　ゲームプレイ中に、ふとそんなことを考えてしまうと、詩乃の胸の奥おくですっと醒さめるものがある。自分たちは所しよ詮せん、開発者という名の神様の掌しよう中ちゆうを右に左に走り回っているだけの存在でしかない、ということを否応なく意識させられてしまうからだ。

　もともと、純じゆん粋すいにゲームを楽しむためだけにガンゲイル・オンラインを始めたわけではない詩乃は、過去の呪じゆ縛ばくを乗り越えた今でも、仮想空間の中で経験することには何らかの現実的意味があると考えている。リアルでもモデルガンを携行し、揃そろいの記章バッジを服に飾かざるような一部のスコードロンの連中に共感しているわけではない。そういうことではなく、ゲーム内でシノンが身に付けた忍にん耐たい力りよく、自制力といったものは現実の朝あさ田だ詩乃をもわずかながら強くしてくれているという信念があるし、また逆に言えば、もしそうでなければ少なからざる時間と金額を費やして仮想世界にダイブし続ける甲か斐いがないというものではないか。

　人見知りの激しい自分が、わずか数ヶ月の付き合いの明あ日す奈なとここまで仲良くなれたのも、そのへんに理由があるのではないかと詩乃は思う。いつもふんわりと笑っている彼女だが、同じような価値観の持ち主であることは間違いない。ＶＲＭＭＯゲームを逃とう避ひ的てきに遊ぶのではなく、仮想世界で得られる経験や絆きずなを現実の自分の糧かてにする、明日奈もそういう人間なのだ。和人はもちろん言うに及およばず。

　なればこそ、詩乃はＶＲ世界がただの作り物であり、その内部で起きることが全て虚きよ構こうだとは思いたくない。思いたくないが、ＶＲ世界には例外なく製作者が存在することもまた事実である。

　先月、明日奈の家に泊めてもらった日の夜、照明を落とした部屋で詩乃はその秘めたる違和感をつっかえつっかえ吐と露ろした。すると、大きなベッドに並んで横たわる明日奈は、しばらく考えてから言った。

『シノのん、それは、この現実世界も同じことじゃないかな。今はもう、わたしたちに与えられた環かん境きようなんて、家や街も、学生っていう身分から社会構造まで、全部誰かがデザインしたものなんだよね……。たぶん、強くなる、って、その中で進みたい方向に進んでいける、ってことじゃないかな』

　少し間を取って、明あ日す奈なは笑いを含んだ声で続けた。

『でも、一度くらい見てみたいよね、誰だれかがデザインしたわけじゃないＶＲ世界を。もしそういうのが実現したら、それはある意味で、この現実世界以上の《リアルワールド》ってことになるのかもね……』




「リアル、ワールド……」

　詩し乃のが無意識のうちに呟つぶやくと、どうやら同じことを思い出していたらしい明日奈が、テーブルの向こうでこくりと頷うなずいた。

「キリト君……じゃあ、それはつまり……ＳＴＬを使えば、主観的にはこの現実世界と同じかそれ以上の現実が作れる、ってことなの？　デザイナーのいない、ほんとの異世界が？」

「うーん……」

　和かず人とはしばし考えこみ、やがてゆっくりと首を振った。

「いや……現状では難しいだろうな。森とか草原とかの自然地形はシステム任せでも作れるかもしれないけど、大規模な街なんかを整合性のある形で組み上げるのは、人間のデザイナーじゃないと無理だと思うよ。他の可能性としては……たとえばテストプレイヤーを何百人と用意して、原野状態のフィールドにゼロから街、っていうか文明社会を建設させれば、それは神様的な創造主のいない世界ってことになるのかもしれないけど……」

「うわあ、それはずいぶんと気の長い作戦だねー」

「マップが完成するまで何ヶ月もかかりそうね」

　和人の言葉を冗じよう談だんと受け取り、明日奈と詩乃は同時に笑った。しかし発言の当人は尚なおも眉み間けんにしわを刻んで考え込み、やがて独ひとり言ごとのようにぽつりと言った。

「つまり文明発達シミュレーションか。いや……あながち無いでもない話かもな。ＳＴＬのＦＬＡ機能が進化すれば……それと、内部に持ち込む記き憶おくを制限する必要もあるか……」

「エスティーエルのエフエル……何だって？」

　略語の連発に詩乃が顔をしかめると、和人は瞬まばたきして顔を上げた。

「ああ……ソウル・トランスレーターによる魔ま法ほうその二、さ。さっき、ＳＴＬが作る仮想世界は夢みたいなものだって言ったろ？」

「うん」

「時々、もの凄すごく長い夢を見て、起きたらぐったり疲れてる、みたいなことないか？　怖い夢の時とか特に……」

「あー、あるある」

　詩乃はしかめっ面のままこくこく頷いた。

「何かから逃げて逃げて、途と中ちゆうでもうこれは夢だろう、とか思うんだけど目が醒さめなくて。散々追っかけられてからようやく起きた、と思うとまだそこも夢だったりしてさ」

「そういう夢って、どれくらいの時間が経ってる感じする？」

「えー？　二時間とか……三時間くらいかな」

「ところが、だ。脳波をモニターしてみると、当人がものすごく長い夢を見たと感じていても、実際に夢を見ている時間は、目覚める前のほんの数分だったりするんだな」

　そこで言葉を切ると、和かず人とは不意に手を伸ばし、卓たく上じように並んでいた二つの携帯端末を覆おおい隠かくした。いたずらっぽい視線を詩し乃のに向け、

「ＳＴＬの話をはじめたのが四時半くらいだったよな。シノン、いま何時だと思う？」

「え……」

　虚きよを突つかれて、詩乃は口くち籠ごもった。夏げ至しを過ぎたばかりの空はまだまだ明るく、窓から射し込む光の具合で時刻を判断することはできない。やむなく当て推量で答える。

「んーと……四時五十分くらい……？」

　すると和人は端末から手を離し、画面を詩乃に向けた。覗のぞき込こむと、デジタル数字は五時をとうに回っていた。

「わ、もうそんなに経ってたのか」

「かくも時間とは主観的なものなのさ。夢の中だけじゃなく、現実世界でもね。何か緊きん急きゆう事態が起きて、アドレナリンがどばーっと出てるときは時間はゆっくり流れるし、反対にリラックスして会話に夢中になってたりするとあっというまに過ぎ去っていく。人の意識……フラクトライトを研究してるラースでは、どうしてそういうことが起きるのか、大おお雑ざつ把ぱだけど理り屈くつを付けたんだ。どうやら、意識の中心部に、《思考クロック制御信号》みたいなパルスが流れてるらしい。発生源はまだよく解らないみたいだけどね」

「クロック……？」

「ほら、よくコンピュータのＣＰＵが何ギガヘルツとか言うだろう。あれだよ」

「一秒間に計算する回数のことね？」

　明あ日す奈なの言葉に頷うなずき、和人はテーブルの上に置いた右手の指先で、とんとんと音を立てた。

「あれも、カタログにはマックスの数値を載のせてるけど、実は一定じゃないんだ。普ふ段だんは発熱を抑おさえるためにゆっくり動いてて、重い処理を命じられると──」

　とんとんとん、と指のスピードを上げる。

「動作クロックを引き上げて計算速度をアップさせる。フラクトライトを形作る光量子コンピュータも一いつ緒しよだ。緊急事態に置かれて、処理すべきデータが増大すると、思考クロックを加速して対応する。シノンも、ＧＧＯの戦せん闘とう中ちゆうにむちゃくちゃ集中してる時は、弾たまが見えるような気がするだろう？」

「あー、まあ、凄すごく調子いい時はね。なかなかあんたみたいに、《弾道予測線を避よける》なんて真似はできないけどさ」

　唇くちびるを尖とがらせて付け加えると、和人は苦笑とともにかぶりを振った。

「俺おれも今はもう無理だよ。次のＢｏＢまでに鍛きたえ直なおさないと……ともかく、その思考クロックが、時間感覚に影えい響きようしてるってわけなんだな。クロックが加速しているとき、人間は相対的に時間の流れをゆっくりと感じる。睡眠中はこれが更さらに顕けん著ちよになる。膨ぼう大だいな記き憶おくデータを処理するためにフラクトライトはかなりスピードアップして、その結果、数分間のうちに何時間ぶんもの夢を見る」

「ふむむ……」

　詩し乃のは腕を組んで唸うなった。自分の脳、というか心が光でできたコンピュータだ、などという話だけでも常識のはるか埒らち外がいなのに、こうしてただ《考える》という行為によってもその動作スピードが上がったり下がったりする、と言われても実感など到とう底ていできない。だが、和かず人とは、まだまだとでも言うようにニッと笑うと言葉を続けた。

「──となると、だ。もし夢の中で仕事や宿題ができたら、凄すごいことになると思わないか？　現実世界では数分間でも、夢ん中じゃあ何時間だぜ」

「そ、そんな無茶な」

「そうだよー、そんな都合のいい夢なんか見られないよ」

　詩乃と明あ日す奈なは同時に異論を唱えたが、和人は笑みを消さずに説明を続けた。

「本物の夢が支し離り滅めつ裂れつなのは、それが記憶処理作業の余よ剰じよう産物だからだ。ＳＴＬによって作られる夢はもっとずっとクリアだ……と言うか、あくまで夢とロジックが似ているだけのＶＲワールドなんだからな。その世界内で、意識中の思考クロック決定パルスに干かん渉しようし、加速させる。それに同期させて、仮想世界内の基準時間も加速する。結果、ユーザーは、実際のダイブ時間の数倍の時間を仮想世界で体感できる。これが、ＳＴＬ最大の目玉機能《フラクトライト・アクセラレーション》、略してＦＬＡ……ってわけだ」

「……なんだか、もう……」

　現実の話とは思えないなぁ、と詩乃は小さく嘆たん息そくした。アミュスフィアと《少し違う》どころではない。

　フルダイブ技術の実用化だけでも、社会生活はずいぶんと様変わりした。コストダウンが至上命題の一般企業では、すでに会議やプレゼンを仮想世界で行うのは当たり前と聞くし、場面に入り込んで好きな角度から視し聴ちようできるリアル３Ｄドラマや映画が毎日何本も放送され、高度な再現性が売り物の観光ソフトは年配者に大人気、先に和人が言ったように、軍事訓練ですら仮想世界で行われる時代なのだ。

　あまりにも家から出ないで済ませられることが増えすぎたというので、自前の足で目的なく街を闊かつ歩ぽする《散歩族》ブームなどというものが到とう来らいし、それに併あわせて《バーチャル散歩ソフト》が発売されてこれも大好評などという本ほん末まつ転てん倒とうな現象すら起きている。大手のハンバーガーショップや牛丼チェーンのバーチャル支店が出現したのもそう最近のことではない。

　かくの如ごとき仮想世界からの大潮流に、現実世界はどこへ押し流されていくのやら──という昨今の世相だが、そこへ意識を加速できるというソウル・トランスレーターなどという代しろ物ものが登場したら、いったい世の中はどうなってしまうのか。詩し乃のが薄ら寒いものを感じていると、同じようなことを考えたのか眉まゆをひそめていた明あ日す奈なが、ぽつりと呟つぶやいた。

「長い夢……かぁ……」

　向かいの和かず人とを見上げ、かすかに笑う。

「ＳＡＯ事件が、ソウル・トランスレーターの実用化前のことでまだしも良かった……って思うべきなのかしら。もし対応ハードがナーヴギアでなくてＳＴＬだったら、アインクラッドが千層くらいあって、クリアに内部時間で二十年くらいかかってたかもね」

「か……カンベンしてくれ」

　和人がぶるぶると首を振るのを見て、明日奈はもう一度微笑ほほえむと、続けて訊たずねた。

「じゃあ、この週末、キリト君はずーっと長い夢を見てたのね？」

「ああ。長時間連続稼か動どう試験があってさ。三日間飲まず食わずでダイブしっ放し。やっぱり、ちょっと瘦やせたかなぁ……」

「ちょっとどころじゃないよー。まったく、またそんな無茶して」

　明日奈は可愛かわいらしい怒り顔を作ると、両腕を胸の前で組んだ。

「明日あたり、川かわ越ごえまでご飯作りに行くからね！　直すぐ葉はちゃんに、野菜をいーっぱい仕入れておくように頼んどかなくちゃ」

「お、お手て柔やわらかに」

　そんな二人の様子を微笑みながら見ていた詩乃は、ふと一つの疑問を感じ、口を開いた。

「ええと……ということは、あんたが連続ダイブしてた三日の間も、その思考加速機能は働いてたんでしょ？　実際のとこ、中でどれくらいの時間を過ごしたわけ？」

　すると和人は自らの記き憶おくを探るように首を傾かしげつつ、覚おぼ束つかない口調で答えた。

「うーん、さっき説明したとおり、ダイブ中の記憶が制限されてるからなあ……。でも、ＦＬＡ機能は、現状では最大倍率で三倍ちょいって聞いたなあ……」

「てことは……九日？」

「か十日くらいかな」

「ふぅん……。いったいどんな世界で何してたんだろうね。持ち出しはできなくても、現実の記憶は中に持ち込めたの？　他にテスターはいたの？」

「いやー、そのへんのこと、マジで何も知らないんだよ。予備知識があると、テストの結果に影えい響きようするからってさ。でも、ダイブ中の記憶をブロックはできても、既き存ぞんの記憶を制限したりできるのかなあ……。とりあえず、俺おれが行ってる六本木のビルにはＳＴＬの実験機が一台しかないから、ダイブしたのは俺ひとりなんだろうけど。《中》については俺も知らされないことばっかりで、ビーターとしてはテストのし甲が斐いが無いったらないよ。どうにか教えてもらえたのは、実験用仮想世界のコードネームだけさ」

「へえ、何て言うの」

「《アンダーワールド》」

「アンダー……地下の世界？　そういうデザインのＶＲワールドなのかな」

「世界の意い匠しようも、現実モノなのかファンタジーなのかＳＦなのかすら不明だからなあ。でも、そういう名前なんだから、地下っぽい暗いとこだったのかな……」

「ふうん。なんかピンとこないね」

　詩し乃のと和かず人とがそろって首を捻ひねると、明あ日す奈なが、華きや奢しやなおとがいに指を当てながら小さく呟つぶやいた。

「もしかしたら……それも、アリスなのかもしれないね」

「アリスって……？」

「さっきのラースって名前もそうだけど、『不思議の国のアリス』から取ってるのかなって。あの本、最初の私家版は、『地下の国のアリス』って名前だったのよね。原題は『アリスズ・アドベンチャー・アンダーグラウンド』だったかな」

「へえ、初耳。もしそうだとしたら、なんか、メルヘンな会社だね」

　詩乃は少し笑ってから続けた。

「そう言えば、アリスの本って、二冊とも長い夢の話だよね。……ってことは、もしかしたらキリトもダイブ中に、ウサギとお茶会したり女王様とチェスしたりしてたのかもね」

　それを聞いた明日奈も、可お笑かしそうにくすくす笑う。が、当の和人はと言うと、なぜか難しい顔でテーブルの一点を見み詰つめていた。

「……どうかしたの？」

「……いや……」

　詩乃の声に視線を上げたが、ぎゅっと眉まゆを寄せたまま、もどかしそうに何度も瞬まばたきを繰り返している。

「いま、アリス……って聞いて、また何か思い出せそうな感じがしたんだ……。ほら、よくあるだろ。さっきまで何かすごい気がかりなことがあったんだけど、何が気がかりなのかを思い出せなくなっちゃって、その不安な感じだけが残ってる、みたいなこと」

「あー、あるね。怖こわい夢を見て飛び起きたのに夢の中身が思い出せない、みたいな」

「何か……。何か、いますぐにしなきゃいけないことを忘れてる気がする……」

　ぐしゃぐしゃと髪をかき回す和人を心配そうに見やりながら、明日奈が訊きいた。

「それって、つまり、実験中の記き憶おくってこと……？」

「でもさ、あんた、仮想世界の記憶は全部消去されてるって言ったじゃない」

　続けて詩乃もそう口にする。和人は尚なおも両眼を閉じて唸うなっていたが、やがて諦あきらめたのか肩の力を抜いた。

「……まあ、何せ十日分の記憶だからな。ブロックしきれない断片がわずかに残ってるのかもな……」

「そっか……そう考えると、もし記き憶おくが残ってたなら、あんたは私たちより一週間ぶん余計に歳とし取ってるってことになるのよね、精神的に。なんか……怖こわいね、そういうの」

「わたしはちょっと……嬉うれしいかな、差が縮まったみたいで」

　ひとつ年上の明あ日す奈ながそう言うと、和かず人とも薄く笑いながら応じた。

「そういえば、昨日のダイブ終了直後から、今日の授業中くらいまで、ヘンな違和感あったよ。何か……よく知ってるはずの街とかテレビ番組とか、めちゃくちゃ久しぶりに見る感じがしてさ。クラスの連中も……あれ、誰だれだっけこいつ、みたいな……」

「十日ぶりくらいで大おお袈げ裟さなこと言わないでよ」

「ほんとだよー、何か不安になるじゃない」

　和人の言葉に、詩し乃のと明日奈はそろって顔をしかめた。

「キリトくん、もうそんな無茶な実験やめてよね。体にだって負担かかってるよ、絶対」

「ああ、長時間連続運転試験は大成功で、基礎設計上の問題点はオールクリアだそうだから。次はいよいよ実用化に向けてマシンをシェイプする段階だろうけど、あのばかでかいのを商業ベースに載のせられるようになるまで何年かかるのやら……。俺おれもこれで当分バイトは行かないよ、来月からは期末試験も始まるしな」

「う……」

　和人の言葉に、詩乃はもう一度渋じゆう面めんを作った。

「ちょっと、ヤなこと思い出させないでよ。キリトとアスナのとこはいいよ、ペーパーテストとかほとんどないんだからさ。ウチはいまだにマークシート方式なんだよ、勘かん弁べんして欲しいわよまったく」

「ふふ、じゃあそのうち勉強合宿でもしよっか」

　言いながら、明日奈は詩乃の背後の壁を見上げ、わ、と小さく声を上げた。

「もう六時近いよ、ほんと、お喋しやべりしてるとあっという間だね」

「そろそろお開きにするか。なんか本題の打ち合わせは五分くらいしかしてなかった気がするけど」

　苦笑する和人に、詩乃も笑みを返した。

「ま、第五回ＢｏＢはまだまだ先だし、キャラビルドとか細かい戦術とかはコンバートしてみてから決めればいいよ」

「そうだな。ま、俺おれはライトセーバー以外使う気ないけど」

「フォトンソードだってば」

　そうだっけ、と笑いながら和人は卓たく上じようの伝票を取り、バイト代七十二時間分貰もらったからここは奢おごるよと言いながらカウンターに向かった。詩乃と明日奈は「ごちそーさま！」と声を揃そろえ、先に出口へと向かう。

「エギルさん、また来ますね」

「ご馳ち走そう様さま、ベイクドビーンズ美お味いしかったです」

　夜の仕込みに忙しそうな店主に声をかけ、ウイスキー樽だるから傘かさを抜いて、詩し乃のはドアを押し開けた。カラカラン、と鳴るベルに続いて、町の喧けん騒そうと雨音が耳を包む。

　日にち没ぼつまでにはまだ少し間があったが、厚い雲のせいで、濡ぬれた路面近くにはすでに濃い夜の気配が漂ただよっていた。傘を広げ、小さな階段を一歩降りたところで──詩乃はぴたりと足を止め、素早く周囲に視線を走らせた。

「シノのん、どうしたの……？」

　背後の明あ日す奈なが不思議そうな声を出す。詩乃はハッと我に返り、慌あわてて道路に出てから振り向いた。

「う、ううん、なんでもない」

　照てれ隠かくしに短く笑う。まさか、うなじに狙そ撃げき手しゆの気配を感じたような気がした、とはとても言えない。オープンスペースで咄とつ嗟さにスナイピングポイントの確認をするクセが現実世界でも出てしまったのか、と考え、少々愕がく然ぜんとする。

　明日奈は尚なおも首を傾かしげていたが、背後でもう一度ドアベルが鳴り、その音に押されるように階段を降りた。

　財布をバッグにしまいながら出てきた和かず人とは、路上に降り立つと、ひと言ぽつりと声を漏もらした。

「アリス…………」

「何よあんた、まだ言ってるの？」

「いや……よく思い出してみると、金曜日、ＳＴＬでダイブする直前に、スタッフが話してた会話をちらっと聞いたような気がするんだよな……。Ａ、Ｌ、Ｉ……アーティ……レイビル……インテリジェン……うーん、何だったかなあ……」

　尚もぶつぶつと要領を得ない単語を口中で転がしている和人に、自分の傘を差しかけながら、明日奈が困った人ねえ、と苦笑した。

「ほんと、何かに気を取られるとそればっかりなんだから。そんなに気になるなら、次に会社行った時に訊きいてみればいいじゃない」

「まあ……それもそうだ」

　和人は二、三度頭を振ると、ようやく手にした傘を開いた。

「そんじゃシノン、ＧＧＯへのコンバートについてはまた打ち合わせしよう」

「了りよう解かい。次はＡＬＯの中でもいいよ。今日は来てくれてありがと」

「じゃあね、シノのん」

「またね、アスナ」

　ＪＲで帰る和人と明日奈に手を振り、詩乃は反対方向にある地下鉄の駅へと歩きはじめた。もう一度、傘かさの下からそっと周囲を見み渡わたしてみたが、先刻感じた気がした粘ねばつくような視線は、やはり最初から幻まぼろしだったのか綺き麗れいに消え去っていた。










　転章Ⅰ




　人の体温というのは不思議なものだ。

　結ゆう城き明あ日す奈なは、ふとそんなことを考えた。

　雨は止み、雲の端はしにオレンジ色を乗せた濃のう紺こんの空の下を、二人手を繫つないでゆっくりと歩いている。隣となりに立つ桐きりヶが谷や和かず人とも、数分前から何事か物思いに沈んだ表情で、歩道の煉れん瓦がタイルに視線を落としたまま口を開こうとしない。

　世田谷せたがやに住む明日奈と、川かわ越ごえまで帰る和人は、いつもなら新宿駅で別れてそれぞれ違う電車に乗り換えるのだが、今日はなぜか和人が「家の近くまで送るよ」と言い出したのだ。彼の家までは渋谷から更さらに一時間近くかかってしまうため遠えん慮りよしかけたが、和人の眼にどこかいつもと違う色を見た気がして、明日奈は自然と頷うなずいていた。

　最も寄よりの世田谷線宮の坂駅で降りたあと、どちらからともなく手を繫いだ。

　こうしていると、ぼんやりと思い出す情景がある。甘いだけではない、辛つらく恐おそろしい記き憶おくでもあるので普ふ段だんはほとんど意識に上ることはないのだが、和人の手を握にぎっているとごくまれに甦よみがえってくるのだ。

　現実世界の記憶ではない。今はなきアインクラッド第55層主街区、鉄てつ塔とうの街《グランザム》でのことだ。

　当時、明日奈／アスナはギルド血盟騎士団の副団長を務めており、護衛としてクラディールという名の大剣使いが四六時中随ずい行こうしていた。クラディールはアスナに対して異常なほどの妄もう執しゆうを燃やし、アスナにギルド脱退を決意させた和人／キリトを、麻ま痺ひ毒どくを用いて秘ひ密みつ裏りに葬ほうむろうとした。

　その過程で二人のギルドメンバーが殺され、あわやキリトも命を落としかけたところに駆かけつけたアスナは、激情のままにレイピアを抜いた。クラディールのＨＰゲージを容よう赦しやなく削けずり、あと一いち撃げきでとどめを刺させるというところで、しかしアスナは躊ちゆう躇ちよしてしまった。その隙すきを突いて逆ぎやく襲しゆうせんとしたクラディールを、麻痺から回復したキリトの手刀が貫つらぬいたのだった。

　二人はそのまま55層の血盟騎士団本部に戻り、ギルド脱退を報告してから、手を繫いだままグランザムの街をあてどなく歩いた。

　表面的には平静を保っていたが、あの時アスナの胸中には、クラディールを斬きれなかった自分への失望と、その重荷をキリトに背負わせてしまったという罪悪感が渦うず巻まいていた。自分には攻こう略りやく組ぐみを名乗る資格も、キリトの隣にいる権利もないのだと思おもい詰つめかけたその時、声が聞こえたのだった。君だけは、何があろうと元の世界に還かえしてみせる、という。

　瞬しゆん間かん、アスナは強く思った。次こそは、わたしの手でこの人を守る。次と言わず、何度でも。どんな世界に行こうとも。

　ずっと繫つないでいたのに冷たさしか感じなかった右手が、その途と端たん、暖だん炉ろにかざしたかのようにほわりと暖かくなったのをアスナは鮮せん明めいに覚えている。浮遊城が崩ほう壊かいし、妖よう精せい郷きようを通り抜けて現実世界に戻ってきた今でも、こうして手を繫ぐとあの時と同じ温度が掌てのひらに甦よみがえる。

　本当に、人の体温というのは不思議なものだ。肉体が自らを維持するためにエネルギーを消費して発生させた熱にすぎないはずなのに、触ふれ合あった掌で交換される温度には、確かに何らかの情報が含まれている感覚がある。その証しよう拠こに、ずっと黙り込んでいる和かず人とが、何か大事なことを打ち明けるべく逡しゆん巡じゆんしているのだと明あ日す奈なには解る。

　人の魂たましいとは、脳細胞の微小構造中に封じ込められた光量子だ、と和人は言った。その光は、もしかしたら脳だけでなく、全身のあらゆる細胞に存在するのではないだろうか。揺ゆらめく光の粒たちが作り出す人の形をした量子場が、いま互いの掌で接続している。体温を感じるというのは、つまりそういうことなのかもしれない。

　明日奈はそっと瞼まぶたを閉じ、心の中で囁ささやいた。

　──ほら、大だい丈じよう夫ぶだよ、キリト君。いつだって、わたしはあなたの背中を守ってる。わたしたちは、世界最高のフォワードとバックアップなんだから。

　不意に和人が立ち止まり、まったく同時に明日奈も足を止めた。眼を開けると、ちょうど七時になったのか、二人の頭上で古めかしい鋳ちゆう鉄てつの街灯がオレンジ色の光を灯した。

　雨上がりの黄昏たそがれ時どき、住宅街の遊歩道に明日奈たち以外の人ひと影かげはなかった。和人はゆっくり顔の向きを変え、濃い色の瞳ひとみでじっと明日奈を見み詰つめた。

「アスナ……」

　逡巡を振り切るように、一歩前に出て──。

「……俺おれ、やっぱり行こうと思う」

　ここしばらく和人が進路について悩んでいたのを知っていた明日奈は、微笑ほほえみながら訊きき返かえした。

「アメリカ？」

「うん。一年かけていろいろ調べたけど、サンタクララの大学で研究してる《ブレイン・インプラント・チップ》がやっぱり次世代フルダイブ技術の正常進化形だと思うんだ。ブレイン・マシン・インタフェースは恐おそらくその方向に進んでいく。どうしても、見たいんだ。次の世界が生まれるところを」

　明日奈はまっすぐ和人の瞳を覗のぞき込こみ、大きく一度頷うなずいた。

「楽しいことだけじゃなく……つらいこと、哀かなしいこともいっぱいあったもんね。何のために、どこに辿たどり着つくためにあの城に呼ばれたのか、確かめたいよね」

「……それを見届けようとしたら、何百年生きても足りそうにないけどな」

　和人は小さく笑い、次いで再び口くち篭ごもった。

　二人が離れ離れになることを言い出せないでいるのだろう、と明日奈は察した。微笑みを消さぬまま、ずっと胸のうちに暖めていた自分の答えを言葉にしようとした──のだが、その前に和かず人とが、かつてアインクラッドで結けつ婚こんを申し込んだ時とまったく同じ表情で、つっかえながら言った。

「それで……、お、俺おれと、一いつ緒しよに来てほしいんだ、アスナ。俺、やっぱり、アスナが居ないとだめだ。無茶なこと言ってるって解ってる。アスナにはアスナの進みたい道があるだろうって思う。でも、それでも、俺……」

　そこで和人は途と惑まどったように言葉を切った。明あ日す奈なが眼を丸くし、次いで小さく吹き出したからだ。

「え……？」

「ご……ごめんね、笑ったりして。でも……もしかしてキリトくんが最近ずっと悩んでたのは、そのことなの？」

「そ、そりゃそうだよ」

「なぁーんだ。わたしの答えなら、もうずーっと前から決まってたのに」

　明日奈は、右手で握にぎったままだった和人の手に、左手も重ねた。もう一度、より大きく頷うなずきかけながら、そのひと言を告げる。

「もちろん、行くよ、一緒に。きみの行く所なら、どこにだって」

　和人は眼を瞠みはり、何度か瞬まばたきをしてから、滅めつ多たに見せることのない輝かがやくような笑顔を浮かべた。右手を持ち上げ、明日奈の肩に触れさせる。

　明日奈も、ほどいた両手をしっかりと和人の背に回した。

　触れ合った唇くちびるは、最初ひんやりとしていたがすぐに暖かく溶とけ合あい、明日奈はもういちど、互いの魂たましいを構成する光が無限の情報を交感するのを意識した。たとえこれから、どんな世界をどれだけの年月旅しようと、二人の心が離れることは絶対にない、強くそう確信した。

　いや、二人の心は、もうとっくに結びついていたのだ。崩ほう壊かいするアインクラッドの上空で、虹にじ色いろのオーロラに包まれて消えたあの時から──もしかしたら、それより遥はるか以前、暗い迷宮の奥おく深ふかくで孤こ独どくなソロプレイヤー同士として出会った瞬しゆん間かんから。




「だけど、さ」

　数分後、再び手を繫つないで遊歩道を歩きながら、明日奈はふと感じた疑問を口にした。

「キリトくんが実験を手伝ったソウル・トランスレーターは、フルダイブ技術の正常進化じゃないって思うの？　ブレイン・チップはナーヴギアと同じ脳細胞レベルの接続だけど、ＳＴＬはその先、量子レベルのインタフェースなんでしょ？」

「うーん……」

　和人は反対側の手にぶら下げた傘かさの金属製の石いし突づきで、煉れん瓦がをこつこつと叩たたきながら答えた。

「……確かに、設計思想はブレイン・チップよりずっと進んでいるかもしれない。でも、何ていうか……先進的すぎるんだ。あのマシンを民生用にダウンサイジングするには、何年どころじゃない、十年二十年っていう時間が必要だよ。現状のＳＴＬは、ただ人間を仮想世界にフルダイブさせるための機械じゃない気がする……」

「ええ？　じゃあ、何のためのマシンなの？」

「どっちかっていうと、人間の意識……フラクトライトそのものを知るためのマシンなんじゃないかな……」

「ふうん……」

　つまりＳＴＬは目的ではなく、手段だということなのだろうか。人の魂たましいを知ることでいったい何ができるのか明あ日す奈なは想像しようとしたが、その前に和かず人とが言葉を続けた。

「それに、さ。ＳＴＬはアイツ……ヒースクリフの思想の延長線上にあるマシンだと思うんだ。あの男が、何のためにナーヴギアとＳＡＯを作って何千人もの犠ぎ牲せい者しやを出して、自分の脳も焼き切って、その上で《ザ・シード》なんてものをばら撒まいたのか……そもそも目的があったのかどうかさえ俺おれには解らないけど、ＳＴＬには、どことなくアイツの気配が漂ただよってる気がするんだ。ヒースクリフが目指したものを知りたい気はするけど、それを自分の進路にはしたくない。いつまでもアイツの掌てのひらで踊らされてるような気がして嫌いやになるからな」

　明日奈はほんの一いつ瞬しゆん、脳裏にかの人物の面おも影かげを甦よみがえらせてから、こくりと首を動かした。

「……そっか……。……ねえ、団長の意識、っていうか思考模も倣ほうプログラムは、まだどっかのサーバーで生きてるんだよね？　キリトくんは、話をしたんでしょう？」

「ああ、一度だけな。あの男が自殺するのに使ったマシンは、ＳＴＬの原始的なプロトタイプだ。フラクトライトを読み取るのに、全ての脳細胞が焼けるほどの高出力ビームが必要だった。多分、ナーヴギアに脳幹を破は壊かいされるよりも遥かに激しい苦痛が、長時間続いたはずだ……。そこまでして自分のコピーを残した目的は、いまラースがＳＴＬでやろうとしていることと無関係じゃないと思う。俺が菊きく岡おかのオファーを受けたのは……何らかの決着が見たいと、心のどこかで思い続けてるせいなのかもな……」

　そう言うと、和人は茜あかね色いろの薄れつつある空へと視線を向けた。その横顔をしばらく見み詰つめてから、明日奈は繫いだ手に少し力を込め、囁ささやきかけた。

「……ひとつだけ、約束してね。もう絶対、危ないことはしないって」

　向き直った和人は、微笑ほほえみながら深く頷うなずく。

「もちろん、約束するよ。来年の夏にはアスナと一緒にアメリカに行けるんだから」

「その前に、進学適正試験ＳＡＴでいい点取れるようにがんばって勉強しないとね？」

「う……」

　和人は一瞬言葉に詰つまってから、軽く咳せき払ばらいして話題を変えた。

「とりあえず、一度はアスナのご両親に挨あい拶さつしないとだな。彰しよう三ぞう氏とは時々メールのやり取りしてるけど、お母さんの覚えが悪そうだからなあ俺……」

「へーきへーき、最近はずいぶん物分りいいから。あ、そうだ……どうせなら、今日ちょっと寄っていかない？」

「ええ!?　い、いや……期末試験が終わったら、改めて伺うかがうよ、うん」

「まったくもう」

　そんなやり取りをしているうちに、自宅から程近い小さな公園の前まで辿たどり着ついてしまった。和かず人とが送ってくれる時は、ここでお別れするのが恒こう例れいだ。明あ日す奈なは名残なごり惜おしい気分を味わいながら立ち止まり、くるりと体の向きを変えた。和人も正対し、視線をまっすぐ注いでくる。

　二人の間かん隙げきが、十五センチにまで縮小した、その時だった。背後からゴツゴツと重い足音が響ひびいてきて、明日奈は反射的に体を遠ざけた。

　振り向くと、少し後方に見えるＴ字路から、小走りに飛び出してくる人ひと影かげが見えた。黒っぽい服装をした小こ柄がらな男だ。明日奈と和人に視線を止め、すいませぇん、と甲かん高だかい声を上げながら近づいてくる。

「あのぉ、駅はどっちの方ですか？」

　ぺこぺこ頭を下げながらそう訊たずねる若い男に、明日奈は左手で東を指し示した。

「えっと、この道をまっすぐ進んで、最初の信号を右に曲がって……えっ」

　突とつ然ぜん、和人が後ろからぐいっと明日奈の肩を引いた。そのまま前に出て、明日奈を更さらに後方へと押しやる。

「ど、どうし……」

「お前……ダイシー・カフェのそばにいたな。誰だれだ」

　鋭するどい口調で、和人は明日奈の思いもかけないことを言った。息を吞のみ、改めて男の顔を見る。

　まだらにメッシュの入った長ちよう髪はつ。頰ほおのこけた輪りん郭かく線せんは、無ぶ精しよう髭ひげに濃く覆おおわれている。耳には銀のピアス、首元にも太い銀の鎖くさり。退たい色しよくした黒のＴシャツに、同じく黒い革パンツを穿はき、腰からも金属チェーンがじゃらじゃらと下がる。足は、この季節なのに重そうな編み上げブーツに包まれ、全体として妙みように埃ほこりっぽい印象だ。

　ぼさぼさの前髪の隙間から、笑ったように細い目が覗のぞいていた。男は、和人が何を言っているかわからない、というように首を傾かしげ、眉まゆを寄せてから──突然、小さな瞳どう孔こうに厭いやな色の光をギラリと浮かべた。

「……やっぱ、不意打ちは無理か」

　唇くちびるの端はしがぎゅっと歪ゆがみ、笑みだか苛いら立だちだかわからない形を作る。

「お前は、誰だ」

　和人は重ねて問とい質ただした。男は肩をすくめ、二、三度かぶりを振ると、わざとらしい大きなため息をついた。

「ヘイ、ヘイ、そりゃあないよキリトさん。オレの顔忘れたのかよ……って、あっちじゃいつもマスク被かぶってたっけな。でも、オレはあんたのこと、一日たりとも忘れちゃいなかったぜ」

「お前っ……」

　和かず人との背中がびくりと緊きん張ちようした。右足を引き、軽く腰を落とす。

「──《ジョニー・ブラック》！」

　低い叫び声と同時に、電らい光こうのように閃ひらめいた和人の右手が、肩の上の何もない空間を摑つかんだ。かつて《黒の剣士キリト》の愛剣《エリュシデータ》の柄つかがあった、まさにその場所を。

「プッ、クッ、クハハハッハハハ！　ないよ、剣ないよぉ!!」

　ジョニー・ブラックと呼ばれた男は、上体を捩ひねって甲かん高だかい笑い声を迸ほとばしらせた。和人は全身を緊張させたまま、ゆっくりと右手を下ろす。

　明あ日す奈なは、その名前を知っていた。旧アインクラッドにおける積極的殺人者、レッド・プレイヤーの中でもかなり通りの良かった名だ。《ラフィン・コフィン》というＰＫギルドに属し、《赤眼のザザ》とコンビを組んで、十人を超えるプレイヤーを手に掛けた。

　…………ザザ。その名前は、ほんの半年前にも聞いたはずだ。あの、恐おそるべき《死銃事件》の首しゆ謀ぼう者しやとして。

　主犯のザザこと新しん川かわ昌しよう一いちと彼の弟は逮たい捕ほされ、しかし残る仲間一人が逃亡中、と事件直後に聞いた。とっくに捕つかまっているだろうと思いこんでいた三人目の名は、確かカナモト……つまり、目の前に立つ男こそが────

「お前……まだ逃げていたのか」

　和人が、掠かすれた声で言った。ジョニー・ブラックこと金かな本もとは、ニッと笑うと、両手の人差し指を突き出した。

「オフコ──ス。ザザの奴やつが捕まっちまったから、オレが根性見せないとじゃん？　ラフコフ最後の一人としてさ。あの喫きつ茶さ店てんを探し当てるまで五ヶ月、その近くに張り込んで一ヶ月……ヘイトな日々だったぜー」

　低く喉のどを鳴らし、金本は首をかくかくと左右に傾かたむける。

「しっかしキリトさんよ、剣がないとなんつーか……単なるひ弱なガキですなぁ？　顔は同じだけど、オレを散々ぶちのめした剣士様と同一人物とは思えねーなぁ」

「そう言うお前も……得意の毒武器なしで何ができるんだ？」

「ヘイ、見た目で武装を判断するのはトーシロだぜ」

　金本は蛇へびのような速さで右手を背中に回し、シャツの中から何かを摑つかみ出だした。

　奇き妙みような代しろ物ものだった。のっぺりとしたプラスチック製の円えん筒とうから、おもちゃめいたグリップが突き出している。明日奈は一いつ瞬しゆん水みず鉄でつ砲ぽうかと思ったが、和人の背中が激しく強こわ張ばるのを見て息を詰めた。途と惑まどいは、和人の声を聞いて戦せん慄りつに変わった。

「それは……《デス・ガン》……！」

　後ろに右手を突き出し、明日奈にもっと退がるよう促うながす。同時に、畳たたんだ傘かさの先せん端たんを、左手で金本に向ける。

　一歩、二歩と無意識のうちに後退しながらも、明あ日す奈なの眼はプラスチック製の《銃じゆう》に吸い寄せられていた。あれは単なる水みず鉄でつ砲ぽうではなく高圧ガスを利用した注射器で、内部には心臓を止める恐おそろしい薬品が充じゆう塡てんされているのだ。

「あるよー、毒武器あるよぉー。ナイフでないのが残念だけどなぁー」

　そこだけ金属パーツが装着された注射器の先せん端たんを左右に揺り動かしながら、金かね本もとは軋きしるように笑った。和人は両手で握った傘を油断なく金本に向け、低い声で叫んだ。

「アスナ、逃げろ！　誰だれか人を呼んでくるんだ！」

　一いつ瞬しゆんの逡しゆん巡じゆんのあと、明日奈は頷うなずき、くるりと振り向いて駆かけ出だした。背中に向かって、金本の声が飛んでくるのが聞こえた。

「おい、《閃光》！　ちゃんと周りに言うんだぜぇ……《黒の剣士》の首を取ったのは、このジョニー・ブラックだってなぁ！」

　最も寄よりの家のインターホンまでは、直線距離で三十メートルほどだった。

「誰か……助けて!!」

　明日奈は精一杯の大声で叫びながら走った。和人を置いて逃げたのは間違いだったのではないか……二人で同時に飛び掛り、あの武器を押さえるべきだったのではないか、そう思いながら距離を半分ほど駆け抜けたとき、その音が耳に届いた。

　炭酸飲料のキャップを捻ひねるような、ヘアスプレーを吹くような、短く、鋭するどい圧あつ搾さく音おんだった。だが、その意味するところを理解するに従って、恐きよう怖ふのあまり明日奈の足はもつれ、よろけて、濡ぬれた煉れん瓦がに片手を突いた。

　明日奈は、肩越しにゆっくり振り向いた。

　視界に入ったのは凄せい絶ぜつな光景だった。

　和人の握った傘の石いし突づきが、金本の右みぎ太ふと股ももに根元まで突き刺さっている。

　そして金本の握った注射器は、和人の左肩に押し当てられていた。

　二人は同時にぐらりと上体を傾かたむけると、そのまま路上へと倒れた。




　それからの数分間は、色の無い映画を見ているように現実感のないものだった。

　明日奈は動こうとしない体に鞭むち打うって和人の傍そばまで駆け寄った。右脚を押さえて苦く悶もんしている金本から和人を引き離し、しっかりして、と叫びながら、ポケットから引っ張り出した携帯端末を開いた。

　指は凍こおったように感覚がなかった。強こわ張ばったその先せん端たんで必死にタッチパネルを操作し、救急センターのオペレータに現在地と状じよう況きようを喘あえぎ声ごえで告げた。

　今いま更さらのように集まってくる野次馬。誰かが通報したのか、人垣を割って現れる警官。明日奈は質問に短く答えただけで、あとはずっと和人の体を抱だき締しめつづけた。

　和人の呼吸は短く、浅かった。苦しそうな息の下で、彼は二言だけ短く囁ささやいた。「アスナ、ごめん」と。

　永遠のような数分間ののち、到とう着ちやくした二台の救急車の片方に和かず人とは搬はん入にゆうされ、明あ日す奈なも付き添って乗り込んだ。

　意識を失いストレッチャーに横たわる和人の気道を確保しながら、口元に顔を近づけた救急救命士は、すぐさま同乗している救急隊員に向かって叫んだ。

「呼吸不全を起こしている！　アンビューバッグを！」

　慌あわしく呼吸器が用意され、和人の口と鼻を透とう明めいなマスクが覆おおう。

　明日奈はともすれば悲鳴を上げそうになる喉をどうにか押さえつけ、奇き跡せきのように思い出した薬品名を救命士に告げた。

「あの、さ、サクシニルコリン……っていう薬を注射されたんです。左肩です」

　救命士は一いつ瞬しゆんの驚きよう愕がくを見せたあと、矢や継つぎ早ばやに新しい指示を飛ばした。

「エピネフリン静注……いや、アトロピンだ！　静脈確保！」

　シャツを脱がされた和人の左腕に輸液用の針が装着され、胸に心電モニターの電極が貼り付けられた。更さらに飛び交う声。空気を切きり裂さくサイレン。

「心拍、低下しています！」

「心マッサージ器用意！」

　瞼まぶたを閉じた和人の顔は、ＬＥＤ車内灯の下で恐おそろしいほど青ざめて見えた。やだ、やだよ、キリトくん、こんなのやだよ、という小さい声が自分の口から絶え間なく零こぼれていることに、明日奈はしばらく気付かなかった。

「心停止！」

「マッサージを続けて！」

　うそだよね、キリトくん。わたしを置いて、どこかに行ったりしないよね。ずっと……一緒だって、そう言ったよね。

　明日奈は、固く握にぎったままだった携帯端末に視線を落とした。

　モニタに表示されているピンク色のハートは、一度小さく震ふるえてから、鼓こ動どうを止めた。

　デジタル数字が、冷れい酷こくなまでに明確なゼロへと変化し、そのまま沈ちん黙もくした。
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　空気に、匂においがある。

　覚かく醒せい直前の断片的な思考のなかで、ふとそんなことを意識した。

　鼻び腔くうに流れ込んでくる空気には、大量の情報が含まれている。甘い花の匂い。青々とした草の匂い。胸を洗うように爽そう快かいな樹の匂い。渇かわいた喉のどを刺激する水の匂い。

　聴ちよう覚かくに意識を傾かたむけると、途と端たんに圧倒的な音の洪こう水ずいが押し寄せる。無数に重なった葉は擦ずれの音。陽気にさえずる小鳥の声。その下で控ひかえめに奏でられる虫の羽音。遠くからかすかに届くのは小川のせせらぎか。

　どこだろう。少なくとも、自分の部屋でないことだけは明らかだ。普ふ段だんの目覚めに必ず付ふ随ずいする、乾いたシーツの日向ひなたっぽい匂いやドライ運転のエアコンの唸うなり、少し離れた川かわ越ごえバイパスから届く自動車の走行音などは一切存在しない。それに──さっきから閉じた瞼まぶたを不規則に撫なでる緑の光は、消し忘れたブックライトではなく木こ漏もれ日びではないだろうか。

　もう少しだけ深い眠りの余よ韻いんに漂ただよっていたい、という欲求を押し退け、俺おれはようやく両眼を開けた。

　揺ゆれる無数の光がまっすぐ飛び込んできて、何度も瞬まばたきを繰り返す。滲にじんだ涙を、持ち上げた右手の甲こうでごしごし擦こすりながら、ゆっくり上体を起こす。

「……どこだ……？」

　思わず呟つぶやいた。

　まず目に入ったのは、淡あわい緑色の草くさ叢むらだった。所々に白や黄色の小さな花が群生し、それらの間を光こう沢たくのある水色の蝶ちようが行ったり来たりしている。草の絨じゆう毯たんはほんの五メートルほど先で途と切ぎれ、その向こうは、樹齢何十年とも知れない節くれだった巨木が連なる深い森。

　幹の間の薄暗がりに眼を凝こらすと、光が届く限界まで木立はどこまでも続いているように見える。ごつごつ波打つ樹皮や地面は分厚い苔で覆われ、差し込む陽光を受けて金緑色に輝かがやいている。

　視線を右に振り、次いで体ごと一回転してみたが、古木の幹は全ての方位で俺を出迎えた。つまり、森の中に開けた小さな円形の草地に俺は寝転んでいたらしい。最後に頭上を仰あおぐと、四方から伸びる節くれだった梢こずえの隙すき間まに、ちぎれ雲の漂う青い空を望むことができた。

「ここは……どこだ」

　もう一度、ぽつりと呟いた。が、答える声はない。

　こんな所に来て昼寝をした記き憶おくは、頭を隅すみ々ずみまで浚さらっても出てこなかった。夢遊病？　記憶喪そう失しつ？　脳裏を横切る物ぶつ騒そうな単語を、まさか、と慌あわてて打ち消す。

　俺おれは──俺の名前は、桐きりヶが谷や和かず人と。十七歳と八ヶ月。埼玉県川かわ越ごえ市しで、母親と妹の三人暮らし。

　自分に関するデータが滑なめらかに出てきたことにやや安あん堵どしながら、更さらに記き憶おくを手た繰ぐる。

　現在、高校二年生だ。しかし来年の前学期に卒業要件単位を満たすので、秋には進学しようと考えている。そうだ、それについて誰だれかと相談したはずだ。六月最後の月曜日、雨が降っていた。授業が終わってから、御お徒かち町まちにあるエギルの店《ダイシー・カフェ》に行って、友人のシノン、朝あさ田だ詩し乃のとガンゲイル・オンラインの話をした。

　そのあと、アスナ──結ゆう城き明あ日す奈なと合流して、しばらく三人でお喋しやべりしてから店を出た。

「アスナ……」

　恋人であり、全ぜん幅ぷくの信頼を置いて背中を任せるパートナーでもある女性の名前を俺はそっと口にした。ありありと記憶している彼女の姿を探して周囲を何度も見回したが、小さな草地はもちろん、深い森のどこにも人影ひとつ見出すことはできない。

　突とつ然ぜん襲おそってきた心細さと戦いながら、記き憶おくを遡さかのぼる作業に戻る。

　店を出た俺とアスナは、シノンと別れて電車に乗った。地下鉄銀座線で渋谷に出て、世田谷せたがや線せんに乗り換えてアスナの家がある世田谷へと。

　駅を出ると雨は止んでいた。煉れん瓦がタイルの歩道を並んで歩きながら、進学の話をした。アメリカの大学へ行きたいと考えていることを打ち明け、アスナも一いつ緒しよに行って欲しいと無茶な頼みごとをして、それに対して彼女はいつもの、優しい日ひ溜だまりのような笑顔を見せ、そして──。




　記憶は、そこで途と切ぎれている。




　思い出せない。アスナが何と答えたのか、どうやって別れ、駅まで戻ったのか、家には何時に帰り、何時ごろ寝たのか、まったく思い出すことができない。

　やや愕がく然ぜんとしながら、俺は必死に記憶を引っ張り出そうとした。

　だが、アスナの笑顔が水に滲にじむように消えていくばかりで、それに続くべきシーンはどこをどう押しても引いても出てくることはない。両眼をつぶり眉まゆを寄せて、重苦しい灰色の空白を懸けん命めいに掘り返す。

　点てん滅めつする赤い光。

　気が狂いそうな息苦しさ。

　ちっぽけな泡あわのように浮かんできたイメージは、その二つだけだった。思わず、胸いっぱいに甘い空気を吸い込む。今まで忘れていた喉のどの乾きが、強く意識される。

　間違いない、俺は昨日の夕方の時点では、世田谷区宮みや坂さかにいたはずだ。それがなぜ、こんなどことも知れない森の中で独ひとり寝ねているのか。

　いや、本当に昨日なのか？　肌はだを撫なでていく微風はひんやりと心地よい。六月末の蒸し暑さが、この森には欠片かけらも存在しない。背中を、今度こそ本格的な戦せん慄りつが走り抜ける。

　俺おれがいま、嵐の海に浮かぶ小さな浮き輪の如ごとく必死にしがみついている《昨日の記き憶おく》は、果たして本当にあった事なのだろうか？　俺は、本当に俺なのか……？

　何度も顔を撫なでまわし、髪を引っ張ってから、下ろした両手を仔し細さいに眺ながめる。記憶にあるとおり、右手親指の付け根に小さな黒子ほくろを、左手中指の背に子供の頃作った傷きず痕あとを発見し、ほんの少し胸を撫で下ろす。

　そこでようやく、俺は自分が妙みような恰かつ好こうをしていることに気付いた。

　普ふ段だんパジャマ代わりにしているＴシャツでも、学校の制服でも、いや手持ちの服のどれでもない。それどころか、どう見ても市販の既製服とは思えない。

　上着は、薄青く染められた、荒あらい木も綿めんかもしかしたら麻あさの半はん袖そでシャツだ。布目は不規則で、ざらざらした感かん触しよく。袖そで口ぐちの糸かがりも、ミシンではなく手て縫ぬいいのようだ。襟えりはなく、Ｖ字に切られた胸元に茶色の紐ひもが通されている。指先で摘つまんでみると、紐は繊せん維いを編あんだものではなく、細く切った革のように思える。

　ズボンも上と同じ素材で、こちらは生き成なりと思おぼしきクリーム色だった。ポケットの類はひとつもなく、腰に回された革製のベルトは、金属のバックルではなく細長い木のボタンで留められている。靴くつも同じく手縫いの革製で、厚い一枚革の靴底には滑すべり止どめの鋲びようがいくつも打ってある。

　こんな服や靴に、お目にかかったことはなかった。──現実世界では、だが。

「……なんだ」

　俺は肩の力を抜き、軽い溜ため息いきとともに呟つぶやいた。

　果てしなく異質だが、しかし同時に見慣れた服装でもある。中世ヨーロッパ風の、言い換えればファンタジー風の、いわゆるチュニック、コットンパンツ、そしてレザーシューズ。ここは、現実ではなくファンタジー世界、つまりお馴な染じみの仮想世界なのだ。

「なんだよ……」

　もう一度声を出し、改めて首を捻ひねる。

　つまり、フルダイブ中に寝てしまったということなのか。しかしいつ、何のゲームにログインしたのか、さっぱり憶おぼえていないのはどうしたことか。

　何にせよ、ログアウトしてみれば解ることだ、そう思いながら俺は右手を振った。

　数秒待ってもウインドウが開かないので、今度は左手を振った。結果は同じ。

　途切れることのない葉は擦ずれと小鳥のさえずりを聴ききながら、腰のあたりからまたしても這はい登のぼってくる違和感を懸命に振り払う。

　ここは仮想世界だ。そのはずだ。だが──少なくとも、馴染んだアルヴヘイムではない。それ以前に、アミュスフィアが生成するザ・シード規格のＶＲワールドですらない。

　なんとなれば、つい先刻俺おれは、手に現実世界と同じ黒子ほくろと傷きず痕あとを確認したではないか。そんなものまで精密に再現するＶＲゲームは、俺の知る限り存在しない。

「コマンド。……ログアウト」

　薄い望みを抱いだきながらそう発音したが、一切のレスポンスは無かった。胡坐あぐらをかいたまま、改めて自分の手を眺ながめる。

　指先で渦うずを巻く指紋。関節部に刻まれた皺しわ。薄く生えた産うぶ毛げ。先ほどからにじみ出てくる冷や汗の粒つぶ。

　それを上着で拭ぬぐい、ついでにもう一度布地を仔し細さいに確認してみる。荒あらい糸を、原始的な方法で布に編あんである。表面に毛羽立つ極細の繊せん維いまでがはっきりと見える。

　ここが仮想世界だとすると、それを生成しているマシンは恐るべき高性能機だ。俺は視線を前方の木立ちに据すえたまま、右腕を素早く動かして傍かたわらの草を一本千切りとり、目の前に持ってきた。

　ザ・シード規格のＶＲワールドに使われている《ディティール・フォーカシング》技術なら、俺の急激な動きに追つい随ずいできず、草が細部のテクスチャーを得るのにわずかなタイムラグが発生したはずだ。しかし眼前の草は、細かく走る葉脈や縁のぎざぎざ、切り口から垂れる水すい滴てきにいたるまで、俺が凝ぎよう視しした瞬間から超微細に再現されていた。

　つまりこの世界は、視界に入るすべてのオブジェクトを、ミリメートル単位でリアルタイム生成しているということになる。容量で言えば、この草一本で数十メガバイトにのぼるだろう。そんなことが、果たして可能なものだろうか？

　俺は、これ以上追つい及きゆうしたくない、という心の声を押さえつけ、足の間の草を搔かき分わけると右手をシャベルがわりに土を掘り返してみた。

　湿しめった黒土は案外柔やわらかく、たちまちこまかく絡からみ合あった草の根っこが目に入った。網あみ目めのようなその隙すき間まにもぞもぞと動くものを見つけ、指先でそっとつまみ出す。

　三センチほどの小さなミミズだった。安住の地から引っ張り出され、懸けん命めいにもがくその生物は、しかし光こう沢たくのある緑色をしている。新種かな、などと思った矢先に、そいつは頭とおぼしき先せん端たんを持ち上げて、キューキューとか細い鳴き声を上げた。俺は眩暈めまいを感じながらそいつをもといた場所に戻し、掘り返した土を上からかけた。右手を見ると、掌てのひらがしっかりと黒く汚れ、爪つめの間に細かい土の粒が入り込んでいた。

　たっぷり数十秒間も放心したあと、俺は嫌いや々いやながら、この状じよう況きようを説明するに足る仮説を三つばかり捻ひねり出だした。

　まず、ここが、従来のフルダイブ技術の延長線上にある仮想世界であるという可能性。森の中でひとり目覚めたこの状況は、ファンタジーＲＰＧの定番的スタートシーンではある。

　しかしその場合、俺の記き憶おくにあるどんなスーパーコンピュータでも、こんな超微細な３Ｄオブジェクト群は生成できない。すなわち、俺おれが記き憶おくを失っているあいだに、現実時間で数年、もしかしたら数十年の時間が経過してしまった、ということになる。

　次に、ここは現実世界のどこかである、という可能性。つまり俺は何らかの犯罪、あるいは違法実験、あるいは手て酷ひどい悪ふざけの対象となり、こんな服を着せられて地球上のどこか──気候からして北海道、ことによると南半球──の森に放り出された。しかし、日本にはキューキュー鳴くメタリックグリーンのミミズはいないと思うし、世界のどこかの国にいたという記憶もない。

　そして最後は、ここが本物の異次元、異世界、ことによると死後の世界であるという可能性だ。マンガや小説、アニメではお馴な染じみの出来事。それらのドラマツルギーに従えば、俺は今後、モンスターに襲おそわれた女の子を助けたり村長の頼みごとを聞いたり救世の勇者として魔ま王おうと戦ったりするのだろう。そのわりには、腰には《銅のつるぎ》の一本もありゃしない。

　腹を抱かかえて大爆笑したいという急激な欲求に襲われ、どうにかそれをやり過ごしてから、俺は三つ目の可能性については問答無用で排はい除じよすることにした。現実と非現実の境界を見失うと、ついでに正気も無くしてしまいそうな気がしたからだ。

　つまるところ──ここは仮想世界か、あるいは現実世界だ。

　前者なら、たとえどれほどスーパーリアルな世界であろうと、その真しん偽ぎを確かめるのはそう難しくない。手近な樹の天辺まで登り、頭から墜つい落らくしてみればわかる。それでログアウト、あるいはどこぞの寺院なりセーブポイントで蘇そ生せいすれば仮想世界である。

　しかし、もしもここが現実世界であった場合、その実験は最悪の結果を招く。ずいぶん昔に読んだサスペンス小説で、とある犯罪組織が、リアルなデスゲームのビデオを撮影するために、人を十人ほど攫さらって無人の荒こう野やに放り出して殺し合いをさせるという奴やつがあった。そんなことが現実に行われるとはなかなか思えないが、それを言ったらＳＡＯ事件だって同じくらい突拍子もない出来事だったのだ。もしこれが現実世界を舞台に行われているゲームなら、スタート直後に自殺するのはあまりいい選せん択たく肢しとは思えない。

「……そういう意味じゃあ、アレはまだマシだったのかなあ……」

　俺は無意識のうちにそう口に出していた。少なくとも、茅かや場ば晶あき彦ひこはゲーム開始時点にあれこれ細かい説明をするという最低限の義務は果たしたのだ。

　梢こずえの向こうに覗のぞく空を見上げ、俺はもう一度口を開いた。

「おい、ＧＭさん！　聞いてたら返事してくれ!!」

　だが、どれだけ待っても、巨大な顔が現われたり、フードを被かぶった人ひと影かげが横に出現したりということはなかった。もしやと思い周囲の草むらを再度仔し細さいに調べ、衣服のあちこちを手で探ったが、ルールブックに類するものもまったく見つからない。

　どうやら、俺をこの場所に放り出した何者かは、ヘルプコールには一切応じるつもりはないようだ。事態が、ある種の偶発的事故によるものでないのなら、だが。

　鳥たちの吞のん気きなさえずりを聴きながら、今後の方針について懸けん命めいに考える。

　もし、これが現実の事故であるなら、迂う闊かつに動き回るのはあまりいい考えではないような気がする。現在、この場所に向かって救助の手が近づきつつあるかもしれないからだ。

　しかし、いったいどのような事故が起きればこんな訳のわからない状じよう況きようが出しゆつ来たいするというのだろう。

　無理矢理にこじつけるなら、例えば旅行か何かで移動中に乗り物──飛行機なり車なりがトラブルを起こし、この森に落下して気絶、そのショックで前後の記き憶おくを失った、ということも有り得なくはないのかもしれない。しかしそれでは、この妙な服装の説明がつかないし、また体のどこにも擦かすり傷きずひとつ負っている様子はない。

　あるいは、仮想世界にダイブ中の事故、ということもあるのかもしれない。通信ルートに何か障しよう害がいが発生し、本来繫つながるべき世界ではない場所にログインしてしまった、というような。しかしやはりその場合も、オブジェクトの恐おそるべきハイディティールっぷりを説明することはできない。

　やはりこれは、何者かの意図によってデザインされた事態だとするほうが無理がないように思える。であるなら、俺おれから何か行動を起こさない限り状況は一切変化しない、と考えたほうがいい。

「どっちにせよ……」

　ここが現実なのかＶＲワールドなのか、それだけはどうにかして見極める必要がある、と俺は呟つぶやいた。

　何か方法があるはずだ。完かん璧ぺきに近づいた仮想世界は現実と見分けがつかない、とはよく使われるフレーズだが、現実世界の森しん羅ら万ばん象しようを百パーセントの精度で再現するなどということが可能だとは思えない。

　俺は短い草の上に座り込んだまま、五分近くもあれこれ考えつづけた。が、現状で実行可能なアイデアは、ついに出てくることはなかった。もし顕けん微び鏡きようがあれば、地面に微生物が存在するかどうか調べられるし、飛行機があれば地の果てまで飛んでみることもできる。しかし悲しいかな生身の手足だけでは、地面を掘るくらいがせいぜいのところだ。

　こんな時、アスナならきっと俺などが思いもよらない方法で世界の正体を判別してのけるんだろうなあ、と考え、短く嘆たん息そくする。あるいは彼女なら、くよくよいつまでも座り込んでいないで、とっとと行動に出ているのかもしれない。

　再び襲ってきた心細さに、俺は小さく唇くちびるを嚙かみ締しめた。

　アスナに連絡を取れないというだけで、こんなにも途と方ほうに暮れている自分に少々驚きもするし、そうだろうな、と納得する部分もある。この二年というもの、ほとんど全ての意思決定を彼女との対話を通して行ってきたのだ。今では、アスナの思考回路なしでは、俺の脳は半分のコアが動かないＣＰＵのようなものだ。

　主観ではつい昨日、エギルの店で彼女と何時間もお喋しやべりに興じたというのに。こんなことなら、ラースやＳＴＬの話なんかしないで、現実世界と超精密な仮想世界の見分け方でもディスカッションしておくべきだった──……

「あっ……」

　俺おれは思わず腰を浮かせた。周囲の音が急速に遠ざかる。

　何ということだ、今までそれを思い出さなかったとはまったくどうかしている。

　俺は知っていたはずじゃないか。既き存ぞんのフルダイブマシンを遥はるかに超える、超現実とでも言うべきクオリティのＶＲワールドを生成できるテクノロジーを。ということは、つまりこの世界こそ……。

「ソウル・トランスレーターの中……？　ここが、アンダーワールドなのか……？」

　呟つぶやいた声に応えるものはいなかったが、俺はそれをほとんど意識もせずに呆ぼう然ぜんと周囲を見回した。

　本物としか思えない節くれだった古木の森。揺ゆれる草むら。舞い飛ぶ蝶ちよう。

「これが……俺のフラクトライトに書き込まれた人工の夢、だってのか……」

　ベンチャー企業《ラース》でのアルバイト初日に、俺は研究員兼オペレータの比ひ嘉がタケル氏から、ＳＴＬの大おお雑ざつ把ぱな仕組みとそれが生成する世界のリアルさについて説明、というか自じ慢まんされた。

　その後のテストダイブで、彼の言葉がまったく大げさでないことを嫌いやというほど思い知らされたのだが──しかしあの時俺が見たのは、あくまで部屋ひとつだけだった。置かれた机や椅い子す、小物類は確かに本物と見分けがつかなかったものの、空間自体は到とう底てい《世界》とは呼べないサイズだったのだ。

　しかし今、俺を取り囲む森の広さは、恐おそらく現実置ち換かんで何キロメートルという単位だ。いや、木々の彼方かなたにうっすらと浮かぶ山脈の稜りよう線せんが本物なら、この空間は何十、何百キロのレベルで広がっていることになる。

　既存の技術で同じものを作ろうと思えば、ネット上の全ストレージをかき集めても収まらないデータ量になってしまうだろう。それこそ、まったく新しいテクノロジー……たとえばＳＴＬによる《ニーモニック・ビジュアル》ででもなければ実現不可能な光景なのだが、よもやこれほどまでの代しろ物ものだとは、俺はまったく想像もしていなかった。

　そして、ここがＳＴＬの作り出す仮想世界《アンダーワールド》であるという推測が正しければ、それを内部から何らかのアクションによって確かめるのはほとんど不可能だ。

　なぜなら、存在するあらゆるオブジェクト、いや物体は全て俺の意識レベルに於おいては本物と変わりない。周囲の草を何本ちぎっても、俺は現実世界でそうした時と全く同じ情報を意識──フラクトライトに与えられるのであり、それが仮想の存在であると判断することは原理的にできないのだ、絶対に。

　こりゃあ、ＳＴＬ実用化の暁あかつきには、仮想世界がそうとわかるようなマーカーが絶対に必要だな……と思いながら、俺おれはよいしょと立ち上がった。

　まだ完全な確証を得られたわけではないが、ここはアンダーワールドなのだと考えていいだろう。つまり現実世界の俺はいま、港区六本木にあるラース開発室でＳＴＬ実験機に横たわり、時給二千円のアルバイト中なのだ。

「いや、でも……ヘンだな……？」

　ほっとしたのも束の間、再び首を捻ひねる。

　オペレータの比ひ嘉がは確か、テスト本番ではデータの汚お染せんを避さけるため、ダイブ中は現実世界の桐きりヶが谷や和かず人ととしての記き憶おくはブロックされると言っていたはずだ。しかし現在、俺が思い出せないのは昨日アスナを送っていった所から翌日ラースでＳＴＬに入るまでのほんの一日分だけで、ブロックと言うにはほど遠い。

　それに──そうだ、確か俺は、間近に迫せまった期末テストの勉強をするために当分ラースでのバイトはしないと決めたのではなかったか。決心をグラつかせるには充分な時給額ではあるが、自分がアスナとの約束をあっさり一日で破るようなヤツだったとは思いたくない。

　以上の状じよう況きようから、これがＳＴＬによるテストダイブなのだとしても、何らかの問題が起きているのは間違いなさそうだ。俺は、梢こずえの間から覗のぞく青空を見上げながら、大声で叫んだ。

「比嘉さん、モニタしてるなら、ダイブをいったん中止してくれ！　問題が発生してるみたいだ！」

　たっぷり十秒以上、そのまま待った。

　しかし、うららかな日ひ差ざしの下に無数の葉が揺れ、眠そうに蝶ちようが羽ばたき続ける光景には、何の変化も訪れない。

「……う……もしかして、これは……」

　不意に、とある可能性に思い至り、俺は低く呻うめいた。

　もしかしたら、この状況そのものが、俺も納得ずくの実験──なのだろうか？

　つまり、自分のいる場所が現実世界なのか仮想世界なのか確信できない人間はいったいどのような行動を取るのか、というデータを採取するために、ダイブ直前の記憶をブロックして、身一つでＳＴＬの作る超リアルな異世界に放り込む。

　仮にそうだとしたら、そんな底意地の悪い実験に軽々しく同意した俺の頭を、思い切り小こ突づいてやりたい気分だ。自分なら的確かつ俊しゆん敏びんな行動によって容た易やすく脱出してのけるはず、などと思っていたのなら浅はかとしか言いようがない。

　俺は、右手の指を折りながら、現状を説明するに足るいくつかの可能性を、適当極まるパーセンテージつきで列挙した。

「ええと……ここが現実世界のどこかである可能性が、三パーセント。従来型ＶＲワールドである可能性、七パーセント。合意によるＳＴＬテストダイブである可能性、二十パーセント。ダイブ中の突発的事故である可能性、六十九・九九九九パーセント……ってとこか……」

　心の中で、ホンモノの異世界に迷い込んだ可能性〇・〇〇〇一パーセント、と付け加える。これ以上は、なけなしの知恵を絞しぼっても無む駄だだろう。ある程度の確信を得るためには、危険を冒おかして他の人間もしくはゲームプレイヤーもしくはテストダイバーに接せつ触しよくするしかない。

　行動を起こすべき時だった。

　まずは、そろそろ我が慢まんしきれなくなってきた喉のどの乾かわきを潤うるおしたい。俺おれは草地の真ん中に立ったまま、ぐるりと体を一回転させた。せせらぎの音がかすかに届いてくる方向は、太陽の位置からして恐おそらく東だ。

　移動を始める前に、右手で背中を探ってみたが、もちろんそこには剣はおろか棒きれの一本も存在しない。心細さを蹴けり飛とばす勢いで右足を大きく踏み出すと、ほんの十歩足らずで草地は終わってしまう。まるで自然の門柱のようにそびえる二本の古木を通り抜け、薄暗い森の奥へと歩を進める。

　びろうどのような苔に分厚く覆おおわれた森の底は、妖あやしくも神しん秘ぴ的てきな空間だった。遥はるか高みで生おい茂しげる木の葉が陽光をほとんど遮さえぎってしまい、地表まで届くのは金色の細い帯でしかない。草地に舞っていた小さな蝶ちようたちに変わって、トンボのような蛾がのような奇き妙みような羽虫が音もなく宙を滑すべり、時折どこからともなく正体不明の鳴き声が届いてくる。とても現実世界の地球とは思えない光景だ。

　頼むから、敵対的な大型獣とかモンスターとか出てくるのはナシにしてくれよ、と念じつつ十五分ほども歩いただろうか。行く手にたっぷりと降り注ぐ日差しの行列が現れ、俺は少なからずほっとした。もうかなり明めい瞭りようになりつつある水音からして、この先に川が流れているのは間違いなさそうだ。からからの喉に急き立てられ、自然と足が速まる。

　鬱うつ蒼そうとした森から飛び出すと、幅三メートルほどの草むらを隔へだてて、陽光を銀色に跳はね返かえす水面が目に入った。

「み、みずー」

　情けなく呻うめきながら最後の距離をよろよろと踏とう破はし、柔やわらかい下草に覆われた川かわ縁べりへと身を投げ出す。

「うおっ……」

　途と端たん、腹ばいの体勢で、俺は思わず声を上げた。

　何という美しい流れだろうか。川幅はそれほど広くないが、ゆるやかに蛇だ行こうする水流は見事なまでの透とう明めい度どだ。純じゆん粋すいな無色に一いつ滴てきだけ青の絵の具を垂らしたような、清せい澄ちよう極まる渓けい水すいを通して、川底の白砂がくっきりと見える。

　つい数秒前までは、ここが現実世界である可能性がわずかでも残されている以上、生水を飲むのは危険かもしれないと思っていた。のだが、水すい晶しようを溶とかしたかの如ごときこの流れを見れば、誘ゆう惑わくに抗こうしきれず右手を川面に突っ込むしかない。切れそうなその冷たさに思わず奇き声せいを上げながら、すくい取った液体を口に流し込む。

　甘かん露ろ、とはこのことだろう。一切の不純物を感じさせず、それでいてほのかに甘く爽さわやかな味の水は、二度とコンビニ売りのミネラルウォーターに金を払う気がなくなるほどの美う味まさだった。両手で立て続けに何度も掬すくい、最後には水面に口をつけて、ひたすらに貪むさぼる。

　まさに命の水と言うべき味わいに陶とう然ぜんとなりながらも、俺おれは心の片かた隅すみで、ここが従来型フルダイブマシンの作る仮想世界である可能性を完全に排はい除じよした。

　なぜなら、従来機──たとえばアミュスフィアで、液体を完かん璧ぺきに生成するのは不可能なのである。ポリゴンというのは、有限個の座標を平面で繫つないだオブジェクトであって、ランダムかつ複雑に変形する水を再現するのには向いていない。しかし今、俺の両手の中で揺ゆれ、こぼれ、流れ落ちる水の有様に不自然さは皆かい無むだ。

　ついでに、ここが本物の現実世界だという可能性も放り捨ててしまいたい──と思いながら俺はようやく上体を起こし、改めてあたりを見回した。こんな綺き麗れいな川や、対岸にもずっと続いている幻想的な森や、色いろ鮮あざやかで奇き妙みような小動物たちが、地球のどこかに実在するとはとても思えない。だいたい、自然なんてものは、人の手が触ふれなければ触れないほど人にとって過酷な環かん境きようになるのではないのだろうか？　こんな軽装でうろついているのに、いまだ一回も虫に刺されていないのはどういうわけだ？

　──などと考えていると、ＳＴＬが毒虫の大群を召しよう還かんしてしまいそうな気がしたので、俺は雑念を振り払って再度立ち上がった。ここが現実世界である可能性を一パーセントに下方修正してから、さて、と左右を見回す。

　川は、緩ゆるやかなカーブを描きつつ北から南へと流れているようだった。どちらの方向とも、その先は巨きよ樹じゆの群に吞み込まれ、見通すことはできない。しかし、水の綺麗さと冷たさ、川幅からして、かなり水源が近いような気がする。となれば、人家なり街なりがもし存在するなら下流のほうが可能性が高そうだ。

　ボートでもあればラクだったろうになあ、と思いつつ、下流方向へと足を踏み出そうとした──、その時だった。

　わずかに向きを変えた微風が、俺の耳に奇き妙みような音を運んできた。

　硬かたく、巨大な何かを、より硬いもので打うち据すえた、そんな音だった。一回ではない。およそ四秒に一度、規則正しいペースで聞こえてくる。

　鳥ちよう獣じゆうや自然物が発生源とは思えなかった。九分九厘、人の手によるものだ。何となく、誰だれかが森の木を切っている音のようにも感じる。接近することに危険はあるだろうか、と一いつ瞬しゆん考えてから小さく苦笑する。ここは奪うばい合あい殺し合いが推すい奨しようされるＭＭＯＲＰＧ世界ではない。他の人間と接せつ触しよくし情報を得るのが、現在の最優先オプションだ。

　俺は体を半回転させ、乾かわいた音が響ひびいてくる、川の上流に向き直った。

　ふと、不思議な光景が見えたような気がした。

　右手にさざめく川面。左手に鬱うつ蒼そうと深い森。正面にはどこまでも伸びる緑の道。

　そこを、横一列に並んで、三人の子供が歩いていく。黒い髪の男の子と、亜あ麻ま色いろの髪の男の子に挟はさまれて、麦むぎわら帽ぼう子しを被かぶった女の子の長い金髪がまぶしく揺れる。夏の夕陽をいっぱいに受けて、金色の輝かがやきを惜おしげもなく振りまく。

　これは──記き憶おく……？

　遠い遠い、もう二度と戻れない日々。永遠に続くと信じ、それを守るためならなんでもすると誓い、しかし日なたに落ちた氷のように、あっけなく消え去ってしまった──

　あの懐なつかしい日々。
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　瞬まばたきをひとつする間に、幻まぼろしの光景は訪れた時と同じように唐とう突とつに消しよう滅めつした。

　今のはいったい何だったのだろう。幻は消えたが、溢あふれ出でた郷きよう愁しゆうとでも言うべき感覚はいまだ去らず、胸の真ん中が締しめ付つけられるように痛い。

　幼い頃の記き憶おく──。川べりを歩く子供たちの後姿を見た時、強くそう感じた。右みぎ端はしを歩いていた黒髪の少年、あれは俺おれだと。

　しかしそんなはずはないのだ。俺が物心つくころからずっと暮らしている埼玉県川かわ越ごえ市しにはこんな深い森や綺き麗れいな小川はないし、金髪の女の子や亜あ麻ま色いろの髪の男の子と友達だったことも一度もない。それ以前に、三人の子供たちは皆、今の俺と同じくファンタジー風の衣服を身につけていた。

　ここがＳＴＬの中なら、いまの幻は、先週末に行った連続ダイブ試験の記憶なのか？　そんなふうにも思ったが、ＳＴＬのフラクトライト加速機能を考えても、俺が内部で過ごしたのはせいぜい十日のはずだ。しかし今なお胸を疼うずかせるこの郷愁が、そんな短期間で作られたとはとても考えられない。

　いよいよもって、事態は不可解な方向へと突き進みつつあるようだった。俺は本当に俺なのか、という疑いに再度取り付かれおそるおそる傍かたわらの川面を覗のぞき込んだが、うねる流れに映し出された顔は絶えず歪んで判別できない。

　ちくちくと残る痛みの余よ韻いんを、これもひとまずは忘れることにして、俺おれは変わらず聞こえている連続音に耳を澄すませた。改めて聴きくと、この音にも懐なつかしさを感じる気がするが、先に直感したとおり木こりの音なのかどうかはまだ解らない。軽くかぶりを振り、川の上流目指して再び歩き始める。

　ひたすら両足を動かし続け、美しい風景を楽しむ余よ裕ゆうをどうにか取り戻せた頃ころ、俺は針路が左にずれつつあるのを意識した。どうやら音源はこの小川沿いではなく、左側の森に少し分け入った場所らしい。

　指折り数えてみると、不思議な音は常時鳴なり響ひびいているわけではなかった。きっかり五十回続くとおよそ三分途と切ぎれ、再開するとまた五十回続くのだ。いよいよ、人間が作り出しているとしか思えない。

　三分間の無音時間はだいたいの見当で歩き、音が再開すると針路を微修正して、俺はひたすら歩いた。すでに川辺を離れ、森の中へと戻っている。再会した奇き妙みようなトンボや青いトカゲや巨大なキノコたちの間を無言で進む。

「……四十九、……五十」

　いつしか小声で数えていた音がきっちり五十回で止まると同時に、前方の木立の隙すき間まが明るくなってきていることに俺は気付いた。森の出口か、ことによると村があったりするのかもしれない。足早に光の差すほうへと進む。

　階段状に盛り上がった木の根をよじ登り、古樹の幹の陰かげから顔を出した俺の眼に飛び込んだのは──途と轍てつもない、としか言えない光景だった。

　森が終わっているのでも、村があるわけでもなかった。しかし失望を感じる暇ひまもなく、俺は口をぽかんと開けてそれに見入った。

　森の中にぽっかり開いた円形の空き地。先刻俺が目を覚ました草地よりも遥はるかに広い。差し渡しは三十メートルほどもあるだろう。地面はやはり金緑色の苔こけに覆おおわれているが、これまで歩いてきた森と違うのは、羊し歯だやつる草、背の低い灌かん木ぼくの類がまったく存在しないことだ。

　そして、空き地の真ん中に、俺の視線を釘くぎ付づけにしたものがそびえ立っていた。

　なんという、巨大な樹だろうか！

　幹の直径は目算でも四メートル以下ということはない。この森でこれまで見た樹木の全てがごつごつと幹を波打たせた広葉樹だったのに対して、目の前の巨樹は垂直に伸び上がる針葉樹だ。その皮はほとんど黒に近いほど濃い色で、見上げればはるか上空で幾重にも枝を広げている。写真や映像で見た屋や久く島しまの縄じよう文もん杉すぎやアメリカのセコイア杉も巨大だったが、この樹の持つ圧倒的な存在感は、もはや自然界の樹木とは思えない、帝王の風格とでも言うべきものすら放っているように感じられた。

　梢などまったく見通せない巨樹の上部から、再び視線を根元へと戻していく。大だい蛇じやのようにのたうつ根に注目すると、それは四方に網あみ目めのごとく広がり、俺おれが立つ森との境界線ぎりぎりまで達している。むしろ、この樹が地力を余さず吸収してしまうため、苔こけ以外の植物が一切育つことができず、結果として大きな空間が森に開いたというようにも思える。

　俺は、帝王の庭に侵入することに多少の気後れを覚えたが、巨樹の幹に触ふれてみたいという誘惑に抗えず足を踏み出した。苔の下でうねる根に何度か足を取られながら、それでも頭上を見上げるのを止められないまま、ゆっくり前進する。

　何度目かの感かん嘆たんの溜ため息いきを漏もらしながら、巨樹の幹へと近づいた俺は、いつしか周囲への警けい戒かいなどまったく忘れ去っていた。ゆえに、気付くのがずいぶん遅れた。

「────!?」

　ふと正面に戻した視線が、幹のむこうから顔を出した誰だれかの瞳ひとみとまっすぐぶつかって、俺は息を吞んだ。びくっと体を弾ませながら半歩あとずさり、腰を落とす。あやうく右手を背中に持っていきかけるが、もちろんそこに剣などない。

　しかし幸い、この世界で初めて出会う人間は、敵意はおろか警戒心すら抱いだいていないかのように、ただ不思議そうに首を傾かしげていた。

　同年代──十七、八くらいの少年と見えた。柔やわらかそうなアッシュブラウンの髪は、わずかに波打っている。服装は俺と同じく生成りの短衣とズボン。巨樹の根をベンチ代わりに腰掛け、右手に何か丸いものを持っているようだ。

　不思議なのは、その容よう貌ぼうだった。肌はだはクリーム色だが、西洋人とは言い切れず、かと言って東洋人でもない。線の細めな、優しげな目鼻立ちで、瞳の色は濃いグリーンに見える。

　彼の顔を見た途と端たん、頭の……または魂たましいの奥深いところがちりっと疼うずいた。しかしその感覚は捕つかまえようとした途端に消え去ってしまう。もどかしさを無理やり忘れ去り、俺はひとまず、こちらにも敵意のないことを宣言しようと口を開いた。──のだが、何を喋しやべったものか、それ以前に何語を使えばいいのか、さっぱり見当がつかない。間抜け面で口をぱくぱくさせていると、少年のほうが先に言葉を発した。

「君は誰？　どこから来たの？」

　ほんの、ほんの少しだけ異質なイントネーションがあるものの──それは、完かん璧ぺきなる日本語だった。

　俺は、漆しつ黒こくの巨樹を見た時と同じくらいの衝しよう撃げきを受け、しばし放心した。この、どう見ても日本ではない異世界で我が母語を聴きくことを、なぜか予想していなかったのだ。中世西欧風の衣服を身に着けたエキゾチックな少年の口から聞き慣れた言語が流れるさまは、まるで吹き替えの洋画の中に飛び込んでしまったかのような非現実感を俺にもたらした。

　だが、呆ほおけている場合ではない。ここが思案のしどころだ。俺は、近頃錆さびつき気味だった脳味噌を必死に回転させた。

　この世界がＳＴＬの作り出す仮想世界、つまり《アンダーワールド》なのだと仮定すると、目の前の少年は、①ダイブ中のテストプレイヤーであり、俺おれと同じように現実世界の記き憶おくを保持している、②テストプレイヤーだが記憶の制限を受けていて、この世界の住人になりきっている、③プログラムが動かしているＮＰＣである、のいずれかだと推測できる。

　一番なら話は早い。俺の置かれている異常状況を説明し、ログアウトする方法を教えてもらえばいい。

　しかし二番、あるいは三番の場合はそう簡単にはいかない。アンダーワールドの住民としてのみ行動している人間またはＮＰＣに向かって、いきなりソウル・トランスレーターの異常だのログアウト方法だのと彼にとっては意味不明であろう単語をまくし立てれば、激しい警戒心を惹じやつ起きしてしまいその後の情報収集の妨さまたげとなりかねないのだ。

　よって俺は、安全そうな単語のみ選んで会話を交わし、少年のポジションを見極める必要があるのだった。掌てのひらに浮かぶ冷や汗をこっそりズボンで拭ぬぐいつつ、笑顔らしきものを浮かべながら口を開く。

「ええと……俺の名前は……」

　そこで一いつ瞬しゆん口くち籠ごもる。果たしてこの世界では、和風と洋風どちらの名前が一般的なのだろう。どっちとも取れる響ひびきであることを祈いのりつつ、名乗る。

「──キリト。あっちのほうから来たんだけど、ちょっと、道に迷ってしまって……」

　背後、恐おそらく南の方角を指差しながらそう言うと、少年は驚いたように眼を丸くした。右手に持っていた丸い物を傍からわらに置いてから身軽な動作で立ち上がり、俺と同じ方向を指差す。

「あっちって……森の南？　ザッカリアの街から来たのかい？」

「い、いや、そうじゃないんだ」

　早速の窮地に顔が引きつりそうになるのを、どうにか我が慢まんする。

「それが、その……俺も、自分がどこから来たかよく判らないんだ……。気付いたら、森の中に倒れてて……」

　おや、ＳＴＬの異常かな？　ちょっと待ってくれ、オペレータに連絡するから。──という返答を心の底から期待したが、少年は再度驚きよう愕がくの表情を見せながら、俺の顔をまじまじと眺めて言った。

「ええっ……どこから来たか判らないって……今まで住んでた町とかも……？」

「あ、ああ……憶おぼえてない。判るのは、名前だけで……」

「……驚いたなあ……。《ベクタの迷子》か、話には聞いていたけど……本当に見るのは初めてだよ」

「べ、べくたのまいご……？」

「あれ、君の故郷じゃそう言わないの？　ある日突とつ然ぜんいなくなったり、逆に森や野原に突然現われる人を、僕の村じゃそう呼ぶんだよ。闇やみの神ベクタが、悪戯いたずらで人間をさらって、生まれの記き憶おくを引っこ抜いてすごく遠い土地に放り出すんだ。僕の村でも、ずーっと昔、お婆ばあさんがひとり消えたんだって」

「へ、へえ……。じゃあ、俺おれもそうなのかもしれないな……」

　雲行きが怪あやしいぞ、と考えながら俺はうなずいた。眼前の少年が、いわゆるロールプレイをしているテストプレイヤーであるとはどうにも思えなくなってきたからだ。追い詰められた気分になり、やや危険な言葉を口にしてしまう。

「それで……どうにも困ってるんで、一度ここを出たいんだ。でも、方法が判らなくて……」

　これでこちらの状じよう況きようを悟さとってくれ、と必死に祈ったが、少年は同情するような光を緑色の瞳ひとみに浮かべ、頷うなずきながら言った。

「うん、この森は深いからね、道を知らなきゃ迷って当然だよ。でも大だい丈じよう夫ぶ、ここからは北に抜ける道があるから」

「い、いや、その……」

　ええいままよ、と核心的な単語をぶつけてみる。

「……ログアウトしたいんだ」

　一いち縷るの望みを賭かけたひと言に、少年は大きく首を傾かしげ、訊きき返かえした。

「ろぐ……なんだって？　今、何て言ったんだい？」

　これで確定、と見てよさそうだった。

　彼は、テストプレイヤーにせよＮＰＣにせよ完全にここの住人であって、《仮想世界》などという概がい念ねんは持っていないのだ。俺は失望を顔に出さないよう気をつけながら、どうにか誤ご魔ま化かすべく言い足した。

「ご、ごめん、土地の言い回しが出ちゃったみたいだ。ええと……どこかの村か街で、泊まれる場所を見つけたい、っていう意味なんだ」

　我ながら苦しすぎる、と思ったが少年は感心したように頷いた。

「へえ……。初めて聞くなあ、そんな言葉。黒い髪もこのへんじゃ珍しいし……もしかしたら南方の生まれなのかも知れないね」

「そ、そうかもしれない」

　強こわ張ばった笑いを浮かべると、少年もニコッと邪じや気きのない笑顔を見せ、次いで気の毒そうに眉まゆをひそめた。

「うーん、泊まれるところか。僕の村はこのすぐ北だけど、旅人なんてまったく来ないから、宿屋がないんだよ。でも……事情を話せば、もしかしたら教会のシスター・アザリヤが助けてくれるかもしれないな」

「そ……そうか、よかった」

　その言葉は本心だった。村があるなら、そこにはもしかしたらラースのスタッフがダイブしているか、あるいは外部からモニターしている可能性もある。

「それじゃあ、俺おれは村に行ってみるよ。ここからまっすぐ北でいいの？」

　視線を動かすと、確かに俺が歩いてきた方向とほぼ反対側に、細い道が伸びているのが見えた。しかし、足を踏み出すより早く、少年が左手で制する仕草をした。

「あ、ちょっと待って。村には衛えい士しがいるから、いきなり君がひとりで入っていったら説明するのが大変かもしれない。僕が一いつ緒しよに行って、事情を説明してあげるよ」

「それは助かるな、ありがとう」

　俺は笑顔で礼を言い、同時に内心で、どうやら君はＮＰＣじゃないなと呟つぶやいた。プリセットされたレスポンスしかできない擬ぎ似じ人格プログラムにしてはあまりにも受け答えが自然すぎるし、俺に積極的に関わろうとする行動もＮＰＣらしくない。

　六本木にあるラース開発室か、あるいはベイエリアのどこかにあるという本社のどちらからダイブしているのか判らないが、目の前の少年を動かすフラクトライトの持ち主はかなり親切な性格なのだろう。無事に脱だつ出しゆつできた暁あかつきには、きちんと礼を言うべきかもしれない。

　などと考えていると、少年が再び顔を曇くもらせた。

「ああ……でも、すぐには無理かな……。まだ仕事があるから……」

「仕事？」

「うん。今は昼休みなんだ」

　ちらりと動いた瞳ひとみの先を見ると、少年の足元の布包みから、丸いパンらしき固まりがふたつ覗のぞいていた。最初に彼が持っていた物はこれだろう。その他には革の水すい筒とうがひとつあるだけで、昼ご飯だとするとかなり簡素なメニューだ。

「あ、食事の邪じや魔まをしちゃったのか」

　俺が首を縮めると、少年ははにかむように笑った。

「仕事が終わるまで待っててくれれば、一緒に教会まで行ってシスター・アザリヤに君を泊めてくれるよう頼んであげられるけど……まだあと四時間くらいかかるんだ」

　一刻も早く少年の村まで移動し、この状じよう況きようを説明できる人物を探したいのはやまやまだが、また薄はく氷ひようを渡るような会話を繰り返すのは勘かん弁べんという気持ちのほうが大きかった。四時間というのは短くないが、ＳＴＬの意識加速機能を考えれば現実では一時間と数十分くらいしか経過しないはずだ。

　それに、なぜだか解らないが、もう少しこの親切な少年と会話してみたいという気分もあった。俺はこくりと頷うなずきながら言った。

「大だい丈じよう夫ぶ、待ってるよ。済まないけど、よろしく頼む」

　すると、少年は先ほどよりも大きな笑顔を浮かべ、頷き返した。

「そうか、じゃあ、しばらくそのへんに座ってて。あ……まだ、僕の名前を言ってなかったね」

　右手をぐっと差し出し、少年は続けた。




「僕はユージオ。よろしく、キリト君」
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　華きや奢しやな見た目よりもずいぶんと力強い手を握にぎり返かえしながら、俺おれは少年の名前を何度か口中で転がした。記き憶おくにはないし、何語とも取れない響ひびきだが、しかしなぜかしっくりと舌に馴な染じむ気がする。

　ユージオと名乗る少年は、手をほどくと再び巨樹の根元に座り込み、布包みから取り出した丸パンの片方を俺に差し出した。

「い、いいよそんな」

　慌あわてて手を振ったが、引っ込める様子はない。

「キリト君だってお腹空いてるんじゃないの？　何も食べてないんでしょ」

　言われた途と端たん、俺は強烈な空腹感を意識して思わず胃のあたりを押さえてしまった。川の水は美う味まかったが、腹持ちがいいとはとても言えない。

「いや、でも……」

　尚なおも遠えん慮りよしていると、手にぐいっとパンを押し付けられてしまい、俺はやむなく受け取った。少年──ユージオは微笑ほほえみ、肩をすくめる。

「いいんだ。あげておいてこう言うのもなんだけど、僕、あんまり好きじゃないんだこれ」

「……じゃあ、ありがたく頂くよ。ほんとは腹減って倒れそうなんだ」

　そうだと思った、と笑うユージオの正面の木の根に腰を下ろし、ひとこと言い添える。

「それと、キリトでいいよ」

「そう？　じゃあ、僕もユージオって呼んで……あ、ちょっと待った」

　ユージオは左手を持ち上げ、早速丸パンを口に運ぼうとした俺おれを制した。

「……？」

「いや、長持ちするしか取り得のないパンなんだけど、まあ一応ね」

　言うと、ユージオは左手を動かし、右手に持った自分のパンにかざした。人差し指と中指だけをぴったり揃そろえて伸ばし、他の指は握にぎり込む。そのままの形で、空中にアルファベットのＳとＣを組み合わせたような軌き跡せきを描く。

　啞あ然ぜんと見つめる俺の目の前で、二本の指が軽くパンを叩たたくと、金属が震しん動どうするような不思議な音とともに、薄うす紫むらさき色いろに発光する半透明の矩く形けいが出現した。幅十五センチ、高さ八センチといったところか。遠眼にも、その四角形には慣れ親しんだアルファベットとアラビア数字がシンプルなフォントで表示されているのが見て取れる。これは──間違いなく、いわゆる《ステータス・ウインドウ》だ。

　俺は口をあんぐりと開いたまま、脳内で呟つぶやいた。

　──確定だ。ここは現実でも、本物の異世界でもなく、仮想世界だ。

　その認識が腹の底に落ち着くと同時に、安あん堵どの余りかすうっと体が軽くなるのを意識した。九十九パーセントまで確信していたとは言え、やはり明白な証しよう拠こがないという不安が、全身にまとわりついていたのだろう。

　相変わらずダイブの経けい緯いは不明のままだが、ともかく慣れ親しんだ仮想世界にいることの確証を得て、少しばかり状じよう況きようを楽しむ余よ裕ゆうが出てきたように思えた。とりあえず俺もウインドウを呼び出してみようと、左手の指二本をまっすぐ伸ばす。

　見よう見み真ま似ねでＳとＣの形をなぞってから、おそるおそるパンを叩くと、はたして鈴の音に似た効果音が鳴なり響ひびき、紫色の窓が浮かび上がった。顔を近づけ、食い入るように眺ながめる。

　表示された文字列は非常にシンプルなものだった。【Ｄｕｒａｂｉｌｉｔｙデユラビリテイ：７】とそれだけだ。このパンに設定されている耐久値なのだろうことは容易に想像できる。これがゼロになった時、いったいパンはどうなるんだろうと思いつつ数字を凝ぎよう視ししていると、正面のユージオが訝いぶかしそうに言った。

「ねえ、キリト。まさか、《ステイシアの窓》の神聖術を見るのまで初めてだなんて言わないよね？」

　顔を上げると、ユージオは窓が消えたパン片手に首を傾かしげている。慌あわてて、そんなバカなというような笑顔を作る。当てずっぽうで窓の表面を左手で触ふれると光の粒つぶを散らして消え去り、内心で少しばかりほっとする。

　ユージオは幸い、それ以上疑う様子もなく頷うなずいた。

「まだ《天てん命めい》はたっぷりあるから、急いで食べなくてもいいよ。これが夏だと、とてもこんなに残ってないけどね」

　恐おそらく、彼の言う《天命》とは数値で示されたアイテムの耐久力で、それを表示するステータス・ウインドウが《ステイシアの窓》なのだろう。ウインドウを呼び出すアクション・コマンドを神聖術という言葉で表現した所を見ると、ユージオはこれをシステム上の機能ではなく、何らかの宗教、あるいは魔ま術じゆつ的てき現象と認識しているようだ。

　まだまだ考えるべきことは多そうだったが、とりあえず棚たな上あげして、目先の食欲を満たすことにする。

「じゃあ、いただきます」

　言うやいなや大口を開けてかぶりついた俺おれは、パンの硬かたさに思わず眼を白黒させた。しかしまさか吐き出すわけにもいかず、力任せに嚙かみ千ち切ぎる。仮想世界とは思えないほどリアルな、歯がぐらつきそうな感覚に図らずも感かん嘆たんさせられる。

　妹の直すぐ葉はがよく買ってくる全粒粉パンに似ているが、更さらに硬くどっしりしている。必要以上の歯応えがあるものの、嚙んでいるとそれなりに素そ朴ぼくな味わいで、腹が減っていた俺は懸けん命めいに顎あごを動かした。バターを塗ぬってチーズでも挟はさめば……いや少なくとも焼きたてならもっと美う味まいだろうに、などと恩知らずなことを考えていると、同じように顔をしかめてパンに嚙み付いていたユージオが苦笑混じりに言った。

「おいしくないでしょ、これ」

　俺は慌あわてて首を横に振る。

「そ、そんなことないって」

「無理しなくてもいいよ。出がけに村のパン屋で買ってくるんだけど、朝が早いから前の日の残り物しか売ってくれないんだ。昼に、ここから村まで戻るような時間もないしね……」

「へえ……。じゃあ、家から弁当を持ってくればいいんじゃ……」

　俺が何気なく発した言葉に、ユージオはパンを持ったまま眼を伏ふせた。無ぶ遠えん慮りよすぎることを口走ったかと首を縮めるが、幸い彼はすぐに顔を上げると、小さく笑った。

「ずーっと昔はね……昼休みに、お弁当を持ってきてくれる人がいたんだけどね。今は、もう……」

　グリーンの瞳ひとみに揺れる、深い喪そう失しつ感かんを湛たたえた光に、俺は一いつ瞬しゆんこの世界が作り物であることを忘れて身を乗り出した。

「その人は、どうしたんだ……？」

　訊きくと、ユージオは遥か頭上の梢を見上げながらしばらく黙だまっていたが、やがてゆっくり唇くちびるを動かした。

「……幼おさな馴な染じみだったんだ。同い年の、女の子で……小さい頃は、朝から夕方までいつも一いつ緒しよに遊んでた。天てん職しよくを与えられてからも、毎日お弁当を持ってきてくれて……。でも、六年前……僕が十一の夏に、村に整せい合ごう騎き士しがやってきて……央都に、連れていかれちゃったんだ……」

　セイゴウキシ。オウト。

　正体不明の単語だったが、それぞれある種の秩序維持者とこの世界の都のことだろうと見当をつけ、黙ったまま先を促うながす。

「僕の……せいなんだ。安息日に、二人で北の洞どう窟くつを探検しに出かけて……帰り道を間違えて、果ての山脈を向こう側に抜けちゃったんだ。知ってるだろ？　禁きん忌き目もく録ろくに、決して足を踏み入れることならず、って書いてあるあの闇やみの国だよ。僕は洞窟から出なかったんだけど、彼女はつまずいて、外の地面に掌てのひらを突いてしまって……。でも、たったそれだけのことで整合騎士が村にやってきて、みんなの前で彼女を鎖くさりで縛しばり上あげた……」

　ユージオの右手の中で、食べかけのパンがぐしゃりと潰つぶれた。

「……助けようとしたんだ。僕も一いつ緒しよに摑つかまってもいいから、騎士に斧おので打ちかかろうと……でも、手も、足も、動かなかった。僕はただ、あの子が連れていかれるのを、黙って見てた……」

　表情を失った顔でユージオはしばらく空を見上げつづけていたが、やがてその唇くちびるにかすかな自じ嘲ちようの色が浮かんだ。ひしゃげたパンを口に放り込み、俯うつむいてもぐもぐと嚙かみつづける。

　俺おれは何と声をかけていいか判らず、同じようにもう一口パンを嚙かみ千ち切ぎり、それを一生懸命咀そ嚼しやくしながら考えた。

　ステータス窓が存在するからには、ここは現実的テクノロジーによって作られた仮想世界で、誰だれかが何らかの実験を行っているものと思われる。しかしだとすれば、なぜそんな《イベント》が起きてしまうのか。パンを吞のみ込んでから、躊躇ためらいつつ訊たずねる。

「……その子がどうなったか、知ってるのか……？」

　ユージオは眼を伏ふせたまま小さくかぶりを振った。

「整合騎士は、審しん問もんののち処しよ刑けいする、って言ってた……。でも、どんな刑に処せられたのか、ぜんぜん判らないんだ。一度、お父さんのガスフト村長に聞いてみたんだけど……死んだものと思えって……。──でもね、キリト、僕は信じてるよ。きっと生きてるって」

　一拍置いて。

「アリスは、央都のどこかで、必ず生きてる……」

　その名を聞いた瞬しゆん間かん、俺は鋭するどく息を吸い込んでいた。

　再び、頭の芯しんに不思議な感覚が走る。焦しよう燥そう感かん。寂せき寥りよう感かん。そして何より、魂たましいを揺さぶらんばかりの懐なつかしさ──。

　錯さつ覚かくだ。自分にそう言い聞かせ、衝しよう撃げきが去るのを待つ。俺がユージオの幼おさな馴な染じみ、つまりこの世界の住人の《アリス》と個人的な関わりを持っている理由はない。きっと、一般名詞としてのアリスに反応しているのだ。そう──昨日、ダイシー・カフェでアスナが教えてくれたではないか。ＳＴＬの開発企業《ラース》、そして仮想世界《アンダーワールド》、それらの名前は小説『不思議の国のアリス』から取ったものではないか、と。

　二つの名前の一いつ致ちは驚くべき偶然ではあるが、そこに恐おそらく意味はあるまい。それよりも、ユージオの言葉に含まれていたもう一つの情報のほうに注目するべきだ。

　先ほど彼は、六年前に十一歳だったと言った。つまり彼はいま十七歳で、しかもどうやら、そのあまりに長大な──俺おれが生きてきた年月とほぼ同じだけの時間を全て記き憶おくしているらしい口ぶりだ。

　だがそんな事は有り得ない。フラクトライト加速ＦＬＡ機能による三倍の加速を考えても、この世界で十七年という時間をシミュレートする間に、現実世界では六年もの年月が過ぎ去っているということになる。しかし、ＳＴＬの実験機がロールアウトしてから、まだたった三ヶ月程度しか経っていないはずだ。

　これをどう考えればいいのだろうか。

　ここは俺の知るＳＴＬではなく、未知のフルダイブマシンの中で、しかもそれは最長で十七年もの昔から稼か動どうしていた。あるいは、俺の聞かされていたＦＬＡ機能の三倍速という限界が誤りであり、実は最低でも三十倍以上の加速を実現している。どちらも、おいそれと信じられない話だ。

　胸の奥おくで、不安感と好奇心が急速に膨ふくれ上あがる。今すぐログアウトし、外部の人間に事情を聞きたいと思う反面、内部に留まって可能な限り疑問を追い続けてみたいという気もする。

　パンの最後のひとかけらを吞のみ込こんでから、俺はおそるおそるユージオに訊たずねた。

「なら……探しに行ってみたらどうなんだ？　その、央都に」

　言ってから、すぐにしまったと思う。その言葉は、ユージオから予想外の反応を引き出したのだ。

　亜あ麻ま色いろの髪の少年は、たっぷり数秒間もぽかんと俺の顔を眺ながめていたが、やがて信じられない、というように囁ささやいた。

「……このルーリッドの村は、ノーランガルス北帝国の更さらに北の端にあるんだよ。南の端にある央都までは、早馬を使っても一週間もかかるんだ。歩きだと、一番近いザッカリアの街までだって二日。安息日の夜明けに出たって辿たどり着つけないよ」

「なら……ちゃんとした旅の用意をしていけば……」

「あのねえキリト。君だって僕と同じくらいの歳なんだから、住んでた村では天職を与えられてたんでしょ？　天職を放り出して旅に出るなんてこと、できるわけないじゃないか」

「……そ、それもそうだな」

　俺は頭をかきかき頷うなずきながら、注意深くユージオの様子を観察した。

　この少年が、単純なＮＰＣでないことは最も早はや明らかだ。豊かな表情や、自然そのものの受け答えは本物の人間としか思えない。

　しかし同時に、どうやら彼の行動は、現実世界の法律以上の効力をもつ絶対の規範によって縛しばられているように思える。そう、まるでＶＲＭＭＯ内のＮＰＣが、決められた移動範囲内からは絶対に逸いつ脱だつしないが如ごとく。

　ユージオは、《禁きん忌き目もく録ろく》というものによって制限されているエリアに侵しん入にゆうしなかったので自分は逮捕されなかった、と言った。その目録とやらがつまり彼を縛る絶対規範で、恐おそらくはフラクトライトそのものを直接規制しているのではないだろうか。ユージオの天職、いや職業が何なのかは知らないが、生まれたときから一いつ緒しよだった女の子の生死以上に大切な仕事というのはなかなか想像できない。

　そのへんのことを確かめてみようと、俺おれは言葉を選びつつ、水すい筒とうを口につけているユージオに訊たずねた。

「ええと、ユージオの村には、禁忌……目録を破って央都に連れていかれた人が、アリスさんの他にもいるの？」

　ユージオは再び両眼を丸くし、口くち許もとを拭ぬぐいながら大きく首を左右に振った。

「まさか。ルーリッドの三百年の歴史の中で、整せい合ごう騎き士しが来たのは六年前の一回きりだ、ってガリッタ爺じいさんが言ってた」

　言葉を切ると同時に、革の水筒をひょいっと放ってくる。受け取り、礼を言ってからコルクっぽい何かでできている栓せんを抜く。口をつけると、冷えてはいないがレモンとハーブを混ぜたようなさわやかな芳ほう香こうのある液体が流れ込んできた。三口ばかり飲み、ユージオに返す。

　何食わぬ顔で口を拭ぬぐいつつも、俺の胸中では何度目かの驚きよう愕がくの嵐あらしが吹き荒れていた。

　────三百年だって!?

　そういう《状じよう況きよう設定》ではなく、あまりに長大な年月を実際にシミュレートしているなら、ＦＬＡ機能は数百倍……ことによると一千倍にも達する加速を実現していなければならない。となると、もし先週末に行った連続ダイブテスト中もその倍率が適用されていたならば、俺は実際のところ内部でどれほどの時間を過ごしたのだろうか。今いま更さらのようにぞっとすると同時に、二の腕に軽く鳥とり肌はだが立ったが、その生理反応のリアルさに感かん嘆たんする余よ裕ゆうすらもない。

　情報を得れば得るほど、逆に謎なぞは深まっていくようだった。ユージオは果たして人間なのかプログラムなのか、そしてこの世界はいったい何を目的として作られたものなのか──。

　これ以上のことは、ルーリッドという名前らしいユージオの村に行って、他の人間に接触してみないと解りそうもなかった。そこで、事情を知るラースの人間に会えるといいけど……と思いながら、俺はどうにか笑みらしき表情を作り、ユージオに言った。

「ごちそうさま。悪かったな、昼飯を半分取っちゃって」

「いや、気にしないで。あのパンにはもう飽あき飽あきしてたんだ」

　彼のほうは至極自然な笑顔で答えると、手早く弁当の包みをまとめる。

「じゃあ、悪いけどしばらく待っててね。午後の仕事を済ませちゃうから」

　そう言いながら身軽な動作で立ち上がるユージオに向かって、俺おれは訊たずねた。

「そういえば、ユージオの仕事……天職っていうのは、何なの？」

「ああ……そこからじゃ見えないよね」

　ユージオはまた笑うと、俺に手招きをした。首を捻ひねりつつ立ち上がり、彼の後について巨樹の幹をぐるりと回る。

　そして、先刻とは別種の驚きに打たれて、口をあんぐりと開けた。

　巨大な杉の樹の、闇やみ夜よのように黒い幹が、直径の二割強──約一メートルの深さにまで切り込まれている。内部の木質も石炭を思わせる黒で、密に詰まった年輪に沿って金属のような光沢を放っているのが見て取れた。

　視線を動かすと、切り込みのすぐ下に、一本の斧おのが立て掛けてあった。戦せん闘とう用ようではないのだろうシンプルな形状の片かた刃ばだが、やや大ぶりの斧刃も、長めの柄つかも灰白色の同じ素材で作られているのが特徴的だ。マット仕上げのステンレススチールのような、不思議な光こう沢たくを持つそれをまじまじと凝ぎよう視しすると、どうやら全体がひとつの塊かたまりから削けずり出だされた一体構造となっているらしい。

　柄の部分にだけ黒光りする革が巻かれたその斧を、ユージオは右手でひょいっと肩に担いだ。幹に刻まれた、幅一メートル半ほどの切り込みの左端まで移動すると、足を開いて腰を落とし、斧をしっかりと両手で握にぎり締しめる。

　細目と見えた体がぐうっとしなり、大きく後ろに引かれた斧は、一いつ瞬しゆんの溜ために続いて鋭するどく空気を裂さいた。重そうな刃が見事切り込みの中央に命中し、カァン！　と澄すんだ金属音を高々と響ひびかせる。間違いなく、これこそが俺をこの場所まで導いた不思議な音の正体だ。木こりの音、という俺の根拠なき直感は正しかったわけだ。

　美しいとさえ言える身のこなしに感かん嘆たんしながら眺ながめる俺の前で、ユージオは機械以上の正確さでペースと軌き道どうを保ったまま斧打ちを繰り返した。テイクバックに二秒、溜めに一秒、スイングに一秒。一連の動作は、まるで、この世界にもソードスキルがあるのかと思いたくなるような滑なめらかさだ。

　四秒に一度のペースできっちり五十回、計二百秒間にわたって斧打ちを続けたユージオは、最後の一いち撃げきをゆっくりと深い切り込みから引き抜くと、ふうっと長い息をついた。道具を幹に立てかけ、どさりと傍かたわらの根っ子の上に座り込む。額に汗の珠を光らせながらはぁはぁと荒あらい呼吸を繰り返しているところを見ると、この斧打ちは俺が考えているよりはるかに重労働であるらしい。

　俺は、ユージオの呼吸が整うのを待って、短く話し掛けた。

「ユージオの仕事……じゃない、天職は《樵きこり》なのか？　この森で木を切ってるの？」

　短衣のポケットから取り出したハンカチで顔を拭ぬぐいながら、ユージオは軽く首を傾かたむけ、少し考えた末に答えた。

「うーん、まあ、そう言っていいかもしれないね。でも、天職に就ついてからの七年間で、切り倒した木は一本もないけどね」

「ええ？」

「このでかい木の名前は、神聖語で《ギガスシダー》って言うんだ。でも村の人は大たい抵てい、悪あく魔まの樹って呼んでる」

　……神聖語？　ギガ……スシダー？

　首を捻ひねる俺おれに、ある種の諦てい念ねんが滲にじむ微笑ほほえみを向けながら、ユージオははるか頭上の梢こずえをまっすぐ指差した。

「そんなふうに呼ばれる理由は、この樹が周りの土地から、テラリアの恵みをみんな吸い取っちゃうからなんだ。だから、この樹の枝の下にはこんなふうに苔こけしか生えないし、影かげが届く範囲の樹はどれもあまり高くならない」

　テラリア、というのが何かは不明だが、この巨樹と空き地を見たときの第一印象はあながち間違っていなかったようだ。俺は、先を促うながすようにこくこくと頷うなずいてみせる。

「村の大人たちは、この森を拓ひらいて麦畑を広げたいと思ってるんだ。でも、ここにこの樹が立ってる限り、いい麦は実らない。だから切り倒してしまいたいんだけど、さすがに悪魔の樹と言われるだけあって、恐おそろしく硬かたいんだよ。普通の、鉄の斧おのじゃあ一発で刃はこぼれして使い物にならなくなっちゃう。そこでこの、古代竜の骨から削り出した《竜りゆう骨こつの斧》を、大変なお金を遣つかって央都から取り寄せて、専任の《刻み手》に毎日叩たたかせることにしたのさ。それが僕」

　事もなげにそう語るユージオの顔と、巨樹に四分の一ほど刻まれた切り目を、俺は半なかば呆ぼう然ぜんとしながら交互に眺ながめた。

「……じゃあ、ユージオは七年間、毎日ずーっとこの樹を切ってるのか？　七年やって、ようやくこれだけ？」

　今度はユージオが眼を丸くし、呆あきれたように首を振る番だった。

「まさか。たった七年でこんなに刻めるもんなら、僕ももう少しやり甲が斐いがあるんだけどね。いいかい、僕は七代目の刻み手なんだ。ルーリッドの村がこの土地にできてから三百年、代々の刻み手が毎日叩いてやっとここまで来たんだよ。たぶん、僕がお爺じいさんになって、八代目に斧を譲ゆずるときまでに刻み進められるのは……」

　ユージオは両手で二十センチくらいの隙すき間まをつくってみせた。

「これくらいかな」

　俺はもう、ふすーっと細長く息を吐はき出だすことしかできなかった。

　ファンタジー系のＭＭＯでは、細工師クラフトマンや鉱夫マイナーといった生産職はひたすら地道な作業に耐えるものと相場が決まっているが、一生かけて一本の樹すら切り倒せないというのは常じよう軌きを逸いつしている。ここが創られた世界である以上、この樹も誰かが何らかの意図のもとに配置したのだろうが、それが何なのか、俺にはさっぱり見当がつかない。

　──が、それはそれとして、むずむずと背中を這はうものがある。

　俺おれは、三分間の休きゆ憩けいを経て腰を上げ、再び斧おのを手に取ろうとしたユージオに向かって、半なかば衝しよう動どう的てきに声をかけた。

「なあ、ユージオ……ちょっと俺にもやらせてくれない？」

「ええ？」

「ほら、弁当を半分貰もらっちゃったからさ。仕事も半分手伝うのが筋だろう？」

　まるで、仕事を手伝おうと言われたのが生まれて初めてであるかのように──実際そうなのかもしれないが──ユージオはぽかんと口を開けていたが、やがてためらいがちに答えた。

「うん……まあ、天職を誰だれかに手伝ってもらっちゃいけないなんて掟おきてはないけど……でも、案外難しいんだよ、これ。僕も始めたばっかりの頃は、まともに当てることさえできなかったんだから」

「やってみなきゃ判らないだろ？」

　俺はニッと笑って見せながら、右手を突き出した。ユージオが尚なおも不安そうな顔で差し出す《竜りゆう骨こつの斧》の柄つかを、ぐっと握にぎる。

　斧は、骨製というイメージを裏切り、ずしりとした重みを右手に伝えた。慌あわてて革が巻かれたグリップを両手で握り、小さく振ってバランスを確かめる。

　ＳＡＯ、そしてＡＬＯの二世界を通して斧を主装備メインアームにしたことは一度もないが、動かない的に当てるくらいはできるだろう、と俺は考えた。深い切り込みの左に立ち、ユージオの姿勢を真ま似ねて両足を広げて軽く腰を落とす。

　いまだ気がかりそうな、しかし同時にどこか面白がるような顔のユージオが充分離れていることを確認してから、俺は肩の高さにまで斧を振り上げた。歯を食くい縛しばり、両腕にありったけの力を込めて、ギガスシダーとやらの幹に刻まれた切り目の中心めがけて叩たたき付つける。

　がぎ、と鈍するどい音を響ひびかせて斧刃が命中したのは、刻み目の中心から五センチも離れた場所だった。オレンジ色の火花が散り、両手を猛もう烈れつなキックバックが襲おそう。たまらず斧を取り落とし、骨の髄ずいまで痺しびれた両手首を足で挟はさみ込こんで、俺は呻うめいた。

「い、いててて」

　無ぶ様ざま、としか形容できない一いち撃げきを見て、ユージオがあははは……と愉ゆ快かいそうに笑った。俺が恨うらみがましい視線を向けると、ごめん、というように右手を立てつつ、尚も笑い続ける。

「……そんなに笑わなくても……」

「ははは……いや、ごめん、ごめん。肩にも腰にも力が入りすぎだよ、キリト。もっと全身の力を抜いて……うーん、何て言うかなあ……」

　もどかしそうに両手で斧を振る動作を繰り返すユージオを見ながら、俺は遅まきながら己おのれの過あやまちに気付いた。この世界では恐おそらく、厳密な物理法則や筋肉の収縮がシミュレートされているわけではない。ＳＴＬが作り出すリアルな夢なのだから、一番大切なのはイメージ力なのだ、きっと。

　ようやく痺しびれの取れた手で、足元から斧おのを拾い上げる。

「見てろよ、今度こそ命中させるからな……」

　ぶつぶつ言ってから、今度は可能な限り力みを抜いて構えた。体全体の動きを意識に留めながら、ゆっくり、大きな動作でテイクバック。ＳＡＯ時代に散々使った水平斬ざん撃げき系けいソードスキル、《ホリゾンタル》のモーションを思い描きつつ、体重移動によって生じるエネルギーを腰、肩の回転モーメントに乗せ、手首から斧の刃にまで届けて、それを樹にぶつける──。

　今度は、切り目そのものから遠く離れた樹皮を叩たたいてしまい、がいん、とこれまた醜みにくい音を立てて斧が跳はね返かえった。一回目のように手が痺れ上がるようなことはなかったが、自分の動きにばかり意識が行って、照準がおろそかだったらしい。これはまたユージオが笑うな、と思いながら振り返ると、少年は意外にも真顔のままでコメントした。

「お……キリト、今のはけっこういいよ。でも、途と中ちゆうから斧を見てたのがよくなかったな。視線は切り込みの真ん中から動かさないで。忘れないうちにもう一度！」

「う、うん」

　次の一撃もお粗そ末まつなものだった。しかしその後も、あれこれユージオの指導を受けながら斧を振りつづけ、何十回目だか忘れた頃、ようやく斧が高く澄すんだ金属音とともに切り込みの真ん中に命中し、ごくごく小さな黒い切片が飛び散った。

　それを機にユージオと交替し、彼の見事な斧打ちを五十回眺ながめる。また斧を受け取り、ひいひい言いながら俺おれも五十回振り回す。

　何度繰り返しただろうか、気付くと太陽はすっかり傾かたむき、空き地に差し込む光は仄ほのかなオレンジ色を帯びていた。大きな水筒から俺が最後の一口を飲み干すと同時に、ユージオが斧を振り終え、言った。

「よし……これで千回、と」

「あれ、もうそんなにやったのか」

「うん。僕が五百回、キリトが五百回さ。午前と併あわせて一日二千回ギガスシダーを叩く、それが僕の天職なんだ」

「二千回……」

　俺は改めて、漆しつ黒こくの巨きよ樹じゆに刻まれた大きな切り目を眺めた。どう見ても、最初と比べてそれが深くなっているとは思えない。何という報われない仕事なのか、と愕がく然ぜんとしていると、背後でユージオの朗らかな声が響ひびいた。

「やあ、キリトは筋がいいよ。最後のほうは、五十回のうち二、三回はいい音させてたしね。おかげで僕も今日はずいぶん楽だったよ」

「いや……でも、ユージオが一人でやればもっと早く終わっただろうな。悪かったな、手伝うつもりが足引っ張っちゃって……」

　恐きよう縮しゆくしつつそう謝ると、ユージオは笑いながら首を横に振った。

「この樹は僕が一生かかっても倒せないって言ったろ。何せ、一日がかりで刻んだ深さの半分を、こいつは夜の間に埋め戻しちゃうんだからさ……。そうだ、いいものを見せてあげるよ。ほんとは、あんまり開いちゃいけないんだけど」

　言いながら、巨樹に近づくと、左手を掲げた。二本の指で例の印を切ると、黒い樹皮をぽんと叩く。

　なるほど、この樹にも耐久力が設定してあるのか、と思いながら俺おれは駆かけ寄よった。鈴のような音とともに浮かび上がってきたステータス・ウインドウ、いや《ステイシアの窓》を、ユージオと一いつ緒しよに覗のぞき込こむ。

「うえ……」

　そして、思わず呻うめいた。窓に表示された数字は、23万２千いくつ、という途と方ほうもないものだったからだ。

「うーん、先月見た時から50くらいしか減ってないな……」

　ユージオも、さすがにうんざりしたような声で言った。

「つまりさ、キリト……僕が丸一年斧おのを振っても、ギガスシダーの天命はたったの６００しか減らせないってことだよ。引退するまでに、残り20万を切れるかどうか、ってとこだね。これで解ったろ……たった半日、仕事が少しばかりはかどらなくても、そんなのぜんぜん大したことじゃないんだ。何せ相手はただの樹じゃない、《巨神の大杉》なんだから」

　その台詞せりふを聞いた途と端たん、俺はギガスシダーという名称の由来を悟さとった。これはラテン語と英語の合成だ。ギガで切るのではなく、Ｇｉｇａｓ　Ｃｅｄａｒ……巨人の杉。

　つまり、眼前に立つ少年は、日本語を母語として流りゆう暢ちように操る一方で、英語その他は《神聖語》という呪じゆ文もん的てきくくりに入れているわけだ。ならば恐おそらく、彼は自分が喋しやべっているのを日本語だとは認識しているまい。アンダーワールド語……いや、ノーランガルス帝国語か？　しかし待てよ、彼はさっきパンを《パン》と言ったぞ。パンてのは確か英語じゃなくて……ポルトガル語？　スペイン語？

　脱だつ線せんしまくる思考を抱かかえてうんうん唸っていると、いつの間にか荷物をまとめたユージオが言った。

「キリト、お待たせ。村に帰ろう」




　その後、竜りゆう骨こつの斧を肩に乗せ、空になった水すい筒とうをぶらさげて村へと戻るあいだも、ユージオは快活に色々な話を聴きかせてくれた。彼の前任者であるガリッタという名前の老人が、いかに斧打ちの名人であるかということや、村の同年代の少年たちはユージオの天職を楽なものだと考えていて、彼には少々不満であるということ、それらの話に相あい槌づちを打ちながら、俺は相変わらずひとつのことを全力で考えていた。

　それはつまり、この世界はいったい何を目的として想像され、運用されているのか、という疑問だ。

　ＳＴＬが用いる《ニーモニック・ビジュアル》テクノロジーのチェックならば、それはもう完かん璧ぺきな形で達成されている。この世界が、最も早はや現実と見分けがつかないレベルにまで至っていることは、俺おれはすでに嫌いやというほど体感した。

　にもかかわらず、この世界はもう内部時間にして、最小で三百年ものシミュレートを行っており、恐おそろしいことに、あの巨大な樹──ギガスシダーの耐久値とユージオの仕事量からすると、更さらに千年近くも運用が続けられると考えられるのだ。

　フラクトライト加速機能の上限倍率がどれほどの数字に達しているのかは知らないが、記き憶おくを封印され、この世界にダイブしている人間は、へたをするとまるまる一生分の時間を過ごすことにもなりかねない。確かに、現実世界の肉体には何の危険も及およばず、ダイブ終了時点で記憶をブロックされるなら、本人にとっては単なるおぼろげな《長い夢》なのかもしれないが──しかし、その夢を経験している魂たましい、フラクトライトにとってはどうなのだ？　人の意識を作るという光量子の集合体には、寿じゆ命みようはないのだろうか？

　どう考えても、この世界で行われていることは余りにも無理、無茶、無む謀ぼうだ。

　それほどの危険を冒おかしてでも、達成するべき目的がある──ということか。それは、ダイシー・カフェでシノンが言ったように、単なるリアルな仮想空間の生成などという、アミュスフィアでも実現可能なことではないのだろう。現実世界に匹ひつ敵てきするレベルの仮想世界に於おいて、無限とも言いたくなるような時間を費やして、はじめて達成できる《何か》──。

　ふと顔を上げると、細い道の先で森が途切れ、オレンジ色の光が広がっているのが見えた。

　出口から間近い道ばたに、物置小屋と見える建物がぽつんと建っていた。ユージオはそこに歩み寄って、無む造ぞう作さに戸を開けた。背後から覗のぞき込こむと、中には普ふ通つうの鉄てつ斧ぷが幾いくつかと、鉈なたのような小さな刃物、ロープやらバケツといった道具類と、中身の解らない細長い革包みなどが雑多に詰め込まれている。

　それらの間にユージオは《竜りゆう骨こつの斧おの》を立てかけ、ばたんと戸を閉めた。そのまま振り向き、道に戻ろうとするので、俺は慌あわてて言った。

「え、鍵かぎとかかけなくていいのか？　大事な斧なんだろ？」

　するとユージオも驚いたように眼を丸くした。

「鍵？　なんで？」

「なんで、って……盗まれたりとか……」

　そこまで口にしてから、俺はようやく悟さとった。泥どろ棒ぼうなんて居ないのだ。なぜなら、きっと《禁きん忌き目もく録ろく》とやらに、盗みを働くべからずというような一節が書いてあるのだろうから。

　言葉を中断した俺に、ユージオは真顔で予想どおりの答えを返してきた。

「そんなこと、あるわけないよ。この小屋を開けていいのは僕だけなんだから」

　そうだよな、と頷きかけたところで、ひとつの疑問が浮かぶ。

「あれ、でも……ユージオは、村に衛えい士しがいるって言ったよな？　盗とう賊ぞくが来たりしないなら、なんでそんな職業があるんだ？」

「決まってるじゃないか。闇やみの軍勢から村を守るためだよ」

「闇の……軍勢……」

「ほら、見えるだろう、あそこ」

　ユージオが右手を上げると同時に、俺おれたちはちょうど最後の樹の下を通り抜けた。

　眼前は、一面の麦畑だった。まだ若く、膨ふくらみ始めてさえいない青い穂ほ先さきが風に揺れている。傾かたむきはじめた太陽の光がいっぱいに降り注ぎ、まるで海のようだ。道は、畑のあいだを蛇だ行こうしながら伸び、そのずっと先に小高い丘おかが見えた。周囲を木こ立だちに囲まれたその丘をよくよく見ると、砂すな粒つぶのように小さな建物がいくつも密集し、中央には一ひと際きわ高い塔があった。どうやらあそこが、ユージオの暮らすルーリッドの村らしい。

　そして、ユージオが指差しているのは、村のさらに向こう──遥はるか彼方かなたにうっすらと連なる純白の山脈だった。鋸のこぎりのように険けん峻しゆんな稜りよう線せんが、視線の届くかぎり左から右へと続いている。

「あれが、《果ての山脈》。あの向こう側に、ソルスの光も届かない闇の国があるんだ。空は昼でも黒雲に覆おおわれていて、天の光は血のように赤かった。地面も、樹も、炭みたいに黒くて……」

　遠い過去を思い出しているのだろう、ユージオの声がかすかに震ふるえた。

「……闇の国には、ゴブリンとかオークみたいな呪のろわれた亜あ人じんや、いろいろな恐おそろしい怪物……それに、黒い竜りゆうに乗った暗黒騎士たちが住んでる。もちろん、山脈を守る整せい合ごう騎き士しがそいつらの侵しん入にゆうを防いでるけど、ごくたまに地下の洞どう窟くつを抜けて忍び込んでくる奴やつがいるらしい。僕は見たことはないけどね。それに、公こう理り教きよう会かいの言い伝えによれば……千年に一度、ソルスの光が弱まった時、暗黒騎士に率いられた闇の軍勢が、山脈を越えて一いつ斉せいに攻せめてくるんだって。その大おお戦いくさでは、村の衛えい士したちや、少し大きい街の衛兵隊、それに央都の帝国軍までが整合騎士に率いられて怪かい物ぶつたちと戦うんだ」

　そこで訝いぶかしそうに首を傾げ、ユージオは俺に訊たずねた。

「……村じゃ、どんな小さい子供でも知ってる話だよ。キリトはそんなことも忘れちゃったのかい？」

「う……うん、聞いたことはあるような気がするけど……ちょっと、細部が違うかな」

　ひやひやしながらそう誤ご魔ま化かすと、ユージオは表情を疑うことなど知らないような笑顔に変え、頷いた。

「そうか……。もしかしたらキリトは本当に、このノーランガルス以外の三帝国のどこかから来たのかもしれないね」

「そ、そうかもな」

　相づちを打ってから、危険な話題を切り替えるべく、かなり近づきつつある丘おかを指差す。

「あれがルーリッドの村だよな。ユージオの家はどのへんなの？」

「正面に見えるのが南門で、僕の家は西門の近くだから、ここからは見えないなあ」

「ふうん。てっぺんの塔とうがその、シスター……アザリヤさんの教会？」

「うん、そうだよ」

　眼を凝こらすと、細長い塔の先せん端たんには、十字と円を組み合わせたようなシンボルが見て取れた。

「なんか……思ったより、立派な建物だな。ほんとに、俺おれみたいなのを泊めてくれるかな？」

「平気さ。シスター・アザリヤはいい人だから」

　不安ではあったが、そのアザリヤさんがユージオと同様に性善説を体現したようなパーソナリティならば、常識的な受け答えをしていれば問題は起きないだろう。もっとも、この世界の常識というやつが、今の俺にはぽっかりと欠けつ如じよしているわけだが。

　理想的には、そのシスターがラースの常じよう駐ちゆうオブザーバーであれば話が早い。しかし恐おそらく、世界の観察を目的としているスタッフが、村長だのシスターといった重要な役どころを受け持ちはしないだろう。ごく平へい凡ぼんな村人のひとりに扮している可能性が高いが、どうにかして探し出さねばならない。

　それも、この小さな村に観察者オブザーバーを置いていればの話だけどな……と気を揉もみながら、俺は狭い水路に架かかる苔こけむした石橋をユージオと一いつ緒しよに渡り、《ルーリッドの村》に足を踏み入れた。
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「はいこれ、枕まくらと毛布。寒かったら奥おくの戸と棚だなにもっと入ってるわ。朝のお祈いのりが六時で、食事は七時よ。一応見にくるけど、なるべく自分で起きてね。消灯したら外出は禁止だから、気をつけて」

　言葉の奔ほん流りゆうとともにドサドサ渡される簡素な枕と毛織物らしき上掛けを、俺は伸ばした両手で受け止めた。

　ベッドに腰掛ける俺の目の前に立つのは、年のころ十二ほどと見える少女だ。白い襟えりのついた黒の修道服を身に付け、明るい茶色の髪を長く背中に垂らしている。くりくりとよく動く同色の瞳ひとみは、シスターの前でかしこまっていた時とは別人のようだ。

　セルカという名のこの少女は、教会に住み込みで神聖術の勉強をしているシスター見習なのだそうだ。同じく教会で暮らす数人の少年少女たちの監督役でもあるというそんな立場のせいか、ずっと年長の俺に対してもまるで姉か母親のような口の利きぶりで、思わず微笑ほほえんでしまいそうになるのをどうにか堪こらえる。

「えーと、あと他に解らないことある？」

「いいや、大だい丈じよう夫ぶ。いろいろありがとう」

　礼を言うと、セルカはほんの一いつ瞬しゆんだけ表情を緩ゆるめ、すぐ鹿しか爪つめらしい顔に戻って頷うなずいた。

「じゃあ、お休みなさい。──ランプの消し方は解るわね？」

「……ああ。お休み、セルカ」

　もう一度こくんと頷き、セルカは少し大きい修道服の裾すそを揺らしながら部屋を出ていった。小さな足音が遠ざかるまで待って、俺おれはふう、と深い息をついた。

　宛あてがわれたのは、普ふ段だんは使っていないという教会二階の部屋だ。およそ六畳ほどのスペースに、鋳ちゆう鉄てつ製せいのベッドひとつ、揃そろいのテーブルと椅い子す、小さな書しよ架かとその横に戸と棚だなが設しつらえてある。膝ひざに乗せたままだった毛布と枕まくらをシーツの上に移動させ、俺は両手を頭の下で組みながらごろりとベッドに転がった。頭上のランプの炎が、じじ、と音を立ててかすかに揺れた。

「いったい、こりゃあ……」

　どうなってんだ。という言葉を吞のみ込こみながら、村に入ってから現在までの出来事を脳内で逐ちく一いち再生してみる。

　俺を連れて村に入ったユージオは、まず門のすぐ隣となりにあった衛えい士しの詰つめ所しよに向かった。中にいたのは、ユージオと同い年だというジンクという若者で、当初こそ俺を胡う散さん臭くさそうな眼で見ていたものの、《ベクタの迷子》だという説明を拍ひよう子し抜ぬけするほどアッサリと受け入れて俺が村に入るのを許した。

　もっとも、ユージオが事情を話している間、俺の視線は衛士ジンクが腰に下げていた簡素な長剣に釘くぎ付づけで、声は右から左に抜けていたのだが。いささか古ぼけたその剣をちょっと借りて、この世界でも俺が──正しくは仮想の剣士キリトが身に付けた技が有効に機能するかどうか試してみたくて仕方なかったが、その衝しよう動どうはどうにか抑おさえた。

　詰め所を出た俺とユージオは、メインストリートを控ひかえめな奇き異いの視線を浴びつつ歩いた。それは誰だれだ、と訊たずねる村人が少なからずいて、そのたびにユージオが立ち止まって説明するので、小さな村の中央広場に辿り着くまでに三十分近くもかかったものだ。一度など、大きな籠かごを提げた老ろう婆ばが、俺を見て「なんてかわいそうに」と涙ぐみながら籠から取り出した林りん檎ご（のような果物）をくれようとするので軽い罪悪感を覚えすらした。

　村を構成するなだらかな丘おかの天辺に建つ教会に、やっとのことで到着したときには既に太陽がほぼ沈みかけていた。ノックに応えて現われた、厳格という単語を人型に具現化したとしか思えない風ふう貌ぼうの修道女が噂うわさのシスター・アザリヤで、俺は彼女を一目見て『小しよう公こう女じよ』に出てくるミンチン先生を連想してしまったために「こりゃあだめだ！」と内心呻うめいた。のだが、これまた予想に反してシスターはあっけなく俺を受け入れ、それどころか食事まで付けようと申し出たのだ。

　明朝の再会を約束してユージオとはその場で別れ、俺は教会へと招き入れられた。最年長のセルカ以下六人の子供たちに紹介され、静かながら和やかな食しよく卓たくを共にし（供きようせられた料理は揚あげた魚に茹ゆでたジャガイモ、野菜スープというものだった）、食後は恐おそれたとおり子供たちから質問攻めにあい、どうにかボロを出さずに躱かわしきったと思ったら三人の男の子たちと一いつ緒しよに風ふ呂ろに入れと言われ、それら多種多様の試練からようやく解放されてひとり客間のベッドに転がっている──というわけなのである。

　一日の疲れがずっしりと体にのし掛かり、瞼まぶたを閉じればすぐにも寝入ってしまいそうだったが、俺おれを襲おそう更なる混乱がそれを許そうとしなかった。

　いったい、これはどういうことなのだ。もう声に出さずにそう呟つぶやく。

　結論から言えば、いわゆるＮＰＣなど、この村にはただの一人もいない。

　最初に会った衛えい士しジンク以下、道ですれ違った多くの村人たちや林りん檎ごをくれた老ろう婆ば、厳しくも親切なシスター・アザリヤと見習いシスターのセルカ、親を亡くしたという六人の子供たち。その全員が、ユージオとまったく同じレベルのリアルな感情、自然な会話、精せい妙みような身体動作を実現している。簡単に言えば、皆が皆、本物の人間としか思えない。少なくとも、通常のＶＲＭＭＯに実装されている自動応答キャラクターなどでは決してない。

　──だが、そんなことは有り得ないのだ。

　ソウル・トランスレーターは現時点でラース六本木支部に一台、本社でロールアウト寸前のマシンがもう三台の、合計四台しか存在しない。開発者の比ひ嘉が自身が確かにそう言っていた。仮にそれから台数が一つ二つ増えていたとしても、この規模の村を丸ごと構成するほどの人間をダイブさせる数には到とう底てい足りないはずだ。歩きながら観察した限りでは、ルーリッドの村民は少なくとも三百人はいそうだし、あの巨きよ大だいなＳＴＬ実験機がそう容た易やすく増産できるとはとても思えない。だいたい、この世界に存在するらしい幾いくつもの村や街、そして噂うわさの《央都》に住む人間たちのことを考えれば、仮に莫ばく大だいな費用を投じてマシンを揃えることはできても、ダイブする数万人ものテストプレイヤーを秘ひ密みつ裏りに募つのることなど絶対に不可能ではないか。

「……それとも……」

　やはりユージオたちは本物の人間──記き憶おくを制限されたプレイヤーではない、ということなのだろうか？　常識を遥はるかに超えた、ほぼ完全の域に近づいた自動応答プログラム……？

　そう考えた俺の脳のう裏りに、《人工知能ＡＩ》という単語が瞬またたく。

　近年、主にパソコンやカーナビ、家電などの操作補助用途に、いわゆるＡＩは長足の進歩を遂げている。人間あるいは動物を模もしたキャラクターに向かって音声で命令や質問をすると、かなりの正確さで操作を実行したり、必要な情報を教えてくれるというものだ。その他にも、俺の馴な染じんだＶＲゲーム中のＮＰＣもＡＩの一種と言っていい。クエストやイベント中の情報提供が主たる任務だが、無目的に話し掛けてもある程度自然な受け答えを可能としているので、《ＮＰＣ萌もえ》を信条とする一派などは美少女タイプのそれに付きまとい、日がな一日話し掛けたりもする。

　だがもちろん、それらＡＩに真の知能が備わっているわけではない。要は、こう言われたらこう答える、という命令の集合体でしかないので、データベースに存在しない質問には適切な応答ができないのだ。その場合、大たい概がいのＮＰＣは穏おだやかな笑顔とともに首を傾かしげ、『質問の意味が解りません』という意味の台詞を口にする。

　だが、今日いちにち、ユージオが一度でもそんなことを言っただろうか？

　彼は、俺おれが無数に発した質問の全てに、《驚き》《途と惑まどい》《笑い》その他の自然な感情を交えながら適切極まりない答えを返した。ユージオだけではない、シスター・アザリヤも、セルカも、年少の子供たちもただの一度として『データがありません』などという顔は見せなかったのだ。

　俺が知る限り、従来型人工知能で最も高度なレベルに到とう達たつしているのは、旧ＳＡＯに於おいてメンタルケア用カウンセリング・プログラムとして開発され、今は俺とアスナの《娘》として存在するユイという名のＡＩだ。彼女は、二年間に亘わたって無数のプレイヤーの会話をモニターし続け、膨ぼう大だいかつ精せい妙みような応答データベースを構築した。彼女はいまや、《自動応答プログラム》と《真の知能》の境界例と言っていいほどの高みに達している。

　しかし、そんなユイですら完かん璧ぺきではない。彼女も時には、その単語はデータベースにありません、と首を傾げることがあるし、《怒っているふり》や《照てれ隠かくしの不ふ機き嫌げん》といった人間の微び妙みような感情は読み違ったりもする。会話のふとした一いつ瞬しゆんに、ほんのわずかながらも《ＡＩらしさ》が顔を出すのだ。

　ところがユージオやセルカたちにはそれがない。ルーリッドの村人全員が、プログラマーによって組まれた少年型、少女型、老ろう婆ば型、盛年型……のＡＩなのだとしたら、それはある意味ではＳＴＬすら遥はるかに上回るオーバー・テクノロジーだ。とうてい、実現可能なものだとは思えない……。

　そこまで考えを巡めぐらせたところで、俺は横たえていた体を起こし、床に下りた。

　ベッドの頭側の壁に、古めかしい鋳い物もののオイルランプが据え付けられ、揺れるオレンジ色の光とともにかすかな焦こげ臭くささを発していた。もちろん現実世界では本物に触さわったことなどないが、アルヴヘイムにある俺とアスナの部屋には似たようなランプがあるので、つい同じもののつもりで表面を指先でタップする。

　しかし操作窓はポップアップせず、そうかと思い出して、二本指でジェスチャーコマンドならぬ《ステイシアの印》を切る。続けてランプを叩たたくと、今度こそ紫むらさき色いろに光る窓が浮き出した。だがそこに表示されているのは、ランプ自体の耐久値だけで、点灯・消灯ボタンなど存在しない。

　まずい、セルカに安請け合いしておきながら消し方が解らないぞ……と焦あせりかけたところで、ようやくランプの底に小さなつまみを発見した。とりあえず時計回りに捻ひねってみると、きゅきゅっという金属音とともに灯とう芯しんが締しめつけられ、一条の煙を残して灯りが消えた。暗くら闇やみに包まれた室内に、カーテンの隙すき間まから月光が細長く落ちる。

　思わぬ高難度ミッションをどうにかクリアした俺は、ベッドに引き返すと、枕まくらを正しい位置に移して再び横になった。わずかな肌はだ寒ざむさを感じ、セルカがくれた厚手の毛布を肩まで引っ張り上げると、たちまち眠気が襲おそってくる。

　──彼らは、人間でもなく、ＡＩでもない。では、何なのか？

　俺おれの思考の片かた隅すみには、すでにひとつの答えが浮かびつつあった。だが、それを言葉にするのはどうにも恐おそろしかった。もし仮に、俺の考えていることが可能なのだとしたら──ラースという企業は、神の領域の遥はるか奥深くにまで手を突っ込んでいる。それに比べれば、ＳＴＬで人間の魂たましいを解読することなど、パンドラの箱を開けるための鍵かぎを指先でつつく程度に等しい。

　眠りに落ちながら、意識の底から響ひびいてくる己おのれの声に耳を傾かたける。

　脱出方法を探して右往左往している時ではない。央都に行くのだ。行って、この世界の存在理由を見極めるのだ……。




　からーん。

　どこか遠くで、鐘かねの音がひとつ聞こえたような気がした。

　夢心地にそう思った直後、肩口を遠えん慮りよがちに突付かれ、俺は毛布に深く潜せん行こうしつつモゴモゴ唸うなった。

「うー、あと十分……いや五分だけ……」

「だめよ、もう起きる時間よ」

「三分……さんぷんでいいから……」

　尚なおも肩をつんつんされているうちに、小さな違和感がまどろみを押おし退のけて浮上してくる。妹の直すぐ葉はなら、こんなまだるっこしい起こし方はしない。大声で喚わめきながら髪かみを引っ張る、鼻をつまむ等の乱らん暴ぼう狼ろう藉ぜきを働き、最終的には布団ふとんを引っぺがすという悪あつ鬼きの所業に及およぶ。

　ここでようやく、自分がいる場所が現実でもアルヴヘイムでもないのだということを思い出し、俺は毛布から顔を出した。薄く目を開けると、すでにきちんと修道服を身につけたセルカと眼が合う。シスター見習いの少女は、控ひかえめな呆あきれ顔がおで言った。

「もう五時半よ。子供たちはみんな起きて顔を洗ったわ。早くしないと、礼拝に間に合わないわよ」

「……はい、起きます……」

　暖かいベッドと平和な眠りの名残なごりを惜おしみながら上体を起こす。ぐるりと見回すと、そこは昨夜の記き憶おくにあるとおりの、ルーリッド教会二階の客間だった。もしくは、ソウル・トランスレーターの作り出した仮想世界アンダーワールドの内部、と言うべきか。俺の奇き妙みような体験は、どうやら一夜限りの儚はかない夢では終わらなかったようだ。

「夢だけど、夢じゃなかった、か」

「え、何？」

　思わずそんなフレーズを呟つぶやくと、セルカが怪け訝げんそうな顔になるので慌あわてて首を振る。

「な、なんでもない。着替えてすぐ行くよ、一階の礼拝堂でいいのかな？」

「そう。たとえあなたがお客様で、ベクタの迷子でも、教会で寝起きするからにはステイシア様にお祈いのりしなくちゃだめなんだからね。コップ一杯の水にも、それを与えてくれる神様に感謝しなさいって、シスターがいつも……」

　そのままだとお説教がどこまでも続きそうだったので、俺おれはそそくさとベッドから降りた。寝巻きとして貸し与えられた薄手のシャツを脱ごうと裾すそを持ち上げると、今度はセルカが慌あわて声を出した。

「あ、あと二十分くらいしかないからね、遅れちゃだめよ！　ちゃんと外の井戸で顔を洗ってくるのよ！」
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　ぱたぱたと床を横切り、素早くドアを開閉して外に消える。今の反応はやっぱりＮＰＣじゃないよな……と思いながらシャツを脱ぎ、椅い子すの背に掛けておいた《初期装備》の青いチュニックを手に取った。ふと気になって鼻先に近づけるが、汗の匂においはしないようだ。さすがに、匂いの元になる雑菌類までは再現していないのだろう。もしかしたら、汚れや綻びなどの劣化は全て《天てん命めい》という名の耐久度数値に統合してあるのかもしれない。

　そう考え、念のためにチュニックの《窓》を引き出してみると、耐久値は【44／45】となっていた。まだしばらくは大だい丈じよう夫ぶそうだが、この世界での滞たい在ざいが長引くならいずれ着替えは必要になるだろうし、そのための通貨を入手する方策も検討しなくてはならない。

　などと考えながら上下とも着替えを終え、俺おれは部屋を出た。

　階段を降り、炊すい事じ場ばの横にある裏口から外に出ると、見事な朝焼けが頭上に広がっていた。まだ六時前と言っていたが、そういえばこの世界の住民は時刻をどのようにして知っているのだろう。食堂にも、客間にも時計のようなものはなかったはずだ。

　首を捻ひねりながら、古めかしい石いし畳だたみの上を歩く。すぐに、これも石組みの井戸が見えた。子供たちが使った後らしく、周囲の草が濡ぬれている。蓋ふたを外し、つるべから下がった木製のバケツを落とすと、からからかぽーんと景気のいい音がした。ロープを引いて、バケツになみなみと汲くまれた透とう明めいな水を傍かたわらのタライに移す。

　手が切れるほど冷たい水でばしゃばしゃと顔を洗い、ついでにもう一杯汲くみ上あげてごくごく飲むと、ようやく眠気の残ざん滓しがきれいさっぱり吹き飛んでいった。昨夜はおそらく九時前には眠りについたので、こんな早起きをしてもたっぷり八時間以上は寝ているはずだ……とそこまで考えてから、しかし、と首を捻る。

　ここがアンダーワールドなら、おそらくＦＬＡ機能が今も動作しているはずだ。倍率が三倍なら実際の睡眠は三時間以下だし、まさかとは思うが昨日おぼろげに予想した、一千倍という恐おそるべき加速ならば八時間はわずか三十秒足らずでしかない。それっぽっちで、こんなにも頭がすっきりするものだろうか。

　まったく、わけの解らないことだらけだ。一刻も早くこの世界から脱出し、状じよう況きようを確かめなければ……と思う反面、昨夜眠る前にかすかに響ひびいた囁ささやき声ごえがまだ耳から離れない。

　俺が、キリト──桐きりヶが谷や和かず人との意識と記き憶おくを保ったままこの世界で目覚めたのは、イレギュラーな事故の結果にせよ何者かの意思によるものにせよ、果たすべき使命があるからではないのか？　俺は別に運命論者ではないが、しかし反面、全ての物事には何らかの意味があるのだ、と考えがちであることも否定できない。そうでなければ、ＳＡＯ事件で消しよう滅めつした多くの命は、いったい何のために……。

　ばしゃり、ともう一度顔に冷水を浴びせて、俺は思考を断ち切った。当面の行動方針は二つ。まずは、この村に、ログアウト方法を知っているはずのラースのスタッフがいるのか調べる。そして同時に、世界が存在する理由を知るために央都とやらに行く方法を探る。

　前者は、それほど難しいことではない気がする。ＦＬＡの倍率が未確定な状況でははっきりしたことは言えないが、少なくともラースの技術者が村人を装って暮らしているなら、何年、何十年もぶっ続けでダイブすることは不可能なはずだ。つまり、行商やら旅行といった理由でちょくちょく留守にする住民がいれば、そいつが観察者オブザーバーである可能性が高い。

　後者は──正直なところノーアイデアだ。ユージオは、央都まで馬で一週間かかると言っていた。歩きなら最短でもその三倍といったところだろうか。できれば馬でお願いしたいが、どうやって手に入れるのか見当もつかないし、旅に必要な装備も資金も何一つ持っていないし、そもそも今の俺にはこの世界の基本的な知識が欠けつ如じよしすぎている。ガイドをしてくれる人間が必要なのは明らかで、もっとも適任と思えるのはユージオだが、彼には一生かけても終わらない《天てん職しよく》があるときている。

　いっそ、俺おれも禁きん忌き目もく録ろくとやらに抵てい触しよくして、ナントカ騎士に逮たい捕ほされれば話は早いのだろうか。しかし、それで央都まで行けても恐おそらく牢ろう屋やに直行だろうし、何年も石運びの苦く役えきに耐えるような根性は持ち合わせていない。それ以前に、いきなり死し刑けい執しつ行こうという可能性すら有り得る。

　あとでユージオに、神聖術には鍵かぎ開あけや蘇そ生せいの呪じゆ文もんもあるのかどうか聞いておかないとな、などと考えていると、教会の裏口がばたんと開き、セルカが顔を出した。眼が合った途と端たんに、大声で叱しかられてしまう。

「キリト、いつまで顔洗ってるのよ！　礼拝が始まっちゃうわよ！」

「あ、ああ……ごめん、すぐ行く」

　俺は片手を上げると、井戸の蓋ふたとバケツ、タライを元に戻して早足で建物へ引き返した。




　厳かな礼拝と賑にぎやかな朝食が終わると、子供たちは掃そう除じや洗せん濯たくといった雑務に取り掛かり、セルカはシスター・アザリヤと一いつ緒しよに神聖術の勉強をすると言って書しよ斎さいへこもってしまった。食って寝るだけの居候の身に少々の罪悪感を覚えつつ、俺は教会正面の大扉から外へ出ると、すぐ前にある中央広場の真ん中でユージオを待った。

　数分と経たないうちに、消えかけた朝あさ靄もやの向こうから、見覚えのある亜あ麻ま色いろの髪かみが現われた。直後、背後の教会の鐘しよう楼ろうが、素そ朴ぼくかつ美しい旋せん律りつを高らかに響ひびかせた。

「ああ……なるほど」

　ユージオは、俺が開口一番そんなことを言ったので、驚いたように目をぱちくりさせた。

「おはよう、キリト。なるほどって、何が？」

「おはようユージオ。いや、その……一時間ごとに鳴る鐘かねの音が、毎回違う旋律なのに今ごろ気付いたんだ。つまりこの村の人は、あの鐘で時間を知ってるわけなんだな」

「もちろん、そうだよ。《ソルスの光のもとに》っていう賛美歌を、十二節に分けて鳴らしてるんだ。それと、半刻ごとにカーンとひとつ。残念ながらギガスシダーのところまでは音が届かないから、僕はソルスの高さで時間の見当をつけるしかないんだけどさ」

「なるほどなあ……。つまり、この世界には時計は存在しないってわけか……」

　思わずそうひとりごちた俺の言葉に、ユージオは小さく首を傾かしげた。

「トケイ……？　って、何だい？」

　しまった、もしや言葉ごと存在しなかったのか、と内心で冷汗をかきながらもどうにか説明を試みる。

「ええと、時計ってのはこう……丸い板に数字が書かれてて、針がくるくる回って時間を知らせる道具なんだけど……」

　するとユージオは意外にも顔を輝かがやかせ、頷うなずいた。

「ああ……それなら、子供の頃に絵本で読んだよ。ずっとずっと昔、央都の真ん中にはそういう《時とき刻きざみの神じん器き》があったんだって。でも、人々がそればっかり見上げて仕事をおろそかにしたから、神様が怒って雷かみなりを落として壊こわしちゃったんだ。以来、いつ鳴るか判らない鐘かねだけが、人に時間を教えるようになったんだよ」

「へ、へえ……。まあ、授業の終わり間近とか、どうしても時間が気になっちゃうよな……」

　という、またしても迂う闊かつな俺おれの台詞せりふは、幸い今度はちゃんと通じたようだった。

「あはは、まったくだね。僕も教会で勉強してた頃は、いつお昼の鐘が鳴るか耳を澄すませてたもんさ」

　笑いながらユージオが視線を動かしたので、俺もそれを追って、教会の鐘しよう楼ろうを振ふり仰あおいだ。四方に切られた円形の窓の奥おくに、大小たくさんの鐘がきらきらと光っている。だが、たったいま鐘が鳴り終わったばかりなのに、塔とうには誰だれの姿も見当たらない。

「あの鐘は……どうやって鳴らしてるんだ？」

「……ほんとにキリトは、何もかも忘れちゃったんだなあ」

　ユージオは、呆あきれたような面白がるような声で言ってから、咳せき払ばらいして続けた。

「誰も鳴らしてないよ。あれは、この村にたった一つある神器だからね。毎日決まった時刻に、一秒もずれることなくひとりでに賛美歌を奏でるんだ。もちろん、ルーリッドだけじゃなくて、ザッカリアにも、他の村や街にもあるんだけど。……ああ、でも、今は神器はあれ一つってわけじゃないか……」

　明朗なユージオにしては珍しく、語尾が口の中に吞のみ込こまれるように消えたので、俺は眉まゆを持ち上げた。だが、ユージオはそれ以上この話題を続ける気はないようで、ぱん、と両手を軽く叩たたいて言った。

「さて、僕はそろそろ仕事に行かないと。キリトは、今日はどうするんだい？」

「ええと……」

　俺は少し考えた。この村をあちこち探検して回りたいのはやまやまだが、単独でうろついて妙みようなトラブルに巻き込まれないとも限らない。先刻考えたとおり、監視者の見当をつけるだけならユージオに留守がちの村人がいないかそれとなく訊けばいいわけだし、彼をそそのかして央都に向かおうという俺の悪あく辣らつな計画のためには、ユージオの天職についてももう少し調べてみる必要がある。

「……ユージオさえよければ、今日も仕事を手伝わせてくれないか」

　思案のすえにそう言うと、ユージオは大きく笑って頷いた。

「もちろん、僕は大だい歓かん迎げいだけど。何となく、キリトがそう言うんじゃないかと思って、ほら、今日はパン代を二人分持ってきたんだ」

　ズボンのポケットから小さな銅貨を二枚取り出し、掌てのひらでちゃりんと音を立てる。

「ええっ、いや、幾いくら何でもそりゃ悪いよ」

　慌あわてて手と首を左右に振ると、ユージオは肩をすくめて笑った。

「気にしないで。どうせ、毎月村役場から貰もらう給金も、使うアテなんてないから無む駄だに貯めてるだけなんだ」

　お、いいねいいね、央都までの路銀もこれで何とかなりそうだ。と、俺おれは内心で非道なことを考えた。あとは、ユージオの天職を満了させるため、あのバカでかい樹をどうにかして切り倒すだけだ。

　そんな奸かん計けいを巡めぐらせているのが心苦しくなるほどに朗らかな笑顔を浮かべたまま、ユージオは「じゃあ、行こうか」と南へ足を向けた。その後を追いかけながら、俺はもう一度振り向き、毎時ごと自動的に奏でられるという鐘しよう楼ろうを見上げた。

　まったく、実に奇き妙みような世界だ。現実としか思えないほどリアルな農村生活が営まれているその端はし々ばしに、拭ぬぐいがたくＶＲＭＭＯワールドっぽさが漂ただようのだから。かつて暮らした浮遊城アインクラッドの各主街区でも、きっかり一時間ごとに時を告げる鐘かねの音が鳴なり響ひびいたものだ。

　神聖術──そして公こう理り教きよう会かい。はたしてそれらに、マジックスペルやワールドシステムと振り仮名を送っていいものかどうか。だがそうすると、世界の外にあるという《闇やみの国》とやらの存在をどう考えるべきか。システムと対立するシステム……。

　物思いに耽ふける俺の隣となりで、ユージオはパン屋と思おぼしき店先でエプロン姿のおかみさんと挨あい拶さつを交わし、例の丸パンを四つ購入した。覗のぞき込こむと、店の奥おくでは、店主らしい男が小麦の塊かたまりをばんばん捏こね、大型のかまどからは盛んに香こうばしい匂においが漂ってくる。

　あと一時間、いや三十分も待てば焼きたてのパンが買えるのだろうにと思うが、そのへんの融ゆう通ずうの利かなさも《天てん職しよく》という仕組みの一部なのだろう。ユージオが森に到とう着ちやくして斧おのを振り始める時間は厳密に決定されていて、動かすことはできないのだ。それをひっくり返して彼を長い旅に連れ出そうというのだから、俺の計画が容易ならざるものであることも推して知るべし、だ。

　だが、どんなシステムにも抜け道はある。風ふう来らい坊ぼうの俺が、彼の助手として仕事に同行できたように。

　南のアーチをくぐり、俺とユージオは緑の麦畑を貫つらぬく道を、彼方かなたに横たわる深い森目指して歩き始めた。この場所からも、一ひと際きわ高く空を衝つくギガスシダーの姿ははっきりと見て取れた。




　ユージオと交替しながら、懸けん命めいに竜りゆう骨こつの斧を振るうちに、ソルスという名の太陽はいつしか中天まで駆かけ上あっていた。

　俺は、鉛なまりのように重くなった両腕に鞭むち打うって、五百発目のスイングをお化け杉の横っ腹へと叩たたき込こんだ。こぉーん、と胸のすくような音とともに砂すな粒つぶほどの木こっ端ぱが飛んで、巨樹の膨ぼう大だいな耐久値がわずかながら減少したことを知らせた。

「うああ、もうだめだ、もう振れない」

　俺おれは悲鳴を上げて斧おのを放り出すと、ぼろ切れのように苔こけの上に崩くずれ落おちた。ユージオが差し出してくる水すい筒とうを受け取り、《シラル水すい》という名前の──何語なのかは見当もつかない──甘あま酸ずっぱい液体を貪むさぼるように飲む。

　そんな俺の様子を、こちらは余よ裕ゆうしゃくしゃくな笑顔で見下ろしながら、ユージオは先生っぽい口調で言った。

「でも、キリトは筋がいいよ、ほんとに。たった二日で、かなりまともに当たるようになったじゃないか」

「……それでも、まだユージオにはぜんぜん及およばないからな……」

　溜ため息いきをついて座り直し、背中をギガスシダーの幹に預ける。

　午前中いっぱい、重い斧をひたすら振り回したおかげで、俺はこの世界における己おのれの能力値ステータスをある程度まで把握できた気がしていた。

　すでに解っていたことだが、旧ＳＡＯ世界の剣士キリトが備えていた超人クラスの筋力、敏びん捷しよう力りよくには及びもつかない。と言って、現実世界の虚きよ弱じやくな桐きりヶが谷や和かず人と準じゆん拠きよというわけでもない。現実の俺なら、こんなごつい斧を一時間も振り回せば、全身筋肉痛で翌日は起き上がれないだろう。

　つまりどうやら、今の俺の体力は、この世界に於おける十七、八歳の若者の平均値ということなのだろう。さすがに七年もこの仕事をやっているだけあって、ユージオのそれは俺をかなり上回っているように感じる。

　幸い、仮想体アバターを動かす勘かんやイメージ力といったものは、これまでプレイしてきたＶＲＭＭＯゲームと同じかそれ以上に機能するようだ。重量と軌き道どうを意識しながら何百回もスイングしたおかげで、どうやらこの要求筋力値の高い斧をそこそこコントロールできるという自信は持てそうだった。

　それに、同じ動作の反復練習というのは、かつてアインクラッドで寝る間も惜おしんで行った、いわば俺の得意分野だ。少なくとも根気だけは、ユージオにも負けはしない──。

　いや……待て。俺はいま、何か重要なことを……。

「ほら、キリト」

　ユージオがひょいっと放ってきた二つの丸パンが、俺の思考を中断させた。慌あわてて両手でひとつずつ受け止める。

「……？　どうしたんだい、妙な顔して？」

「あ……いや……」

　俺は、するりと滑すべり落おちてしまった思考のしっぽを捕つかまえようと四苦八苦したが、何か大切なことを考えたぞ、というあのもどかしさだけが霧きりのように漠ばく然ぜんと漂ただようだけだった。まあいい、重要なことならそのうち思い出すだろうと肩をすくめ、改めてユージオに礼を言う。

「ありがとう。遠えん慮りよなく、頂きます」

「昨日と同じパンで悪いけどね」

「いやいやそんなそんな」

　大口を開けてがぶりと嚙かみ付つく。味はいい──が、正直なところやはり少々歯ごたえがありすぎる。その感想はユージオも同様らしく、しかめっ面で顎あごを懸けん命めいに動かしている。

　二人無言のままひとつめのパンを数分がかりで食べ終え、顔を見合わせて微び妙みような笑いを浮かべた。ユージオはシラル水すいを一口含み、ふと視線を遠くに向ける。

「……キリトにも、アリスのパイを食べさせてやりたかったなあ……。皮がさくさくして、汁気たっぷりの具がいっぱい詰まってて……絞りたてのミルクと一いつ緒しよに食べると、世の中にこれより美お味いしいものはない、って思えた……」

　話を聞いているうちに、不思議に俺おれの舌にもそのパイの味が甦よみがえるような気がして、とめどなく生なま唾つばがわいた。慌ててふたつめのパンを一口齧かじってから、遠えん慮りよがちに訊たずねる。

「なあ、ユージオ。その人……アリスは、教会で神聖術の勉強をしてたんだよな？　シスター・アザリヤの後を継つぐために」

「うん、そうだよ。村始まって以来の天才って言われて、十歳の頃からもういろんな術が使えたんだ」

　どこか誇ほこらしげにユージオは答える。

「じゃあ……今教会で勉強してる、セルカって子は……？」

「ああ……。シスター・アザリヤも、アリスが整せい合ごう騎き士しに連れて行かれてから、ずいぶんと気落ちしてね。もう弟子は取らないって言ってたんだけど、そういうわけにもいかないからってガスフト村長が説得して、一昨年おととしようやく新しい見習としてセルカが教会に入ったんだ。彼女は、アリスの妹なんだよ」

「妹……。へえ……」

　どちらかと言うと、しっかり者のお姉さん、といった印象のセルカの顔を思い浮かべながら、俺は呟つぶやいた。あの子の姉というなら、アリスという少女もさぞかし面めん倒どう見みのいい世話焼きタイプだったのだろう。ユージオとは、きっといいコンビだったに違いない。

　そんなことを考えながらちらりと視線を向けると、当のユージオはなぜか、気がかりそうに眉まゆを寄せていた。

「……歳としが五つも離れてるから、僕はあんまりセルカと一緒に遊んだことはないんだけどね。たまに僕がアリスの家に行くと、いつも恥ずかしそうにお母さんやお婆ばあさんの後ろに隠かくれてるような子だったな……。お父さんのガスフト村長や他の大人たち、それにシスター・アザリヤも、あのアリスの妹だからきっとセルカにも神聖術の才能があるってすごく期待してるみたいだけど……でも……」

「セルカには、お姉さんほどの才能はない、って言うのか？」

　俺の直ちよく截せつすぎる訊きき方に、ユージオはほんのり苦笑しつつかぶりを振った。

「そうは言わないよ。誰だれだって、天職に就ついたばかりの頃はうまくやれないさ。僕も、まともに斧おのを振れるまでには三年以上かかったんだ。真しん剣けんに取り組めば、どんな天職だって、いつか大人みたいにこなせるようになる。ただ……セルカは、まだ十二なのにちょっと頑がん張ばりすぎてるような気がして……」

「頑張りすぎ？」

「……アリスは、神聖術の勉強を始めてからも、べつに教会に住み込んでたわけじゃないんだ。勉強は午前中だけで、お昼には僕に弁当を届けてくれて、午後は家の仕事の手伝いをしてた。でもセルカは、それじゃ勉強の時間が足りないからって、家を出たんだよ。ちょうどジェイナやアルグが教会で暮らすようになって、シスターだけじゃ手が足りなかった、ってのもあったみたいなんだけど」

　俺おれは、小さな子供たちの面倒をまめに見ているセルカの姿を思い出した。とりたてて辛つらそうには見えなかったが、確かに一日中勉強をした上で六人もの子供の世話をするのは、自身まだ十二歳でしかない少女にとっては簡単なことではないだろう。

「なるほどな……。そこに、いきなり《ベクタの迷子》まで飛び込んできたわけか。せめて俺は、セルカに面倒はかけないようにしないとな」

　明日はきちんと五時半に起きよう、と決意してから、そう言えばと言葉を続ける。

「あの教会で暮らしてる、セルカ以外の子供たちは、親を亡くしたんだって？　両親ともなのか？　あの平和そうな村で、なんで六人も？」

　それを聞いたユージオは、憂うれい顔で足あし許もとの苔こけに眼を落とした。

「……三年前のことなんだけど、村に流は行やり病やまいがきてね。ここ百年以上、そんなことなかったらしいのに、大人や子供が二十人以上も亡くなったんだ。シスター・アザリヤや、薬くす師しのイベンダおばさんがどんなに手を尽つくしても、高い熱が出た人は誰も助からなかった。教会にいる子供たちは、その時両親を失ったんだ」

　俺は、予想外のユージオの言葉にしばし絶句した。

　──伝染病だって？　でも、ここは仮想世界なんだ。細さい菌きんやウイルスなんて存在するはずがない。つまり、病気による死者は、世界を管理する人間あるいはシステムが企き図としたものだ。しかし、何のために？　恐おそらくは住民に、天災に形を借りた意図的な負荷を与えたかったのだろうが、それによっていったい何をシミュレートしようというのだろう？

　結局、全てそこに行き着くのだ。この世界が存在する理由──。

　俺の深刻な顔をどう受け取ったのか、ユージオも沈んだ表情のまま再び口を開いた。

「流行り病だけじゃない。近頃、おかしな事が多い気がするんだ。はぐれ長爪熊や、黒毛狼の群が人を襲おそったり、小麦の穂ほが膨ふくらまなかったり……。ザッカリアからの定期馬車も、来ない月がある。その理由が……街道のずっと南に、ゴブリンの集団が出るからって言うんだよ」

「な、なんだって」

　俺おれは二、三度まばたきを繰り返した。

「ゴブリンって……だって、あれだろ？　国境は、騎士が守ってて……」

「もちろんだよ。果ての山脈に近づく闇やみの種族は、整せい合ごう騎き士しがあっという間に討伐してしまうはずなんだ。しなきゃならないんだよ、ただ闇の国に触ふれてしまっただけのアリスより、ずっとずっと悪い奴やつらなんだから」

「ユージオ……」

　いつも穏おだやかなユージオの声に、不意に深いやりきれなさとでも言うべきものが混じった気がして、俺はもう一度驚いた。しかしそれは一いつ瞬しゆんで消え去り、少年の口くち許もとには、またかすかな笑みが浮かんだ。

「……だから、僕はそんなのただの噂うわさ話ばなしだろうって思ってる。でも、ここ二、三年で教会の裏にだいぶ新しいお墓が増えたのは確かなんだ。そういう時期もある、って祖じ父いちゃんは言うんだけど」

　そういえば、今がかねてからの疑問をぶつけてみるチャンスだ、と俺はさりげなく聞こえるよう注意しながら訊たずねた。

「……なあ、ユージオ。神聖術には、その……人を生き返らせるようなものはないのか？」

　どうせまた、常識を疑うような眼で見られるんだろうなあと身構えていると、あにはからんやユージオは真しん剣けんな顔で小さく唇くちびるを嚙かみ、それと判らない程度に頷うなずいた。

「……村の人たちはほとんど知らないだろうけど、高位の神聖術には、天命そのものを増やすようなものもある、ってアリスが言ってた」

「天命を……増やす？」

「うん。あらゆる人や物の天命は……僕やキリトのもだけど、人の手で増やすことはできないよね。たとえば人の天命は、赤ん坊から子供、大人へと育つに従ってどんどん増えていって、だいたい二十五歳くらいで最大になる。そのあとはゆっくりゆっくり減っていって、七十から八十歳くらいでなくなって、ステイシアの御み許もとに召めされる。これくらいはキリトも覚えてるだろう？」

「あ、ああ」

　当然初耳だったが、俺は鹿しか爪つめらしい顔で頷いた。ユージオの言うのはつまり、ヒットポイントの最大値が年齢によって増減するということだろう。

「でも、病気や怪け我がをすると、天命が大きく減る。傷の深さによっては、そのまま死んじゃうこともある。だから神聖術や薬で治療する。そうすると、天命はたいてい回復させられるけど、決して大本の量以上には増えないんだ。年寄りにどんなに薬を飲ませても若い頃の天命は戻らないし、深すぎる傷を癒いやすこともできない……」

「けど、それを可能にする術もある、ってことか？」

「アリスが、教会の古い本にそう書いてあって驚いた、って言ってた。シスター・アザリヤにその術について聞いたら、すごく怖こわい顔になって、本を取り上げられて全部忘れなさいって言われた、って……。だから僕も詳くわしいことは聞いてないんだけど、なんでも、公こう理り教きよう会かいのすごく偉い司祭だけが使える術なんだって。傷や病気じゃなくて、人の天命そのものに直接働きかける……らしいけど、具体的な術式とかは、もちろん僕には見当もつかないよ」

「へえ……。偉い司祭、か。じゃあその神聖術は、教会の僧そう侶りよなら誰だれでも使えるってわけじゃないのか」

「もちろんだよ。神聖術の力の源は、ソルス神やテラリア神が空気や大地に満たしてくださる《神聖力》なんだ。大きな術ほど、たくさんの神聖力が必要になる。人の天命を操ろうなんていうもの凄すごい術式なら、この森じゅうの神聖力を集めてもまだ足りないかもしれないよ。そんな大きな力を扱あつかえる術師は、ザッカリアの街にだっていやしないさ」

　そこで一度言葉を切ってから、ユージオは沈んだ声で続けた。

「それに……もしシスター・アザリヤにそんな術が使えたら、あの人なら絶対に子供の親、親の子供が病で死ぬようなことを黙だまって見てるわけないもの」

「なるほどな……」

　──つまり、今俺おれがこの場で死んだとしても、教会の祭さい壇だんで壮そう麗れいなオルガンの音とともに甦よみがえる、というようなことにはならないと考えてよさそうだった。死ねば恐おそらく、現実世界のＳＴＬの中で目覚めるのだろう。いや、そうでなければ大いに困る。ＳＴＬには、フラクトライトを破は壊かいするような機能はない──はずなのだから。ナーヴギアとは違って。

　だが、脱出手段として死それを試すのは、可能な限り最後の手段としたいところだ。ここがアンダーワールドであるという俺の予想は決して確定事項ではないのだし、その確信を持てたとしても、この世界の存在目的を突き止められないまま離脱してしまっていいのか──と、魂たましいの奥深くで囁ささやく声がするのだ。

　今すぐ央都に瞬しゆん間かん転移し、公こう理り教きよう会かいとやらの本部に突入して、《偉い司祭》たちを問とい詰つめたいのはやまやまだがその手段がない。街から街へのテレポートができないとは、プレイアビリティの欠けつ如じよにも程がある。あのＳＡＯですら、ほとんどの街に転移門を設置していたというのに。

　これが普ふ通つうのＶＲＭＭＯなら、運営体に送りつける苦情メールの文面でも考えるところだ。だがそれが出来ない以上、システムの許す範囲で最大の努力をするしかない。そう、かつてのアインクラッドで、ボスの攻こう略りやくに散々知恵を絞しぼったように。

　俺はふたつ目のパンを食べ終えると、ユージオが差し出す水すい筒とうに口をつけながら、頭上に伸びるバカ高い幹を見上げた。

　央都に行くためには、どうしてもユージオの協力が必要だ。しかし、真面目な彼に天職を放り出せと言っても無む駄だだろうし、だいいちそんな真ま似ねは禁きん忌き目もく録ろくで禁止されているのだろう。ならば、選せん択たく肢しは一つ。このでかすぎる杉を何とか片付けるしかない。

　視線を戻すと、ユージオがズボンをはたきながら立ち上がるところだった。

「さ、そろそろ午後の仕事を始めよう。まずは僕からだね、斧おのを取ってくれないか」

「ああ」

　ユージオの差し出す手に、俺おれは傍かたわらに立て掛けてあった竜りゆう骨こつの斧を渡そうと、右手で柄の中ほどを握にぎった。

　その瞬しゆん間かん、電でん撃げきのような閃ひらめきが頭の芯しんに走った。先ほど掌てのひらからするりと漏もれていった重要な何か、その尻尾しつぽを今度こそムギュウと捕まえると、慎しん重ちように引っ張り上げる。

　ユージオは確かこう言っていたはずだ。普ふ通つうの斧では簡単に刃こぼれしてしまうから、央都から大枚はたいてこの竜骨の斧を取り寄せた、と。

　ならば、もっと強力な斧を使えばどうなのだ。更さらなる攻撃力と耐久力を秘めた、要求筋力値の高いやつを。

「な、なあユージオ」

　俺は息せき切って訊たずねた。

「村には、これより強い斧はないのか？　村になくても、ザッカリアの街とかに……。これを仕入れてからもう三百年も経つんだろ？」

　だがユージオはあっけなく首を横に振った。

「あるわけないよ。竜りゆうの骨っていうのは、武器の素材では最高のものなんだよ。南方で作られるダマスク鋼や、東方の玉鋼より固いんだ。これ以上強いって言ったら、それこそ整せい合ごう騎き士しが持ってるような……神器でないと……」

　語尾が揺れながらフェードアウトしていくので、俺は首を傾かしげて続きを待った。たっぷり五秒ほども沈ちん黙もくしたあと、ユージオはごく小さな声で、あたりをはばかるように囁ささやいた。

「……斧はない。でも……剣ならある」

「剣……？」

「僕が、教会の前で、《時告げの鐘かね》の他にもこの村には神じん器きがもうひとつある、って言ったのを覚えてる？」

「あ……ああ」

「実は、すぐ近くにあるんだけど……村で知ってるのは僕だけなんだ。六年間、ずっと隠かくしておいたんだ……。見てみるかい、キリト？」

「も、もちろん！　見たい、ぜひ見たい」

　意気込んでそう言うと、ユージオは尚なおも思案する様子だったが、やがて頷うなずき、持っていた斧を再び俺に返した。

「じゃあ、キリトから先に仕事を始めていてくれないか。取って来るけど、すこし時間がかかるかもしれない」

「遠くにあるのか？」

「いや、すぐそこの物置小屋さ。ただ……重いんだ、とてつもなく」

　その言葉どおり、俺おれが五十回の斧おの打うちを終える頃ようやく戻ってきたユージオは、疲ひ労ろう困こん憊ぱいした様子で額に玉の汗を浮かべていた。

「お、おい、大だい丈じよう夫ぶか」

　訊きくと、答える余よ裕ゆうもなさそうに短く頷うなずきながら、肩に担いでいたものを半なかば投げ出すように地面に落とした。どすんと鈍にぶい音が響ひびき、苔こけの絨じゆう毯たんが大きく凹へこむ。はあはあと荒あらい息を繰り返して座り込むユージオに、シラル水の容れ物を持たせてやってから、俺は横たわるそれを注視した。

　見覚えがある。長さ一メートル二十センチほどの、細長い革製の袋ふくろだ。昨日ユージオが竜りゆう骨こつの斧を片付けた物置小屋の床に、無造作に放り出されていた包みに間違いなかった。

「開けていいか？」

「あ……ああ。気を……つけなよ。足の上に、落っことしたら、かすり傷じゃ……すまないぞ」

　ぜいぜい喉のどを鳴らしながらそう言うユージオにひとつ頷いてから、俺はいそいそと手を伸ばした。

　そして、腰が抜けるほど驚いた。いや、ここが現実なら、本当に腰よう椎ついのひとつくらいズレてもおかしくない。それほどに、革包みは重かったのだ。両手でしっかりと握にぎったのに、まるで地面に釘くぎ止どめでもされているかのごとく、まるで動かない。

　妹の直すぐ葉はは、ハードな剣道部の練習に加えて筋トレの鬼おになので外見から想像するより少々重めなのだが──もちろん本人にそんな感想を言ったことはない──、包みの体感重量は誇こ張ちようでなく彼女ほどもありそうだった。改めて両足をしっかり踏ん張り、腰を入れて、バーベルを持ち上げるつもりで全身の筋力を振ふり絞しぼる。

「ふっ……！」

　みしみし、と各所の関節が軋きしんだ気がしたが、ともかく包みはようやく動いた。紐ひもで縛しばってある箇か所しよが上になるように九十度回転させると、改めて下部を地面に預ける。倒れないよう左手で必死に支えながら、右手一本でぐるぐる回してある紐を外し、革袋を下にずらしていく。

　中から現れたのは、思わず溜ため息いきが出そうになるほど美しい、一振りの長剣だった。

　柄つかは精せい緻ちな細工が施された白銀製で、握りにはきっちりと白い革が巻かれている。ナックルガードは植物の葉と蔓の意匠で、それが何の種類かはすぐにわかった。握りの上部と白革の鞘さやにも、煌きらめく青玉で薔ば薇らの花の象ぞう眼がんが施してあったからだ。

　大変な年代物、という雰ふん囲い気きではあるが、汚れや染しみはまるでなかった。主を得ることなく長い長い間眠っていた──そんなふうに思わせる気品と風格を漂ただよわせている。

「これは……？」

　顔を上げて訊たずねると、ようやく呼吸が整ったらしいユージオは、どこか懐なつかしそうな、切なそうな表情で剣を見つめながら口を開いた。

「《青あお薔ば薇らの剣》。本当の銘めいかどうかわからないけど、おとぎ話じゃそう呼ばれてる」

「おとぎ話って……？」

「ルーリッドの村の子供なら……いや大人もだけど、みんな知ってる話さ。──三百年前、この土地に村を拓ひらいた初代の入植者のなかに、ベルクーリっていう名前の剣士がいたんだ。彼にまつわる冒ぼう険けん譚たんは山ほどあるんだけど、中でも有名なのが、『ベルクーリと北の白い竜りゆう』ってやつでね……」

　ユージオはふっと視線をどこか遠くに向け、仄ほのかな感かん傷しようの滲にじむ声で続けた。

「……簡単に筋だけ説明すると、果ての山脈を探検に出かけたベルクーリは、洞どう窟くつの奥深くで白竜の巣に迷い込むんだ。人界の守護者たる白竜は、幸い昼寝の最中で、ベルクーリは即座に逃げ帰ろうとするんだけど、巣に散らばる宝の山の中に一振りの白い剣を見つけてそれがどうしても欲しくなってしまう。音を立てないように慎しん重ちように拾い上げて、さて一目散に逃げようとしたら、その途と端たんに足あし許もとから青い薔薇が生えてきて、ベルクーリをぐるぐる巻きにしちゃう。たまらず倒れたその音で、白竜が目を醒さまして……っていう、まあそういう話」

「そ、それからどうなったんだ」

　つい引き込まれながら訊たずねるが、ユージオは長くなるから、と笑って物語の続きを端折はしよってしまった。

「まあ、いろいろあってベルクーリはどうにか許してもらって、剣を置いて命からがら村に逃げ帰ってきました。めでたしめでたし……他愛ないおとぎ話だよね。もし、それを確かめに行こう、なんて考える子供さえいなければ……」

　深い後こう悔かいに彩いろどられたその声を聞いて、俺おれは悟さとった。その子供とは、ユージオ自身のことなのだ。そして、彼の幼おさな馴な染じみのアリスという少女も。村には、そんな行動力を持った子供は他にいないのだろう。

　しばしの沈ちん黙もくのあと、ユージオは続けた。

「六年前、僕とアリスは果ての山脈まで白はく竜りゆうを探しにいった。でも、竜はいなかった。代わりに、刀かたな傷きずがついた骨の山があるだけだった」

「え……ドラ、いや竜を殺した奴やつがいるってのか？　いったい、誰だれが……？」

「解らないよ。ただ……宝には興味のない人間だろうね。骨の下には、金貨や宝物が山のように転がってた。そして、その《青薔薇の剣》も。もちろん、あの頃の僕じゃ重くてとても持ち帰れなかったけど……。──そしてその帰り道、僕とアリスは洞窟の出口を間違えて、山脈を闇やみの国側に出ちゃったんだ。あとは昨日話したとおりさ」

「そうか……」

　俺はユージオから視線を外し、改めて両手で支えたままの剣を眺ながめた。

「でも……その剣が、なんでここに？」

「……おととしの夏、もう一度北の洞窟まで行って、持ってきたんだ。安息日ごとにほんの何キロルかずつ運んでは、森の中に隠かくして……あの物置小屋まで持ち帰るのに、三月もかかったんだよ。なんでそんなことしたのか……ほんと言うと、僕にもよく解らないんだけどね……」

　アリスのことを忘れたくなかったからか？　それとも、いつかこの剣を携たずさえてアリスを助けに行くつもりだった？

　色々な想像が胸を過よぎったが、ユージオという少年に対する敬意のようなものが、それを安易な言葉にするのを妨さまたげた。代わりに、俺おれは気合を入れ直して再び剣を持ち上げ、右手で柄を握って抜刀しようとした。

　まるで地面に深く刺さった杭くいを引き抜こうとするが如ごとき凄すさまじい抵てい抗こうがあったが、一度動き出すとあとは押し出されるような滑なめらかさで刀身は鞘を走った。シャラーン、と涼すずしげな音を立てて剣が抜け、同時に右肩から腕がもげそうになり、俺は慌あわてて左手の鞘を捨てると柄を両手で握った。

　革製と見えた鞘にすらとてつもない重量があったようで、ずんと音を立てて石いし突づきが地面に突き刺さった。危く左足を砕くだかれるところだったが、飛とび退すさる余よ裕ゆうもなく、俺は必死で抜き身を支える。

　幸い、鞘から抜けた剣は三割がた軽くなり、どうにかしばらく保持していられそうだった。俺は吸い寄せられるように、目の前の刀身に見入った。

　不思議な素材だ。幅およそ三センチ半とやや細身の金属は、木こ漏もれ日びを受けて薄青く輝かがやいている。よくよく眺ながめると、日光はその表面で跳はね返かえされるだけでなく、いくらかは内部に留まっていつまでも乱反射するように見えた。つまり、わずかに透とう明めいなのだ。

「普ふ通つうの鋼じゃないよね。銀でもないし、竜りゆうの骨とも違う。もちろんガラスでもない……」

　ユージオが、わずかに畏おそれを感じさせる調子で呟つぶやいた。

「──つまり、人の手によるものじゃないってことだと……僕は思う。神様の力を借りて強力な神聖術師が形にしたか、あるいは神様が手ずから創りだした……そういう器物のことを《神じん器き》って言うんだ。その青あお薔ば薇らの剣も、きっと神器の一つなんだ」

　────神。

　ユージオやセルカの話や、シスターのお祈りの端はし々ばしに《ソルス》や《ステイシア》といった名前が出てくるのには気付いていたが、俺はいままでこの手のファンタジー世界にありがちな設定だけの存在だと判断し、さして気にも留めなかった。

　だがこのようにして、神が創ったアイテムなどというものが登場したからには、考えを改めるべきなのだろうか。仮想世界における神──それはつまり、現実世界における管理者のことか？　あるいは、サーバー内のメインプログラムのことなのか？

　それもまた、考えて答えの出る疑問ではなさそうだった。今のところは、公こう理り教きよう会かいとやらとひっくるめて《中ちゆう枢すうシステム》とでも位置付けておくしかない。

　ともかく、この剣が、システム的にかなり上位の優先度プライオリテイを与えられたオブジェクトなのは間違いないだろう。あとは、同じく上位オブジェクトと目されるギガスシダーと、どちらの優先度が高いか──。それによって、ユージオと一緒に央都に行けるかどうかも決まるわけだ。

「ユージオ。ちょっと今の、ギガスシダーの天命を調べてくれないか」

　剣を構えたままそう言うと、ユージオは疑わしそうな眼で俺おれを見た。

「まさかキリト……、その剣でギガスシダーを打とうなんて言うんじゃないよね」

「それ以外に、こいつを持ってきてもらった理由があるもんか」

「ええー……でもなあ……」

　首を捻ひねって考え込むユージオに、迷う隙すきを与えるものかと畳たたみ掛かける。

「それとも、禁きん忌き目もく録ろくに、ギガスシダーを剣で叩たたいちゃだめだ、なんて項目があるのか？」

「いや……そりゃ、そんな掟おきてはないけど……」

「あるいは村長とか、前任の……ガリッタ爺じいさんに、竜りゆう骨こつの斧おの以外使っちゃだめだと言われたか？」

「いや……それも……。……なんだか……前にもこんなことあったような気がするなぁ……」

　ユージオはぶつぶつ言いながら、それでも腰を上げるとギガスシダーに近づいた。左手で印を切り幹を叩き、浮かんできたウインドウを覗のぞき込こむ。

「ええと、23万２３１５、だね」

「よし、それ覚えといてくれよ」

「でもさあ、キリト。その剣をまともに振ろうだなんて、絶対無理だと思うよ。持ってるだけでふらふらしてるじゃないか」

「まあ見てろって。重い剣は力で振るんじゃない。重心の移動がミソなんだ」

　もう遥はるか昔の記き憶おくだが、旧ＳＡＯ世界に於おいて、俺は好んで重量のある剣を求めた。手数で勝負する速度重視の武器よりも、全てをこめた一いち撃げきで敵を粉ふん砕さいする手応えに魅みせられたからだ。レベルが上昇し、筋力値が増加するに伴って剣の体感重量は減少してしまうため、次々と重いものに乗り換え続け──最後の相棒となった剣たちは、入手時点ではこの青あお薔ば薇らの剣と大差ない手応えがあったように思う。その上、往おう時じの俺は、左右の手で一本ずつ剣を操るなどという荒あら業わざさえこなしていたのである。

　もちろんワールドシステムの根幹が違うのだから単純に同一視はできないが、少なくとも体たい捌さばきのイメージくらいは流用できよう。ユージオが樹から離れるのを待って、俺は深い切り目の左端に移動すると、腰を落とし、持っているだけで両腕が抜けそうになる剣を下段に構えた。

　連続技でも何でもない、単純な右中段水平斬りでいいのだ。ＳＡＯのソードスキル名を借りれば《ホリゾンタル》。ゲーム開始時点から使用できた、超のつく基本技。

　俺は呼吸を整えると、体重を右足に移しながらテイクバックを開始した。剣の慣性質量に引っ張られ左足が浮く。そのまま尻しり餅もちをつきそうになるが、剣けん尖せんがトップポイントに達するまで必死に堪こらえ、右足で思い切り地面を蹴けって重心を左半身に移していく。同時に脚、腰の捻ねん転てん力りよくを腕から剣に乗せ、スイングを開始する。

　剣が発光することも、動きが自動的に加速されることもなかったが、俺おれの体は完かん璧ぺきにソードスキルの型をトレースしていった。着地した左足がずしんと地面を震ふるわせ、移動する巨大な質量は慣性に逆らうことなく理想の軌き道どうに乗って突とつ進しんする──。

　が、模範的演武はそこまでだった。踏ん張りきれずに両足が膝ひざからふらつき、剣は目標を遥はるか離れた樹皮に激突した。

　ぎいいいん！　と耳をつんざくような音がして、頭上の枝々からいっせいに小鳥が飛び立ち四方へ逃げ出していった。が、俺はそれを見ることもできなかった。反動に耐え切れずに柄つかを離してしまい、無ぶ様ざまにも顔から苔こけに突っ込んだのだ。

「わあ、言わんこっちゃない！」

　駆かけ寄よってきたユージオに助け起こされた俺は、口に詰つまった緑の苔を必死に吐はき出だした。真っ先に着地した顔もさることながら、両手首、腰、両膝が悲鳴を上げたくなるほど痛い。しばしその場にうずくまって呻しん吟ぎんしてから、どうにか声を絞り出す。

「……こりゃだめだ……ステータスが真っ赤だ……」

　旧ＳＡＯで要求筋Ｓ力Ｔ値Ｒを満たせない武器を装備した時のウインドウ表示状態がユージオに伝わるはずもなく、いっそう心配そうな顔になる彼に向かって、俺は慌あわてて言いい添そえた。

「いや、その……ちょっと体力が足らないみたいだな。ていうか、あんな化ばけ物もの、装備できる奴やつがいるのかよ……」

「だから、僕らには無理なんだって。ちゃんと剣士の天職を得た……それも、街の衛兵隊に入れるくらいの人でないとさ」

　俺は肩を落とし、右手首をさすりながら振り返った。ユージオもつられたように背後を見る。

　そして二人同時にぴたっと動きを止めた。

　青あお薔ば薇らの剣は、美しい刀身を半分近くもギガスシダーの樹皮に食い込ませ、そのまま空中に停止していたのだ。

「……噓うそだろ……たった一いち撃げきで、こんな……」

　ふらりと立ち上がったユージオは、しばらく絶句してから掠かすれ声ごえで呟つぶやいた。

　右手の指先を恐る恐る伸ばし、剣と樹の接合部をそっとなぞる。

「刃が欠けたんじゃない……ほんとに、ギガスシダーに二センも切り込んでる……」

　俺も全身の痛みに耐えながら立つと、汚れた服を叩たたきながら言った。

「な、試してみただけのことはあるだろ。その青薔薇の剣は、竜りゆう骨こつの斧おのよりも……その、攻こう撃げき力が上なんだ。もういちど、ギガスシダーの天命を見てみろよ」

「う、うん」

　頷うなずき、ユージオは再度印を切って樹皮を叩いた。迫せり出だしたウインドウを食くい入いるように眺ながめる。

「……23万２３１４」

「な、なに」

　今度は俺おれが驚く番だった。

「たった１しか減ってないのか？　それだけ深く食い込んでるのに……。どういうことだ……やっぱり斧おのでないと駄だ目めなのか……？」

「いいや、そうじゃないよ」

　ユージオは、腕を組むと首を左右に振った。

「切り込んだ場所が悪いんだ。皮じゃなくて、ちゃんと切り目の中心に当たれば、天命はもっと減ったと思うよ。……確かに、この剣を使えば、竜りゆう骨こつの斧よりずっと早く樹を刻めるかもしれない……それこそ、僕の代でこの天職が終わってしまうくらいに……。──でも」

　振り向いたユージオは、難しい顔で軽く唇くちびるを嚙かんだ。

「それも、ちゃんと剣を使いこなせれば、の話だよ。一度振っただけでそんなに体を痛めて、しかも狙ねらったところに当てられないんじゃ、結局斧を使うよりも仕事は遅くなってしまうんじゃないかな」

「俺は駄目でも、ユージオならどうだ？　お前のほうが、俺より力がありそうだ。一回、そいつを振ってみろよ」

　俺が食い下がると、ユージオは尚なおもためらう様子だったが、やがて「じゃあ一回だけ」と呟いて樹に向き直った。

　食い込んだままの青あお薔ば薇らの剣の柄つかを両手で握にぎり、こじるように動かす。刃が樹皮からようやく離れた、と思った途と端たんユージオの上体がふらふらと泳ぎ、剣けん先さきがずしんと音を立てて地面に落ちた。

「わっ、や、やっぱり重すぎるよ。これはとても無理だよ、キリト」

「俺に振れたんだ、ユージオにもできるさ。要領は斧と大して変わらない。斧を使う時よりももっと体の重さを利用して、腕の力だけじゃなく全身で釣つり合あいを取るんだ」

　言葉でどれほど伝わったか不安だったが、やはり長年斧打ちを続けてきただけあって、俺の言わんとするところをユージオはすぐに理解したようだった。純じゆん朴ぼくそうな顔を引き締めて小さく頷うなずき、腰を落とすとぐいっと剣を持ち上げる。

　ゆっくり後ろに剣を引き、わずかな溜ためのあと、シッと鋭するどい呼気とともに猛もう烈れつなスピードでスイングを開始した。右足つま先が一直線に走るところなどは、俺も驚く見事な体重移動技術だ。空中に青い光の軌き跡せきを残して、剣けん尖せんが深い切り目の中心目掛けて突とつ進しんしていく。

　──が、最後の一いつ瞬しゆんで、全ての質量を支える左足がわずかに滑すべった。跳はね上あがった剣はＶ字の切れ込みの上側を叩たたき、鈍にぶい音を発して止まった。直後、俺とは逆に真後ろに吹っ飛んだユージオは、太い根にしたたか腰を打ち付けて低い呻うめき声を上げた。

「うぐっ……」

「お、おい、平気か」

　慌あわてて駆かけ寄よると、さっと右手を上げたが尚もしかめ面を続ける。その様子に、俺おれは遅まきながら、この世界には痛覚が存在するという事実を意識した。

　ＳＡＯやＡＬＯといった既存のＶＲＭＭＯゲームは、アバターを傷つけられた時に脳が発生させてしまう痛みを《ペインアブソーバ》という仕組みで無効化している。それがなければ、とてもヒットポイントが一ひと桁けたになるまで血みどろの肉にく弾だん戦せんに興じていられない。

　だが、この世界にはそんなエンタテインメント精神は欠片かけらもないようだった。ようやく収まりつつあるとは言え、俺の手首や肩は今もずきんずきんと鈍にぶく疼うずいている。捻ひねったり打ち付けた程度でこの有様なのだ。これが、武器による深手ならいったいどれほどの苦痛を感じるのだろうか。

　アンダーワールドで今後、剣を手に戦うつもりなら、いままで要求されたことのない種類の覚かく悟ごを決めておく必要がありそうだった。何せ、俺はこれまで、重量のある刃によって肉体を叩たたき斬きられる痛みなど想像すらしたこともないのだから。

　どうやら、俺よりは苦痛に耐性のあるらしいユージオは、わずか三十秒ほどで渋じゆう面めんを消すと、ひょいっと身軽に立ち上がった。

「うーん、これは無理だよ、キリト。狙いどころに当たる前に、こっちの天命がどんどん削けずられちゃうよ」

　二人して樹に視線を戻すと、青あお薔ば薇らの剣は、切り目の上側に浅い角度で命中したあと弾はじかれて根元の地面に深々と突き立っていた。

「いい線行ってたと思うけどなあ……」

　俺は未練がましくそう言ったが、ユージオに子供をたしなめるような顔を向けられてしまったので、諦あきらめて苔こけの上から白革の鞘さやを拾い上げた。ユージオが、引き抜いた青薔薇の剣を、俺の支える鞘に慎しん重ちように収める。その上から革袋を被かぶせ、元通りに紐ひもで縛しばると、少し離れた場所にそっと安置した。

　ふうっと息を吐はいてから、ユージオはギガスシダーの幹に立てかけてあった竜りゆう骨こつの斧おのを手に取り、叫んだ。

「うわあ、なんだかこの斧が鳥の羽みたいに軽く思えるよ。──さ、ずいぶん時間を取っちゃったからね、午後の仕事は頑がん張ばらないと」

「ああ……悪かったなユージオ、妙みような思いつきに付き合わせちゃって……」

　謝る俺に、純真という形容詞がぴったりくる少年はにこっと笑顔を寄よ越こした。

「いいんだキリト、僕もなんだか楽しかったから。じゃあ……僕から先に五十回だね」

　こーん、こーん、とリズミカルに斧を振り始めるユージオの背中から視線を外し、俺は横たわる剣のところまで歩み寄ると、指先で革袋越しに鞘を撫なでた。

　考え方は間違っていないはずだ。この剣を使えば、ギガスシダーは必ず切り倒せる。しかし、ユージオの言うとおり、無理矢理振り回してどうにかなる代しろ物ものではないのもまた確かだ。

　剣がこうして存在する以上、これを装備し自在に扱あつかえる人間も、世界のどこかにはいるのだろう。俺おれやユージオは、システムに規定されたその条件を満たしていないのだ。

　ならば、その条件とは何か。クラス？　レベル？　ステータス？　いったいそれを、どうやって調べれば……。

「…………」

　そこまで考えたところで、俺は小さく口を開けた。己おのれの鈍どん感かんさに愕がく然ぜんとしたからだ。

　もちろん、ステータス・ウインドウを見ればいいのだ。昨日、ユージオが丸パンの《窓》を開いた時……あるいは教会の部屋でランプを消そうとした時に、それを思いつかなかったとはまったくどうかしている。

　俺はいそいそと左手を伸ばすと、指先で例のマークを描き、少し考えてから右の手の甲こうを叩たたいた。期待違たがわず、鈴すずの音ねとともに浮かび上がってきた紫むらさきの矩く形けいを食い入るように眺ながめる。

　パンのウインドウとは違い、そこには複数行の文字列が表示されていた。反射的にログアウトボタンを探してしまうが、残念ながらそれらしいものは存在しない。

　まず、最上段に【ＵＮＩＴ　ＩＤ：ＮＮＤ７─６３５５】の一文。ユニットＩＤ、という響ひびきには少々ぞっとしないものがあるが、深く考えるのは止めることにする。続く英数字は、この世界に存在する人間の通し番号だろうか。

　その下に、パンやギガスシダーにもあったＤｕｒａｂｉｌｉｔｙデユラビリテイ、つまりユージオ言うところの《天てん命めい》の表示。値は【３２８０／３２８９】となっている。普ふ通つうに考えれば左が現在値、右が最大値か。わずかに減少しているのは、重い剣を無茶して振り回してコケたせいかもしれない。下方へ視線を動かす。

　二行目には、【Ｏｂｊｅｃｔ オブジエクト・Ｃｏｎｔｒｏｌ コントロール・Ａｕｔｈｏｒｉｔｙオーソリテイ：38】とある。その下に、【Ｓｙｓｔｅｍ システム・Ｃｏｎｔｒｏｌ コントロール・Ａｕｔｈｏｒｉｔｙオーソリテイ：１】の文字列が続く。

　それだけだった。ＲＰＧに必須と思える経験値やレベル、ステータスなどの表示はどこにもない。俺は唇くちびるを嚙かみ、しばし唸うなった。

「うーん……オブジェクト・コントロール権限オーソリテイ……これかな……」

　単語の感かん触しよくからして、アイテムの使用に関連するパラメータと思えなくもなかった。しかし、38と言われてもそれがどの程度の数値なのかまったく見当もつかない。

　ため息をついて顔を上げると、一心に斧を振るい続けるユージオの背中が見えた。躍やく動どうする彼の体を見ているうちにふと思いつき、自分のウインドウを消去すると、今度は目の前に横たわる青あお薔ば薇らの剣の情報を引き出してみることにする。革袋の口を緩ゆるめ、少しだけ柄つかを露ろ出しゆつさせると、印を描くものもどかしくそっと叩く。

　浮かび上がったウインドウには、耐久値デユラビリテイ１９７７００というギガスシダーにも迫ろうかという天命数値のほかに、俺が求めるものもあった。すぐ下に浮かぶ、【Ｃｌａｓｓクラス　45　Ｏオｂブｊジｅエｃクｔト】なる表示が、先ほどのコントロール権限と対応するものである可能性は高い。俺おれの権限は確か38。45には届いていない。

　剣のウインドウを消去し、元通り袋を縛しばってから、俺はその場に横たわった。ギガスシダーの枝の隙すき間まから覗く小さな青空を睨にらみながら、ふうっと溜ため息いきをつく。いくつかの情報は得たものの、俺にはこの青あお薔ば薇らの剣は扱えないらしい、という事実を数値で確認してしまったわけだ。権限レベルを45まで上昇させられれば問題はクリアできそうだが、その方法は見当もつかないと来ている。

　この世界が、大まかには一般的ＶＲＭＭＯのシステムに則って動いているとすれば、何らかのパラメータを上げたいなら、長期間の反復訓練をするかモンスターを倒して経験値を稼かせぐかしかないのだろうが、前者を試みる余よ裕ゆうは時間的にも心理的にも無いし、後者に至ってはフィールドにモンスターのモの字も見かけない。《レアアイテムを手に入れたものの装備レベルが足りない》という状じよう況きようは、ふつうは経験値稼ぎに邁まい進しんするモチベーションを高めてくれるものだが、レベルの上げ方が解らなければ上昇するのはフラストレーションだけである。

　ＭＭＯゲームは、攻こう略りやくサイトが存在しない初期の手探り状態がいちばん楽しい──などというヘビーユーザー気取りの発言は、現実に戻ったらもう二度としない。そんな益体もない決意を固めつつ見守るうちに、五十回の斧おの打うちを終えたユージオが、汗を拭ぬぐいながら振り向いた。

「どう、キリト？　斧が振れそうかい？」

「ああ……。痛みはもう引いたよ」

　俺は振り上げた両脚ではずみをつけて立ち上がり、右手を伸ばした。受け取った竜りゆう骨こつの斧は、確かに青薔薇の剣と較べれば笑いたくなるほど軽かった。

　せめて、この斧振り行為によって少しでも問題のパラメータが上昇することを祈いのろう。そう思いながら、俺は両手で握にぎった斧を思い切りテイクバックした。




「うああ……極楽極楽……」

　慣れない重労働で疲れきった体をたっぷりの熱い湯に沈めた途と端たん、俺の口からそんな台詞せりふが漏もれた。

　ルーリッド教会の風ふ呂ろ場ばは、素焼きのタイルを敷しき詰つめた床に大きな銅製のバスタブを埋め込んだもので、外壁に設しつらえられたカマドで薪まきを燃やして湯を沸わかす仕組みになっている。中世ヨーロッパにこんな風呂があったとはとても思えないが、世界の創造者がこのようにデザインしたにしろ、内部時間で数百年に及およぶというシミュレーションの結果独自に進化したにしろ、俺にとってはまことに有り難いことだ。

　夕食が済んでから、まずシスター・アザリヤとセルカと二人の女の子がお湯を使い、その後俺と四人の男の子が入浴して、散々騒いだガキたちが先刻ようやく出て行ったところである。なのに、巨きよ大だいなバスタブを満たすお湯にはわずかな濁にごりもない。俺は両手で透とう明めいな液体をすくうと思い切り顔に浴びせ、再度うふぇ〜と弛し緩かんした声を漏もらした。

　現時点で、この世界に放り出されてからほぼ三十三時間が経過したことになる。

　俺おれのダイブ以降のＦＬＡ倍率が不明ゆえ、現実側ではどの程度の時間が過ぎ去っているのか見当もつかないが、もし等倍速──つまり現実と完全に同期していて、更さらに俺が行方不明などということになっていれば、さぞ家族やアスナが心配していることだろう。

　そう考えると、こんなふうにノンビリ風ふ呂ろに浸つかっているなどとんでもない、とっとと脱出方法を探すべきだと焦あせる気持ちが喉のど元もとにせり上がってくる。だがその一方、この世界の秘密を見極めたいという欲求も拭いがたく存在する。

　俺が、桐きりヶが谷や和かず人ととしての意識と記き憶おくを保ったままこの世界に存在しているのは、やはりイレギュラーな状じよう況きようなのだと思えて仕方ない。なぜなら、俺の行動ひとつで、シミュレーションの行方が大きく歪ゆがめられかねないからだ。最低三百年以上に及ぼうという壮そう大だいな実験が汚お染せんされるのは、これを行っている者にとって間違いなく歓かん迎げいされざる事態であろう。

　つまりこれは、俺にとって驚きよう天てん動どう地ちの大ピンチであると同時に、千せん載ざい一いち遇ぐうの大チャンスかもしれないのだ。ラース──規模や知名度に対して余りにも巨大すぎる資金力を備えた、あの謎なぞめいたベンチャー企業の真なる目的を見極める、最初で最後の機会。

「いや……それもまた、言い訳、かな……」

　俺は口くち許もとまで湯に沈むと、ぶくぶくと泡あわに混じって呟つぶやいた。

　あるいは、俺は単に、ひとりのＶＲＭＭＯプレイヤーとしての単純な欲望に衝つき動うごかされているだけなのかもしれない。《世界》を《攻こう略りやく》したい──マニュアルひとつないこの世界を、知識と勘だけを頼りに渡り歩き、剣の腕を磨みがいて、数多いるであろう剛ごうの者ものを打ち倒し最強者の称号を目指したいという、愚ぐにもつかない幼よう稚ちな欲望。

　仮想世界における強さなど所しよ詮せんは数値的パラメータの作る幻まぼろしに過ぎないと、俺はかつて何度も思い知らされた。二刀流最上位剣技がヒースクリフに破られた時、妖よう精せい王おうオベイロンの前で無ぶ様ざまに地に這はった時、追いすがる死銃から為なす術すべなく逃げ惑った時、次はもう同じ過あやまちを繰り返すまいと苦い悔かい恨こんを嚙かみ締しめたものだ。

　しかしまたしても、心の奥深いところでくすぶる熾おき火びが、執しつ拗ように俺を焚たき付つけようとする。俺には振れなかったあの青あお薔ば薇らの剣を、軽々と操る奴やつがこの世界には何人いるのだろうか？　法を守護するという整せい合ごう騎き士しは、そして闇やみの国の暗黒騎士とやらはどれほど強いのか？　世界を支配する公こう理り教きよう会かいの、一番高い椅い子すに座るのはどんな奴なんだ……？

　無意識のうちに振り抜いた右手の指先が水面を割り、飛んだ水すい滴てきが正面の壁に当たって小さな音を立てた。

　と同時に、脱衣所に繫つながるドアの向こうで声がして、俺は我に返った。

「あれ、まだ誰だれか入ってるの？」

　セルカだと気付き、慌あわてて体を起こす。

「あ、ああ、俺おれ──キリト。ごめん、もう上がるから」

「う……ううん、ゆっくりしてていいけど、出るときにちゃんと浴よく槽そうの栓せんを抜いて、ランプを消してね。それじゃ……あたしは部屋に戻るから、おやすみ」

　そそくさと去っていく気配に、俺はふと思いつき、ドア越しに呼びかけた。

「あ……セルカ。ちょっと訊ききたいことがあるんだけど、今夜時間あるかな？」

　ぴたりと止まった足音の主は、しばし迷うように沈ちん黙もくを続けていたが、やがてぎりぎり聞こえる程度の音量で答えを返した。

「……少しなら、いいわ。あたしの部屋はもう子供たちが寝てるから、あなたの部屋で待ってる」

　こちらの言葉を待たず、とてとてと小さな音が遠ざかっていく。俺は急いで立ち上がると、バスタブの底にある木製の栓を抜き、壁のランプを消して脱衣所に出た。タオルを使わずとも水すい滴てきがたちまち消えていくのをいいことに大急ぎで部屋着をかぶり、しんと静まり返った廊ろう下かから階段を登る。

　客間のドアを開けると、ベッドに腰掛けて脚あしをぶらぶらさせていたセルカが顔を上げた。昨夜とは違い、簡素な木も綿めんの寝巻き姿で、ブラウンの髪を三つ編みにまとめている。

　セルカは表情を変えずに傍かたわらのテーブルから大きなグラスを取り上げ、俺に向かって差し出した。

「お、ありがとう」

　言いながら受け取ると、俺はセルカの隣となりに座り、冷えた井戸水を一息に飲み干した。渇かわいた体の、手足の先まで水分が染しみ透とっていく感覚に、思わずうめく。

「うー、甘かん露ろ甘かん露ろ」

「カンロ？　って何？」

　途と端たん、きょとんとした顔でセルカが首をかしげ、しまったこの世界の辞書にはない言葉だったかと慌てる。

「ええと……すごく美お味いしくて、飲んだだけで癒いやされる感じの水のこと……かな」

「ふうん……。エリクシールみたいなものかしら」

「な、なんだいそれは」

「教会の修道士様が祝福した聖水のことよ。あたしも見たことはないけど、小こ瓶びんひとつ飲めば怪け我がや病気で減った天命がたちまち戻るんだって」

「へえ……」

　そんなものがあるなら、なぜ伝染病で何人も死者が出たのか、と思ったが何となく訊いてはいけないことのような気がして俺は黙った。少なくとも、公こう理り教きよう会かいというご大層な名前の組織が統治するこの世界は、当初思ったほどの楽園ではない、ということだ。

　俺が空にしたグラスを受け取ると、セルカは早口で先を促うながした。

「他にも何か訊ききたいなら、早くしてちょうだい。お風ふ呂ろの後の入室が禁止されてるのは男の子たちの部屋だけで客間は含まれないけど、シスター・アザリヤに知られたらお小言を言われちゃいそうな気がするから」

「そ……それは申し訳ない。じゃあ手短に済ませるけど、その……聞きたいのは、セルカのお姉さんのことなんだ」

　途と端たん、白い寝巻きの下で、華きや奢しやな肩がぴくんと揺れた。

「……あたしには、お姉さんなんていないわ」

「今は、だろう？　ユージオに聞いたんだ。君に、アリスっていうお姉さんがいたこと……」

　言葉が終わらないうちに、セルカがさっと顔を上げ、俺おれは少々驚いた。

「ユージオが？　あなたに話したの、アリス姉様のこと？　どこまで？」

「あ……ああ。その……アリスもこの教会で神聖術の勉強をしてたことと……六年前、整せい合ごう騎き士しに央都に連れていかれた、ってこと……」

「……そう……」

　セルカはかすかな吐と息いきとともに視線を落とし、小声で続けた。

「……ユージオ、忘れたわけじゃなかったんだ……アリス姉様のこと……」

「え……？」

「村の人は……お父様も、お母様も、シスターも、決してアリス姉様の話をしようとしないの。部屋も、何年も前に綺き麗れいに片付けちゃって……まるで、最初からアリス姉様なんて居なかったみたいに……。だからもう、みんな姉様のこと忘れちゃったのかな、って……ユージオも……」

「忘れるどころか、ユージオはすごくアリスのことを気にかけてるみたいだぜ。それこそ……天職さえなければ、いますぐ央都まで探しに行きたいくらいに」

　俺がそう言うと、セルカはしばらく黙っていたが、やがてぽつりと呟つぶやいた。

「そうなの……。じゃあ……ユージオが笑わなくなったのは、やっぱりアリス姉様のせいなのね」

「ユージオが……笑わない？」

「ええ。姉様が村にいた頃のユージオは、いつでもニコニコしてたわ。笑顔でない時を探すのが難しかったくらい。あたしはまだ小さかったから、ちゃんと覚えてるわけじゃないけど……でも、姉様がいなくなってからは、ユージオが笑うところをほとんど見たことがない気がするの。それだけじゃない……安息日も家に閉じこもるか森に出かけるかで、いつもひとりぼっちなの……」

　聞きながら、俺は内心で少々首を捻ひねっていた。確かにユージオの物腰は静かだが、感情を殺しているという印象はない。森への行き帰りや休きゆう憩けい時間、俺と色々な話をしながら声を出して笑ったことも一度や二度ではないだろう。

　彼がセルカや他の村人の前では笑顔を見せないというなら、その理由は恐おそらく──罪悪感だろうか？　誰だれからも愛され、次代のシスターとして期待されていたというアリスが捕縛される理由を作り、また助けることもできなかったという罪の意識……？　当時の事情を知らない、よそ者の俺おれの前でだけは自分を責めずにいられる、そういうことなのだろうか。

　だとすれば、ユージオの魂たましいは単なるプログラムでは有り得ない。彼は、俺と同じ本物の意識、魂……フラクトライトを持っているのだ。そして、丸六年の長きにわたって深く苦く悩のうし、傷つき続けてきた。

　央都に行かねばならない。再び、強くそう思う。俺の目的のためだけではなく、なんとしてもユージオをこの村から連れ出し、アリスを見つけて、二人を再会させてやらなければどうにも気が収まらない。そのためには、あのギガスシダーを何としても切り倒さなくては……。

「……ねえ、何を考えてるの？」

　セルカの声に物思いから引き戻され、俺は顔を上げた。

「いや……ちょっと、思っただけさ。ユージオはきっと、君の言うとおり、いまでもアリスのことが何より大切なんだろうな、って」

　心中をぽろりと口にしたその途と端たん、セルカの顔がかすかに歪ゆがんだような気がした。くっきりとした眉まゆと大きな瞳ひとみに、一いち抹まつの寂せき寥りよう感かんが滲にじむ。

「そう……なのね、やっぱり」

　呟つぶやき、肩を落とすその様子を見れば、いかな朴ぼく念ねん仁じんの俺にも思い当たることがあった。

「セルカは……ユージオのことが好きなんだ？」

「なっ……そんなんじゃないわよ！」

　眦まなじりを吊つり上あげて抗こう議ぎしたと思ったら、首筋まで赤くしてそっぽを向いてしまう。そのまましばらく俯うつむいていたが、不意に少し張り詰めたような声を響ひびかせた。

「……なんだか、堪たまらないのよ。……お父様も、お母様も、口には出さないけど、いつもいなくなった姉様とあたしを比べて溜ため息いきをついてた。他の大人たちもそうよ。だからあたし、家を出て教会に入ったの。なのに……シスター・アザリヤでさえ、あたしに神聖術を教えながら、姉様なら何でも一度教えたらすぐにできるようになったのに、って思ってる。──ユージオはそんな人じゃないけど……でも、あたしのこと避さけてるわ。あたしを見ると、姉様を思い出すから。そんなの……あたしのせいじゃない！　あたしは……姉様の顔だって憶おぼえてないのに……」

　薄い寝巻きの下で小さな背中が震ふるえるのを見て、俺は正直なところ、心の底から動転した。いままで、頭のどこかでこの世界はシミュレーションであり、セルカたち住人はプログラムではないにせよやはり仮かり初そめの存在なのだと考えていたせいだろうか。すぐ隣となりで十二歳そこそこの女の子が泣いているという事態にまるで対応できず凍こおり付ついていると、やがてセルカは右手で目め尻じりを拭ぬぐい、水すい滴てきを払い飛ばした。

「……ごめんなさい、取り乱したりして」

「い……いや、その。泣きたいときは、泣いたほうがいいと思うよ」

　我ながらこの台詞せりふはどうなのか。と思ったが、二十一世紀日本に氾はん濫らんするメディアに毒されていないセルカは、小さく微笑ほほえむと素直に頷うなずいた。

「……うん、そうね。なんだか、少しだけ楽になったわ。人の前で泣いたのは、ずいぶん久しぶり」
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「へえ、凄すごいなセルカは。俺おれなんて、この歳になっても人前で泣きまくりだ」

　アスナや直すぐ葉はの前で泣いたあのシーンこのシーンを思い出しつつそう言うと、セルカが眼を丸くして俺の顔を覗のぞき込こんだ。

「あれ……キリト、記き憶おくが戻ったの？」

「あ……い、いや、そうじゃないんだが……そんな感じがするっていうか……と、ともかく、自分は自分なんだからさ。他の誰だれかになんてなれない……だから、セルカも、自分にできることをすればそれでいいんだ」

　これまた甚はなはだしく引用臭いセリフではあったが、セルカはしばらく考え込み、こくりともう一度頷いた。

「……そうね。あたし……自分からも、姉様からも、ずっと眼を背そむけようとしてたのかもしれない……」

　健気けなげに呟つぶやくその様子を見ていると、この子のそばからユージオを引き離そうとしている自分に罪悪感を覚える。思い悩む俺おれの頭上に、鐘しよう楼ろうで奏でられるしっとりとした和音が降り注いできた。

「あら……もう九時なのね。そろそろ戻らないと。そうだ……キリトの訊ききたいことって、結局何だったの？」

　首を傾かしげるセルカに、「いや、もう充分解ったよ」と答える。

「そう。なら、あたし部屋に戻るわね」

　ぽんと床に降り、セルカはドアに向かって数歩進んだが、そこで足を止めて振り向いた。

「ね……キリトは、整せい合ごう騎き士し様がどうして姉様を連れていったのか、その理由も聞いたの？」

「え……ああ。なんで？」

「あたしは知らないのよ。お父さんたちは何も言わないし……ずっと前にユージオに聞いたんだけど、教えてくれなくて。ねえ、理由は何だったの？」

　俺はかすかな躊躇ためらいを感じながらも、その理由に思い至る間もなく口を開いた。

「ええと……たしか、川を遡さかのぼったところにある洞どう窟くつから果ての山脈を抜けて、闇やみの国の土に手を触ふれてしまったから、って聞いたけど……」

「……そう……。果ての山脈を……」

　セルカは何事か考えているようだったが、すぐに小さく頷うなずいて続けた。

「明日は安息日だけど、お祈りだけはいつもの時間にあるから、ちゃんと起きるのよ。あたしもう起こしに来ないからね」

「が、がんばってみる」

　一いつ瞬しゆんだけ微笑ほほえみ、セルカはドアを開けるとその向こうに消えた。

　俺は、遠ざかっていく小さな足音を聞きながら、どすっとベッドに上体を横たえた。アリスという謎なぞめいた少女の情報を得るつもりだったが、当時まだ五、六歳だったはずのセルカにはやはりほとんど記き憶おくが無いようだ。解ったのは、ユージオのアリスに対する気持ちが、いかに深いかということだけである。

　俺は眼を閉じ、アリスという少女の姿を想像しようとしてみた。

　だがもちろん、顔立ちなど浮かぶはずもなく、ただ瞼まぶたの裏に一瞬きらりと閃ひらめく金色の光が見えたような気がしただけだった。




　翌朝、俺は、自分の考えの至らなさを嫌いやというほど思い知らされることとなった。
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　からーん、と五時半の鐘かねが鳴ると同時に目を醒さました俺おれは、やればできるものだ、などと思いながら潔くベッドから降りた。

　東側の窓を開け放つと、大きくひとつ伸びをして、暁あかつき色いろに染まった冷たい空気を胸いっぱいに吸い込む。深呼吸を繰り返しているうちに、後頭部あたりにわだかまっていた眠気の残のこり滓かすは綺き麗れいに消え去っていった。

　耳を澄すませると、廊ろう下かの向かいの部屋でも子供たちが起き始めているようだ。一足先に井戸で顔を洗おうと、手早く服を着替える。

　俺の《初期装備》であるチュニックとコットンパンツには、まだ目立った汚れはないものの、ユージオの言葉によれば衣服はこまめに洗せん濯たくしないと天命の減りが早まるのだそうだ。ということなら、そろそろ着替えを手に入れる算段をしなくてはならない。そのへんのことも、今日ユージオに相談してみよう──などと考えながら裏口から外に出て、井戸へと向かう。

　桶おけに数杯ぶんの水をタライに移し、顔をつけてばしゃばしゃやっていると、後ろから誰だれかが足早に近づいてくる気配がした。セルカかな、と思いながら体を起こし、両手の水を切りながら振り向く。

「あっ……おはようございます、シスター」

　そこ立っていたのは、すでに一いち分ぶの隙すきもなく修道服を身につけたシスター・アザリヤだった。俺が慌あわてて頭を下げると、向こうも会え釈しやくしながら「おはよう」と答える。その厳格そうな口くち許もとが、いつも以上にきつく引き締められているのを見て、内心で少しばかり竦すくみ上あがる。

「あの……シスター、何か……？」

　恐おそる恐おそるそう訊きくと、シスターは少し迷うように瞬まばたきをしてから、短く言った。

「──セルカの姿が見えないのです」

「えっ……」

「キリトさん、何かご存知ではないですか？　セルカはあなたに懐なついているようでしたし……」

　これはもしや、俺がセルカをどうこうしたと疑われているのか？　と一いつ瞬しゆん周しゆう章しよう狼ろい狽ばいしたが、すぐにそんなわけはないと思い直した。この世界には犯す者なき絶対の法たる禁きん忌き目もく録ろくがあるのであり、少女をかどわかすなどという大罪はシスターにとって想像の埒らち外がいであろう。つまり彼女は、セルカの不在は本人の意思によるものと思っており、純じゆん粋すいにその行き先について俺が何か情報を持っていないかと問うているのだ。

「ええと……いや、俺は特に何も聞いていませんが……。今日は安息日なんですよね？　実家に戻っているのでは？」

　起き抜けの頭で懸けん命めいに考えつつそう言ったが、シスターは即そく座ざにかぶりを振った。

「セルカは教会に来てからの二年間、一度も生家には帰っていません。もしそうだとしても、私に何も言わず、朝の礼拝にも出ずに行くなどとはとても信じられません。たとえ──それを禁じる規則がないとしても……」

「なら……何か買い物をしているとか。朝食の材料は、いつもどうしているんですか？」

「昨日の夕方に、もう二日分を買い置きしてあります。今日は村の店もすべて休みですから」

「ああ……なるほど」

　それでもう俺おれの乏とぼしい想像力は種切れだった。

「……きっと、何か急な用事があったんでしょう。すぐに帰ってきますよ」

「……だといいのですが……」

　シスター・アザリヤは尚なおも心配そうに眉まゆをひそめていたが、やがて短く溜ため息いきをついて言った。

「それでは、お昼まで待って、まだ戻らないようなら村役場に相談に行くことにします。お邪じや魔まをして御ご免めんなさいね、私は礼拝の準備がありますので、これで」

「いえ……。俺も、あとで周りを探してみますよ」

　会え釈しやくして去っていくシスターを見送り、タライの水を捨てる間にも、胸にかすかな不安感が込み上げてくる。昨夜のセルカとの会話の中で、ちょっとした懸け念ねんを感じたような記き憶おくがあるにはあるのだ。だがそれが何なのか思い出せない。セルカが教会から失しつ踪そうするきっかけになるような何かを、俺は口にしてしまったのだろうか。

　胸騒ぎを抑おさえられないまま朝の礼拝を済ませ、セルカ姉ちゃんはどこにいったの？　と口々に訊たずねる子供たちをなだめながらの朝食を終えても、少女は戻ってこなかった。俺は食事の後片付けを手伝ってから、教会の表門に向かった。

　ユージオとは何の約束もしていなかったが、八時の鐘かねが鳴ると同時に、北の通りから広場に入ってくる亜あ麻ま色いろの髪かみを見つけ、俺はほっとして駆かけ寄よった。

「やあキリト、おはよう」

「おはようユージオ」

　昨日となんら変わらぬ表情で微笑ほほえむユージオに、俺も短く挨あい拶さつを返し、続けて言った。

「ユージオは、今日はずっと休みなんだろう？」

「うん、そうだよ。だから、今日はキリトに村中を案内してあげようと思って」

「そりゃ有り難いけど、その前にちょっと手伝って欲しいんだ。朝からセルカが姿を消しちゃってさ……。それで、探してみようと思って……」

「ええ？」

　ユージオは緑色の瞳ひとみを見開き、次いで心配そうに眉を寄せた。

「シスター・アザリヤに何も言わずに教会からいなくなったのかい？」

「どうも、そうみたいだ。こんなこと初めてだってシスターは言ってた。なあ、ユージオはどこか、セルカが行きそうな所に心当りはないか？」

「行きそうな、って言われても……」

「俺おれゆうべ、セルカと少しだけアリスの話をしたんだよ。だから、もしかしたら、アリスとの思い出の場所とかかもしれない、と思って……」

　そこまで口に出したところで、俺はようやく、本当に呆あきれるほど遅まきながら、胸にわだかまる不安感の正体に気付いた。

「あっ……」

「なんだい、どうしたのキリト？」

「まさか……。──なあユージオ。昔、セルカに、アリスが整せい合ごう騎き士しに連れて行かれた理由を訊きかれたとき、教えなかったんだって？　なぜだ？」

　ユージオは何度かぱちぱち瞬まばたきをしていたが、やがてゆっくりと頷うなずいた。

「ああ……そんなこともあったね。なぜ……どうして言わなかったのかな……。はっきりした理由があった訳じゃないんだけど……不安だったのかもしれないね。セルカが、アリスの後を追いかけてしまいそうで……」

「それだ」

　俺は低く呻うめいた。

「俺、ゆうべセルカに教えちゃったんだ。アリスが闇やみの国の土に触ふれた話を……。セルカはきっと、果ての山脈に行ったんだ」

「ええっ！」

　ユージオの顔が一気に蒼あおざめた。

「それはまずいよ。村の人に気付かれる前に、早く追いかけて連れ戻さないと……。セルカが出発したのは何時頃なの？」

「判らない。俺が起きた五時半にはもういなかったらしい……」

「今の季節だと、空が明るくなり始めるのは五時くらいだ。それより早くだと、森を歩くのは無理だよ。ということは、三時間前か……」

　ユージオは一いつ瞬しゆん空を仰あおぎ、続けた。

「僕とアリスが洞どう窟くつに行ったとき、子供の脚でも五時間くらいしかかからなかったんだ。多分セルカはもう半分以上進んでると思う。今すぐ追いかけても、間に合うかどうか……」

「急ごう。すぐに出よう」

　俺が急せかすように言うと、ユージオもこくりと頷いた。

「準備してる時間は無いね。幸いずっと川沿いだから、水に困ることはない。よし……道はこっちだよ」

　俺とユージオは、行き過ぎる村人に怪あやしまれない限界の速度で北に向かって歩き始めた。

　商店の類がまばらになり、人通りがなくなると、石いし畳だたみの下り坂を転がるように駆かけ下おりる。およそ五分で水路にかかる橋のたもとに辿たどり付つき、詰つめ所しよの衛えい士しの眼を盗んで村の外に飛び出た。

　麦畑が広がる南側とは異なり、村の北は深い森が間近に迫せまっていた。ルーリッド村を構成する丘おかを一周するように取り巻く水路に繫がる川がまっすぐ森を貫つらぬいて南北に伸びていて、その岸辺は短い草が繁しげる小道になっている。

　ユージオは脇わき目めもふらずに川沿いの道に飛び込むと、十歩ほど進んでから立ち止まった。俺おれを左手で制しながら地面にしゃがみこみ、右手で少し大きめな雑草の株に触ふれる。

「ここだ……踏まれた跡あとがある」

　呟つぶやき、すばやく印を切って草の《窓》を呼び出す。

「天命が少し減ってる。大人が踏めばもっと減るから、しばらく前に子供が通ったのは間違いないね。急ごう」

「あ……ああ」

　俺は頷うなずき、早足に歩き始めたユージオの後を追った。

　どれだけ進もうと、右に川、左に森という風景はほとんど変化しなかった。途と中ちゆうで大きな池が一つと、ちょっとしたアップダウンが一度あったくらいだ。ＲＰＧによくある《ループ地形》のトラップに踏み込んでしまったのではないかと疑いたくなってくる。村の鐘しよう楼ろうが奏でる時報もとっくに聞こえないので、時刻を知る手がかりはじわじわ上り続ける太陽しかない。

　俺とユージオは、半なかば駆かけ足あしに近いスピードで川かわ縁べりを遡さかのぼりつづけている。現実世界の俺なら、三十分もこんな真ま似ねをすれば完全に息が上がってしまうだろう。しかし幸い、この世界の平均的男子はかなり体力に恵まれているようで、疲労感よりもむしろ体を動かす心地よさのほうが大きい。一度ユージオにもう少しスピードを上げようと提案したのだが、これ以上速く走ると天命がみるみる減って、長い休息を入れないと動けなくなると言われてしまった。

　そのくらいギリギリの速度ですでにたっぷり二時間は進んでいるのに、いまだ道の先に少女の姿を見つけることはできない。というより時間的には、セルカはそろそろ洞どう窟くつに到とう着ちやくしてもおかしくない頃だ。不安と焦あせりが、口の中に鉄臭い味を伴って広がっていく。

「なあ……ユージオ」

　呼吸を乱さないように注意しながら声を掛けると、右前方を走るユージオがちらりと振り向いた。

「なに？」

「念のために訊きいておきたいんだけど……もしセルカが闇やみの国に入ったら、その場ですぐ整せい合ごう騎き士しに捕つかまってしまうのか？」

　するとユージオは記き憶おくを辿たどるように視線を彷徨さまよわせ、すぐに否定した。

「いや……整合騎士はたぶん、明日の朝に村まで飛んでくると思う。六年前はそうだった」

「そうか……。じゃあ、最悪の場合でも、まだセルカを助けるチャンスはあるわけだ」

「……何を考えてるのさ、キリト？」

「単純な話さ。今日中にセルカを連れて村から出れば、整せい合ごう騎き士しから逃げ延びることができるかもしれない」

「…………」

　ユージオは顔を正面に戻すと、しばらく黙り込んでから、低く呟つぶやいた。

「そんなこと……できるわけないよ。天職だってあるし……」

「べつに、ユージオに一いつ緒しよに来てくれとは言ってないぜ」

　俺おれは、あえて挑ちよう発はつするような口調で言った。

「俺がセルカを連れて逃げるよ。俺が口を滑すべらせたのが原因なんだからな。その責任は取る」

「……キリト……」

　ユージオの横顔に、傷ついたような色が浮かぶのを見て胸がちくりと痛む。しかし、これも彼の強固な《遵じゆん法ぽう精神》を揺さぶるためだ。セルカの危機を利用しているようで気が咎とがめるが、この世界に暮らす人間たちにとっての禁きん忌き目もく録ろくが、単に倫理的なタブーなのか、それとも絶対的に強制されたルールなのか、そろそろ見極めておく必要がある。

　果たして数秒の後に、ユージオはゆっくりと首を左右に振った。

「だめだよ……無理だよ、キリト。セルカにだって天職があるんだよ、たとえ騎士が捕つかまえにくるとわかっていても、君と一緒に行くはずがない。それにそもそも、そんな事にはならないと思うよ。闇やみの国に足を踏み入れるなんていう重大な禁忌を、セルカが犯すなんて有り得ないことだ」

「でも、アリスにはできた」

　俺が短く反証を挙げると、ユージオはぎゅっと唇くちびるを嚙かみ、もう一度大きく否定の素そ振ぶりを見せた。

「アリスは……アリスは特別な存在だった。彼女は、村の誰だれとも違っていた。僕とも……もちろん、セルカとも」

　言葉を切ると、これ以上会話を続ける気はない、というふうに走る速度をわずかに上げる。俺はその後を追いながら、胸の中で、いまだ名前しか知らぬ少女に向けて呟いた。

　──アリス……君は、いったい何者なんだ？

　ユージオやセルカを含む住人たちにとって、やはり禁忌目録とは破りたければ破れるというレベルのものではなさそうだ。あたかも、現実世界に暮らす人間が物理法則を破って空を飛んだりできないように。それは、彼らが《本物のフラクトライトを持つが俺と同じ意味での人間ではない》という俺の考察を裏付ける材料であると言っていい。

　しかし、ならば、重大な禁忌を破った……破れたという少女アリスは、どのような存在なのか？　俺と同じく、ＳＴＬを利用してダイブしているテストプレイヤーなのか、あるいは──。

　自動的に脚あしを動かしながら、頭の中でアイデアの断片をあれこれ切きり貼はりしていると、今度はユージオが沈ちん黙もくを破った。

「見えたよ、キリト」

　はっとして顔を上げる。確かに行く先で森が途と切ぎれ、その奥おくに灰白色の岩が連なっているのが見て取れた。

　ラストスパートとばかりに、残る数百メートルを二人並んで駆かけ抜ぬけ、足元の草地が砂利に変わったところで立ち止まった。さすがに少々荒あらい息を吐はきながら、俺おれは眼前に広がる光景を啞あ然ぜんとして見上げた。

　仮想世界じゃあるまいし──、などと思わず言いたくなるほどの、見事なエリアの切り替わりっぷりだった。密に生おい茂しげる樹々の縁から、ほんのわずかな緩かん衝しよう帯たいをへだてて、いきなりほとんど垂直に岩山が切り立っている。驚いたことに、手の届きそうな高さから薄い雪に覆おおわれて、比高何千メートルあるのか知らないが頂上付近は真っ白に輝かがやいている。

　雪山は、俺のいる場所から右にも左にも視線の届く限りどこまでも続き、世界を《こちら》と《むこう》に完かん璧ぺきなまでに二分しているようだった。もしこの世界にデザイナーが存在するのなら、あまりにも安易な境界線の引き方だと文句の一つも言いたい気分だ。

「これが……果ての山脈なのか？　この向こうがすぐにもう、闇やみの国……？」

　信じられない思いでそう呟つぶやくと、ユージオがこくりと頷うなずいた。

「僕も、初めてここに来たときは驚いたよ。世界の果てが……」

「……こんなに、近いなんて」

　嘆たん息そく混じりに後半を引き取りつつ、俺は無意識のうちに首を捻ひねった。何の障しよう害がいもない一本道を、たった二時間半の早足で辿たどり付つけるこの距離。これではまるで──敢あえて引き起こそうとしているようではないか。住民が、禁断の地へと近づいてしまう事態を。あるいはその逆に、闇の国の住民による侵しん入にゆうを……。

　放心する俺に向かって、急せかすようにユージオが言った。

「さあ、急ごう。セルカとはもう三十分差くらいまで近づいてるはずだ。見つけてすぐに引き返せば、まだ明るいうちに村に戻れる」

「あ、ああ……そうだな」

　彼が指し示す方向を見ると、俺たちが遡さかのぼってきた小川が、岩いわ肌はだにぽっかりと口を開けた洞どう窟くつに吸い込まれて──正確には流れ出して──いるのが見えた。

「あれか……」

　小走りに近づく。洞窟はかなりの高さと幅があり、勢いよく流れる小川の左側に、二人が並んで歩けそうな岩いわ棚だなが張り出していた。奥のほうは真っ暗くら闇やみで、時折凍りつきそうに冷たい風が吹き出してくる。

「おい、ユージオ……灯りはどうするんだ？」

　ダンジョン探索に必ひつ須すのアイテムをすっぽり忘れていた俺が慌あわててそう言うと、ユージオは任せておけというように頷き、いつの間にか拾っていた一本の草くさ穂ほを掲かかげた。そんなネコジャラシをどうするつもりかと、俺おれが啞あ然ぜんとして見守る先で、真しん剣けんな表情で口を開く。

「システム・コール！　リット・スモール・ロッド！」

《システムコール》だぁ!?　と驚きよう愕がくしたのも束の間──。

　ユージオの握にぎる草くさ穂ほの先端に、ぽうっと青白い光が点った。暗くら闇やみを数メートル先まで照らし出すのに十分な光量を持つそれを前にかざし、ユージオはすたすたと洞どう窟くつに踏み込んでいく。

　驚きの冷めやらぬまま、俺は彼を追いかけ、隣となりに並んで訊たずねた。

「ゆ、ユージオ……いまのは？」

　厳しく眉まゆを寄せたまま、それでも得意そうな色をちらりと口の端に浮かべて、ユージオは答えた。

「神聖術だよ、すごく簡単な奴やつだけどね。一昨年おととし、《青あお薔ば薇らの剣》を取りに行こうと決心した時に、一生懸命練習したんだ」

「神聖術……。お前……システムとか、リットとか……意味は知ってるのか？」

「意味……はないよ、式句だから。神様に呼びかけて、奇き跡せきを授けて下さるようにお願いする言葉なんだ。上級の神聖術は、式句もさっきの何倍も長いらしいよ」

　なるほど、言葉としての意味は持たない、一種の呪じゆ文もん扱いなのかと内心で頷うなずく。それにしても、即そく物ぶつ的てきな呪文もあったものだ。やはりこの世界をデザインしたのは、相当に現実的な人間らしい。

「なあ……俺にも、使えるかな？」

　こんな状じよう況きようではあるが、多少わくわくしながらそう訊ねると、ユージオはどうだろうと首を捻ひねった。

「僕がこの術を使えるようになるのに、毎日仕事の合間に練習しながら二ヶ月くらいかかったんだ。アリスが言ってたんだけど、素質のある人なら一日で使えるし、できない人は一生かけてもできないって。キリトの素質は判らないけど、今すぐには無理じゃないかな……」

　つまり、魔ま法ほう……いや神聖術を使うには、反復訓練によるスキルアップが必ひつ須すというわけなのか。それは確かに一朝一夕でマスターできるものではなさそうだ。ここではひとまず諦あきらめ、前方の闇やみに眼を凝こらす。

　濡ぬれた灰色の岩いわ肌はだは、右に曲がり左に曲がりしながら、どこまでも続いているようだった。肌を切るように冷たい風がひっきりなしに吹き付けてきて、隣に相棒がいるとは言え、剣はおろか木ぎれの一本も持たない丸腰の身では、多少の不安感が湧わき上あがってくる。

「なあ……ほんとに、セルカはこんなとこに潜もぐっていったのかな……」

　思わずそう呟つぶやくと、ユージオは無言で光るネコジャラシを足元に向けた。

「あっ……」

　青白い光の輪のなかに浮かび上がったのは、凍こおりついた浅い水たまりだった。中央が踏み割られ、四方にヒビが走っている。

　試しにその上に乗ると、ばりんと音を立てて氷が更さらに大きく割れた。つまり、直前に俺おれより体重の軽い者がこの上を歩いた、ということだ。

「なるほど……間違いないみたいだな。まったく……無む鉄てつ砲ぽうというか恐おそれを知らないというか……」

　思わずそうぼやくと、ユージオは不思議そうに首を傾かしげた。

「別に、何も怖こわいものなんてないよ。この洞どう窟くつにはもう白はく竜りゆうもいないし、それどころかネズミやコウモリの一匹だっていやしないんだからさ」

「そ、そうか……」

　改めて、この世界には動物はいても攻撃的アクティブモンスターは存在しないのだ、と自分に言い聞かせる。少なくとも、果ての山脈のこちら側は、ＶＲＭＭＯで言う圏けん内ないエリアと考えていいわけだ。

　いつの間にか強こわ張ばっていた背中から、ふう、と力を抜こうとした──その時だった。

　行く手の闇やみから、風に乗って妙みような音が届いてきて、俺とユージオは顔を見合わせた。ぎっ、ぎいっ、と言うそれは、ある種の鳥か獣けものの鳴き声のように聞こえなくもなかった。

「おい……今の、なんだ？」

「……さあ……初めて聞くよ、あんな音。……あ」

「こ、今度は何だよ」

「何か……匂におわない、キリト……？」

　言われるままに、俺は吹き寄せる風を深く鼻から吸い込んだ。

「あっ……なんか、焦こげ臭くさいな……。それに……」

　樹じゆ脂しの焼けるような匂いに混じって、ほんのわずかに、生臭い獣臭を嗅かいだ気がして、俺は顔をしかめた。到とう底てい、心安らぐ香かおりとは言いがたい。

「なんだ、これ……」

　そう言いかけた時、新たな音が響ひびいてきて、俺は息を吞のんだ。

　きゃああああ……と、長い残ざん響きよう音おんの尾を引くそれは、間違いなく女の子の悲鳴だった。

「まずい！」

「セルカ……！」

　俺とユージオは同時に叫ぶと、凍こおりついた岩に足を取られつつも全力で走り出した。

　この世界に放り出されて以来、最大限にまで──どこにいるのかまるで解らなかったあの時よりも──高まった危機感が、体の内側を氷のように駆かけ巡めぐり、手足を痺しびれさせる。

　やはり《アンダーワールド》は完全な楽園などではないのだ。薄皮に似た平和の下に、黒い悪意を内包している。そうでなければ理り屈くつに合わない。なぜなら、恐らくこの世界は、あらゆる住人を挟はさみ込こんだ巨大な万力なのだから。何者かが、数百年もの時間をかけて、ゆっくり、ゆっくりとネジを回している。住人たちが結束して抗あらがうか、無力に潰つぶれてしまうのかを観察するために。

　ルーリッドの村は、最も万力の口金に近い場所のひとつなのだろう。《最後の時》が近づくにつれ、村の住人の中から、弾はじけて消える魂たましいが少しずつ増えていく。

　だが、その最初のひとりにセルカが選ばれるのは、絶対に容認できない。彼女をこの洞どう窟くつに導いてしまったのは俺おれなのだから。彼女の運命に干かん渉しようしてしまった者の責任として、絶対無事に連れ帰らなければ……。

　草の穂ほに灯る弱々しい光だけを頼りに、俺とユージオは全力で走り続けた。呼吸は乱れ、空気を求めて喘あえぐたびに胸が激しく痛む。何回か足を滑すべらせ、氷の壁に打ち付けた膝ひざや手首もまた絶え間なく疼うずき、二人の《天てん命めい》が減少しているであろうことは想像に難かたくないが、だからと言って速度を落とすわけにはいかない。

　進むにつれ、木が焚たかれる焦こげ臭くささと、すえたような獣臭は確実にその濃さを増していく。ぎっ、ぎっという声に混じって、がちゃがちゃ鳴る金属音も頻ひん繁ぱんに耳に届く。前方に何者が待つのかは解らないが、友好的な存在ではないだろうことは容易に想像できた。

　腰にナイフの一本すら持たない以上、何らかの作戦を立てて慎しん重ちように進むべきだ──とゲームプレイヤーとしての自分が囁ささやき掛かけるが、躊ちゆう躇ちよしている場合ではないという気持ちの方が大きかった。それに、俺以上に血相を変えて猛もう烈れつなスピードで走るユージオは、何を言っても引き留めることはできまい。

　不意に、行く手の岩がん壁ぺきにオレンジ色の光が揺れた。反射の感じからすると、奥おくはかなり広いドームになっているらしい。ちくちくと肌はだを刺すほどに明確な敵性存在の気配を感じる。それも複数──かなり多い。セルカの無事を一心に祈いのりながら、俺はユージオとほぼ同時にドーム状空間に走り込んだ。

　すべてを視ろ、そして最適な行動を起こせ──可能な限り早く。

　脳裏に刻み込まれたセオリーに従い、俺は両眼をいっぱいに見開いて、状じよう況きようを広角カメラのようにかしゃりと切り取った。

　ほぼ真円のドームは、直径五十メートルほどもあるだろう。床面はくまなく分厚い氷に覆おおわれているが、中央部分で大きく割れて、青黒い水面が顔を出していた。

　オレンジ色の光の源は、その池の周りに立てられた二つの篝かがり火びだった。黒い鉄てつ籠かごの中で、薪まきがぱちぱちと音を立てて燃えている。

　そして、その二つの炎を取り巻くように、一応は人間型ではあるが、明らかに人でも獣けものでもない者たちが三々五々固まって座り込んでいた。その数、三十をやや超えるか。

　一人、あるいは一匹の大きさはそれほどでもない。立ち上がっている者の頭の高さは、俺の胸ほどまでしかない。だが彼らの、やや猫背ぎみの体たい軀くはがっしりと横幅があり、とくに異様なまでに長い腕と、その先の鋭するどい爪つめのついた手は何でも引ひき裂さけそうなほど逞たくましい。胴どう体たいにはてらてらと光る革製の鎧よろいを付け、腰周りに雑多な毛皮や何かの骨、小袋をじゃらじゃらとぶらさげている。それに──粗そ雑ざつだが、確かな威い力りよくを感じさせる鋳い物ものの蛮刀マチエーテも。

　肌はだはくすんだ灰緑色で、まばらな剛ごう毛もうが生えている。頭部は例外なくつるりと禿はげ、尖とがった耳の周囲にだけ密集している長い毛はまるで針金のようだ。眉まゆ毛げはなく、突き出た額の下に、不ふ釣つり合あいなほどに大きい眼球が張り付いて、濁にごった黄色い光を放っている。

　どうしようもなく異質──ではあるが、同時に長年見慣れた姿でもあった。

　彼らは、俺おれが慣れ親しんだＲＰＧにほぼ必ず登場する低級モンスター《ゴブリン》そのものだ。それを認識すると同時に、俺はほんの少し肩の力を抜いた。ゴブリンというのはたいてい初心者ノービスプレイヤーの練習相手兼経験値稼かせぎ用のモンスターであり、そのステータスはかなり低く設定してあるのが通例なのだ。

　だが、その安あん堵ども、俺とユージオに最も近い場所に立つ一匹がこちらに気付き、視線を向けてくるまでのことだった。

　そいつの黄色い目玉に浮かんだ感情を知覚し、俺は骨ほねの髄ずいから凍こおりついた。そこにあったのはわずかな不ふ審しんと驚き、次いで残ざん忍にんな喜び、そして底無しの餓うえ。俺を大おお蜘ぐ蛛もの巣に掛かった羽虫のように竦すくみ上あがらせるのに充分な悪意がそこにあった。

　こいつらも、プログラムではない。

　俺は圧倒的な恐きよう怖ふの中で、それをはっきりと認識した。

　このゴブリンたちもまた本物の魂たましいを持っている。ユージオや俺と、あるレベルではまったく同質の、フラクトライトによって生み出される知性を持っている。

　だがなぜ──どうしてそんな事が!?

　俺は、この世界に放り出されてからの約二日間で、ユージオやセルカたち住人がどのような存在であるのか、おおよその推測を立てるに至った。彼らは恐おそらく、生身の人の脳ではなく、何らかの人造メディアに保存された、言わば《人工フラクトライト》なのだ。どのようなメディアが人の魂を保存し得るのかまでは想像も覚束ないが、少なくとも、ＳＴＬによって魂が読み取れるなら、その複製コピーもまた可能であろうことは想像に難くない。

　コピー元となったのは、戦せん慄りつすべき推測だが、生まれたばかりの新生児のフラクトライトだろう。言わば《魂の原形》とでもいうべきそれを無数にコピーし、この世界で赤ん坊として一から成長させる。アンダーワールドの住民たちが、《本物の知性を持ち》《既存のＳＴＬを遥はるかに超える数存在する》という矛む盾じゆんする状じよう況きようを説明する仮説はそれ以外に思いつかない。俺が一日目の夜、神への挑ちよう戦せんであると畏おそれたラースの目的とはつまり──真なるＡＩ、人工の知性を創ることだ。それも、人の魂を鋳い型がたにして。

　その目的は最も早はや、九割がところ達成されている。ユージオの思し慮りよ深さは俺を上回るほどだし、複雑な情動は深遠そのものだ。つまり、ラースのこの壮そう大だいかつ不ふ遜そん極まりない実験は、すでに終了していておかしくない。

　しかし今なお実験を継けい続ぞくしているからには、現状の成果はラースにとって不満なものなのだろう。何が足りないのかは想像に想像を重ねるしかないが、もしかしたらあの《禁きん忌き目もく録ろく》、ユージオたちが根本的に破れないルールと無関係でないのかもしれない。

　ともかく、この仮説によって、ユージオたちの存在についてはおおよそ説明できる。彼らは、俺おれとは物理的な存在次元が異なるだけで、魂たましいの質的にはまったく同じ《人間》であると言ってよい。

　しかし──ならば、このゴブリンたちは何者なのか？　黄色い眼球から強きよう烈れつに放射される、この滴したたるほどの強烈な悪意は……？

　彼らの魂の原型もまた人間のそれである、とはとても思えないし、思いたくない。もしかしたらラースは、現実世界で本物のゴブリンを捕つかまえて、そいつをＳＴＬにかけたのか──などという支し離り滅めつ裂れつな思考が頭のなかで明めい滅めつする。

　ゴブリンと視線を合わせていたのはほんの一秒足らずだったろうが、それは俺を竦すくみ上あがらせるに充分すぎる時間だった。どう動いていいのかも思いつけないまま、ただ棒立ちになる俺の前で、一匹のゴブリンがギィィッというような音──もしかしたら笑い声を放ち、立ち上がった。

　そして、喋しやべった。

「おい、見ろや！　今日はどうなってんだぁ、また白イウムの餓が鬼きが二匹も転がりこんできたぜぇ！」

　途と端たん、ドーム中にぎぃぎぃ、きっきっという喚わめき声ごえが満ちた。近くのゴブリンから次々に、蛮刀マチエーテを片手に立ちながら餓うえた視線をぶつけてくる。

「どうする、こいつらも捕まえるかぁ？」

　最初のゴブリンがそう叫ぶと、奥おくのほうからグラァッと大きい雄叫おたけびが轟とどろき、全員が笑い声を収めた。左右に割れた群の間を進み出てきたのは、一回り大きな体たい軀くを持つ、指揮官クラスとおぼしき一匹だった。

　こいつだけは金属の鱗鎧スケイルメイルを装備し、額の鉢はち金がねには原色の飾かざり羽を突き立てている。その下の赤みを帯びた両眼は、視線だけで気が遠くなりそうな圧倒的な邪じや悪あくさと、氷のような知性を放射していた。にやりと歪ゆがめた口の端から、黄色い乱らん杭ぐい歯ばを剝むきださせて、隊長ゴブリンは嗄しやがれ声ごえで言った。

「男のイウムなんぞ連れて帰っても、幾いくらでも売れやしねぇ。面めん倒どうだ、そいつらはここで殺して肉にしろ」

　殺す。

　という言葉を、どのようなレベルで受け取ればいいのか、俺は一いつ瞬しゆん迷った。

　真にリアルな死、つまり俺の生身が実際に致ち命めい的てき損傷を受けるという可能性は除外していいはずだ。現実世界のＳＴＬの中にある俺の肉体に、このゴブリンどもが危害を加えることなどできようはずもない。

　しかし、かと言って通常のＶＲＭＭＯと同じように、死を単なるバッドステータスのひとつと割り切るわけにも行かないだろう。この世界には、蘇そ生せい魔ま法ほうやアイテムは──公こう理り教きよう会かいの中ちゆう枢すう部ぶという例外を除き──存在しないのだから。ここで連中に殺されたら、多分この《キリト》はジ・エンドなのだ。

　ならば、もし死んだら、主体的意識としての俺おれはいったいどうなるのだろう？

　ラースの六本木支部で覚かく醒せいし、オペレータの比ひ嘉がタケルが「お疲れッス」などと言って飲み物でも差し出す？　あるいは、またどこかの森でひとり目覚めるところからやり直しなのか？　それとも、肉体なき幽ゆう霊れいとして、世界のゆく末をただ見守るしかなくなるのか。

　そしてその場合──同じくここで命を落とすであろうユージオとセルカには、どのような運命が待っているのだろう。

　自前の脳という《専用保存メディア》を持っている俺と違い、何らかの大容量記憶装置内に存在するのだろう彼らのフラクトライトは、もしかしたら、死ぬとともに完全消去されてしまう……ということも有り得るのではないか？

　そうだ……セルカ、彼女はどこにいるんだ。

　俺は思考を中断し、目の前の光景に意識を向けた。

　隊長ゴブリンの指示に従い、四人の手下が手に手に蛮刀マチエーテをぶら下げて、こちらへと歩き始めたところだ。ゆっくりとした歩調といい、牙きばを剝むきだした嗜し虐ぎやく的てきな笑みといい、俺たちをなぶり殺しにする気満々と見える。

　池のほとりに残る二十数匹のゴブリンたちも、眼に興こう奮ふんの色を浮かべながら口々にぎぃぎぃと囃はやし立たて、そしてその奥おくに、俺はようやく探していたものを発見した。暗がりに紛まぎれて見え難かったが、黒い修道服姿のセルカが、粗そ雑ざつな荷車に横たわっている。体を荒あら縄なわで縛しばられ、瞼まぶたは閉じられたままだが、顔色からして意識を失っているだけと思えた。

　思い返せば、先ほど隊長ゴブリンは言っていた。男の《イウム》──人間のことだろうか──を連れて帰っても売れないから、この場で殺せ、と。

　裏返せば、女なら売れるということだ。奴やつらは、セルカを闇やみの国へと拉ら致ちし商品として売り飛ばすつもりなのだ。このまま何もしなければ、恐おそらく俺とユージオは殺されるだろう。だが、セルカを待つ運命は、もしかしたら死よりも過か酷こくなものだ。それを、シミュレーションの一部と割り切ることは俺にはできない。絶対にできない。彼女も、俺と同じ人間──まだたった十二歳の女の子なのだから。

　かくなる上は、やるべきことは──

「ひとつだな」

　俺は小さく呟つぶやいた。隣となりで、同じように凍こおり付ついていたユージオの体がぴくりと動いた。

　セルカは絶対に助け出す。例えその代だい償しようを、俺の仮かり初そめの命で払うことになろうとも。

　もちろん、簡単には行かないだろう。戦力差はあまりに巨大だ。蛮刀と鎧よろいで武装したゴブリン三十匹に対して、こちらには棒きれの一本すらない。それでもやらねばならない。この状じよう況きようを招いてしまったのは、俺おれの不用意なひと言なのだ。

「ユージオ」

　視線を前方に据すえたまま、早口で囁ささやく。

「いいか、セルカを助けるぞ。動けるな」

　すぐに、うんという答えが返ってくる。見込んだとおり、おっとりしているようで芯しんは相当に強いようだ。

「三つ数えたら、前の四匹を体当たりで突とつ破ぱする。体格差があるから、こっちが怖おじ気けづきさえしなきゃ絶対行ける。そしたら俺は左、お前は右のかがり火を池に倒すんだ。その光る草をなくすなよ。火が消えたら、床から剣を拾って、俺の後ろを守ってくれ。無理に倒そうとしなくていい。その間に、俺はまずあのでかいのを片付ける」

「……僕、剣なんて振ったことないよ」

「斧おのと一いつ緒しよさ。行くぞ……一、二、三！」

　氷の上だが、俺もユージオも足を滑すべらせることなく最高のスタートを切った。この運が最後まで続くことを祈りつつ、腹の底から雄叫おたけびを迸ほとばしらせる。

「うおおおおおお!!」

　一拍遅れて、ユージオの「わああああ！」という叫び声が続く。少々悲鳴っぽくもあったが効果は充分だったようで、四匹のゴブリンは黄緑色の眼を丸くして立ち止まった。もっとも、それは声のせいではなく、《イウムのガキ》が捨て身の突とつ進しんを仕掛けてきたことに驚いたからかもしれないが。

　ちょうど十歩目で俺は体をぐっと沈め、一番左とその隣となりのゴブリンの隙すき間ま目掛けて、右肩から全力のタックルをぶちかました。不意打ちと体格差の修正効果か、二匹はものの見事に後ろにひっくり返り、手足を振り回しながら氷の上をつーっと滑っていった。ちらりと横を見ると、ユージオの体当たりも綺き麗れいに決まって、同じく二匹が裏返しの亀かめのような格好で遠ざかっていく。

　足を止めることなく、俺たちはゴブリンの円えん陣じん目掛けてさらに加速した。幸い、連中の状況対応力はそれほど高くないようで、隊長を含めていまだ立ち上がることなくポカンとこちらを見ている。

　そうだ、そのままボーっとしてろ。罵ののしるように祈りながら、俺はゴブリンどもの間を縫ぬって最後の数メートルを走り抜けた。

　その時、さすがに他の連中とはひと味違う知能を持っているのか、隊長ゴブリンが怒いかりに満ちた声を轟とどろかせた。

「そいつらを火に近づけるな──」

　だが、わずかに遅かった。俺とユージオはかがり火に飛びつくと、水面めがけて蹴けり倒たおした。大量の火の粉を撒まき散ちらしながら、二つの炎は黒い水面に沈み込み、ばしゅっという音と白い蒸気を残してあっけなく消えた。

　ドームは一いつ瞬しゆん、完全な暗くら闇やみに包まれ──次いで、仄ほのかな青白い輝かがやきがそっと闇やみを遠ざけた。ユージオが左手に握にぎるネコジャラシの光だ。

　ここで、二つめの僥ぎよう倖こうが訪れた。

　周囲にうじゃうじゃいるゴブリンが一いつ斉せいに甲かん高だかい悲鳴を上げ、ある者は顔を覆おおい、ある者は後ろを向いてうずくまったのだ。見ると、池の向こうに立っている隊長ゴブリンさえも上体を仰のけ反そらせ、左手で眼を覆っている。

「キリト……これは……!?」

　驚いたように囁ささやくユージオに、俺おれは短く答えた。

「多分……あいつら、その光が苦手なんだ。今がチャンスだ！」

　俺は、池の周囲に雑多に放り出されている武器のなかから、巨大な鉄板のように無骨な直剣と、先せん端たんにボリュームのある曲刀を拾い上げ、刀のほうをユージオの手に押し付けた。

「その刀なら使い方は斧おのと同じでいけるはずだ。いいか、草の光で牽けん制せいして、近づく奴やつを追い払うだけでいいからな」

「き……キリトは？」

「奴を倒す」

　短く答え、顔を覆った手の隙すき間まからこちらを凄すさまじい怒りの視線で睨にらんでいる隊長ゴブリンに向かって、俺は一歩踏み出した。両手で握った直剣を、素早く左右に振ってみる。外見に反してやや頼りない手応えだが、青あお薔ば薇らの剣のように重過ぎて扱えないよりは遥はるかにマシだ。

「ぐるらぁっ！　イウムのガキめらが……この《蜥蜴トカゲ殺しのウガチ》様と戦う気かぁ！」

　じりじり間合いを詰める俺を片目で睨め付けながら、隊長が吼ほえた。同時に、右手で腰から巨大な蛮刀マチエーテをじゃりんと抜き放つ。黒ずんだその刀身は、錆さびだの血だのがこびり付き、異様な迫はく力りよくを纏まとっている。

　勝てるのか──!?

　背せ丈たけは大差ないが、体重と筋肉量では遥かに優るであろう敵と対たい峙じした俺は、一瞬怯ひるんだ。だがすぐに、歯を食くい縛しばって前進を続ける。ここで奴を倒せず、セルカを助けられなかったら、俺がこの世界に来たのはあの子に最悪の運命を与えるためだったということになってしまう。サイズなど問題ではない。旧アインクラッドでは、自分より三倍も四倍も大きいモンスターと数え切れないほど戦ったのだ。一度でも負ければ、本当に死ぬという条件のもとで。

「違う！　戦うんじゃない──勝つんだ！」

　半分は隊長に、半分は自分に向けてそう叫びながら、俺は残る距離を一気に詰つめた。

　左足を深く踏み込み、剣を敵の左肩めがけて袈け裟さ懸がけに斬きり降おろす。

　甘く見ていたわけではないが、隊長ゴブリンの反応は予想以上に速かった。こちらの打ち込みを無視する勢いで横よこ殴なぐりに振り回された蛮刀マチエーテを、体を沈めてぎりぎり搔かい潜くぐる。髪が何本か巻き込まれ、引きちぎれる感覚。俺おれの剣は命中したものの、金属製の肩当てを砕くだくに留まったようだ。

　動きを止めたら力で押し切られる、そう感じた俺は低い姿勢で敵の横を抜けざま、がら空きの脇腹目掛けて水平斬りを放った。今度も手て応ごたえはあったが、粗そ雑ざつなスケイルメイルを貫かん通つうできずに、板いた金がねを五、六枚弾はじき飛とばしただけだ。

　ちゃんと砥といどけよ！　と内心で剣の持ち主に毒づきながら、ごうっと頭上から降ってくる反はん撃げきの一太刀を危うく躱かわす。蛮刀の分厚い切っ先が氷の床を深く穿うがち、改めてゴブリンの膂りよ力りよくに戦せん慄りつする。

　単発攻こう撃げきでは埒らちがあかない。そう判断した俺は、隊長ゴブリンが硬こう直ちよくから回復する前に反撃に入るべく深く踏み込んだ。体が半なかば勝手に動き、かつてここではない世界で数限りなく繰り返した動作を再現しようとした。《ソードスキル》の名で呼ばれた、必殺の技を。

　その刹せつ那な、まったく予想すらもしなかった現象が訪れた。

　俺の剣が、ごくかすかではあったが、確かな赤い光を放ったのだ。同時に、体がこの世界の物理法則を超えたスピードで閃ひらめく。まるで、何者かが見えない手で背中を押してくれたかのように。

　右下から低く斬きり上げた第一撃が、敵の左足を掠かすめ、動きを止める。

　左から右へと薙なぎ払はらいの第二撃が、鎧よろいの胸甲を切きり裂さき、その奥の肉をも浅く抉えぐる。

　右上から鋭するどく斬きり下おろす第三撃が、防御しようと上げられた敵の左腕を、肘ひじの少し下部分からガツッと音を立てて断ち切った。
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　切断面から迸ほとばしる鮮血は、青白い光の中で真っ黒に見えた。跳はね飛とんだゴブリンの左手が、くるくる回りながらすぐ左側の池に没ぼつし、どぷんと重い水音が響ひびいた。

　────勝った！

　そう確信すると同時に、俺おれは深く驚きよう愕がくしてもいた。

　今の攻こう撃げき……片手剣三連撃技《シャープネイル》は、形だけをなぞったものではなく、正しよう真しん正しよう銘めいの本物だった。斬ざん撃げきのさなか、刀身は赤い光の軌き跡せきを宙に残し、俺の五体は不可視の力によって加速された。別の言い方をすれば、《ライトエフェクト》と《システムアシスト》。

　つまり、この世界アンダーワールドには、ソードスキルが存在するのだ。世界を動かすシステムに組み込まれている。イメージによる再現というだけでは説明がつかない。なぜなら、俺は自分が放とうとした技がなんなのか、ほとんど意識していなかったのだから。システムが俺の初期モーションを検出し、ソードスキルを発動させ、アシストによって動きを補正した。そうでなければ起こり得ない現象だ。

　だが、だとすれば一つだけ、新たな疑問も浮かんでくる。

　昨日俺は、悪あく魔まの樹ギガスシダーを切り倒すため、《青あお薔ば薇らの剣》を用いて片手直剣用単発ソードスキル《ホリゾンタル》を放とうとした。シャープネイルより難易度の低い初期技──単なる水平斬りだ。なのに、システムは俺を助けてくれなかった。剣は光らず、体も加速せず、刃はまったく見当違いの場所を叩たたいて俺は無ぶ様ざまにひっくり返った。

　なのになぜ、今になってスキルは発動したのか？　これが実戦だから？　だが、本気の戦いか否かを、システムがどうやって判別するというのだ……？

　そこまでの思考に、俺は瞬まばたき一回分の時間しか使わなかった。旧ＳＡＯであれば、隙すきらしい隙とはならない。こちらは連続技後の硬直デイレイを課せられ、敵も大ダメージ後の仰け反りノツクバツクで動けないはずなのだから。

　しかし──この世界アンダーワールドは、ソードスキルは存在すれども、ＶＲＭＭＯゲームではない。俺はそのことを、愚おろかにも失念していた。

　左腕を斬り飛ばされた隊長ゴブリンは、ポリゴンのモンスターとは異なり、ただの一いつ瞬しゆんたりとも動きを止めようとしなかった。ぎらつく黄色い眼には、怯みも怖れもなく、圧倒的な憎悪だけが渦うず巻まいている。傷からはどす黒い血を、そして口からは熱い咆ほう哮こうを迸らせながら──

「ガルルァアッ!!」

　右手の蛮刀マチエーテを猛もう烈れつな勢いで振り回した。

　横よこ殴なぐりにごうっと飛んできた肉厚の刃を、俺は回かい避ひしきれなかった。先せん端たん近くが左肩を掠かすめた、その圧力だけで二メートル以上も吹き飛ばされ、氷床に背中から叩き付けられる。

　そこでようやく、隊長ゴブリンは背中をかがめ、蛮刀マチエーテを口に咥くわえると右手で左腕の切断面を摑つかんだ。みちみち、とおぞましい音が響ひびく。力任せに肉を握にぎり潰つぶし、止血するつもりらしい。その行動は、明らかに画一的なＡＩのそれではない。そう……奴やつが《ウガチ》という固有名を名乗った時点で、俺おれは気付くべきだったのだ。これはプレイヤーとモンスターの戦せん闘とうなどではなく、武器を握った者同士の殺し合いなのだと。

「キリト！　やられたのか!?」

　すこし離れた場所で、右手に曲刀、左手に光る草を持って手下ゴブリンどもを牽けん制せいしていたユージオが叫ぶ声が聞こえた。

　かすり傷だと言い返そうとしたが、強こわ張ばった舌が意思のとおりに動かず、俺は掠かすれた音だけを漏らしながらどうにか頷いた。立ち上がろうと片手を氷に突いた、その瞬しゆん間かん──。

　左肩から、全身の神経が焼き切れるかと思うほどの灼しやく熱ねつ感かんが弾け、視界にちかちかと火花が散った。抑おさえようもなく涙が溢あふれ、喉のどからはうめき声が零こぼれる。

　なんという──凄すさまじい痛みだ！

　耐えられる限界を遥はるかに超えている。氷上でうずくまり、浅い呼吸を繰り返す以外に何もできない。それでもどうにか首を回し、左肩の受傷部を見ると、チュニックの袖そでは丸ごと引き千切られ、剝むき出だしになった肌はだに大きく醜みにくい傷が口を開けていた。刀傷というより、巨大な鉤かぎ爪づめか何かで抉えぐられたかのようだ。皮ひ膚ふとその下の肉がごっそり削けずられ、真っ赤な血が絶え間なく噴き出している。左腕はすでに痺しびれと熱の塊かたまりと化し、指先は他人のもののようにぴくりとも動こうとしない。

　こんな仮想世界があってたまるか、と俺は脳のう裏りでうめいた。

　バーチャル・ワールドというのは、現実の痛みや苦しみ、醜みにくさや汚さといったものを除去し、ひたすら清潔で快適な環かん境きようを実現するために存在するのではないのか。これほどの傷と苦痛をリアルに描写することに、いったいどんな意味がある。いや──むしろ、この痛みは現実以上とさえ思える。現実世界でこのような怪け我がをすれば、脳内物質が分ぶん泌ぴつされたり、失神したりといった防御機構が働くのではないだろうか？　これほどの苦痛に耐えられる人間がいるはずがない…………

　────それも、少し違うかもな。

　必死に傷から目を背けようとしながら、俺は自じ嘲ちよう気味に考えを改めた。

　俺、桐きりヶが谷や和かず人とという人間は、リアルな痛みにまったく慣れていないのだ。現実世界では、物心ついて以来大きな怪我などしたこともないし、祖父に強制されて始めた剣道もすぐに辞めてしまった。ＳＡＯ生せい還かん後のリハビリは大変だったが、最さい先せん端たんのトレーニングマシンと補助的投薬のお陰かげでさして痛みに悩まされたりはしなかった。

　まして、仮想世界に於おいては何をかいわんやである。ナーヴギアやアミュスフィアのペインアブソーバ機能によって過保護なまでに痛みを除去された結果、俺にとって戦闘中の負傷は、単なる数値ヒツトポイントの増減でしかなくなった。そうだ、仮にアインクラッドにこんな痛みが存在すれば、俺おれははじまりの街から出ることもできなかったろう。

　アンダーワールドは、作られた夢にして、もうひとつの現実。

　何日前のことかは定かでないが、エギルの店で自分が口にした言葉の意味を、俺はようやく知った。現実とは即すなわち、本物の痛みや苦しみ、悲しみが存在するということだ。繰り返し襲いかかるそれらに耐え、くぐり抜けた者だけが、この世界では強くなれる。隊長ゴブリン、いやウガチはそれをとっくに知っていて、俺は考えすらしなかった。

　涙でぼやける視界の先で、ウガチが切断された左腕の止血を終え、おもむろに俺を見た。両眼から放射される凄すさまじい怒いかりの念で、周囲の空気が揺らいでいるかのようだ。口に咥くわえていた蛮刀マチエーテを右手に移し、ぶんっ、と振り回す。

「……この屈くつ辱じよくは、お前らを八やつ裂ざきにして、食い散らしても収まりそうもねぇが……とりあえず、やってみるとするか」

　頭上で蛮刀をぶん、ぶんと回しながら近づいてくるウガチから視線を外し、俺は遠く離れた場所に横たわるセルカの姿をちらりと見た。立たねば、立って戦わねばと思うが、体が動こうとしない。まるで、心から生まれる負のイメージが、物理的拘こう束そく力りよくとなって自分自身を縛いましめてしまっているかのようだ……。

　重い足音が、うずくまる俺のすぐ前で止まった。空気が動き、巨大な刀が高く振りかぶられるのを感じた。もう回かい避ひも反はん撃げきも間に合わない。俺は歯を食くい縛しばり、この世界から放ほう逐ちくされる瞬しゆん間かんを待った。

　だが、いつまで待ってもギロチンの刃は落ちてこなかった。代わりに、背後からザザッと氷を蹴ける音がして、聞き慣れた声が続いた。

「キリト────ッ!!」

　驚いて眼を見開くと、俺を飛び越えてウガチに斬りかかるユージオの姿が見えた。右手に握にぎった曲刀をめちゃくちゃに振り回し、敵を二歩、三歩と後退させていく。

　ゴブリンもはじめは驚いたようだったが、しかしすぐに余よ裕ゆうを取り戻し、蛮刀を右手一本で巧たくみに操ってユージオの攻撃を左右に捌さばいた。一いつ瞬しゆんだけ痛みを忘れ、俺は叫んだ。

「やめろユージオ！　早く逃げろ!!」

　しかし彼は、我を忘れたかのように大声で叫びながら、尚なおも剣を振り続けた。長年あの重い斧おのを操ってきただけあって、一いち撃げきのスピードには目を瞠みはるものがあるが、いかんせんテンポが単調すぎる。ウガチは、獲え物ものの抵てい抗こうを楽しむかのようにしばらく防御に徹てつしていたが、やがて一声グルラッ！　と叫ぶとつま先でユージオの軸じく足あしを払った。体勢を崩くずし、たたらを踏むユージオの前で、余裕たっぷりに蛮刀を引き────




「やめろおおお────ッ!!」

　俺おれの叫びが届くより早く、無む造ぞう作さに薙なぎ払はらった。




　一撃を腹に受け、大きく吹き飛ばされたユージオは、鈍にぶい音を立てて俺のすぐ横に落下した。反射的に体をそちらに向けると、左肩が閃せん光こうにも似た痛みを発したが、今だけはそれを無視してにじり寄る。

　ユージオの傷は、俺の何倍も酷ひどかった。上腹部を横一直線に切きり裂さかれ、ギザギザの傷口からごぽり、ごぽりと恐ろしいほど大量に血が溢あふれている。いまだ左手に握にぎられたままの草くさ穂ほに照らされ、傷口の奥おくで不規則に動く臓器が否応なく目に入る。

　ごぼっ、と重い音がして、ユージオの口からも泡あわ混まじりの血が噴き出した。緑色の瞳ひとみはすでに光を失いかけ、虚うつろに宙を見上げている。

　しかし、ユージオは体を起こそうとするのを止めなかった。口からひゅっ、ひゅっと赤い霧きり混じりの空気を吐はき出だしながら、震ふるえる両腕を突っ張る。

「ユージオ……もういい……もう……」

　俺は思わずそう口走った。ユージオを襲おそっている苦痛の大きさは、俺の比ではないはずだ。正常な意識で耐えられる範はん疇ちゆうとはとても思えない。

　その時──。焦しよう点てんを失いかけた瞳がまっすぐに俺を見て、鮮せん血けつに濡ぬれた言葉が流れた。

「こ……子供の頃ころ……約束したろ……。僕と、キリトと──アリスは、生まれた日も、死ぬ日も一いつ緒しよ……今度こそ……守るんだ……僕が……」

　そこで、がくりとユージオの腕から力が抜けた。俺は咄とつ嗟さにその体を両手で支えた。細身だが筋肉質なユージオの重みを。全身で感じた、その刹せつ那な。

　視界が断続的に白い閃せん光こうに包まれ、スクリーンの奥に朧おぼろな影が浮かんだ。

　真っ赤な夕焼け空の下、麦畑を貫つらぬく道を歩いている。俺の右手を握るのは、亜あ麻ま色いろの髪の幼い少年。左手を握にぎるのは、金髪のお下げ髪の少女。

　そうだ……世界は永遠に変わらないと信じていた。三人、いつまでも一緒だと信じていたんだ。なのに守れなかった。何もできなかった。あの絶望、無力感を忘れるものか。今度こそ……今度こそ俺は……。

　もう肩の痛みは感じなかった。俺は気を失ったユージオの体をそっと氷の上に横たえると、右手を伸ばし、転がっていた直剣の柄つかを握った。

　そして顔を上げ、今まさに振り下ろされつつあったウガチの蛮刀マチエーテを、横よこ一いつ閃せんに弾き返した。

「ぐるらっ……」

　驚いたような声を上げ、わずかに体を泳がせた敵の腹に、立ち上がりざまのタックルをぶちかます。ゴブリンは更さらによろけて、二、三歩後退する。

　右手の剣をぴたりと相手の正中線に据すえ、大きく息を吸い、吐はく。

　俺は確かに、肉体的な痛みに関してはまるで素人だ。だが、そんなものを遥はるかに上回る絶対的苦痛ならよく知っている。大切な人を失う痛みに較べれば、こんな傷などものの数ではない。喪そう失しつの痛みだけは、機械で記き憶おくをいかに操作しようと、絶対に消えることはないのだ。

　もう我が慢まんならん、とばかりにウガチは大だい音おん響きようの咆ほう哮こうを轟とどろかせた。周囲でキィキィ喚わめいていた兵隊たちがぴたりと押し黙る。

「白イウムがぁ……調子に乗んじゃねぇッ!!」

　猛もう然ぜんと突とつ進しんしてくるウガチの、蛮刀マチエーテの切っ先だけに俺おれは意識を集中した。きいいいんという耳鳴りとともに、視界の余計な部分が放射状に流れて消えていく。久しく忘れていた、脳神経が赤熱するかのような加速感覚。いや──この世界では、魂たましいが燃えるような、と言うべきか。

　袈け裟さ斬ぎりに振り下ろされる蛮刀を、俺は前に踏み込んで回かい避ひし、左下からの一刀で敵の右腕をほぼ付け根から斬り飛ばした。巨大な腕を付けたままの蛮刀は、ぶんぶん回転しながら取り囲むゴブリンの輪に飛び込み、複数の悲鳴を生んだ。

　両腕を失ったウガチは、黄色い両眼に怒いかりと、それ以上の驚きを浮かべ、よろよろと後ずさった。傷口から黒い体液がばしゃばしゃと迸ほとばしり、氷に落ちて湯気を立てる。

「……イウムに……イウムのガキごときに俺様が負けるわけがっ……」

　喘あえぎ混じりの声が終わるのを待たず、俺は全力で突進した。

「違う！　俺の名前は《イウム》じゃない！」

　無意識のうちにそんな言葉が迸った。同時に、左足のつま先から右手の指先、直剣の切っ先までが一本の鞭むちのように鋭するどくしなった。再び、刀身が今度はライトグリーンの光を放つ。見えない手が強く背中を押す。片手剣突進技、《ソニックリープ》。

「俺は……剣士キリトだ!!」

　ぴうっ、と空気を裂さく音が耳に届いたのは、ウガチの巨大な首が高々と宙に舞った、その少し後だった。

　ほぼ垂直に上昇し、次いでくるくる回転しながら落下してきたそれを、左手で受け止める。鶏冠とさかのように立てられた飾り羽を鷲わし摑づかみにして、いまだ鮮せん血けつの垂れる首しゆ級きゆうを高く掲かかげ、俺は叫んだ。

「お前らの親玉の首は取った！　まだ戦う気がある奴やつはかかってこい、そうでない奴は今すぐ闇やみの国に帰れ！」

　ユージオ、もう少しがんばれ、と心の中で唱えつつ、両目に最大限の殺気を込めて集団を見回す。ゴブリンたちは、隊長が死んだことで相当に浮き足立ったようで、互いに顔を見合わせながらぎっぎっと忙せわしなく声を上げている。

　やがて、前列にいた一匹が、肩に担いだ棍こん棒ぼうをゆらゆらさせながら進み出てきた。

「ギヘッ、そういうことなら、手前ェを殺やればこのアブリ様が次の頭かしらに……」

　口こう上じようを最後まで聞くほどの忍にん耐たい力りよくは、今の俺にはなかった。左手に首をぶら下げたまま猛然とダッシュし、そいつの右みぎ脇わきから左肩までを先と同じ技で両断する。どっ、と重い音に続いて血ち飛沫しぶきが散り、やや遅れて上半身が切断面を滑すべって地面に落ちた。

　それで、ようやく残る連中の意思決定も完了したようだった。甲かん高だかい悲鳴が一いつ斉せいに上がり、我先にとドームの隅すみ目掛けて走り出す。俺おれたちが入ってきたのとは別の出口に、数十匹のゴブリンたちは周囲の者を突き飛ばし蹴り飛ばししながら吸い込まれ、たちまちのうちに見えなくなった。反はん響きようする足音と喚き声が徐じよ々じよに遠ざかり、消えると、氷のドームは先刻の熱気が噓うそのような冷たい静せい寂じやくに包まれた。

　俺は再び戻ってこようとする左肩の痛みを深呼吸ひとつで遠くに押しやり、右手の剣と左手の生首を同時に放り投げた。振り向き、横たわったままの友に駆かけ寄よる。

「ユージオ!!　しっかりしろ!!」

　声を掛けるが、青ざめた瞼まぶたはぴくりとも動こうとしない。ほんの少し開かれた唇くちびるに弱々しい息づかいを感じるが、今にも停止してしまいそうだ。腹部の凄せい惨さんな傷口からは今も血が流れ出していて、それを止めなくてはならないのは解るが、どうやって止血していいのか見当もつかない。

　強こわ張ばった右手で素早く印を切ると、俺はユージオの肩を叩たたいた。浮かび上がったウインドウを、祈いのる気持ちで覗のぞき込こむ。

　生命力──デュラビリティ・ポイントの表示は、【２４４／３４２５】となっていた。しかも、現在値がおよそ二秒毎に１という恐ろしいペースで減少していく。つまり、ユージオの命が尽つきるまで、あとわずか四百八十秒──八分しかないということだ。

「……待ってろ、すぐ助けるからな！　死ぬなよ!!」

　俺はもう一度声を掛け、立ち上がった。今度は、ドームの隅に放置されたままの荷車に向かって全力で走り寄る。

　荷台には、中身の不明な樽たるや木箱、雑多な武器類と一いつ緒しよに、縛しばられ転がされたセルカの姿があった。手近な箱からナイフを摑つかみ出だし、手早くロープを切る。

　小さな体を抱き上げ、広い床に横たえて素早く検分したが、目立つ外傷はないようだった。呼吸もユージオと較べればずっとしっかりしている。修道服の両肩に手を置き、許されるぎりぎりの力を込めて揺する。

「セルカ……セルカ！　目を醒さましてくれ!!」

　するとすぐに長い睫まつ毛げが震ふるえ、ばちりと音がしそうな勢いでライトブラウンの瞳ひとみが見開かれた。ユージオの傍そばに放置されたネコジャラシの光だけでは咄とつ嗟さに俺を認識できなかったようで、喉のどの奥おくから細い悲鳴が漏もれる。

「やっ……いやぁぁっ……」

　両手を振り回し、俺を押おし退のけようとするセルカの体を抑おさえて更さらに叫ぶ。

「セルカ、俺だ！　キリトだ！　もう心配ない、ゴブリンは追い払った！」

　俺の声を聞いたとたん、セルカはぴたりと暴れるのを止めた。おそるおそる伸ばしてきた右手の指先で、そっと俺おれの頰ほおに触ふれる。

「……キリト……キリトなの……？」

「ああ、助けに来たんだ。大だい丈じよう夫ぶか？　怪け我がしてないか？」

「う……うん、平気……」

　セルカの顔がくしゃっと歪ゆがみ、直後ものすごい勢いで俺の首に飛びついてきた。

「キリト……あたし……あたし……！」

　すううっと耳もとで息を吸う音がして、幼子のような号ごう泣きゆうが迸ほとばしる──その寸前に、俺はセルカの体を両腕で抱え上げると振り向き、再び走り出した。

「ごめん、泣くのはちょっと後にしてくれ！　ユージオが大怪我をしたんだ!!」

「えっ……」

　腕の中の体が即そく座ざに強こわ張ばる。割れた氷だのゴブリン連中が投げ出していったガラクタだのを蹴けり飛とばしながら一目散にユージオのところまで引き返し、セルカを下ろす。

「もう、普ふ通つうの治ち療りようじゃ間に合わないんだ……セルカの神聖術で助けてくれ、頼む！」

　俺がまくし立てると、セルカは息を詰つめながらひざまずき、おそるおそる右手を伸ばした。ユージオの深い傷に指先が触れた途と端たん、びくりとその手を引っ込める。

　やがて、三つ編みに結った髪を揺らして、セルカは大きくかぶりを振った。

「……無理よ……こんな……こんな傷……あたしの神聖術じゃ、無理……」

　指先を、今度は蒼そう白はくになったユージオの頰に当てる。

「ユージオ……噓うそよね……あたしのせいで……ユージオ……」

　セルカの頰をつうっと伝った涙が、氷の上の血ち溜だまりに落ちて小さな音を立てた。戻した両手で顔を覆おおい、嗚咽おえつを漏もらそうとする少女に向かって、俺は酷こくと思いつつ大声で叫んだ。

「泣いてもユージオの傷は治らない！　無理でもいい、やってみるんだ！　君は次のシスターなんだろう!?　アリスの後を継ついだんだろう!?」

　セルカの肩がぴくりと震え、しかしすぐに力なく落ちる。

「……あたしは……姉様にはなれない……。姉様が三日でマスターした術を、あたしはひと月かけても覚えられないのよ。今のあたしに治せるのは、ほんの……ほんのかすり傷くらいで……」

「ユージオは……」

　俺は、胸に込み上げてくる感情に衝つき動うごかされるまま、懸けん命めいに口を動かした。

「ユージオは、君を助けにきたんだ、セルカ！　アリスじゃない、君を助けるために、命を投げ出したんだ！」

　もう一度、セルカの肩が、さっきより大きく揺れた。

　こうしている間にも、ユージオの天命はゼロに向かって突とつ進しんしつつある。残り時間は二分、それとも一分だろうか。身み悶もだえするほど長い、一いつ瞬しゆんの静せい寂じやく。

　不意に、セルカが顔を上げた。瞳ひとみには、数秒前までの怖おそれや躊躇ためらいの色はもうなかった。

「──普ふ通つうの治ち癒りよう術じゆつじゃ間に合わないわ。危険な高位神聖術を試してみるしかない。キリト、あなたの助けが必要だわ」

「わ、解った。言ってくれ、何でもやる」

「左手を貸して」

　即そく座ざに伸ばした俺おれの手を、セルカは自分の右手で強く握にぎった。次いで、氷の上に投げ出されたユージオの右手を左手でしっかり摑む。

「もし術が失敗したら、あたしも、あなたも命を落とすかもしれないわ。覚かく悟ごはいいわね」

「その時は俺の命だけで済むようにしてくれ。──いつでもいいぞ！」

　セルカは、強い光を湛たたえた瞳で俺をまっすぐ見つめ、頷うなずいた。すぐに瞼まぶたを閉じ、大きく息を吸い込む。

「システム・コール！」

　高く澄すんだ音が、氷のドームいっぱいに響ひびいた。

「──トランスファー・ヒューマンユニット・デュラビリティ、ライト・トゥ・レフト!!」

　声の反はん響きようを追いかけるように、きーんという鋭するどい音が高まり、膨ふくれ上あがった──その直後。セルカを中心として、青い光の柱が屹きつ立りつした。

　草くさ穂ほの光を遥はるかに上回る、途と轍てつもない眩まぶしさだ。巨大ドームの隅すみから隅までをライトブルーに染め上げている。俺は思わず両眼を細めたが、それも束の間、セルカに握られた左手が突とつ如じよ異様な感覚に包まれ、再び瞼を開けた。

　まるで、五体そのものが光に溶とけ、左手から流れ出ていくようだ。

　見れば、実際に、俺の全身から小さな光の粒つぶが生まれ、左腕を通ってセルカの右手に移動している。ぼやける視線でその先を追うと、光の奔ほん流りゆうはセルカの体を通過する間に明度を増し、ユージオの右手へと吸い込まれている。

　トランスファー・デュラビリティ、つまり人から人へと天命を移動させる神聖術なのだろう。いま俺のウインドウを開けば、数値が目まぐるしく減少しているはずだ。

　構わないから全部使ってくれ、そう念じながら、俺は左手に一層力を込めた。エネルギーの導線兼ブースターとなっているセルカも相当に苦しそうだ。あらためて、この世界に厳然として存在する、代だい償しようとしての苦痛の大きさを意識する。

　痛み、苦しみ、そして悲しみ。仮想世界には必要ないはずのそれらが、これほどまで意図的に強調されていることが、アンダーワールドの存在理由と深くリンクしているのは明らかだ。住民たちのフラクトライトを苛さいなむことで、ラースの技術者たちが何らかのブレイクスルーを目指しているなら、予期せぬ闖ちん入にゆう者しやの俺がここでユージオを助けようとするのは明白な妨ぼう害がい行為ということになるのだろう。

　だが、言わせてもらえば、そんなもの糞くそ食くらえだ。たとえ魂たましいだけの存在であろうとも、ユージオは俺おれの友達なのだ。絶対にこのまま死なせたりしない。

　天命の移動が進むにつれ、全身を強きよう烈れつな寒気が包みはじめた。徐じよ々じよに暗くなる視界で、懸けん命めいにユージオの様子を確かめる。腹の傷は、術の開始前と較べれば明らかに小さくなってきているように見えた。しかしまだ完全な治ち癒ゆには程遠い。流れ出る血も止まっていない。

「き……キリト……まだ、だいじょうぶ……？」

　苦しそうな息の下で、セルカが切れ切れに言った。

「問題ない……もっと、もっとユージオにやってくれ！」

　即そく座ざにそう答えたものの、すでに俺の眼はほとんど視力を失いつつあった。右手、右足の感覚も消失し、唯ゆい一いつセルカに握にぎられた左手だけが熱く脈打っている。

　ここでこの世界に於おける命を失おうとも、それはまったく構わない。ユージオの命が救われるなら、先刻に倍する痛みにだって耐えてみせる。しかしひとつだけ心残りなのは、世界の行く末を見届けられないことだ。もし、あのゴブリン集団が端たん緒しよでしかなかったら。これから、闇やみの国からの侵しん略りやくがどんどん激化するのだとしたら。その激流に、真っ先に晒さらされるであろうルーリッドの村が気がかりで仕方ない。俺はログアウトとともに全ての記き憶おくを失ってしまうだろうから、再ログインはきっと不可能だ。

　いや、たとえ、俺が消えても──。

　自分の眼でゴブリンを見、剣を握って戦ったユージオが、何とかしてくれるはずだ。村長に警告して衛えい士しを増強させ、近きん隣りんの村や街に危機を知らせる。彼ならきっとそうする。

　そのためにも、今ここでユージオを死なせるわけにはいかない。

　ああ、だが、しかし──俺の命は、もうすぐ尽つきてしまう。なぜか、それがはっきりと解る。ユージオはまだ瞼を開けようとしない。彼の傷を癒いやし、死の際から呼び戻すためには、命を全て費やしても足りないというのか。

「……もう……だめ……これ以上続けたら、キリトの天命が……！」

　セルカの悲鳴が、ずっと遠くからかすかに聞こえた。

　止めるな、続けるんだ、そう言おうとしたが口が動かない。思考を続けることすらも困難になりつつある。

　これが、死なのだろうか？　アンダーワールドにおける魂たましいの擬ぎ似じ的てき死……。それとも、魂の死は、現実の肉体すらも殺すのだろうか。そんなふうに思えてくるほどに、たまらなく寒い。そして、恐おそろしいくらい孤こ独どくで……。

　ふと、両肩に、誰だれかの手を感じた。
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　暖かい。氷に閉ざされかけた俺の内部を、じんわりと溶とかしていく。

　俺は──この手を知っている。小鳥の羽のように華きや奢しやで、しかし誰よりも力強く未来を摑つかもうとしていた手。

　…………きみは、誰…………？

　声にならない声で訊たずねると、左の耳にふっと優しい吐と息いきの感かん触しよくが訪れ、そして、泣きたくなるほど懐なつかしく思える声が聞こえた。

『キリト、ユージオ……待ってるわ、いつまでも……セントラル・カセドラルのてっぺんで、あなたたちをずっと待ってる……』

　黄金色の光が恒こう星せいのように輝かがやき、俺おれの内部を満たした。圧倒的なエネルギーの奔ほん流りゆうは、五体の隅すみ々ずみにまで染み渡ったあと、行き場を求めて左手から溢あふれ出だしていった。
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　打楽器のように軽やかに澄すんだ音が、春はる霞がすみの空高く拡散していった。

　五十回の斧おの打うちを終え、額の汗を拭ぬぐってからこちらを向いたユージオに、俺おれはシラル水すい入りの水すい筒とうを放りながら訊たずねた。

「傷の具合はどうだ？　痛んだりしないか？」

「うん、丸一日休んだら、もうすっかり治ったみたいだよ。少し痕あとは残ったけどね。それどころか……気のせいかな、なんだか、この竜りゆう骨こつの斧がやけに軽く思えるんだ」

「気のせいってわけでもなさそうだぜ。今の五十回、真ま芯しんの当たりが四十二回もあった」

　それを聞いたユージオはひょいっと眉まゆを持ち上げ、次いで顔を綻ほころばせた。

「本当かい？　なら、今日の賭かけは僕が頂きだな」

「そりゃどうかな」

　笑い返しながら、俺は受け取った竜骨の斧を右手一本で軽く振ってみた。確かに、記き憶おくよりも手応えがずいぶんと穏おだやかだ。

　果ての山脈の地下洞どう窟くつで、悪い夢だったかと思えるほどに恐おそろしい体験をしてから、すでに二晩が過ぎ去っていた。

　セルカの神聖術によってどうにか息を吹き返したユージオに右肩を貸し、左手に隊長ゴブリンの首しゆ級きゆうをぶら下げて、ルーリッドの村まで帰り着いたときにはとうに日が暮れていた。広場では大人たちが捜索隊を出すかどうか協議していて、そこに俺たち三人がひょっこり現われたものだから、全員の安あん堵どの声に続いて、ガスフト村長とシスター・アザリヤによる叱しつ責せきが轟ごう雷らいの如ごとく降り注いだ。三人もの若者が《村の掟おきて》を破るという有り得べからざる事態に、むしろ大人のほうがパニックを起こしていたかもしれない。

　しかしそれも、俺が左手の生首を大人たちの鼻先に突きつけるまでのことだった。人間より一回り巨大で、黄緑色の目玉と長い乱らん杭ぐい歯ばを剝むき出だしたウガチの凶きよう相そうに睨にらまれて、大人たちは一いつ瞬しゆん沈ちん黙もくしたあと、先刻に数倍する驚き声と悲鳴を放った。

　あとは主にユージオとセルカが、北の洞窟に野営していたゴブリンの集団のことと、それが恐らく闇やみの国からの偵察隊であることを説明した。村長たちはいかにも子供のたわ言と笑い飛ばしたそうだったが、誰だれ一人本物を見たことのない怪かい物ぶつの生首が石いし畳だたみに鎮ちん座ざしていてはそういうわけにもいかない。議題はすぐに村の防衛をどうするかに移り、俺たちは無事放ほう免めんされて、疲れた足を引きずりながら家に戻った。

　教会の部屋でセルカに左肩の傷を手当てしてもらい、俺はベッドに倒れこんで泥どろのように眠った。翌日の仕事はユージオともども免めん除じよされ、これ幸いと惰だ眠みんを貪むさぼり、さらに一晩明けた今朝には、肩の痛みも全身の疲労感もすっきり抜けていた。

　朝食後、同じく元気な顔で現われたユージオと連れ立って森へと歩き、最初の五十回を彼が打ち終えたところ──である。

　俺おれは、右手に握にぎった斧おのを眺ながめながら、少し離れた場所に腰を下ろしたユージオに向かって言った。

「なあ、ユージオ。覚えてるか……？　あの洞どう窟くつで、お前がゴブリンに斬きられた時のこと……。お前、妙みようなこと言ったよな。俺が、ユージオとアリスと、ずっと昔から友達だった、みたいな……」

　答えはすぐには返ってこなかった。しばらく沈黙が続いてから、ざあっと心地よい風が梢こずえを鳴らして通り過ぎ、その尻尾しつぽに乗るように小さな声が耳に届いた。

「……覚えてるよ。そんなわけはないんだけど……なんだか、あの時は、すごくはっきりそう思えたんだ。僕と、キリトと、アリスはこの村で生まれて一いつ緒しよに育って……アリスが連れていかれたあの日も、その場に一緒にいたような……」

「……そうか」

　頷うなずき、しばし考え込む。

　極限状況における記き憶おくの混乱、そう説明することはできるだろう。ユージオの意識、人格を構成するのが俺のそれと同じ《揺れ動く光フラクトライト》なら、生死の瀬せ戸と際ぎわで幾いくつかの記憶が誤って接続したとしても不思議ではない。

　しかし、問題は──あの場で、俺にも同じような記憶の混乱が発生した、ということだ。目の前で死にゆくユージオを見たとき、確かに俺も、彼と一緒にルーリッドの村で育った、というような生々しい感覚を得たのだ。それに、長い金髪の少女、俺は会ったことすらないはずのアリスの思い出さえも。

　そんなことは有り得ない。この俺、桐きりヶが谷や和かず人とには、埼玉県川かわ越ごえ市しで妹の直すぐ葉はと一緒に今日まで（正確にはこの世界で目覚めるまで）暮らしたという詳しよう細さいな記憶が存在する。それが捏ねつ造ぞうされたものだとはどうしても思えないし、思いたくない。

　やはり、あの現象は、俺とユージオを同時に同種の幻げん視しが襲おそった、というそれだけのことなのだろうか？

　だとしても、唯ゆい一いつ、説明のつけられないことがある。セルカの神聖術によって俺の天命をユージオに移動し彼を救おうと試みたあの時、俺は薄れゆく意識の中で、確かに四人目の存在を感じたのだ。そしてその誰だれかは言った。キリト、ユージオ、セントラル・カセドラルの天辺で待っている、と。

　あの声までも、俺の混こん濁だくした意識が生み出した幻まぼろしだと断ずることはできない。なぜなら俺は《セントラル・カセドラル》などという単語をこれまで聞いたことはないからだ。現実世界ではもちろん、様々な仮想世界に於おいても、そんな場所あるいは建物に行ったことはおろか見聞きしたことすらないのは確実だ。

　ならばあの声は、俺おれでもユージオでもセルカでもない誰だれかが実際に語りかけてきたものだということになる。それを……六年前に村から連れ去られた少女アリスだと推測するのは飛ひ躍やくだろうか？　もしそうだとすれば、俺とユージオ、そしてアリスがルーリッドの村で暮らしていたという有り得ない過去もまた存在するのだろうか……？

　俺は、昨日の朝目覚めてから頭の中で何度も堂どう々どう巡めぐりさせている思考を中断し、口を開いた。

「ユージオ。洞どう窟くつで、セルカがお前に神聖術を使ったとき、誰かの声を聞いたか？」

　今度の答えは早かった。

「いいや、僕はもうまったく意識が無かったから。キリトは何か聞いたのかい？」

「いや……気のせいだ、忘れてくれ。──さて、仕事をしないとな。俺は四十五回超えを狙ねらうぜ」

　脳のう裏りに渦うず巻まく想念を追い払い、俺はギガスシダーに向き直った。両手でしっかりと斧おのを握にぎり、全身の隅すみ々ずみにまで意識を行き渡らせる。

　振りかぶった斧は、イメージした軌き跡せきを寸分たがわずトレースし、幹に刻まれた半月形の中心に吸い込まれるように命中した。




　午前中のノルマである二人合わせて千回の斧打ちは、普ふ段だんより三十分近くも早く終わった。二人ともに疲労が少なく、休きゆう憩けいをほとんど必要としなかったせいだ。会心の一いち撃げきも先週と比べて激増し、気のせいか巨きよ樹じゆの刻み目も、見てそれと判るほどに深くなっているようだ。

　ユージオは、満足そうに大きく伸びをすると、ちょっと早いけどお昼にしようと言いながらいつもの木の根に腰を下ろした。俺が隣となりに座ると、傍かたわらの布包みから例の丸パンを取り出し、俺に二つ放ってくる。

　両手でひとつずつ受け止め、俺は相も変らぬその石のような固さに苦笑いしながら言った。

「斧が軽くなったみたいに、このパンも柔やわらかくなってるといいんだけどな」

「あははは」

　愉ゆ快かいそうに笑い、ユージオは大きく一口齧かじってから肩をすくめた。

「……おんなじだね、残念ながら。それにしても……なんで急に斧を軽く感じるようになったのかなあ……？」

「さてなあ」

　そう言いながらも、しかし俺はこの現象を、昨夜自分の《窓》を開いてみた時点で予想していた。問題のオブジェクト・コントロール権限とシステム・コントロール権限、おまけに天命の最大値までが大きく上昇していたからだ。

　理由も見当がつく。あの洞窟で、ゴブリンの大集団を撃げき退たいした──言い換えれば高難易度のクエストをクリアしたことによって、通常のＶＲＭＭＯで言う《レベルアップ》的現象が発生したのだろう。二度やれと言われても絶対にごめんだが、困難な戦せん闘とうに挑いどんだ見返りはあったというわけだ。

　今け朝さ方がた、セルカにもそれとなく訊たずねたみたが、やはり先週までは失敗率の高かった神聖術が妙みように上う手まくいくような気がする、ということだった。実際には戦せん闘とうを行っていないセルカにもレベルアップ効果が及およんでいるのは、多分俺おれたち三人がパーティー扱あついされ、全員に経験値が入ったと考えれば納得がいく。

　恐おそらく、ユージオのオブジェクト操作権限も俺と同程度、48前後にまで上昇しているはずだ。となれば、もう一度アレを試してみない手はない。

　俺は、大急ぎで二つの丸パンを食べ終えると立ち上がった。まだゆっくり口を動かしているユージオの視線を感じながら、ギガスシダーの幹に開いた大きなウロに歩み寄り、先日以来そこに置きっぱなしだった青あお薔ば薇らの剣の包みに手を伸ばす。

　半なかば確信しつつも、もう半分は祈いのるような気持ちで革包みを摑つかみ、腰を入れて持ち上げた。

「おっと……」

　途と端たん、後ろにひっくり返りそうになり、慌あわてて踏ん張る。記き憶おくにある、ウェイトをたっぷりつけたバーベルのようなとんでもない重さが、せいぜい肉厚の鉄パイプ程度にまで激しく減少していたからだ。

　手首にずしりと来ることに変わりはない。しかしその重みは、どちらかと言えば心地よい、まさに旧アインクラッド末期の我が愛剣たちを思い起こさせる手応えだ。

　俺は、左手一本で持った革包みの紐ひもをほどき、露あらわになった美しい細工の柄つかを右手で握にぎった。パンを咥えたまま眼を丸くするユージオに短く笑いかけてから、しゃりーん！　と背筋の震ふるえるような鞘さや走ばしりとともに剣を抜き放つ。

　青薔薇の剣は、先日のじゃじゃ馬ぶりとは打って変わって、深窓の美び姫きの佇たたずまいで俺の手に収まった。改めて、見れば見るほど見事な剣だ。慣れ親しんだポリゴン製の武器では再現できない、白革の握りの吸い付くような質感、複雑に光を閉じ込める刀身の透とう明めい感かん、薔薇の蔦つたを象かたどった細工の細やかさ。昔話のベルクーリさんとやらがドラゴンから盗もうとしたのもむべなるかなと思える。

「お……おいキリト、持てるのかい、その剣が？」

　啞あ然ぜんとした顔で言うユージオに、俺はひゅひゅんと剣を左右に切り払って見せた。

「パンは柔やわらかくならなかったけど、この剣は軽くなったみたいだぜ。まあ、見てろって」

　改めてギガスシダーの幹に相対し、腰を落とす。右脚を引いて半身になり、その回転に連動する動きで右手の剣を真横から後ろへとテイクバック。一瞬の溜めを入れると同時に、刀身を薄水色の光が包んだ。

「──セィッ!!」

　短い気勢とともに地面を蹴ける。技のイメージと融ゆう合ごうしたシステムアシストが動きを加速させ、斬ざん撃げきに凄すさまじいスピードと精せい密みつな照準を与える。片手剣単発ソードスキル、《ホリゾンタル》。

　水平に走る稲いな妻ずまの如ごとく閃ひらめいた青あお薔ば薇らの剣は、狙ねらった一点にピンポイントで命中し、痛つう烈れつな衝しよう撃げき音おんを轟とどろかせた。ギガスシダーの巨体がびりびりと震ふるえ、周囲の梢こずえでさえずっていた鳥たちが一いつ斉せいに飛び立った。

　かなり久々に《剣人一体》とでも言うべき感覚を味わえた満足感に浸ひたりながら、俺おれはまっすぐ伸びる右腕の先を目で追った。薄青いクリアシルバーの刃は、その幅の半分以上も、金属のように黒光りする木目に埋まっていた。

　眼に続いて口もぽかんと開いたユージオの手から、食べかけの丸パンが落ちて苔こけの上に転がった。しかしそれに気付く様子もなく、木こりを天職とする少年は、震え声で言った。

「…………キリト……、今のは……もしかして、《剣術》かい？」

　お、と思う。今の言葉からすると、この世界にも剣の技という概がい念ねんは存在するのだ。ただ、それがシステム上のソードスキルを指すのかどうかまでは判らない。剣を左手の鞘さやに戻しながら、俺は慎しん重ちように答えた。

「ああ……、多分、そうだと思う」

「ってことは……闇やみの神にさらわれる前の君の天職は、きっと衛えい士し……いや、大きな街の衛兵だったのかも。だって、正式な剣術は衛兵隊でしか教えてくれないんだから」

　珍しく早口でまくし立てながら立ち上がったユージオの緑色の瞳ひとみには、きらきらと強い光が渦うず巻まいている。それを見た瞬しゆん間かん、俺は悟さとる。木こりを一生の仕事と命ぜられ、六年間毎日毎日不平の一つも言わずに斧おのを振り続けてきた彼だが──その魂たましいは、紛まごうことなき剣士のものなのだ。剣という存在への憧あこがれと、それを自在に操る技への渇かつ望ぼうを、心の一番深いところに刻んでいる。

　一歩、二歩と足を進め、俺のすぐ前までやってきたユージオは、まっすぐに視線を合わせながら震える声で訊たずねた。

「キリト……君の剣術の、流派は何？　その名前も、思い出せないかい……？」

　俺はほんの一いつ瞬しゆん考えてから、大きくかぶりを振った。

「いや、憶おぼえてる。俺の剣は、《アインクラッド流》だよ」

　もちろん、いま咄とつ嗟さに思いついた名前だ。だが、口に出してから、それ以外には有り得ないと感じた。俺の技は全て、あの浮遊城で身につけ、磨みがいたものなのだから。

「アイン……クラッド、流」

　ユージオはそっと繰り返してから、一つ頷うなずいた。

「不思議な名前だね。聞いたことはないけど、もしかしたらそれが君の先生か、それとも暮らしてた街の名前なのかもね……。──キリト、その……僕……」

　不意に視線を伏せ、言いよどむ。しかし、数秒後に再び顔を上げたユージオの眼には、毅き然ぜんとした強い輝かがやきが戻っていた。

「──僕に、君の《アインクラッド流剣術》を教えてくれないか。もちろん、僕は衛兵でも、それどころか村の衛えい士しでもないから……何かの規則に違反するかもしれないけど……」

「衛兵じゃない人間は剣術の修行をしちゃだめだ、なんていう項目が禁きん忌き目もく録ろくや、帝国……基本法にあるのか？」

　俺おれが静かにそう問うと、ユージオは小さく唇くちびるを嚙かみ、やがて呟つぶやいた。

「……そういう項目はないけど……でも、《複数の天職を同時に兼務すること》は禁じられてる。剣を修行するのは普ふ通つう、衛士や衛兵の天職を与えられた人間だけだ。だから、僕が剣の修行をしたら……自分の天職を疎おろそかにすることになるのかもしれない……」

　ユージオの肩が、ゆっくりと落ちていく。しかし両の拳こぶしは強く握にぎり締しめられ、張はり詰つめた筋肉が小刻みに震ふるえる。

　俺は、彼の魂たましいの中で繰り広げられる葛かつ藤とうが目に見えるようだった。この《アンダーワールド》に暮らす人間──つまり、ラースが何らかの手段で大量に生み出した言わば《人工フラクトライト》たちは、俺たち現実世界の人間にはない一つの特性を有している。

　彼らは恐おそらく、意識に書き込まれた上位規則には絶対に逆らえないのだ。最高支配者である公こう理り教きよう会かいが発布した《禁忌目録》、その下部で具体的な統治を行うノーランガルス帝国の《帝国基本法》はもちろん、このルーリッドに伝わる《村の掟おきて》ですら絶対に自発的な違反はしない。できない。

　それゆえにユージオは、央都に連行された幼おさな馴な染じみのアリスを捜さがしに行きたいという渇かつ望ぼうを、六年間ずっと押し殺さねばならなかった。自分の心を押さえつけ、ひたすら斧おのを振るってきた。自分が生きている間には絶対に倒せない巨きよ樹じゆに向かって。

　だが今、彼は初めて、運命を自分の意思で切り拓こうとしている。剣術を俺に教わりたいと言ったのは、もちろん剣に対する憧おこがれもあろうが、本当は心のずっと深いところにある最大の希望……捕われたアリスを助け出したい、そのために戦う力が欲しい、という望みの発はつ露ろではないだろうか。

　俯うつむき、体を震ふるわせるユージオを無言で見み詰つめながら、俺は内心で懸けん命めいに語りかけた。

　──頑がん張ばれ、ユージオ。諦あきらめるな、自分を縛しばるものに負けるな。一歩……最初の一歩を踏み出すんだ。お前は、剣士なんだから。

　と──。

　その言葉が聞こえたかのように、亜あ麻ま色いろの髪の少年は顔を上げた。綺き麗れいな緑色の瞳ひとみが、かつてないほど強い光を発して俺の眼を貫いた。食い縛られた歯の間から、掠かすれた声が切れ切れに放たれた。

「…………でも。でも、僕は……強く、なりたいんだ。もう、二度と、同じ間違いを、繰り返さないために。なくしたものを……取り戻すために。キリト……僕に、剣を、教えてくれ」

　いきなり胸に強く込み上げてくるものがあったが、俺はそれを苦労して吞のみ下くだし、片かた頰ほおに笑みを浮かべて頷うなずいた。

「解った。教えるよ、俺おれの知る限りの技を。──でも、修行は辛つらいぞ」

　笑いを悪戯いたずらっぽいものに変えながら右手を差し出すと、ユージオもようやく口許を少しだけ緩ゆるめ、俺の手を強く握にぎり返かえした。

「望むところだよ。ああ、本当に、それが僕の……ずっと、ずっと望み続けてきたものなんだ」

　もう一度下を向いたユージオの顔から、透とう明めいな雫しずくが二つ、三つと零こぼれ、木こ漏もれ日びを受けて美しく煌きらめいた。俺が驚く暇ひまもなく、ユージオは一歩踏み出すと、額をどすんと俺の右肩にぶつけた。ごくかすかな囁ささやき声が、触れ合う体を通して響ひびいた。

「いま……今、解ったよ。僕はずっと、君を待っていたんだ、キリト。この森で六年間、君がやってきてくれるのをずっと待ってた……」

「────ああ」

　俺も、声にならない声でそう応じると、青あお薔ば薇らの剣を握ったままの左手でユージオの背中を優しく叩たたいた。

「……俺もきっと、お前に会うために、この森で目覚めたんだ、ユージオ」

　無意識のうちに発したその言葉こそが確かな真実なのだと、俺は強く感じた。




　悪あく魔まの杉すぎ、森の暴君、鋼鉄の巨樹ギガスシダーがついに──あるいは呆あつ気けなく倒れたのは、俺とユージオが青薔薇の剣を使って《アインクラッド流剣術》の修行を始めてから、わずかに五日後のことだった。

　理由は単純、巨大な樹は格好の練習台だったからだ。俺が《ホリゾンタル》の見本を見せるたび、ユージオがそれを繰り返し繰り返し練習するたびに幹の刻み目は深くなり、そしてそれが直径の約八割に達した時、それが起こったのだった。

「────セアァ！」

　ユージオが見事なフォームで繰り出した水平斬りを受けた巨樹が、それまでにない不気味な軋きしみ声ごえを発した。

　俺たちは啞あ然ぜんと顔を見合わせ、次いで遥はるか頭上までそびえ立つギガスシダーの幹を振ふり仰あおいで、驚きよう愕がくのあまり凍こおりついた。巨樹が、俺たちに向かってゆっくり倒れ込んでくるのが見えたからだ。

　もっとも、その時はむしろ樹ではなく、俺たちの立っている地面が前方に傾けい斜しやしていると錯さく覚かくしたものだ。それほどまでに、直径四メートルを超える巨樹が重力に屈くつして頭を垂れる光景は非現実的なものだった。

　まだ八十センチ──この世界の単位では《八十セン》──近く残っていた幹の健在部分が、大きすぎる自重に耐え切れず、石炭のような欠片かけらを撒まき散ちらしながら圧あつ潰かいしていった。巨樹の断だん末まつ魔まは、雷かみなりが十発立て続けに落ちた以上の凄すさまじさで、破は壊かい音おんは村の中央広場を突き抜けて北の端はしの衛えい士し詰め所まで届いたらしい。

　俺おれとユージオは同時に悲鳴を上げ、それぞれ右と左に逃げ出した。オレンジ色に染まり始めた空を黒々と切きり裂さきなからギガスシダーはゆっくり、ゆっくりと倒れ、とうとうその巨体を大地に横たえた。途と方ほうもない衝しよう撃げきで俺たちは空高く放り上げられ、尻しりから地面に落下して天命が五十ほど減った。




「驚いたな……この村、こんなに人がいたんだなあ」

　俺は、ユージオが差し出す林りん檎ご酒しゆのジョッキを受け取りながらそう呟いた。

　ルーリッド村中央広場には、赤々としたかがり火が幾いくつも焚たかれ、集った村人の顔を明るく照らし出していた。噴ふん水すいの傍かたわらでは、バグパイプに似た楽器やえらく長い横笛、獣皮を張ったドラムによる即そつ興きようの楽団が陽気なワルツを奏で、それに合わせて踊る人々の靴くつ音おとや手て拍びよう子しが夜空へ舞い上がっていく。

　喧けん騒そうから少し離れたテーブルに陣じん取どり、足でリズムを取っていると、なんだか自分も村人の輪に飛び込んで踊りたいような気がしてくるのが不思議だ。

「僕も、村の人がこんなに集まるのを見たのは初めてかもしれないな。年末の大聖節のお祈りよりも多いよ、絶対」

　そう言って顔を綻ほころばせるユージオに向かって、俺は右手のジョッキを突き出すと何度目かの乾かん杯ぱいを交わした。アップルサイダーに似た味の発はつ泡ぽう酒しゆは、この村では一番弱いものらしいが、それでも一息に呷あおると顔がかーっと熱くなる。

　ギガスシダーが切り倒されたことを知った村長以下の顔役たちは、先週の安息日に引き続いて村会議の開かい催さいを余よ儀ぎなくされた。そこでは、《巨きよ樹じゆの刻み手》ユージオ──とついでに俺の処しよ遇ぐうをどうするか喧けん喧けん諤がく諤がくの議論が交わされたそうだ。

　恐おそろしいことに、予定より少々、具体的には九百年ほど早くお役目を果たしてしまったことを非として処しよ罰ばつする案も出されたそうだが、最終的には村長ガスフトの鶴つるの一声で、何はともあれ村を挙げての祭りを催もよおし、ユージオについては法の定めるとおりに遇ぐうする、という結論に達したそうだ。

　法のとおり、というのが実際には何を指すのか俺には見当もつかず、ユージオに訊たずねてみたのだが、彼はどうせすぐに解るよと笑うだけだった。

　まあ、その顔を見れば、少なくとも吊つるし上あげられるわけではなさそうだという事だけは察せられる。俺はジョッキを干すと、傍らの皿から肉汁したたる巨大な串くし焼やきを摑つかみ、がぶりと嚙かみ付ついた。

　考えてみると、この世界に来てから食べたものと言えば、もう相当にうんざりしつつあった例の丸パンと教会で出る野菜中心の料理だけで、肉と名のつくものを口にするのは初めてだ。濃厚なソースのかかった柔やわらかい牛肉──に似た肉は、ここが仮想世界だと信じられなくなるほど芳ほう醇じゆんな香かおりと旨うま味みに満ちていて、この味のためだけでもギガスシダー相手に苦く闘とうした甲か斐いはあったと思える。

　もっとも、もちろんこれで全てめでたしめでたしという訳には行かない。むしろ、ようやく端たん緒しよに辿たどり付ついたのだと思うべきだ。視線を動かし、ユージオの腰に誇ほこらしげに吊つられたままの青あお薔ば薇らの剣をちらりと眺ながめる。

　彼にはこの五日間、ギガスシダーを標的として、片手直剣用の初期基本技──単発水平斬り《ホリゾンタル》をみっちりと練習させた。

　アインクラッド流なるでっち上げ流派名が示すとおり、それはかつて存在した《ソードアート・オンライン》というＶＲＭＭＯゲームに設定されていたシステム的なソードスキルだ。

　動作を再現できるのは、まあ解る。以前、銃戦闘がメインのＶＲゲーム《ガンゲイル・オンライン》世界を訪れた折、俺おれは幾いくつかのソードスキルを駆く使しして苦しい戦いを切り抜けた。だがそれは、あくまでアバターの動きをトレースしたというだけで、技に伴ともなうライトエフェクトも、剣を加速するシステムアシストも発生しなかった。ゲームシステムに組み込まれていないのだから当たり前だ。

　しかし──この異世界アンダーワールドでは、ソードスキルが完全に機能する。規定のプレモーションを起こし、技全体の動きを強くイメージすれば、剣は輝かがやき体は加速する。修行の初日こそ、それができるのは俺だけなのかと慌あわてもしたが、二日目の午後にはユージオが初めて《ホリゾンタル》発動に成功し、条件さえ満たせば住民の誰だれでもソードスキルを使えることが証明された。

　問題は、なぜそんな現象が起きるのか、ということだ。ラースが開発したＳＴＬ技術を用いて運営される仮想世界アンダーワールドと、今は無き企業アーガスがリリースしたＳＡＯの間には何の繫つながりもないはずだ。もしあるとすれば、それは……俺にラースでの怪あやしげなバイトを紹介し、かつてはＳＡＯ事件の国側対策チームに所属していた、あの男…………。

「まさか、なあ……」

　呟つぶやき、俺は二本目の串くし焼やきにかぶりついた。もし今の想像が真実なら、あの男は紹介者どころか事の核心に限りなく近い人物ということになる──のだが、今はそれを確かめる方法はない。これ以上の情報を得ようとするなら、ルーリッドの村を出て、遥はるか南の央都に辿り着かねばならないだろう。

　その計画の最大の障しよう害がいだったギガスシダーは切り倒した。あと、すべきことはただ一つ。

　金串に刺さった肉と野菜を全て平らげると、俺はテーブルの向かいで村人の輪に見入っている相棒に声をかけた。

「なあ、ユージオ……」

「ん……何だい？」

「お前、この後……」

　だが、続きを口にする前に、甲かん高だかい声が頭上から降ってきた。

「あっ、こんな所にいた！　何やってんのよ、お祭りの主役が」

　両手を腰に当て、胸を反らせて立っている少女がセルカだと気付くのに少し時間がかかった。いつも三つ編みにしていた髪を解いてカチューシャを飾かざり、黒の修道服ではなく赤いベストと草色のスカートを身につけていたからだ。

「あ、いや……僕、ダンスは苦手で……」

　もごもごと言い訳するユージオに倣ならって、俺おれも首と右手を振る。

「ほら、俺も、記き憶おく喪そう失しつだし……」

「そんなもの、やればなんとかなるわよ！」

　俺とユージオは同時に手を摑つかまれ、ずるずると椅い子すから引き起こされてしまった。セルカは俺たちを有無を言わせず広場の真ん中まで引っ張っていき、どーんと威い勢せい良く突き飛ばした。途と端たん、周囲からわっという歓かん声せいが上がり、たちまち踊りの輪に吞のみ込こまれてしまう。

　幸い、ダンスは学校の体育祭でやるような簡単なもので、パートナーが三回替わる頃にはどうにか見よう見み真ま似ねで踊れるようになった。するとだんだん、素そ朴ぼくなリズムに乗って体を動かすのが楽しく思えてきて、ステップを踏む足も軽くなってしまう。

　健康的な赤い頰ほおで陽気に笑う、東洋人とも西洋人ともつかない顔立ちの娘さんたちの手を取って踊っていると、なんだか自分が本当に記憶をなくした風ふう来らい坊ぼうだという気がしてくるのが不思議だ。

　──そういえば、以前にも仮想世界でダンスを踊ったことがあった。相手は、俺の妹である直すぐ葉はのアルヴヘイムに於おける分身、シルフの剣士リーファ。彼女の微笑ほほえみが目の前の娘さんの顔と重なり、鼻の奥おくがつんと痛くなる。

　思いがけないホームシックの切なさに浸ひたっていると、だんだんと音楽が高まりつつペースを上げ、そして唐とう突とつに終わった。楽団のほうを見ると、並んだ楽器類の隣となりに設しつらえられた演台に、見事な髭ひげを伸ばした威い丈じよう夫ぶが登ったところだった。ルーリッド村長にしてセルカの父、ガスフトだ。

　村長は両手をぱんぱん叩たたき、よく通るバリトンで叫んだ。

「みんな、宴えんもたけなわだが、ちょっと聞いてくれ！」

　村人たちは、ダンスで火ほ照てった体を冷やすためのエールやりんご酒のジョッキを掲かかげて村長に歓声を送ったあと、さっと沈ちん黙もくする。一同を見回し、村長は再び口を開いた。

「──ルーリッドの村を拓ひらいた父祖たちの大願は、ついに果たされた！　肥ひ沃よくな南の土地からテラリアとソルスの恵みを奪っていた悪あく魔まの樹が倒されたのだ！　我々は、新たなる麦畑、豆畑、牛や羊の放牧地を手に入れるだろう！」

　ガスフトの美声を、再びの歓声が搔かき消けす。村長は両手を上げて静けさが戻るのを待つと、続けた。

「それを成なし遂とげた若者──オリックの息子ユージオよ、ここに！」

　村長が広場の一角に手招きをすると、そこには緊きん張ちようした表情でユージオが立っていた。彼の隣となりの、やや小こ柄がらな壮そう年ねん男性がもしかしたら父親のオリックさんだろうか。髪の色以外まるで似ておらず、表情も誇ほこらしげというより途と惑まどっているようにも見える。

　父親ではなく、周りの村人に促うながされ、ユージオは前に出た。村長の隣に登り、広場に向き直った途と端たん、三度目の、そして最大の歓かん声せいが浴びせられる。俺おれも、負けじと両手を打ち鳴らした。

「掟おきてに従い──」

　村長の声が響ひびき渡わたり、村人は口を閉じて耳を澄すませた。

「見事天職を果たしたユージオには、自ら次の天職を選ぶ権利が与えられる！　このまま森で木こりを続けるもよし、父親の後を継いで畑を耕すもよし、牛飼いになろうと、酒を醸かもそうと、商売をしようと、なんなりと己おのれの道を選ぶがいい！」

　────なんだって!?

　俺は、ダンスの余よ韻いんが急激に冷めるのを感じた。

　娘さんたちの手を握にぎって浮かれている場合ではなかったのだ。やはり早いところユージオに最後の念押しをしておく必要があった。ここで、僕は麦を育てます、などと宣言されてしまったら万ばん事じ窮きゆうする。

　息を吞のみながらユージオの様子を注視していると、彼は困ったように俯うつむき、右手で頭を搔かきつつ、左手を何度も閉じたり開いたりした。いっそ俺も壇だん上じように乱入し、彼の肩を抱だいて、俺たち央都に行きまーすと叫んでやろうか──と考えたその時、すぐ隣で小さな声がした。

「ユージオ……村を出るつもりなのね……」

　いつの間にか俺の横に立っていたセルカだった。口くち許もとに、寂さみしさと嬉うれしさが入り交じったような微笑を滲にじませている。

「そ、そうなのか？」

「そうよ、間違いないわ。それ以外に、何を迷う理由があるのよ」

　まるでその声が聞こえたかのように、ユージオの左手が、腰に吊つった青あお薔ば薇らの剣の柄つかをぐっと握った。顔を上げ、まず村長を、次いで村人たちの輪を見回すと、大きなはっきりとした声で言った。

「僕は──剣士になります。ザッカリアの街で衛兵隊に入り、腕を磨みがいて、いつか央都に上ります」

　しんとした静せい寂じやくのあと、村人の間に、さざ波に似たどよめきが広がった。しかしそれは、あまり好意的なものではないように思えた。大人たちは皆、眉まゆをひそめて周りの者に首を寄せ、ぼそぼそと何か言い合っている。父親や、その周りの若者二人──おそらくユージオの兄たち──も、どちらかと言えば苦々しい顔をしているようだ。

　場を鎮しずめたのは、今度もガスフト村長だった。片手を上げて村人を黙だまらせると、彼も厳しい顔を作り、口を開いた。

「ユージオ、お前はまさか──」

　そこで一度言葉を切り、あご髭ひげを撫なでてからまた続ける。

「……いや、理由は問うまい。次の天職を選ぶのは、教会の定めたお前の権利なのだからな。よかろう、ルーリッドの長として、オリックの息子ユージオの新たなる天職を剣士と認める。望ならば村を出て、剣の腕を磨みがくがよかろう」

　ほうーっ、と俺おれの口から長い吐と息いきが漏もれた。

　これでようやく、この世界の核心を自分の眼で確かめることができる。もしユージオが農民になってしまったその時は単身央都を目指すつもりでいたが、知識も路ろ銀ぎんもない身で行き当たりばったり進むのでは何ヶ月、何年かかるか知れたものではない。ここ数日の苦労が報われた思いで、すうっと肩が軽くなる。

　村人たちも、村長の決定ならばと納得したようで、少々躊躇ためらいがちながらも手を叩たたき始めた。しかし、その音が大きくなる前に、鋭するどい叫びが夜空にこだました。

「待ってもらおう！」

　人ひと垣がきを割って壇だんの前に飛び出したのは、ひとりの大おお柄がらな若者だった。

　朽くち葉ば色いろの短い髪といかつい造ぞう作さく、そして何よりその左腰に吊つられたシンプルな形の長剣に見覚えがあった。いつも南の詰つめ所しよに立っている村の衛えい士しだ。

　若者は、壇上のユージオに張り合うように胸を張り、太い声で叫んだ。

「ザッカリアの衛兵隊を目指すのは、まず第一にこの俺の権利だったはずだ！　ユージオが村を出ることを許されるのは、俺の次じゃないとおかしいだろう！」

「そうだ、その通りだ！」

　追つい随ずいする叫び声を発しながら続いて進み出てきたのは、若者とよく似た髪色、顔立ちをした、しかしこちらは相当に腹の出た中年の男だった。

「……あれは？」

　セルカに顔を寄せて訊たずねると、渋じゆう面めんとともに答が返ってくる。

「前の衛えい士し長ちようのドイクさんと、その息子で今の衛士長のジンクよ。村で一番の使い手、が口くち癖ぐせの一家なの」

「なるほどね……」

　さてどうしたものか、と思いながら見守るうち、ジンクとその親父の言い分を一通り聞いたガスフト村長が、なだめるように手を挙げながら言った。

「しかしジンクよ、お前はまだ衛士の天職に就ついて六年だろう。掟おきてでは、あと四年経たねばザッカリアの剣術大会に出ることはできんぞ」

「ならばユージオもあと四年待つべきだ！　剣の腕が俺より下のユージオが、俺を差し置いて大会に出るのはおかしい！」

「ふむ。しかしそれをどうやって証明するのだ？　お前のほうがユージオより腕が立つことを？」

「なっ……」

　ジンクと親父の顔が、見る間にまったく同じ赤に染まった。今度は親父のほうが、湯気を立てながらガスフトに詰つめ寄よる。

「ルーリッドの長と言えど、その暴言は聞き捨てなりませんな！　息子の剣が、木こり如ごときに遅れを取ると申すのなら、この場で試合わせてみればよいでしょう！」

　それを聞いた村人の間から、そうだそうだ、と無責任な野や次じが飛んだ。思いがけぬ祭りの余よ興きようを楽しめそうだと見るや、ジョッキを掲かかげ、足を踏み鳴らして、試合だ試合だと喚わめき散ちらす。

　俺おれが呆あつ気けに取られて見守るうち、あれよあれよという間にジンクがユージオに立会いを申し込み、ユージオもそれを受けざるを得ず、壇だんの前に作られたスペースで両者が向き合うという流れになってしまった。マジかよ、と思いながらセルカに耳打ちする。

「俺、ちょっと行ってくる」

「ど、どうする気なの」

　それには答えず、人波を搔かき分わけてどうにか噴水前まで出ると、ユージオに走り寄る。悍かん馬ばのように入れ込んでいる相手とは対照的に、何でこんなことにと言いたそうなユージオは、俺を見るとほっとしたような顔で囁ささやいた。

「ど、どうしようキリト、なんだか大ごとになっちゃったよ」

「ここまで来てごめんなさいじゃ済まないだろうなあ。それはともかく、試合って本気の斬きり合あいなのか？」

「まさか、剣は使うけど寸止めだよ」

「ふうん……。でも、その剣はもし止まらないで当たっちゃうと、それだけで相手を殺しかねないからな。いいか、ジンク本人じゃなくてあいつの剣を狙ねらえ。横っ腹に《ホリゾンタル》を一発当てればそれで終わる」

「ほ、ほんとに？」

「絶対だ、保証する」

　ユージオの背中をばんと叩たたくと、少し離れた場所で俺を胡う散さん臭くさそうに見ているジンクとその親父にぺこりと頭を下げ、観客の列まで退いた。

　壇の上でガスフト村長が両手を叩たたき、静せい粛しゆくに！　と叫んだ。

「それでは──予定にはなかったが、この場で衛えい士し長ちようジンクと、刻み手……いや剣士ユージオの立合を執り行なう！　剣は寸止めにて、互いの天命を損なうこと能わず、よいな!!」

　その言葉が終わるや否や、ジンクがじゃりんと音を立てて腰の剣を抜き、少し遅れてユージオがゆっくり抜ばつ剣けんした。村人の間からほおうという嘆たん声せいが漏もれたのは、かがり火の下で美しく映える青あお薔ば薇らの剣の輝かがやきのせいだろうか。

　ジンクもまた、相手の剣がまとうオーラに気圧されたようだった。わずかに頭を仰のけ反ぞらせ、しかしすぐに姿勢を戻す。いっそう憎にく々にくしげな顔になった若い衛視は、左手の指をユージオに突きつけると、予想外の台詞せりふを口にした。

「ユージオ、その剣は本当にお前のものか!?　もし借り物なら、俺おれには使用を拒否する権利が……」

　叫び声が終わらないうちに、ユージオが毅き然ぜんとした態度で応じた。

「この剣は──北の洞どう窟くつで手に入れたもので、現在の所有権は僕にある！」

　途と端たん、村人たちが低くさざめき、ジンクは言葉に詰まった様子を見せる。所有権を証明しろと食い下がるのではと思ったが、その気配はない。恐おそらく、盗みという行為の存在しないこの世界では、所有権を宣言した時点でそれは確定的に《彼または彼女の所属物》と証明され、文句をつけること自体が何らかの侵しん害がい行為に当たるのかもしれない。

　──という俺の予想が当たっていたかどうかは解らないが、ジンクはもう何も言わず、両手にぺっと唾つばを吐きかけると、自分の直剣を大上段に構えた。

　対してユージオは、右手一本で握にぎった剣をぴたりと正眼に据すえ、左手左足を引いてすっと腰を落とす。

　数百の村人が息を詰めて見守るなか、ガスフトが右手を高く掲かかげ、「始め！」の声とともに振り下ろした。

「ウオオオオッ!!」

　予想通り、即そく座ざに突っ掛けたのはジンクのほうだった。野太い気合を放ちながら、本当に止まるのかよと思いたくなる勢いで、真っ向から唐から竹たけ割わりを──

「…………ッ!!」

　刹せつ那な、俺は小さく息を漏もらした。ジンクの剣が、空中で大きく軌き道どうを変えたのだ。上段からの斬きり下おろしと見せかけての右水平斬り。初歩的なフェイントだが今はマズい。ユージオは、俺のアドバイスによって《ホリゾンタル》でジンクの剣を狙ねらおうとしているが、横斬りを横斬りで迎げい撃けきするのは至難の業だ。空振ったところを一本取られてしまう可能性が高い…………

「い……やああっ!!」

　ジンクのそれと比べると、やや迫はく力りよくに欠ける気合が俺の瞬しゆん間かん的てき思考を止めた。

　ユージオが繰り出したソードスキルは、《ホリゾンタル》ではなかった。

　剣を右肩に担ぐようなプレモーション。刀身がやや濃い青に輝かがやく。地面を揺るがすような踏み込みに続いて、空中に斜め四十五度の円えん弧こが鋭するどく描かれる。これは……この技は、俺が教えていない斜め斬り、《スラント》だ。

　一拍遅れて始動したユージオの剣が、稲いな妻ずまの如ごときスピードで閃ひらめき、水平斬りの途と上じようにあったジンクの剣を上から叩たたいた。鋼鉄の刃があまりにも呆気なく粉ふん砕さいされるさまを凝ぎよう視ししながら、俺は内心で自問していた。

　ユージオはきっと、自宅に帰ってからも棒か何かを使って技の練習をしていたのだ。その過程で《スラント》の存在に気付いたのだろうが、今の動きに付け焼き刃のぎこちなさなど欠片かけらも存在しなかった。青あお薔ば薇らの剣と一体となって舞うユージオの姿は、美しくすらあった。

　彼がこの先も研けん鑚さんを積み、数多あまたの技を会え得とくし、実戦の修羅場をも経た時、いったいどれほどの剣士となるのだろうか？　もし……もしもその彼と本気で剣を交える場面に至ったとしたら、果たして俺おれは彼の前に立てるのか──？

　誰だれも予想だにしなかった、しかし見事な決着にわっと湧わく村人たちに混じって、両手を盛んに叩たたきながら、俺は背中を伝う汗の冷たさを意識していた。




　ジンク親子が茫ぼう然ぜん自じ失しつの体ていで引き上げていくと、すぐに音楽が再開された。祭りは前以上に盛り上がり、ようやくお開きとなったのは教会の鐘かねが夜十時を告げる頃だった。

　林りん檎ご酒しゆを追加で三杯飲んでやっと理由なき不安を忘れた俺は、心地よい酩めい酊ていに身を任せて再び踊りの輪に飛び込み、最後はセルカに引きずられるようにして教会に戻る破は目めになった。門のところで、俺の有様に苦笑気味のユージオと明朝の旅立ちを約束して別れ、どうにか自室に辿たどり付ついて、崩くずれるようにベッドに座り込む。

「まったく、いくらお祭りだからって吞のみすぎよキリト。ほら、お水」

　セルカが差し出した冷たい井戸水を一気に飲み干すと、やっと頭が冷却され、俺は長く息を吐はいた。アインクラッドやアルヴヘイムでは、どんなに酒を吞もうと気分以上に酔よっ払ばらうことなどなかったのだが、アンダーワールドの酒はどうやら本物らしい。次からは気をつけようと思いつつ、傍かたわらに心配顔で立つ少女を見上げる。

「……な、何よ？」

　こちらの顔に何を見たのか、表情を怪け訝げんなものに変えるセルカに、俺はそっと頭を下げた。

「その……悪かったな。もっと、ユージオと話したかったんじゃないのか？」

　途と端たん、まだ晴れ着姿のセルカの頰ほおが、さくらんぼ色に染まった。

「何言い出すのよ、急に」

「だってさ、明日の朝にはもう……いや、まずはそこを謝らないとだったな。ごめんな、俺がユージオを村から連れ出すみたいなことになっちゃって。もしあいつがずっとこの村で木こりを続けてたら、いつかセルカと、その……所帯を持つようなことになってたかもしれないのに……」

　ふううー、と盛大な溜ため息いきをつくと、セルカは俺の隣となりに腰を下ろした。

「あんたって、ほんと、何て言うか……」

　呆あきれ返ったと言わんがばかりに数回頭を振ってから、続ける。

「……まあ、いいわ。──そりゃ、ユージオが村から出て行っちゃうのは少し寂さみしいけど……でも、あたし、嬉うれしいのよ。アリス姉様がいなくなってからずっと、何もかも諦あきらめたみたいにして生きてたユージオが、あんなに笑うようになったんだもの。自分から、姉様を探しにいくって決めてくれたんだもの。ああ見えて、父様もきっと心の中じゃ喜んでたわ。ユージオが、姉様を忘れてなかったことをね」

「……そっか……」

　セルカは頷うなずき、窓の向こうの満月を見上げて続けた。

「あたしね……別に、姉様の真ま似ねして、闇やみの国の土に触ふれるためにあの洞どう窟くつに行ったわけじゃないの。そんなこと、あたしにできっこないのは解ってた。解ってたけど……でも、少しだけでも、姉さんの近くに行きたかったの。自分に行けるところまで……これ以上は進めないってところまで行って、そこで、あたしはアリス姉様の代わりにはなれないんだってことを……ちゃんと確かめたかった」

　俺おれはしばらくセルカの言葉の意味を考えてから、小さくかぶりを振った。

「いや、君はすごいよ。普ふ通つうの女の子なら、村を出る橋のところで、森の道の途と中ちゆうで、洞どう窟くつの入り口で引き返したはずだ。なのに、あんな暗い洞窟のずっと奥まで入っていって、ゴブリンの偵てい察さつ隊たいを見つけちゃったんだからな。君は、君にしかできないことをしたんだ」

「あたしにしか……できないこと……？」

　眼を丸くし、首を傾かしげるセルカに、大きく頷きかける。

「君はアリスの身代わりなんかじゃない。セルカには、セルカだけの才能があるはずだ。ゆっくりそれを育てていけばいいんだ」

　実際に、これからセルカは加速度的に神聖術の才能を増していくだろうという確信がある。彼女も、俺やユージオと一いつ緒しよにゴブリンを撃げき退たいし、そのせいでシステム上の権限レベルが上昇しているはずだからだ。

　しかし、それは本質的な問題ではない。彼女は、自分はいったい何者なのかという問いに挑いどみ、答えを手に入れた。そのこと自体が、何よりも強いエネルギーを彼女に与えていくだろう。自分を信じること、それこそ人の魂たましいが生み出す最大の力なのだから。

　そろそろ、俺も、今まで先延ばしにしてきたとある疑問の答えを見つけるべき時だった。

　この意識──キリトあるいは桐きりヶが谷や和かず人とという名の自我は、いったい何者なのか？　生体脳に宿るフラクトライト、つまり《本物の俺》なのか。それとも、ＳＴＬによって本物の俺から読み出され、メディアに保存された《複製》なのか。

　それを確かめる方法が、たった一つだけある。

　ユージオやセルカたちアンダーワールド人、すなわち人工フラクトライトは《禁きん忌き目もく録ろく》や《帝国基本法》を破れない。だが、仮に俺がこの世界の禁忌に抵てい触しよくできても、それは俺が人工フラクトライトではないという証しよう拠こにはならない。なぜなら、俺は禁忌目録の条項をほとんど知らない……つまり魂にそれらのルールを書き込まれていないからだ。

　代わりに俺は、今までの人生で堅けん守しゆしてきた俺自身のルール……つまりモラルを自分の意思で破れるかどうかを確かめねばならない。ここ数日あれこれと考えたのだが、これがなかなか難しい。村人を剣で傷つけたり盗みを働くのは論外だし、といって誰だれかの悪口を言う程度では確認行為として心こころ許もとない。あとはもう、考えつく行動はこれくらいしかない。

　俺おれは体を捻ひねると、隣となりに座るセルカの顔をじっと見み詰つめた。

「……なに？」

　不思議そうに瞬まばたきをするその頰ほおに手を伸ばしつつ、内心でアスナとユイに謝罪する。そして「ごめん」と口に出してセルカ当人にも謝ってから、顔を近づけ、カチューシャの下の真っ白い額に軽く唇くちびるを付けた。

[image: ]

　セルカはぴくっと体を震ふるわせたが、それ以上動くことはなかった。約三秒後、俺が顔を離すと、両頰を耳まで真っ赤に染めて睨み付けてくる。

「あなた……今、何したの…………？」

「そうだな……《剣士の誓い》的なものかな」

　苦しい言い訳をしながら、俺は内心で一つの認識を嚙かみ締しめていた。

　俺は、本物の俺ならまずしないであろう行為を実行できたがゆえに、本物の俺だ。複製されたフラクトライトならば、セルカの額の数センチ手前で体が自動停止したはずだ。

　そんなことを考える俺の顔を尚も凝ぎよう視ししながら、セルカは右手で自分の額に触ふれると、小さく息を吐はいて呟つぶやいた。

「誓い……。──あなたの国の風習なのかもしれないけど、でも、もしおでこじゃなくて……にしてたら、今頃整せい合ごう騎き士しが飛んできてたわ。禁きん忌き目もく録ろく違反だもの」

　途と中ちゆう一箇所が聞き取れなかったが、確認するのはやめておく。セルカはもう一度かぶりを振り、表情を呆あきれ混じりの微笑ほほえみに変えると、俺おれに訊たずねた。

「それで……何を誓ってくれたの？」

「決まってるだろ……俺はユージオと一いつ緒しよにアリスを助け出して、この村に君の姉さんを連れて帰ってくる。約束するよ……」

　少し間を置いて、ゆっくりとその先を口にする。

「俺は、剣士キリトだからな」










　　　６




　翌朝は、見事な快晴となった。

　セルカが作ってくれた弁当の重みをそれぞれの右手に感じながら、俺とユージオは長いこと帰らないであろう道を、南に向かって歩いていた。

　ギガスシダーのあった森へと入る細道の分ぶん岐き点てんまで来た時、俺はそこに一人の老人が立っているのを見つけた。皺しわ深ぶかい顔は白いひげに覆おおわれているが、背筋はぴんと伸び、眼光も炯けい炯けいとしている。

　老人を見た途と端たん、ユージオは嬉うれしそうに顔を綻ほころばせて走り寄った。

「ガリッタじい！　来てくれたの、嬉しいよ。昨日会えなかったからね」

　その名前には聞覚えがあった。確か、前任の《ギガスシダーの刻み手》だ。

　ガリッタという名の老人は、ひげの下に優しげな笑みを浮かべると、ユージオの両肩に手を置いた。

「ユージオよ、儂わしが指の長さほどしか刻めなかったギガスシダーを、よもや倒すとはなあ……。教えてくれんかね、いったいどうやったのじゃ？」

「この剣と……」

　ユージオは、左腰の青あお薔ば薇らの剣をわずかに抜いてからチーンと音をさせて鞘さやに収め、次いで振り返って俺おれを見た。

「何より、彼の……僕の友達のおかげだよ。名前はキリト。ほんとに、とんでもない奴やつなんだ」

　どういう紹介だよと思いながら慌あわてて頭を下げる。ガリッタ老人は俺の前まで移動し、鋭するどい眼光でこちらを射抜かんばかりに見み据すえ──すぐに破顔した。

「そなたが噂うわさの《ベクタの迷子》か。なるほど……変動の相じゃな」

　そんなことを言われたのは生まれて初めてで、いかなる意味かと首を捻ひねっていると、老人は左手で森を指しながら言葉を続けた。

「さて、せっかくの旅立ちを邪じや魔まして悪いが、少々付き合ってもらえんかな。何、そう手間は取らせん」

「え、ええ。いいよね、キリト」

　特に拒否する理由もないので頷うなずく。老人はもう一度笑い、それではついておいで、と森への細道に足を踏み入れた。

　この道を毎日通ったのは一週間程度のことだが、それでも懐かしさに似た感かん慨がいを覚えながら二十分ほど歩いて、広い空き地へと到着する。

　数百年もの長きにわたって、天を貫かんばかりにそびえ立っていた森の支配者は、今やその巨体を静かに横たえていた。漆しつ黒こくの樹皮には早くも細い蔦つたが這はい登り始めていて、いずれ遠い未来には朽くち果てて大地に還かえって行くのかと思わせる。

「……ギガスシダーがどうかしたの、ガリッタじい？」

　ユージオの声に、老人は無言のまま倒れた幹の先せん端たん方向へと足を進めた。慌てて後を追うが、途中からはギガスシダーの枝やそれが薙なぎ倒たおしたほかの木々が絡からみ合あって迷路のごとき有様だ。よくよく見ると、ギガスシダーの黒い枝はどんなに細いものでも一本たりとも折れずに地面や岩に突き刺さっているようで、改めてその強きよう靭じんさに舌を巻く。

　剝むき出だしの腕に引っかき傷を作りながら苦労して枝を搔かい潜くぐり、涼しい顔でとっくに立ち止まっていたガリッタ老人の隣となりに辿たどり着ついた。掌てのひらで額の汗を拭ぬぐいながら、ユージオがぼやくように言った。

「いったい何があるのさ、ここに？」

「これじゃ」

　老人が指差したのは、倒れたギガスシダーの幹のまさに最頂点、真っ直ぐに伸びた梢こずえだった。かなりの長さに渡って小さな枝ひとつ生えておらず、その先端はレイピアのように鋭く尖とがっている。

「この枝が、どうかしたんです？」

　俺が訊たずねると、老人は節くれ立った右手を伸ばし、太さ五センチほどの梢部分を撫なでた。

「ギガスシダーの全ての枝のなかで、最もソルスの恵みを吸い込んだ一本がこれじゃ。さあ、その剣で、ここから断ち切るがよい。一刀で落とすのだぞ、何度も打つと裂さけてしまうかもしれんでな」

　老人は先端から一メートルと二十センチほど下の部分に手刀をぽんと当ててから、数歩退いた。

　ユージオと俺おれは顔を見合わせ、とりあえず言うとおりにしようと頷うなずいた。ユージオの弁当を預かり、俺も後ろに下がる。

　青あお薔ば薇らの剣が鞘から抜かれ、陽光を受けて薄青く輝かがやくと、隣となりで老人がかすかな嘆たん息そくを漏もらした。そこには、もしあの剣を若い頃に手にしていたら、全てが変わっていた──という慨がい嘆たんの響ひびきがあったように思えたが、ちらりと見た老人の横顔は穏おだやかで、心中を見み透とおすことはできない。

　ユージオは、剣を構えたものの、しかしなかなか動かなかった。切っ先が、内心の迷いを映してかわずかに揺れている。手首ほども太さのある枝を一いち撃げきで断ち切れるかどうか、自信が持てないのだろうか。

「ユージオ、俺がやるよ」

　前に出て手を伸ばすと、ユージオは素直に頷き、剣の柄を差し出してきた。弁当と交換に受け取り、場所を入れ替えて立つ。

　何も考えず、ただ黒い枝だけを見て、俺は剣を振り上げ、まっすぐ斬きり下おろした。きしっ、という澄すんだ音とわずかな手ごたえを残して、刃は狙ねらった箇か所しよを通り抜けた。少し遅れて落下する黒く長い枝を、刀身の腹で受け止め、跳はね上あげる。宙をくるくる回りながら落下してきたそれを、今度は左手で受け止めた。ずしりと手首に響く重さと、氷のような冷たさに少々よろけた。

　青薔薇の剣をユージオに返し、黒い枝を両手で掲かかげてガリッタ老人に差し出す。

「そのまま持っていておくれ」

　言うと、老人は懐ふところから分厚い布を取り出し、俺の手の中の枝を慎しん重ちように包んだ。さらにその上から、革かわ紐ひもでぐるぐると縛しばり上あげる。

「これで良し。央都セントリアに到着したら、この枝を、北七区に店を構えているサードレという名の細工師に預けるがいい。強力な剣に仕立ててくれるはずじゃ。その、美しき青銀の剣に優るとも劣らぬ、な」

「ほ、ほんとかい、ガリッタじい！　それは有り難いな、僕らは二人なのに剣が一本じゃこの先困りそうだなと思ってたんだ。ねえ、キリト」

　嬉うれしそうに声を上げるユージオに、俺もそうだなと笑いながら頷き返した。しかし、素直に諸もろ手てを上げて喜ぶには、漆しつ黒こくの枝は少々重すぎる気もした。

　二人揃そろってぺこりと頭を下げると、老人は莞かん爾じと微笑ほほえんだ。

「なに、ささやかな餞せん別べつじゃよ。道中、気をつけて行くのじゃぞ。今やこの世界は、善神のみがしろしめす地ではないからな。……儂わしはもう少しここで、この樹を見てゆくとしようかの。さらばだユージオ、そして旅の若者よ」




　再び小道を辿たどって街道に出ると、つい先刻までは晴天だった空に、東の端から小さな黒雲が湧わき上あがろうとしているのが見えた。

「ちょっと風が湿ってきたね。今のうちに進んでおいたほうがよさそうだ」

「……そうだな。急ごう」

　ユージオの言葉に頷うなずき返かえし、俺おれはギガスシダーの枝が入った包みを革かわ紐ひもで背中に結わえ付けた。遠く遠く響ひびく雷らい鳴めいが、枝の重みと共振して、俺の心をわずかに震ふるわせた。

　対となる二振りの剣。

　それは何かを暗示する、未来からのサインなのだろうか？

　俺は一いつ瞬しゆん、この包みは森の奥深く埋めていくべきではないだろうか、という気がして立ち止まった。しかし、何を、なぜ畏おそれる必要があるのか、その理由はまったく解らなかった。

「ほら、行くよ、キリト！」

　顔を上げると、未知なる世界への期待に輝かがやくユージオの笑顔が眼に入った。

「ああ……行こう」

　俺は、ほんの一週間前に出会った、それでいてどこか生来の親友であるかのような気がする少年と肩を並べ、南へ──アンダーワールドの中心、全すべての謎なぞの解答が待つはずの場所へと伸びる道を、足早に歩き始めた。








（アリシゼーション・ビギニング　終）









　　　あとがき




　川かわ原はら礫れきです。二〇一二年最初の一冊、『ソードアート・オンライン９　アリシゼーション・ビギニング』をお届けします。

　８巻が出たのが去年の八月ですから、半年空いてしまったわけですね。そこにはアレコレの諸事情があったりなかったりなのですが、まずはお待たせしましたことをお詫わび致します。すみませんでした！　次は頑がん張ばります！

　……そして、ここから本の内容に触れようと思ったものの、サテ何を書いていいのか……。後書き先読み派の皆様のためにネタバレは避さけたいのですが、どこを切ってもバレの嵐あらしのような！　ということで、ここらで警告線を引かせて頂こうと思います。ラインから先は仁義なきダークテリトリーなのでご注意！　ハッ……すでにバレているっ……。

　──────ネタバレ警告線──────

　ということで、アスナが主人公だった７巻、外伝集だった８巻を挟はさみまして、ついにキリト先生の新たなる旅立ちな９巻です。ＳＡＯからＡＬＯ、ＧＧＯと仮想ゲーム世界を渡り歩いてきた彼ですが、今度の世界ではついに《強くてニューゲーム》は禁止で、レベル１からの挑ちよう戦せんとなります。……なるはず、だったんですが……さっそくあれこれソードスキルを使っているのはご愛あい敬きようとしておいてください……。

　作者である私自身、今巻で登場する《アンダーワールド》という世界では、色々と新たなトライを行っています。具体例を挙げれば、キリト君が出会うのが女の子じゃない……いえそういうことでなく、ネットゲームの文脈を用いてどこまで直球なファンタジーをやれるかとか、これまであまりクローズアップされなかったＮＰＣ、つまりＡＩに焦しよう点てんを当てるとか、《ＶＲＭＭＯもの》として限界まで風ふ呂ろ敷しきを広げていきたいと。畳たためるかどうかはあとで考えればいいと。そういう決意で次巻以降も頑張りたいと思っております！




　そしてここで、遅まきながらではありますが、この『ソードアート・オンライン』のテレビアニメーション化についても触れさせて頂きます。二〇〇一年末に書き始め、翌年からＷｅｂ小説としてネットの片かた隅すみでひっそり連載を続けてきた『ＳＡＯ』が、よもやアニメになる日が来ようとは……。当時の私に言っても「どうせＧＩＦアニでしょ」と絶対信じないと思います。そんなミラクルを実現して下さったイラストレーターのａｂｅｃさん、三年ちょい前に「これも出しましょう！」と言って下さった担当の三み木きさん、綱渡りなスケジュールにＨＰバーが真っ赤なサブ担当の土つち屋やさん、そしてここまで作品と作者を応おう援えんし続けて下さった読者の皆々様に、改めてお礼を申し上げます。もちろん、原作小説もまだまだ続きます！





二〇一一年一二月某日　　　　　川原 礫





















次ページには、紙書籍版刊行時の『アクセル・ワールド11　─超硬の狼─』発売告知ページのイラストを収録しています。
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川かわ原はら 礫れき

アニメーション制作の現場に触れさせて頂いて、改めて『作品というのは一人で作ってるわけじゃないな！』と感じました。アニメはもちろん、小説もそうですね……。今年はそのことを再認識しつつ頑張ります！
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